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序

富山県内では、カドミウム汚染田の復元工事を目的とした土地

改良事業が、昭和54年から進められています。

当財団では、富山県から委託を受け、この事業地内に存在する

埋蔵文化財の発掘調査を、平成 7年度から実施してまいりました。

本書は、富山市の任海宮田遺跡B地区で、平成12年度から14年

度まで実施した発掘調査の成果をとりまとめたものです。

当遺跡は、神通川と熊野川に挟まれた扇状地に位置しています。

この一帯では、奈良時代から平野の開発が著しく進み、中世まで

営まれた集落跡が数多く確認されています。耕地や水産資源を求

めた先人たちが、永々たる努力によって平野を開発し、暮らしを

営んだ様相を発掘調査で明らかにすることができました。

この報告書が、地域の歴史と文化財の理解に少しでも役立てば

幸いです。

最後に、本書を作成するにあたり多大なご指導、ご助力を賜わ

りました関係機関及び各位に、厚くおネL申 し上げます。

平成19年 3月

財 団法 人 富 山県 文 化 振 興 財 団

埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所

所長 岸 本 雅 敏
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1 本書は富山県富山市任逸地内に所在する任海督由遺跡B地区の発掘調査報告書である。

2 本書は4分冊からなる。第一分冊に遺構・遺物の所見、第二分冊に遺構 。遺物のまとめ、第三分

冊に遺構・遺物の図面、第四分冊には自然科学分析および写真図版を収録した。また遺跡全体図

は付図として本書に添付した。

3 調査は富山県 (農林水産部)か ら委託を受けて、財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事

務所が実施した。

4 発掘調査と遺物整理の実施期間は以下のとおりである。

発掘調査期間  平成12(2000)年 10月 24日 ～12月 4日

平成13(2001)年 5月 14日 ～12月 26日

平成14(2002)年 5月 13日 ～6月 3日

遺物整理期間  平成14(2002)年 4月 1日 ～平成19(2007)年 3月 23日

5 本書の編集・執筆は武田健次郎・細辻真澄が担当した。また第三分冊は、森隆・武田健次郎 。中

村亮仁・青山晃・細辻真澄が分担執筆し、文末にその執筆者名を記した。

6 出土遺物の写真撮影は、楠華堂 (代表 内田真紀子)及びアオヤマスタジオ (代表 青山清寛)
に委託した。

7 自然科学分析は、以下の諸機関に委託した。
金属製品等分析………………………………J配テクノリサーチ

焼石被熱判定・樹種同定 。各種分析………株式会社古環境研究所

土器胎土分析…………………………………胎土分析研究会

8 本書に記載した図面 。図版・記述の凡例については、必要に応じてそのつど本文中に示した。
9 本書で使用した遺構の略号は次のとおりである。
SI:竪穴住居 SB:掘立柱建物・礎石建物 SA:柵列 SE:井戸 SK:土坑等

SX:大型土坑等 SP:柱穴等 SD:溝 。自然流路

10 本書の作成にあたり、出土石製品の石材については赤羽久忠氏 (富山市科学文化センター)、 Bl

地区の灰釉陶器については前川要氏 (中央大学)、 土師器焼成遺構については望月精司氏 (小松

市教育委員会)、 瀬戸美濃施釉陶器については藤澤良祐氏 (愛知学院大学)、 中国陶磁器について

は山本信夫氏 (金沢大学坦蔵文化財調査センター)、 中世須恵器 (珠洲)については吉岡康暢氏

(前国立歴史民俗博物館)から、多大なご教示とご助言を得た。記して感謝申し上げたい。

H
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追跡の環境

1 地理的環境
富山県は、本州日本海側のほぼ中央に位置し、県内は中央部を南北に走る呉羽丘陵で大きく東西に

三分され、それぞれ「呉西」「呉策」と呼称されることが多い。任海宮田遺跡の所在する富山市は呉

東に入るものの、実際は県のほぼ中央部に位置する。一方県域全体を見渡すと、三方を山に囲まれ、

県域中央部から北部の海岸線に沿っては平野部が発達している。この平野部は、西から東にかけて氷

見平野、砺波・射水平野、富山平野、黒部平野と続 く。このなかで富山平野は県中央部に位置し、平

野内には神通川、常願寺川などの水系があり、扇状地の発達が顕著である。富山市域は富山平野内の

東側は常願寺川から、西側は呉羽丘陵周辺までの範囲に及び、富山平野のほぼ中央に位置する。市域

の地形は大きく西側と南側の丘陵部と東側・北側の低地部からなる。丘陵部は呉羽丘陵から南の牛岳、

更には立山連峰へと連なっている。低地部は神通川と井田川が形成した複合扇状地と常願寺川が形成

した扇状地が主体となる。このうち神通川は市域の中央部を北流する。神通川には井田川をはじめ幾

つかの支流が流れ込むが、熊野川も神通川右岸に流れ込む支流の一つである。本書で取 り扱う任海宮

田遺跡は、神通川と熊野川に挟まれた南北に約 l km東西に約900mの 範囲に広がり、標高30m前後の

微高地上に占地している。
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第 1図 富山市任海宮田遺跡位置図 (1:



2 歴史的環境
任海宮田遺跡の所在する富山市では、旧石器時代から近世まで長期にわたる各種の遺跡が見られる。

旧石器時代の遺跡は多 くないが、呉羽山丘陵以西の丘陵上あるいは扇状地上の境野新遺跡から東北地

方の東山系石刃技法の石器が出上し、開ケ丘中遺跡 。開ケ丘中山Ⅳ遺跡からはナイフ形石器などが出

上している。また、南部の船院台地上には、国指定史跡となった直坂遺跡がある。

縄文時代の遺跡では、大沢野段丘上に立地する伊豆宮Ⅱ遺跡や、扇状地上には石田遺跡・吉岡遺

跡 。大利屋敷遺跡が所在する。また、呉羽山丘陵周辺には立石を伴う竪穴住居群が確認された開ヶ丘

JIA谷Ⅲ遺跡 (中期中棄)な どが分布している。また、丘陵北側には国指定史跡の北代遺跡が所在する。

旧婦中町内の平岡遺跡では縄文時代前期中葉の上器が出土した他、石鏃・石槍・石錘・石匙・磨製石

斧・凹石・瑛状耳飾 りなどの遺物も出上している。滝谷遺跡 (中期前葉)や牛滑遺跡 (中期中葉)に

おいても発掘調査で竪穴住居が調査されている。弥生時代の集落遺跡では、十日婦中町内の南部 I遺跡、

鍛冶町遺跡がある。また六治古塚や富崎遺跡、鏡坂遺跡などでは、山陰地域との文化的接触を物語る

四隅突出墓がみつかっている。弥生時代から古墳時代では千坊山遺跡で竪穴住居がまとまって調査さ

れており、近年は六治古塚などの弥生墳墓群とともに、千坊山遺跡群と呼称され、国指定史跡となっ

た。古墳時代では大沢野段丘の先端部に伊豆ノ宮古墳があり、旧婦中町内には杉谷A遺跡、五つ塚古

墳、富崎千里古墳群などの存在が知られる。西部の丘陵上には王塚古墳、勅使塚古墳などの首長墓級

の前方後方墳が築造されている。古墳時代後期には、呉羽丘陵の斜面を利用した横穴墓がみられる。

古代以降になると、低地である扇状地上にも多 くの集落遺跡が展開されるようになる。律令期の国

郡制のもとでは、富山市は婦負郡及び新川郡の郡域にある。特に、本遺跡の立地する婦負郡では「和

名類衆抄」によると十余 りの郷名が知られるが、史料的に裏付けされるものは少ない。本遺跡周辺に

は、吉倉B遺跡 。南中田D遺跡 。栗山拮原遺跡・友杉遺跡などの古代の集落遺跡が密に分布している。

中世には本遺跡の西側の新保地区は、寿永 3年 (1184年 )の源頼朝下文 (『賀茂別雷神社文書』)な

どの史料にみられる「加茂社領新保御厨」の比定地の一つとされている。また、一帯は徳大寺領宮河

荘の一角にあったものと推定されている。この宮河荘は文和三年 (1354年 )の足利義詮御判御教書案

(F徳大寺文書』)、 新潟県小千谷市魚沼神社所蔵の『大般若経』の至徳二年 (1385年 )十月六日付の奥

書に「婦負郡宮河荘押上」、同四年五月十二日付に「宮河荘新保」、嘉慶二年 (1388年 )五月付に「婦

負郡宮河荘鵜坂社」などによって名が知られ、その荘域は富山市の熊野川から神通川左岸の旧婦中町

に及ぶ広大なものであったと考えられていると宮河荘の推定地のうち旧富山市側に所在する中世遺跡

としては、吉倉A遺跡・吉倉B遺跡 。南中田A遺跡・南中田D遺跡・任海鎌倉遺跡などがある。これら

の遺跡は熊野川から神通川に挟まれた東西 1,Okm、 南北2kmの範囲内に密集して所在 しており、さなが

ら一続きの中世遺跡群を形成しているかような様相を呈している。また、本遺跡北側には中世の豪族

略川氏の略川館跡や菩提寺である最勝寺が位置している。

近世には、遺跡周辺は飛騨街道・八尾道・岩木道が交差する交通の要衝であつた。近世集落跡は主

に過去の遺跡調査に付随して検出される例が多 く、任海宮田遺跡においても、A6地区で近世の遺構

がみつかっている。村落の周辺に広がる水田地域を含め、現代に連なる村落景観が成立するのは、基

本的には近世以降のことと考えられる。



第2図 周辺遺跡分布図 (1:25,000)

任海宮田遺跡、02 任海池原寺跡、03 任海三十苅塚、04 友杉遺跡、05 吉倉 B遺跡、06 任海遺跡
任海鎌倉遺跡、08 南中田D遺跡、09 栗山格原遺跡、10 任海砂田遺跡、11 南中田C遺跡、12 吉倉A遺跡
南中田B遺跡、14 南中田A遺跡、15 栗山塚、16 惣在寺廃寺、17 栗山A遺跡、18 伊豆宮Ⅱ遺跡、19 円教寺遺跡
伊豆宮古墳、21 押上古墳、22 大利屋敷遺跡、23 大利遺跡、24 黒瀬大屋遺跡、25 黒崎種田遺跡、26 八日町遺跡
皓川館跡、28 二俣寺跡、29 上野井田遺跡、30 二俣北遺跡、31 二俣遺跡、32 上野鍋田遺跡、33 上野遺跡
上野亀田遺跡、35 悪王寺遺跡、36 若竹町遺跡、37 安養寺遺跡、38 下熊野遺跡、39 宮保遺跡、40 辰尾遺跡



番号 遺 跡 名 所 在 地 種 類 慌

任海宮田遺跡 富山市任海字宮田割 字大塚割 集落
縄文 (晩)古境 (古墳 白鳳)古代 (奈良 平安)
中世 (鎌倉 室町)近世

任海地原寺跡 富山市任海字仙田割 桜町喜」 寺院 中世 近世

任海三十苅塚 富山市任海字三十苅割 塚 中世 ?

友杉還跡
富山市友杉字北条田割 字辻ノ内詈」 字田
割 字堤田割 任海字桜町割 集落 古代 (奈良 平安)中 世 (鎌倉 室町)近 世

吉倉 B遺跡 菖山市字柿ノ木又割 押上字藤地害J 南中
田字上居野割 任海 新保 集落 古代 (奈良 平貿)中 世

任海遺跡 富山市任海 集君 占代 (平安) 中世

任海鎌倉遺跡 富山市任海字錬倉 集落 占代 (奈良 平安) 中世

南中田 D遺跡 富山市南中田 集落
縄文 (晩)古煩 (古墳 白鳳)古代 (奈良 平寮)
中世 (鎌倉 室町)近世

栗山椿原還跡 冨山市栗山写橋原冒」 集藩 占代 (平安) 中世

任海砂田遺跡 富山市任海字砂田割 栗山字椿原割 集落 古代 (平安) 中世

11 南中田 C遺跡 富山市南中田字田嶋害J 集落 占代 (平安) 中世

吉倉 A遺跡 富山市吉倉字小屋作割 集落 墓 古代 (平安) 中世

南中田 B違跡 菖山市南中田字嶋喜」 集落 古代 (平安) 中世

南中田 A遺跡 富山市南中田字上居野 g」 集落 古代 (奈良 平安)

栗山塚 富山市栗山字橋原害J 墓 経塚 中世 近世

惣在寺屍寺跡 富山市南中田字上居野割 惣在寺 散布地 墓 中世 近世

栗山A遺跡 冨山市惣在寺字下寺田割 栗山 集落 縄文 (晩)古代 (奈良 平安)中世

伊豆自 ‖違跡 富山市上栗山字野田害J 集落 縄文 (中期 )

円教寺遺跡 富山市上栗山 散布地 古代 (奈良 平要) 中世

伊豆冨古墳 冨山市上栗山 (伊豆ノ冨 ) 占煩 古墳 (後期 )

押上古墳 富山市押上 占墳 ? 古墳 ?

大利屋敷違跡 冨山市大利字大利割 惣在寺 散布地 墓 縄文 (晩期)古 代 (平安) 中世

大利遺跡 富山市大利字大利言」 歌布地 古代 (平安)

24 黒瀬大屋遺跡 富山市黒瀬字大屋割 散布地 弥生 (後)古 代 (奈良 平安)中 世 近世

黒崎種田遺跡 冨山市黒崎字種田詈」 寺田暮J 皓川 散布地 古代 (平安) 中世 近世

八日町遺跡 富山市八日町 散布地 古代 (平安) 中世

皓川館跡 富山市蛯川 城館 中世 近世

三俣寺跡 畠山市二俣 寺院 不明

上野井田遺跡 富山市上野 二俣 散布地 古代 (奈良 平安) 近世

=俣北違跡 富山市二俣 散布地 縄文 (中  後)古 代 (奈艮 平蜜 )

三俣遺跡 富山市二俣 歌布地 不明

上野鍋田違跡 富山市上野 散布地 不明

上野遺跡 富山市上野 散布地 不明

上踊亀田遺跡 富山市上野 散布地 不明

悪王寺遺跡 富山市悪王寺字水尻害」 集落 縄文 (後 晩)奈 良 平安 中世

若竹町還跡 富山市若竹町 悪王寺 吉岡字稗田喜J 散布地 古墳 古代 (奈良 平安) 中世

安養寺違跡 富山市安養寺字寺後割 中川原割他 散布地 中世 近世

下熊野遺跡 冨山市下熊野字庄平害」 蜜養寺他 散布地 古代 (奈良 平安) 中世 近世

富保遺跡 富山市宮保字三日田割 宮西害」 辰郎 散布地 縄文 古代 (奈良 平安) 中世

40 辰尾遺跡 富山市辰尾字沼 東側 窪田 日崎他 散布地 古代 (奈良 平貿) 中世 近世

第 1表 周辺遺跡一覧
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第Ⅱ章 調査経緯

1 調査に至る経緯
A 調査の契機
明治時代に亜鉛の採掘を開始した岐阜県神岡鉱山から排出されたカドミニウムは、神通川を経由し

て下流域の水田地を広 く汚染した。そのため汚染田の復元工事は、該当地域において大きな懸案事項

となってきた。このなかで昭和45年 に農業用地の土壌汚染防止法が公布された。翌年から土壌汚染調

査が行なわれた結果、旧富山市、旧婦中町、旧大沢野町、旧八尾町の 1市 3町 (現、富山市)に及ぶ

1500.6haが農用地土壌汚染対策指定地域に指定された。その結果昭和54年 から、県営公害防除特別土

地改良事業による本格的な土壌復元が始まった。この事業により、汚染対象地域では第 1～ 3次地区、

二期地区に分けて復元工事が進められることになった。事業は大型ほ場による区画整理で、汚染対策

地域に指定された農地に隣接する地域も併せて行われることとなった。復元工法は上乗せ客土工法と

埋め込み客土工法の二つの工法が採用された。両工法とも地下の埋蔵文化財に影響が及ぶことが予想

されたため、個々の復元計画の内容に応じて事前に協議のうえ、発掘調査の計画を立案した。

汚染対象地域の第 1次地区は90.27haで 昭和54年 に始まり昭和59年 に完了、第 2次地区は357haで 昭

和58年 に始まり平成 6年に完了、さらに第 3次地区の工事が平成 4年から平成16年 までの予定で着手

された。この第 3次地区は、436.9ha(旧富山市107.7ha)が対象地域となった。そこでこれらの工事

に伴い破壊される可能性の高い埋蔵文化財について、該当地域の埋蔵文化財の保存措置を講じるため

の処置が検討・協議され、さらに必要に応じて試掘調査、本格調査へと段階を踏んで進めることとな

った。

B 試掘 調査

平成 3年度に、富山県農林水産部耕地課から第 3次地区内の埋蔵文化財所在状況について富山県教

育委員会文化課 (現、生涯学習 。文化財室)に照会があり、県文化課は吉倉 B遣跡、任海宮田遺跡、

友杉遺跡の 3遺跡 (50ha)が調査対象であると回答した。平成 4年度には、遺跡の所在しない区域の

工事が着工され、平成 8年度以降の遺跡所在区域についての調査対応 。工事工法の変更などについて

協議が行なわれた。協議の結果、任海宮田遺跡については平成 8～ 10年度に富山市教育委員会生涯学

習課が主体となって試掘調査する逗びとなった。埋蔵文化財包蔵地に対する試掘調査は、地表面を対

象とした分布調査だけでは確認 しえない遺跡の具体的な様相を把握するために実施する調査である。

この試掘調査によって、はじめて地下に眠る遺跡の実態が明らかとなるわけだが、汚染田の復元工事

が前提となるこの試掘調査では、とりわけ遺構面の平面的広がりと遺構深度の確認が重要となる。す

なわち工事施正面の影響深度が遺構面よりも浅い場合は、客上の上乗せ盛土保存が可能となり、遺跡

自体もまた現状のまま保存されることになる。逆に施工影響深度が遺構面よりも深い時や、汚染土を

埋め込む深い溝や穴を掘削する時、遺跡は工事により破壊されることになる。この場合記録保存を前

提とした本調査が必要となる。

このような観点から、任海宮田遺跡では398,270ド を対象に幅約 lmの試掘溝が設定された。試掘

調査の結果、古代～近世の遺構・遺物が確認され、遺構面までの深度が把握された。



C 本調査

試掘調査の結果をもとに、県耕地課、富山農地林務事務所、富山市農地課、市生涯学習課、県文化

課、富山県埋蔵文化財センターによる事前協議がなされ、計画田面高を調整して遺跡を最大限に保存

する措置が考慮・検討された。遺構・遺物包含層の高さに保護層10cmを上乗せした数値を工事掘削の

限界深度とし、この深さに達しない範囲で施工可能なら現状保存、さらに深く掘削が及ぶものについ

ては記録保存を目的とする本調査を実施することとなった。

このような経過を経て、財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所では、平成 7年度から

県営公害防除特別土地改良事業関連事業として発掘調査を県耕地課から受託し、本調査を実施してき

た。事業開始年度となる平成 7年度には、旧婦中町域で清水島Ⅱ遺跡、中名Ⅱ遺跡の調査を実施した。

平成 8年度には、旧富山市域で吉倉B遺跡の調査に着手し、任海宮田遺跡にの本調査を平成12～ 16年

度の五箇年にわたり実施した。

2 調査経過
A 調査方法
本調査地は、任海宮田遺跡の周知範囲の中央付近にあり、富山県総合運動公園の北側に所在する。

試掘調査の結果、奈良・平安時代と中世～近世の大きく2時期の遺構 。遺物が確認された。遺構面は

古代・中世 2時期の文化面が存在すると考えられた。発掘調査の基準となるグリッドは、国家座標を

用い設定した。この追跡の場合69,4700.00、 2,7300,00、 をxOYOの 基点とし、南北方向をx軸、東西

方向をY軸 とした。 2m× 2mの グリッドを遺物取 り上げ等の基本区画とし、グリッド名は北東角の

X軸・Y軸の座標名で呼称した。発掘調査は表土・耕作土を機械で掘削・除去した。次いで遺構面に

至る包含層掘削、遺構検出およびイ回別の遺構掘削については、作業員の人力によった。遺構掘削の過

程において、または完掘後、必要に応じて遺構断面図、出土状況図などの図化、写真撮影などの作業

を実施した。また調査区全域にまたがる遺構平面図の作成には、ヘリコプターを使用した空中写真測

量によった。

B 調査 の経過
調査は、富山県耕地課・富山農地林務事務所・富山県貌育委員会文化財課 (現生涯学習・文化財

室)・ 当財団との協議をもとに実施した。また発掘調査中も進捗状況等によって、必要に応じて協議

を継続した。現地で調査にあたる調査員は2名一班を原則として班編成を行った。本書に所収した任

海宮田遺跡B地区の調査は、平成12年度から14年度にかけて実施した。

このうち平成12年度の任海宮田遺跡 (Bl地区)の調査は、調査掘削平面積2,617だ、延べ面積

8,933♂、調査期間は平成12年 10月 24日 ～12月 4日 、調査員は1名の体制で実施した。

平成13年度任海宮田遺跡 (B2～ B14地区)の調査は、調査掘削平面積35,787ぽ、延べ面積49,840♂ 、

調査期間は平成12年 5月 14日 ～12月 26日 、調査員は5班10名の体制で実施した。

平成14年度の任海宮田遺跡 (B6地区)の調査は、調査掘削平面積1,066♂、廷べ面積1,066♂、調

査期間は平成14年 5月 13日 ～ 6月 3日 、調査員は 1班 2名の体制で実施した。



C 調査体制
平成12年度 (2001年度)

総 括    桃野 真晃
肥田 啓章
上野  章

庶 務    竹中 慎一

江本 裕一

調査総括   池野 正男
調査員    武田健次郎
平成13年度 (2002年度)

総 括    桃野 真晃
肥田 啓章
上野  章

庶 務    竹中 慎一

江本 裕一

調査総括   狩野  睦
調査員    森   隆

島田美佐子

武田健次郎

青山  晃
中村 亮仁
細辻 真澄
町田 尚美
長瀬  出
須原  拓
植木久美子

平成14年度 (2003年度)

総 括    桃野 真晃
肥田 啓章
上野  章

庶 務    竹中 慎一

廣田 英貴
調査総括   狩野  睦
調査員    武田健次郎

植木久美子

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

坦蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

坦蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事



地区 調査期間 延日数 調査面積 調査担当者 検出遺構 出土遺物

Bl地区中世面

古代面

H121024～
2,617∬ 武田健次郎

大型掘立柱建物、

竪穴住居、掘立柱

建物、大型土坑、土

坑、溝

土師器、須恵器、黒色土器、灰釉陶器、中世土師器、瀬戸美濃

施釉陶器、中国陶磁、珠洲他H12125´ ‐

1225
1,316だ

B2地区中世面

古代面

H1376-
102日 2,605rば 青山晃・須原拓

掘立柱建物、竪穴

住居、大型土坑、土

抗、溝、旧河道

土師器、須恵器、中世土師器、中国陶磁、珠洲、人尾、越中瀬戸、

越前、金属・石製品他H131016～
1,760r正

B3地区中世面
H1376～

952r置 植木久美子
掘立柱建物 、土坑 、

濫
土師器、須恵器、灰釉陶器、珠洲、中国陶磁他

B4地区中世面

古代面

H13514～
95

115日 4.3061正 鳥田美佐子・植木久
美子

竪穴住居、掘立柱
建物、井戸、土坑、

溝

土師器、須恵器、灰釉陶器、中世土師器、瀬戸美濃施釉陶器、

中国陶磁、珠洲、土錘他H1396～
104

29日 685rd

B5地 区 近世面
H13514～
717

1008沼 細辻真澄
掘立柱建物 、上坑 、

溢
中世土師器、珠洲、人尾、中国陶磁他

B6地区中世面

古代上層面

古代下層面

古代下層面

H13823～
118

78日 1,070rド 武田健次郎・青山晃・

須原拓。長瀬出

掘立柱建物、礎石

建物、竪穴住居、土

師器焼成遺構、掘
立柱建物、土抗、柱

穴、溝、旧1可道

土師器、須恵器、黒色土器、緑釉・灰釉陶器、円面硯、中世土師

器、珠洲、八尾、中国陶磁、土錘、石帯、鉄製品他

H13119～
1120

12日 3,864コ正

H131121～
1226

3,864ポ

H14513
22日 1,066コ 正

氏 田 便 久 貝卜・槌 不 久

差 子

B7地区中世面
H13920～
11)R

70日 1,930コ 正 島田美佐子
掘立柱建夕、井戸、
土坑、溝

中世上師器、珠洲、瀬戸美濃、中国陶磁他

B8地区中世面
H13920小―

1128
851∬ 町田尚美

掘立柱建物、土抗、

遊
中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、中国陶磁他

B9地 区 中世面
H13521～
727

10281n 青山晃
掘立柱建物、土坑、
溝、水田跡

上師器皿、珠洲、人尾、中国陶磁、瀬戸美濃他

B10地 区 中世面
H13521^―
727

469爛正 須原拓
掘立柱建物、土坑、
樺 +麻 溝 土師器、須恵器、土師器皿、珠洲、中国陶磁他

Bll地区 中世面
H13521-
727

68日 749■正 須原拓
掘立柱建物、井戸、
キ折 鴻 土師器、須恵器、土師器皿、珠洲、中国陶磁他

B12地区中近世面

古代面

H13521^ψ
5,3741n 武田健次郎・町田尚美・

長瀬出

竪穴倒唇、掘立柱建物、

石組井戸、方形土坑、
土壊墓、土橋状遺構、
土坑、溝、自然流路

土師器、須恵器、土師器皿、珠洲、人尾、中国陶磁、瀬戸美濃、

瓦質土器、金属・石製品他H1389-
112日 5,374r正

B13地区中世面

古代面

H13521～
89

5,542r置 中村亮仁・長瀬出
竪穴仁居、掘立柱

建物、木枠井戸、方
形土坑、上坑、溝

土師器、須恵器、土師器皿、珠洲、人尾、中国陶磁、瀬戸美濃、
瓦質上器、金属・石製品他H13810-

1128
111日 1.300r正

B14地区 中世面
H13521～

172日 1856rざ 中村亮仁
掘立柱建物 、土坑 、

達
土師器、須恵器、緑釉陶器、土師器皿他

(1)任 海宮田遺跡本調査実績

D 現地説明会
当財団では、発掘調査の成果を地元の方々をはじめ広く一般に公開するため、現地説明会を調査期

間中に開催している。このうち本報告書に所収した発掘調査の現地説明会は、平成13年度に実施して

いる。この現地説明会は主に任海宮田遺跡Bl・ B13地区を対象としたもので、開催日時は平成13年

11月 4日 (日 )午前10時から12時 までであった。調査現場事務所前での発掘調査概略説明の後、調査

現場であるBl地区へ見学者を誘導し、調査現場を見学していただいた。見学順路の各所には説明員

を配置し、現在掘削中である遺構や完掘済みの遺構を説明した。また現場調査事務所においては、B

l・ B13地 区出上の遣物を中心に、各調査区出土遺物の他、過年度の隣接調査地の出土遺物もあわせ

て展示した。また遺跡・遺構などの写真パネルの掲示も行った。同時に調査区の調査過程をスライド

化して上映した。遺物展示では調査員による説明の他、プレゼンテーション・ソフトを利用し、出土

遺物の解説を行った。見学者参加人数は約80名 を数えた。

E 整理の経過
現地での発掘調査作業段階から並行して土器・陶磁器等の出土遺物の洗浄・注記等の作業を実施し

た。現地発掘調査は年内 (12月 頃)ま でに終了し、以後年度末にかけて埋蔵文化財調査事務所で当年

度調査の基礎的な整理作業を行った。これらの諸作業には調査員による遺構カード、写真台帳、木製

品・金属器製品・石製品台帳、遺構別出土遺物台帳等の作成がある。出土遺物の選別・実測図作成作

業や空中測量図面の最終校正もこの時期に実施した。なお以上の作業は、後の報告書作成のための本
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格整理に先立つ基礎整理作業の段階となる。

次いで木製品、金属製品、石製品の遺物写真撮影・実測については業者委託となるため、これに先

立ち各出土遺物の法量計測、メモ写真撮影、整理台帳等を作成した。木製品について大型品はコンテ

ナに、小型製品はタッパーにて水浸けの状態で、また製品によってはオートシーラーと専用フイルム

を用いてパックし、実測や保存処理を委託するまでの仮収納とした。

報告書刊行に向けての本格的な整理は、平成16年 4月 に開始した。遺物の実測のうち土器・陶磁器

については調査員がおこなった。木製品・金属製品については株式会社中部日本鉱業研究所、石製品

については株式会社アルカに委託し、校正作業の後実測図の納品を受けた。遺構の実測図・写真・航

空測量図はそれぞれ調査員が台帳を作成・整理し、遺構カードとともにパーソナルコンピューターを

使用してデータ入力した。データ入力は人材派遣会社に委託した。遺物の写真撮影は業者 (楠華堂と

アオヤマスタジオの三社)に委託し、4× 5判の白黒及びカラースライドフイルムで撮影し、それぞ

れ納品を受けた。自然科学分析は①種実遺体同定②樹種同定③骨類同定④花粉分析③植物珪酸体分析

の各項目については平成17年度に、熱履歴分析については、平成14年度に、株式会社古環境研究所に

分析を委託した。また胎土分析については胎上分析研究会 (平成16。 17年度)、 鉄津分析については

」FE川鉄テクノリサーチ株式会社 (平成17年度)に、それぞれ委託した。

最後に、平成17・ 18の両年度に、本報告書の写真図版作成、遺構・遺物図版のレイアウト・トレー

ス作業、遺物・遺構一覧表の作成、および本文原稿の執筆・編集 。校正等など、報告書刊行に向けて

の本格作業を実施した。これらの報告書作成事業は、武田健次郎・細辻真澄を主担当に、整理作業員

の協力を得て当調査事務所において実施した。

F 整理体 制

平成14(2002)

総 括

庶 務

整理総括

担 当

平成15(2003)

総 括

庶 務

整理総括

担 当

関   清

盛田世津子

竹中 慎一

広田 英貴

宮田 進一

森   隆

中村 亮仁

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所総務課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主事主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

年度

桃野 真晃   埋蔵文化財調査事務所所長
肥田 啓章   埋蔵文化財調査事務所副所長
上野  章   埋蔵文化財調査事務所副所長
竹中 慎一   埋蔵文化財調査事務所総務課長補佐
広田 英貴   埋蔵文化財調査事務所主事
酒井 重洋   坦蔵文化財調査事務所調査第二課長
森   隆   埋蔵文化財調査事務所主事主任
青山 裕子   埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事
年度

桃野 真晃   埋蔵文化財調査事務所所長



平成16(2004)

総 括

庶  務

整理総括

担 当

平成17(2005)

総 括

庶 務

整理総括

担 当

平成18(2006)

総 括

庶 務

整理総括

担 当

年度

桃野 真晃

関   清

盛田世津子

竹中 慎一

広田 英貴

岩田 扶紀

宮田 進一

武田健次郎

中村 亮仁

細辻 真澄

年度

桃野 真晃

関   清

盛田世津子

竹中 慎一

岩田 扶紀

宮田 進一

武田健次郎

青山  晃

朝田亜紀子

細辻 真澄

年度

岸本 雅敏

山本 正敏

加藤豊次郎

浅地 正代

岩田 扶紀

宮田 進一

武田健次郎

青山  晃

町田 尚美

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所総務課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所文化財録護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所総務課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

坦蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所チーフ

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事
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第Ⅲ章 任海宮田遺跡 B地区の調査

1 調査地区の設定と基本層序
A 調査地区の設定
任海宮田遺跡は平成12～ 15年度の 4ケ 年に分けて調査を実施 した。調査地区は単年度毎に設定し、

中部広域農道と主要地方道富山外郭環状線の南北によって大きく3ブロックに分けられる。内訳は、

平成12年度に調査 した中部広域農道よりも南側をA地区、平成12～ 14年度に調査 した中部広域農道と

主要地方道富山外郭環状線に挟まれた部分をB地区、平成13～ 15年度に調査 した主要地方道富山外郭

環状線より北側をC地区とした。平成12年度調査のA地区については既に報告されている。

本書で報告する任海宮田遺跡 B地区の発掘調査とは、上記のB地区にあたるもので、平成12年度に

調査 したBl地区、平成13年度に調査 したB2～ B14地区、平成14年度に調査 したB6地区の14地区
の発掘調査のことを指す。

遺跡は神通川・常願寺川・熊野川によって形成された複合扇状地上に立地し、地形的にみると南か

ら北側に向かって緩やかに低 くなっている。標高約33.Om～ 31.5mを 測る。当該地域は周辺の過去の

本格調査および試掘調査から、坦没谷 (旧河道)が数多 く認められ、各旧河道の間に南北に長い微高

地が形成され、その微高地上に遺跡が営まれている。

今回報告する任海宮田遺跡B地区の調査は、個々の調査区が1,000♂以下の小規模な地区から5,000

♂を越える規模の地区まで多様な面積の調査地区が設定されている。それらの調査地区は調査範囲内

に広 く散在するものの、大きくは東西に三分される。西側調査区にはBl～ B8地区がまとまって設

定されており、平面積は合計で18,133ぽ を測る。東側調査区にはB9～ B14地区が隣接しており、平

面積は合計で15,018ポ を測る。

Bl地区は、中部広域農道の北側に隣接する調査区で、任海宮田遺跡全体の南西側に位置する。水

田復元に伴う面工事部分に相当する調査区である。平面積は2,617♂ であり、中世と古代の遺構を検

出している。

B2地区は、Bl地区の西側に隣接 し中部広域農道の北側に隣接する調査区で、水田復元に伴う面
工事部分に相当する調査区である。平面積は2,605♂であり、中世と古代の遺構を検出している。

B3地区は、道路を挟んでBl地区の北側に位置する調査区で、水田工事の面工事部分に相当する

調査区である。平面積は952♂であり、中世の遺構を検出している。

B4地区は、B3地区の北側に位置する調査区で、水田復元に伴う面工事部分に相当する調査区で

ある。平面積は4,306♂であり、中世と古代の遺構を検出している。

B5地区は、B4地区の北側に隣接する調査区で、幅約13mの細長い長方形を呈する調査区である。
水田復元に伴う面工事部分に相当する調査区である。平面積は1,008♂ を測 り、中世の遺構を検出し

ている。

B6地区は、B4地区の西側あり、任海宮田遺跡全体の西側に位置する調査区である。水田復元に

伴う面工事部分に相当する調査区で、平面積は3,864♂である。中世と古代の遺構を検出している。

B7地区は、B6地区の西側にあり、任海宮田遺跡全体の西端に位置する。水田復元に伴う面工事
部分に相当し、平面積は1,930♂ である。中世の遺構を検出している。



B8地区は、B7地区の北側に隣接する調査区で、任海宮田遺跡の西端に位置する。水田復元に伴

う面工事部分に相当する調査区で、平面積は851ポである。中世の遺構を検出している。

B9地区は、東側調査区部分の西側にあり、任海宮田遺跡全体のほぼ中央に位置する。水田復元に

伴う面工事に相当する調査区で、平面積は1,028ドである。中世の遺構を検出している。

B10地区は、B9地区の南東側に位置する。水田復元に伴う面工事に相当する調査区で、平面積は

469♂ を測る。中世の遺構を検出している。

B ll地区は、B10地区の南側に位置する。水田復元に伴う面工事に相当する調査区で、平面積は

749♂である。中世の遺構を検出している。

B12地区は、B ll地区の東側に隣接する調査区で、任海宮田遺跡全体の東側に位置する。水田復元

に伴う面工事に相当する調査区で、平面積は5,374♂である。中世と古代の遺構を検出している。

B13地区は、B12地区の東側に隣接する調査区で、任海宮田遺跡全体の東端付近に位置する。水田

復元に伴う面工事に相当する調査区で、平面積は5,542fで ある。中世と古代の遺構を検出している。

B14地区は、B13地区の北側に隣接する調査区である。水田復元に伴う面工事に相当する調査区で、

平面積は1,856♂ である。中世の遺構を検出している。

B 基本層序
B地区は南北約300m、 東西約700mの範囲に合計14地区が分散しており、Bl～ B8地区が分布す

る西地区と、B9～ B14地区が分布する東地区に大別できる。近現代の整地盛土などの攪乱によって、

各地区の遺物包含層の残存状況は様々であるが、各地区とも基本的には概念図のように上位から堆積

する。すなわちI層が現耕作土および整地盛土で、各地区毎に2～ 5層程度に分層されている。Ⅱ層

が中世遺物包含層で、Ⅱa～ Ⅱc層 までが認められる。Ⅱa層が灰黄褐色砂質シルト、Ⅱb層が黒褐

色～暗褐色砂質シルト、Ⅱc層が黄灰色砂質シルトとなる。Ⅲ層は古代の遺物包含層で、灰黄褐色砂

質シルトである。Ⅳ層はⅣa～Ⅳeま で認められ、にぶい黄褐色砂質上を基調とし、Ⅲ層以下の基盤

礫層までの砂質土で地山となる。Ⅳa層がにぶい黄褐色砂質シルト、Ⅳb層がにぶい責褐色砂、Ⅳ c

層がにぶい黄色砂、Ⅳd層が褐色砂質シルト、Ⅳe層がにぶい黄色粗砂となる。V層は基盤礫層であ

る。また、Ⅱaお よびⅡb層直下が中世遺構の切り込み面となるが、Ⅱc層の堆積は部分的な箇所が

多く、さらにⅡc層 自体がⅡb層 とⅢa層の暫移層となり、汚れが多いため、Ⅲa層上面で中世の遺

構を検出した。古代の遺構はⅢa層直下が遺構の切り込み面となり、Ⅳ層上面が古代の遺構検出面と

なる。基本的には上記のような基本層序が成立するが、地区によっては近代以降の整地盛土による攪

乱や、基盤礫層の隆起部分などがあり、包含層が地区全体に広がることが希であった。その為、古代

と中世の遺構を同時に検出した地区も多い。以下各地区ごとに説明する。

Bl地区 :層序は上位からI層 (耕作土および整地盛土)、 Ⅱa～ Ⅱb層 (中世包含層)、 Ⅲ層 (古

代包含層)、 Ⅳ層 (地山)の順で堆積する。地形的には北西および南側部分が高く、V層 (礫層)が

隆起しており、南東部が緩やかに傾斜して落ち込む。また南東部の落ち込み部分ではⅡa層 とコb層

の間に間層 (灰色粘質シルト)が堆積する。

B2地区 :地形は北に向かい徐々に低くなっている。中世の遺構は調査区全面から検出されるが、

古代の遺構は南端部で僅かに認められる。層序は上位からI層が耕作土および整地盛土である。中世

遺物包含層としはⅡa・ Ⅱb層が、古代の遺物包含層としてはⅢa層が認められる。中世の遣構はⅢ

a層上面で検出できるが、調査区の北東および西側では、中世検出面の高さで礫が露頭しており、V
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層で検出した。古代の遺構はⅣ層上面で検出した。

B3地区 :層序は上位から I層が耕作土および整地盛上である。中世の遺物包含層としてはⅡa～

Ⅱc層が認められるが、 I層 による攪乱も多 く堆積状況は部分的である。調査区南側ではE層 の堆積

が薄く、礫層が隆起しており、V層上面で遺構検出を行った。古代の遺物包含層としてはⅢa層が認

められるが、遺構は認められない。

B4地区 :中世の遺構は調査区全域で検出されているが、古代の遺構は中央と南側で僅かに検出し

た。層序は上位から I層が耕作土および整地盛土である。中世の遺物包含層としてはⅡ a・ Ⅱb・ Ⅱ

c層があり、Ⅱc層 は土壊の厚 く堆積している場所で部分的に認められた。古代の包含層であるⅢ a

層については調査区中央ではほぼ堆積が認められず、調査区南東端と西側に分布が認められた。また

V層の礫層が南西方向から北東方向に帯状に隆起していた。

B5地区 :B4地区の北側に隣接 しており、層序はB4地区とほぼ同じ堆積状況である。
B6地区 :地形的には調査区東側がほぼ平坦で、西側および北側は緩 く傾斜しており、平坦部分の

微高地上に遺構が集中する。層序は上位から I層が耕作土および整地盛土、Ⅱa・ Ⅱb層が中世包含

層、Ⅲ a層が古代の包含層である。Ⅳ層の堆積は厚 くⅣ a～ eに分層できる。Ⅳ d層 は褐色砂質シル

トでやや有機質を含む層と考えられるが、遺物は出上しなかった。包含層は後世の整地作業による削

平を受けており、微高地部分は特に包含層が薄く、中世・古代の遺構を同時に検出した箇所も多い。

B7地区 :層序は上位から I層が耕作土および整地盛土である。Ⅱa・ Ⅱb層 が中世の包含層とし

て認められるが、後世の整地盛土による攪乱も多く、北西部分では耕土直下が地山という状況であっ

た。

B8地区 :B7地区の北側に位置し、層状はB7地区とほぼ同じ堆積状況であった。
B9地区 :層序は上位から I層が耕作土および整地盛上、Ⅱa・ Ⅱb層が中世包含層である。Ⅲ層
は認められず、調査区東半および西端では礫層が隆起していた。また、調査区東半では、こ層も認め

られず、遺構も希薄であり、後世の攪乱が地山面までおよんだ可能性が高い。

B10地区 :層序は上位から I層が耕作土および整地盛土で、Ⅱb層が中世包含層である。調査区東

側では I層直下が礫層となる。

B ll地 区 :層序は上位から I層 が耕作土および整地盛土で、Ⅱb層 (中世包含層 )、 Ⅳ層 (黄褐色

砂質シルト)の順に堆積し、遺構の検出面はⅣ層上面である。

B12地区 :層序は I層 (耕作土および整地盛土)、 Ⅱb層 (中世包含層 )、 Ⅳ層 (地山)の順に堆積

するが、後世の削平の影響で、Ⅱb層 は調査区中央でしか確認できず、南側ではV層 (礫層)が隆起

しており、耕土直下がV層 (礫層)と いう状況であった。

B13地区 :層序は I層 (耕作土および整地盛土 )、 Ⅱb層 (中世包含層 )、 Ⅲ a層 (古代包含層 )、

Ⅳ層 (地山)の順に堆積する。調査区南半ではV層 (礫層)力浦Б分的に隆起している。中世の遺構は

調査区全域で、古代の遺構は調査区の東側で検出された。

B14地区 :層序は上位から I層 (耕作土および整地盛土 )、 Ⅱb層 (中世包含層 )、 Ⅳ層 (地山)の

順に堆積する。調査区中央および北側ではV層 (礫層)力淋Ь分的に隆起する。
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2 中近世の遺構
中近世の遺構面では、集落に関連する遣構を検出した。近世の遺構がBl地区などで若千検出され

ているが、主体となる遺構は中世のものである。遺構はB地区のほぼ全域で確認されており、この集

落の広が りはA・ C地区へと続いている。出土遺物から西側地区 (Bl～ B8地区)では13～ 14世紀、

東側地区 (B9～ B14地区)で は13～ 15世紀頃に中心をもつ集落が形成されていたようである。検出

された遺構については、大小の掘立柱建物100棟以上、柵列や大小の区画溝、木組・石組の井戸、土

坑墓や大型土坑、集石遺構や旧河道など様々な性格の遺構がある。特に東側地区のB9。 12地 区では

濠状の大型方形区画を検出した。

Bl地 区

調査区南西端のSD18が近世の溝であるが、遺構の主体は中世の遺構である。遺構は調査区のほぼ

全域で確認されている。調査区中央では、遺構の重複関係が顕者に認められ、数時期におよぶ遺構群

の変遷が想定できる。また整地盛上の攪乱が遺構面に及ぶ箇所や地山礫層の隆起部分があるため、古

代の遺構と同時検出を行った箇所も多い。掘立柱建物群は 3～ 4方位ほどが認められ、同方向に延び

る溝も確認されている。溝の重複関係から、掘立柱建物の変遷が想定出来る。遺構埋土は灰黄褐色粘

質シル トと黒褐色粘質シル トのものが主体であり、遺構の重複関係から灰責褐色の埋上のものの方が

新しい。以下にこれらの遺構について記述していく。

掘立柱建物

SB001-SP001～ 015(図面008):調査区の北東隅に位置する総柱建物で、 3棟の建物 (SB001～ 003)

の配置が重複する。SP002と SP030で柱穴が重複 し、SB003よ りも古い。SB001の建物規模が床面積

51.8ぽ と最も大きく、他 2棟が南北に併存する。建物規模は梁行2間 (4.45～ 4.5m)、 桁行 4間 (11.3

～11.5m)で 、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN33° Eを 示 し、柱間距離は、梁行2.2～

2.25m、 桁行2.22～ 2.91mである。柱穴形態は円～楕円形で、0.29～ 1.02m、 深さ0.12～ 0.46mを 数える。

柱穴内覆土は黒褐色粘質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB002-SP016～027(図面008):調査区北東隅に位置し、SB001と 配置が重複する。sB003と はほぼ

同方位を示し、南北に併存する。建物の規模は、梁行 2間 (3.61～ 3.63m)、 桁行 3間 (4.97～ 5,Om)

の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN27° Eで、床面積は18.2♂。柱間距離は、

梁行 1.71～ 1.93m、 桁行 1.4～ 1,93mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.2～ 0,48m、 深さ0。 13～

0,36mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP018で土師器が出土してい

る。

SB003-SP028～ 033(図面009):北側は調査区外に続く総柱建物で、配置的にSB001と 重複し、SB001

よりも新しい。確認できた建物の規模は、梁行 2間 (3.33m)、 桁行 2間以上 (2.83m～ )である。建

物の棟方向はN24° Eで、確認できた床面積は9。 4だ以上となる。柱間距離は、梁行 1.54～ 1.79m、 桁行

1.57～ 1.59mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.28～ 0.55m、 深さ0.26～ 0.3mを 数える。柱穴内覆

土は黒褐色粘質シルトを基調とする。遺物はSP029で青磁 (4018)・ 火打金 (044)、 SP032で土師器・

須恵器が出土している。

SB004-SP034～ 040(図面009):調査区北側に位置する側柱建物で、配置がSB005・ 006と 重複する。

3棟 とも同方位を示 し、建て替えの可能性が高い。規模は、梁行 2間 (5。 43～ 5,47m)、 桁行 2間

(6.94m)の側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN63°Wで、床面積は38,0♂。柱
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間距離は、梁行2.35～ 3.05m、 桁行2.8～4.2mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.33～ 0.77m、 深さ

0.11～ 0.37mを 数える。柱穴内覆土は黄灰色～黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP034,037で

土師器が出上している。

SB005-SP037・ 041～ 051(図面009)i SB004・ 006と 配置が重複する建物で、建物の規模は、梁行 2

間 (4.69～ 4.71m)、 桁行 3間 (6.04～ 6.06m)の 総柱建物である。平面プランは長方形を呈す。建物

南側に 1間 ×1間の張出しをもつ。建物の棟方向はN64°Wで、床面積は28.5♂。柱間距離は、梁行

1.88～ 2.81m、 桁行1.93～ 2.07mである。柱穴形態は円～不整形で、径 0。 18～ 0.56m、 深さ0,14～ 0.38m

を数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP046で土師器・須恵器・黒色土器

が出土している。

SB006-SP052～060(図面010)i SB004・ 005,007と 配置が重複する建物である。SP058と SP061で切

合い関係が成立し、sB007よ りも古い総柱建物である。建物の規模は、梁行 2間 (5.69～ 5.73m)、 桁行

2間 (8,08～ 8.1lm)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN61° Wで、床面積

は46.5♂。柱間距離は、梁行2.5～ 3.23m、 桁行3,71～ 4,38mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.35

～1.07m、 深さ0.17～ 0.29mを 数える。柱穴内覆土は責灰色粘質シルトを基調とする。出土遺物は認め

られない。

SB007-SP061～ 071(図面010)i SB006・ 008と 配置が重複する建物である。柱穴の重複関係からSB006

よりも新 しい総柱建物である。建物の規模は、梁行 2間 (5.35～ 5。 37m)、 桁行 2間 (8.05m)の 総柱

建物で、平面プランは長方形である。これに 1間 ×1間 (1.4× 3.Om)の張出部分が、桁行き北側柱列

西寄 りに付 く。張出部を含めた建物専有面積は47.4♂である。建物の棟方向はN66° W。 柱間距離は、

梁行1.88～ 3.46m、 桁行3.02～ 5.03m、 柱穴形態は円～不整形で、径0.49～ 1.33m、 深さ0.07～ 0.64mを

数える。柱穴内覆土は黄灰色～黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP063,071で土師器、SP064

で土師器 。須恵器が出土している。

SB008-SP072～079(図面011)I SB007・ 009と 配置が重複する建物である。SB007と は立地および方

位がほぼ同じで、建物配置からと建物の規模は、梁行 2間 (5。91m)、 桁行 2間 (6.97～ 7.Om)の総柱

建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN66°Wで、床面積は41.4♂。柱問距離は、梁行

2.75～ 3.lm、 桁行3.45～ 3.55mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.49～ 1.04m、 深さ0.09～ 0,32mを

数える。柱穴内覆土は責灰色～黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP076で土師器・須恵器・土

製品、SP079で土師器 。須恵器が出上している。

SB009-SP077・ 080～ 086(図面011)I SB008と 配置が重複する建物である。建物の規模は、梁行 2

間 (3.05～ 3.lm)、 桁行 2間 (3.27～ 3.31m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方

向はN16° Wで、これまで述べてきた建物とは方位を異にする。床面積は10.3♂。柱間距離は、梁行

1.52～ 1.55m、 桁行1.33～ 2.Omである。柱穴形態は円～精円形で、径0.27～ 0,88m、 深さ0,04～ 0.36mを

数える。柱穴内覆土は黄灰色～黒褐色粘質シル トを基調 とする。遺物はSP079で 土師器・須恵器、

SP080,085で土師器、SP081で土師器・須恵器・黒色土器、SP082で土師器 (4004)・ 須恵器が出土し

ている。

SB010-SP087～ 094(図 面011):SB010は重複関係の成立しない単独棟の建物である。建物の規模は、

梁行 1間 (6.07～ 6.lm)、 桁行 3間 (14.07～ 14.1lm)の 側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建

物の棟方向はN20° Wで、床面積は86.1『。柱間距離は、桁行4.39～ 5.15mである。柱穴形態は円～不

整形で、径0.3～ 0.83m、 深さ0.14～ 0.26mを 数える。柱穴内覆土は黄灰色～黒褐色粘質シル トを基調
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とする。遺物はSP087・ 090,098で 土師器 。須恵器、SP091,092で 土師器、SP094で土師器・須恵

器 。瀬戸美濃が出上している。

SB011-SP095～ 108(図面012):SB012・ 013と 配置が重複し、SB013と はほぼ同一方位を示す。建物

の規模は、梁行 2間 (4.19～ 4,95m)、 桁行 4間 (14.0～ 14.03m)の 総柱建物で、平面プランは長方形

を呈す。建物の棟方向はN64° Eで、床面積は69.5r。 柱間距離は、2.33～ 2.6m、 桁行2.41～ 2.8mであ

る。柱穴形態は円～楕円形で、径0.25～ 0.59m、 深さ0。 17～ 0.31mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質

シル トを基調とする。遺物はSP096で土師器・須恵器・黒色土器が、SP097・ 099で土師器、SP102・

107で須恵器が出上している。

SB012-SP109～ 126(図面012):SB011・ 013・ 014と 配置が重複し、SB014と はほぼ同一方位を示す。

建物の規模は、梁行 3間 (7.12～ 7.15m)、 桁行 3間 (8.39～ 8.42m)の 総柱建物で、平面プランは長

方形である。これに 1間 Xl間 (2.3× 2.6m)の 張出部分が、梁行き南側柱列西付近に付 く。張出部を

含めた建物専有面積は66.2♂である。建物の棟方向はN10° E、 柱間距離は、梁行2.3～ 2.45m、 桁行

2.31～ 3.05mと なる。柱穴形態は円～不整形で、径0.26～ 0.57m、 深さ0.06～ 0,38mを 数える。柱穴内覆

土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP109で須恵器、SP123で土師器、SP124で土師器・須恵

器が出上している。

SB013-SP127～ 132(図面013):SB011・ 012・ 014と 配置が重複し、SB011と はほぼ同方位を示す。建

物の規模は、梁行 1間 (2.25～2.28m)、 桁行 2間 (3.68m)の側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。

建物の椋方向はN75° Eで、床面積は8.4♂。柱間距離は桁行1.63～ 2.05mである。柱穴形態は円～楕円

形で、径0.29～ 0.44m、 深さ0.13～ 0.28mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺

物はSP130で須恵器が出上している。

SB014-SP133～ 144(図面013):SB012・ 013と 配置が重複し、SB012と ほぼ同方位を示す。建物の規

模は、梁行 2間 (4.78m)、 桁行 3間 (7.16m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟

方向はN9°Eで、床面積は34.2♂。柱間距離は、梁行2.14～ 2.64m、 桁行1.84～ 3.Omである。柱穴形態

は円～楕円形で、径0.19～ 0.36m、 深さ0.09～ 0.35mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シルトを基調

とする。遺物はSP142で土師器・須恵器が出上している。

SB015-SP145～ 148(図面O13):SB012と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 1間 (2.24m)、 桁行

1間 (2.36m)の側柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN3° E、 床面積は5.3ぽであ

る。柱穴形態は円～不整形で、径0.12～ 0.42m、 深さ0.06～ 0.2mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質

シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB016-SP149～ 156(図面013)i SB019と 配置が重複し、SB017・ 018と ほぼ同方位を示す。建物の規

模は、梁行 1間 (2.12m)、 桁行 3間 (4.lm)の 側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟

方向はN83° Eで、床面積は8.7♂。柱間距離は桁行 1.2～ 1,4mである。柱穴形態は円～楕円形で、径

0.22～ 0.5m、 深さ0.08～ 0.44mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP149

で土師器、SP150で土錘、SP154で土師器・須恵器、SP156で土師器が出上している。

SB017-SP157～ 164(図面014)i SB018と 配置が重複し、SB016・ 018と ほぼ同方位である。建物規模

は、梁行 2間 (5,93～ 5.95m)、 桁行 2間 (6.64～ 6.7m)の側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。

建物の棟方向はN83° Eで、床面積は39。 9r。 柱間距離は、梁行2.37～ 3.55m、 桁行2.43～ 4.2mで ある。

柱穴形態は円～楕円形で、径0.29～ 0.55m、 深さ0.06～ 0.4mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シル

トを基調とする。遺物はSP157で土師器、SP161で土師器・須恵器、SP162で須恵器が出上している。
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SB018-SP165～ 171(図面014)i SB017と 配置が重複し、SB016・ 017と ほぼ同方位を示す。建物の規

模は、梁行 2間 (4.68～ 4.72m)、 桁行 2間 (7.81m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建

物の棟方向はN85° Eで、床面積は36.9だ。柱間距離は、梁行2.32～ 2.4m、 桁行3.73～ 4.08mである。柱

穴形態は円～楕円形で、径0,27～ 0,96m、 深さ0.08～ 0.25mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色～オリーブ

褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP166・ 168～ 170で土師器、SP167で土師器・須恵器が出土し

ている。

SB019-SP172～ 183(図面015):SB016・ 020と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (5.64～

6.lm)、 桁行 4間 (8.97～ 9,Om)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN48° E

で、床面積は54.9♂。柱間距離は、梁行2.7～ 3.07m、 桁行1.69～ 2.74mで ある。柱穴形態は円～楕円形

で、径0,32～ 1.58m、 深さ0.05～ 0,35mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シルトを基調とする。遺物

はSP172で土師器・須恵器 。中世土師器、SP173で土師器・黒色土器、SP174で須恵器、SP175で土師

器 。中世土師器、SP177・ 180。 183で土師器、SP182で土師器・須恵器が出土している。

SB020-SP183～ 190(図面015):SB019と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (6.5m)、 桁行

2間 (6.8m)の 総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN23° Wで、床面積は44.2ぽ。

柱間距離は、梁行2,9～ 3.5m、 桁行3.2～ 3.57mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.26～ 0.65m、 深

さ0.09～ 0,42mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP183・ 190で土師器、

SP185で土師器・須恵器が出上している。

土坑

SK001(図 面016):平面形態は精円形でSK002を切る。長径0.97m、 短径0,71m、 深さ0.15mを測る。

覆土は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK002(図 面016):平面形態は不整形でSK001に 切られる。規模は長径1.45m以上、短径0.7m、 深さ

0.14mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トに責褐色砂質シル ト混

となる。遺物は須恵器が出土している。

SK003(図 面016):平面形態は楕円形で、長径0.29m、 短径0.22m、 深さ0.26mを測る。覆土は責灰

色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK004(図 面016):平面形態は方形でSK009を 切る。規模は一辺0,83～ 0,92m、 深さ0。 lmを 測る。覆

土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK005(図 面016):平面形態は円形で、規模は径0.35～ 0,36m、 深さ0.■mを測る。覆土は黄灰色粘

質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK006(図 面016):平面形態は楕円形で、規模は長径0,73m、 短径0,39m、 深さ0。 13mを測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トに分層される。出土遺物は土師器がある。

SK007(図 面016):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.37m、 深さ0,17mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK008(図 面016):平面形態は精円形で、規模は長径0.55m、 短径0.46m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK009(図 面016):平面形態は不整形で、SK004に切られる。規模は長径 1.37m、 短径 1.28m、 深さ

0.14mを 測る。覆土は黄褐色砂質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK010(図 面016):平面形態は不整形で、規模は長径2.2m、 短径 1.8m、 深さ0,17mを 測る。覆土は第

1層 :(2.5Y3/1)黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y3/2)黒掲色粘質シル ト、第 3層 :責灰色粘質シ
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ル トに分層される。出土遺物は土師器がある。

SK011(図面016):平面形態は楕円形で、規模は長径0.79m、 短径0.5m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

第 1層 :責灰色粘質シルト、第 2層 :黄掲色砂質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器が出土してい

る。

SK012(図面016):平面形態は不整形で、規模は長径0.57m、 短径0.38m、 深さ0,09mを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器が認められる。

SK013(図面016):平面形態は楕円形で、規模は長径0.38m、 短径0.26m、 深さ0.03mを 測る。覆土は

暗灰黄色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK014(図面016):平面形態は楕円形でSP0461こ 切られる。長径0.48m、 短径0.34m、 深さ0.21mを 測

る。覆土は第 1層 :黒掲色粘質シル トににぶい責色砂混、第 2層 :黒褐色粘質シル トに分層される。

出土遺物は土師器が認められる。

SK015(図面016):平面形態は精円形で、規模は長径0.54m、 短径0.32m、 深さ0.08mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK016(図面016):平面形態は楕円形でSD011を 切る。規模は長径0.51m、 短径0,4m、 深さ0.lmを 測

る。覆土は黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK017(図面017):平面形態は不整形で、規模は長径1.54m、 短径1.01m、 深さ0.39mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK018(図面016):平面形態は楕円形で、規模は長径0.37m、 短径0.36m、 深さ0,09mを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK019(図面016):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0.53m、 深さ0.41mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK020(図面017):平面形態は円形で、規模は径0.54～ 0.6m、 深さ0.07mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK021(図面017):平面形態は円形で、規模は径0,91～ 1.03m、 深さ0,09mを 測る。覆土は責灰色粘

質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器・九山がある。

SK022(図面017)i平面形態は楕円形で、規模は長径0.62m、 短径0.49m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK023(図面017):平面形態は楕円形で、規模は長径0.65m、 短径0.57m、 深さ0.38mを 測る。覆土は

責灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK024(図面017):平面形態は楕円形でSK023に切られる。規模は長径0,43m、 短径039m、 深さ

0.1lmを 測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK025(図面017):平面形態は円形で、径0.55～ 0.57m、 深さ0.3mを 波1る 。覆土は黒褐色粘質シル ト

のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK026(図面017):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0,38m、 深さ0,18mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y4/1)黄灰色砂質シル ト、第 2層 :(2.5Y5/1)責灰色砂質シルトに分層される。出土遺

物は土師器がある。

SK027(図面017):平面形態は不整形で、規模は長径1.15m、 短径0.53m、 深さ0,23mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :責灰色粘質シルトに分層される。出土遺物は須恵器がある。

SK028(図面017):平面形態は楕円形で、規模は長径0.58m、 短径0.47m、 深さ0.4mを 測る。覆土は
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責灰色砂質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK029(図 面017):平面形態は不整形で、規模は長径2.58m、 短径0。 92m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK030(図 面017):平面形態は円形で、規模は径 1.22～ 1,32m、 深さ0.25mを 測る。覆土は第 1層 :

黒褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい責色砂混となる。出土遺物は土師

器・須恵器がある。

SK031(図 面017):平面形態は円形で、規模は径0.45～ 0.48m、 深さ0.09mを 測る。覆土は暗オリー

ブ褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK032(図 面017):平面形態は楕円形で、規模は長径0.42m、 短径0.3m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK033(図 面017):平 面形態は楕円形でSD002に切られる。規模は長径0.88m、 短径0.61m、 深さ

0.08mを 測る。覆土は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK034(図 面017):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.39m、 深さ0.08mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK035(図 面017):平面形態は円形で、径0.53～ 0,63m、 深さ0.25mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色

粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂多量混となる。出土遺物は土師器が認められ

る。

SK036(図 面017):平面形態は円形で、規模は径0.31～ 0.32m、 深さ0.22mを 測る。土坑内は小礫が

混入している。覆土は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK037(図 面017):平面形態は円形で、規模は径0.61～ 0.72m、 深さ0,16mを 測る。覆土は黒褐色粘

質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK038(図 面017):平面形態は円形で、径0.54～ 0.55m、 深さ0.16mを 測る。覆土は第 1層 :責灰色

粘質シル トに黒褐色粘質シル ト混、第 2層 :黒褐色粘質シルト、第 3層 :黄灰色粘質シル トに分層さ

れる。出土遺物は土師器がある。

SK039(図 面018):平面形態は不整形で、長径0.83m、 短径0.59m、 深さ0.12mを測る。覆土は第 1

層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シル トに黄褐色砂質シル ト混に分層される。出土遺物は

土師器がある。

SK040(図 面018):平 面形態は楕円形でSK0411こ 切 られる。規模は長径0.48m、 短径0.39m、 深さ

0。 13mを測る。覆土は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は黒色土器がある。

SK041(図 面018):平面形態は楕円形でSK040を切る。規模は長径0.42m、 短径0.27m、 深さ0.lmを

測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK042(図 面018):平面形態は円形でSK043を 切る。規模は径0.68～ 0.77m、 深さ0.16mを 測る。覆土

は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK043(図 面018):平面形態は精円形でSK042に切られる。規模は長径1.5m、 短径0.86m、 深さ0.05m

を測る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK044(図 面018):平面形態は円形でSK045を 切る。規模は径0.37～ 0.42m、 深さ0.12mを 測る。覆土

は責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器・板状鉄製品 (045)

がある。

SK045(図 面018):平面形態は楕円形でSK044に切られる。規模は長径0,7m、 短径0.62m、 深さ0.09m
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を測る。覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器・土錘がある。

SK046(図面018):平面形態は不整形でSK047を 切る。規模は長径3.2m、 短径1.95m以上、深さ0,08m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。出土遺物は土師器・

須恵器・フイゴの羽口が認められる。

SK047(図面018):平面形態は楕円形でSK髄6に切られる。規模は長径0.47m以上、短径0.39m、 深さ

0.15mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK048(図面018):平面形態は円形で、規模は径0.53～ 0.57m、 深さ0,06mを測る。覆土は責灰色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK049(図面018):平面形態は円形で、規模は径0.55～ 0.6m、 深さ0,06mを 測る。覆土は責灰色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK050(図面018):平面形態は不整形で、規模は長径0,69血、短径0.42m、 深さ0.09mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK051(図面018):平面形態は不整形でSK052を 切る。規模は長径0.48m、 短径0.31m、 深さ0,08mを

測る。覆土は責灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土節器がある。

SK052(図面018):平面形態は方形でSK051に切られる。規模は一辺0.76～ 0.81m、 深さ0.lmを 測る。

覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK053(図面018):平面形態は楕円形でSK054を 切る。規模は長径0.77m、 短径0.65m、 深さ0.21mを

測る。覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK054(図面018):平面形態は不整形でSK053に切られる。規模は長径0,38m以上、短径0,37m、 深さ

0.15mを 測る。覆土は責灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK055(図面018):平面形態は楕円形で、規模は長径0.54m、 短径0.34m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK056(図面018):平面形態は楕円形で、規模は長径0.65m、 短径0.54m、 深さ0,07mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK057(図面018):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0,35m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK058(図面018):平面形態は楕円形で、規模は長径0.75m、 短径0.37m、 深さ0,19mを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK059(図 面018):平面形態は楕円形で、規模は長径1,43m、 短径 1,05m、 深さ0,16mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK060(図面019):平面形態は楕円形でSK061を 切る。規模は長径1.09m、 短径0.78m、 深さ0,17mを

測る。土坑内は大小の礫が散在している。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :責灰色粘質シ

ルト、第 3層 :黄褐色砂質シルトに分層される。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SK061(図面019):平面形態は楕円形でSK062・ 063を 切 り込み、SK060に 切られる。規模は長径

1.18m以 上、短径0,94m、 深さ0.18mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は

土師器 。須恵器がある。

SK062(図面019):平面形態は不整形でSK061に切られる。規模は長径0.48m、 短径0.3m以 上、深さ

0.12mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル トににぶい黄色砂混、第 2層 :黄灰色粘質シル トとな

る。出土遺物は土師器がある。
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SK063(図 面019):平面形態は不整形でSK061に切られる。規模は長径0.83m、 短径0.57m以上、深

さ0.14mを 浪1る 。覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器

がある。

SK064(図 面019):平面形態は円形で、規模は径0.57～ 0.64m、 深さ0.38mを 測る。覆土は黒褐色粘

質シルトのみの単層となる。出土遣物は土師器がある。

SK065(図 面019):平面形態は不整形で、規模は長径0。 9m、 短径0.56m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK066(図 面019):平面形態は不整形で、規模は長径0,96m、 短径0.79m、 深さ0,3mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シル トとなる。出土遺物は土

師器・須恵器がある。

SK067(図 面019):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.38m、 深さ0。 lmを 測る。覆土は

責灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器 。須恵器がある。

SK068(図 面019):平面形態は楕円形でSK069を 切る。規模は長径0,73m、 短径0.45m、 深さ0.26mを

測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル トに黒褐色粘質シル ト混、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。

遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK069(図面019):平面形態は楕円形でSK0681こ 切 られる。規模は長径0,71m、 短径0.54m、 深さ

0.13mを 測る。覆土は暗灰黄色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK070(図 面019):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0.48m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK071(図 面019):平面形態は楕円形で、規模は長径0.58m、 短径0.39m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK072(図 面019):平面形態は不整形で、規模は長径0,76m、 短径0.57m、 深さ0.09mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK073(図 面019):平面形態は円形で、規模は径0.45～ 0.53m、 深さ0.09mを 測る。覆土は黄灰色粘

質シル トのみの単層となる。出土遣物は土錘がある。

SK074(図 面019):平面形態は円形で、規模は径0.33～ 0,36m、 深さ0.14mを 測る。覆土は責灰色粘

質シルトのみの単層となる。出土遺物は鉄淳 (048)・ 石製品がある。

SK075(図 面019):平面形態は不整形で、規模は長径0.55m、 短径0.41m以 上、深さ0,16mを 測る。覆

土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :責褐色砂質シルトとなる。出土遺物は土師器・須恵器があ

る。

SK076(図 面019):平面形態は精円形で、規模は長径0.57m、 短径0.45m、 深さ0。 15mを測る。覆土は

黄灰色粘質ンルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK077(図 面019):平面形態は円形で、規模は径0.24～ 0.25m、 深さ0.22mを 測る。覆土は黒掲色粘

質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK078(図 面019):平面形態は楕円形で、規模は長径0.33m、 短径0.25m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

責灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は自然石 (06)がある。

SK079(図 面019):平面形態は円形で、規模は径0,38～ 0.41m、 深さ0.21mを 波1る 。覆土は黄灰色粘

質シルトのみの単層となる。出土遺物は黒色土器がある。

SK080(図 面019):平面形態は不整形で、規模は長径0.89m、 短径0,71m以 上、深さ0.19mを 測る。覆
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土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シル トとなる。出土遺物

は土師器・須恵器がある。

SK081(図面019):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.27m、 深さ0.09mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK082(図面019):平面形態は楕円形で、規模は長径0.55m、 短径0.47m、 深さ0,15mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK083(図面019):平面形態は楕円形で、規模は長径0.74m、 短径0.55m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK084(図面020):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.04m、 短径0.72m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色粘質シル ト、第 3層 :黒褐色粘質シル トににぶ

い黄色砂多量混となる。遺物は土師器が出土している。

SK085(図面020):平面形態は楕円形で、規模は長径0,73m、 短径0.61m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シル トとなる。出土遣物は土師器がある。

SK086(図面020):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m、 短径0,42m、 深さ0,16mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・釘 (043)が出土している。

SK087(図面020):平面形態は精円形で、規模は長径0.3m、 短径0.26m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

黒色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK088(図面020):平面形態は不整形で、規模は長径0,79m、 短径0.55m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

オリーブ褐色シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・鉄津 (041)がある。

SK089(図面020):平面形態は円形で、規模は径0,7～ 0,76m、 深さ0.12mを 測る。覆土は責褐色砂質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK090(図面020):平面形態は円形で、規模は径0.25～ 0.27m、 深さ0.2mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・黒色土器がある。

SK091(図面020):平面形態は円形でSK092を切る。規模は径0.3～ 0.33m、 深さ0.08mを 測る。覆土

は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK092(図面020):平面形態は楕円形でSK0911こ切られる。規模は長径0.69m、 短径0.54m、 深さ0。 13m

を測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK093(図面020):平面形態は円形で、規模は径0.27～ 0.28m、 深さ0.25mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK094(図面020):平面形態は不整形で、規模は長径1.81m、 短径0.92m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器が出上してい

る。

SK095(図面020):平面形態は楕円形でSK092～ 094に切られる。規模は長径0.58m、 短径0.25m以上、

深さ0。 1lmを測る。覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK096(図面020):平面形態は楕円形で、規模は長径0.58m、 短径0.51m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK097(図面020):平面形態は円形で、規模は径0.46m、 深さ0.26mを 測る。覆土は第 1層 :オ リーブ

褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK098(図面020):平面形態は円形で、規模は径0.78～ 0.83m、 深さ0.31mを 測る。覆土は第 1層 :黒
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褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シル ト、第 3層 :暗灰責色シルトに分層される。

遺物は土師器 。須恵器・灰釉陶器が出上している。

SK099(図面020):平面形態は円形でSK100を 切る。規模は径0.47～ 0.52m、 深さ0。 13mを 測る。覆土

は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器・雁股鍬 (024)があ

る。

SK100(図面020):平面形態は不整形でSK099に切られる。規模は長径0.92m、 短径0.59m、 深さ0.24m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂混、第3層 :

オリーブ褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK101(図面020):平面形態は円形で、規模は径0.47～ 0.53m、 深さ0,21mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい責色砂混からなる。出土遺物は土師器・須恵器

がある。

SK102(図面020):平面形態は楕円形で、規模は長径0.36m、 短径0.22m、 深さ0.15mを 沢よる。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK103(図面020):平面形態は円形で、規模は径0.42～ 0.48m、 深さ0.09mを 測る。覆土は黄灰色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK104(図面020):平面形態は楕円形でSK105に切られる。規模は長径1.23m、 短径0.79m、 深さ0.1lm

を測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK105(図面020):平面形態は不整形でSK104を 切る。規模は長径0.36m、 短径0.35m、 深さ0.29mを

測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK106(図面020):平面形態は不整形で、規模は長径0。 62m、 短径0,4m以上、深さ0,05mを 測る。覆土

は暗灰黄色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK107(図面021):平面形態は楕円形でSK109を 切る。規模は長径0。 95m、 短径 0。 77m、 深さ0.09mを

測る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK108(図面021):平面形態は楕円形でSK109を 切る。規模は長径 1.18m、 短径0。 72m、 深さ0。 12mを

測る。覆土は責灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK109(図面021):平面形態は楕円形でSK107・ 108に切られる。規模は長径1.64m、 短径1.3m、 深さ

0,19mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK110(図面020):平面形態は楕円形で、規模は長径0.81m、 短径0.64m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SKlll(図面021):平面形態は不整形で、規模は長径0.33m、 短径0.31m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

黒掲色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SKl12(図面021):平面形態は不整形で、規模は長径 1.7m、 短径0.88m、 深さ0.7mを 測る。覆土は責

灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器がある。

SKl13(図面021):平面形態は精円形で、規模は長径0.82m、 短径0.57m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SKl14(図面020):平面形態は円形で、規模は径0.62～ 0,7m、 深さ0.2mを 測る。覆土は黒褐色粘質シ

ル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SKl15(図面021):平面形態は円形でSD010を 切る。規模は径0.5～ 0.55m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。
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SKl16(図面021):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.43m、 深さ0.14mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SKl17(図面021):平面形態は円形で、規模は径0.3～ 0.31m、 深さ0,25mを 測る。覆土は責灰色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SKl18(図面021):平面形態は円形で、規模は径0,49～ 0.5m、 深さ0.07mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SKl19(図面021):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.4m、 深さ0.09mを 測る。覆土は第

1層 :(2.5Y3/1)黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y3/2)黒褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器が

出土している。

SK120(図面021):平面形態は円形でSK121,SD010を 切る。規模は径0.76～ 0.83m、 深さ0.18mを 測

る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y3/1)黒 褐色粘質シル トに (2.5Y3/2)黒 褐色

粘質シルト多量混となる。遺物は土師器が出土している。

SK121(図面021):平面形態は楕円形で、規模は長径0.82m、 短径0.65m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土してい

る。

SK122(図面021):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 92m、 短径0.6m、 深さ0.13mを測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器・土錘が

確認される。

SK123(図面021):平面形態は円形で、規模は径0.5m、 深さ0.19mを 測る。覆土は第 1層 :灰白色粘

質シルト、第 2層 :黒掲色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK124(図面021):平 面形態は不整形でSD010に切られる。規模は長径0.5m以上、短径0.47m、 深さ

0.17mを 測る。覆土は黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK125(図面021):平面形態は楕円形で、規模は長径0.83m、 短径0.52m、 深さ0.2mを測る。覆土は黒

褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK126(図面021):平面形態は円形で、規模は径0.38～ 0.43m、 深さ0.18mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK127(図面021):平面形態は楕円形で、規模は長径0.34m、 短径0.27m、 深さ0,19mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK128(図面021)i平面形態は不整形で、規模は長径1.12m、 短径0.45m、 深さ0。 18mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK129(図面021):平面形態は楕円形で、規模は長径0.9m、 短径0.5m、 深さ0,21mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK130(図面021):平面形態は楕円形でSK131を切る。規模は長径0.39m、 短径0,32m以上、深さ0.09m

を測る。覆土は黒褐色粘質シル ト炭化物混のみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK131(図面021):平面形態は楕円形でSK130に 切られる。規模は長径0,75m、 短径061m以上、深さ

0,lmを測る。覆土は第 1層 :(2.5Y3/2)黒褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :(2.5Y3/1)黒褐色粘質

シルト炭化物混、第 3層 :黒掲色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は土師器・須恵器が出土

している。

SK132(図面022):平面形態は楕円形で、規模は長径0.53m、 短径0.37m、 深さ0,25mを 測る。覆土は
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黒褐色粘質シルト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK133(図面022):平面形態は楕円形で規模は長径1.47m、 短径1.23m、 深さ0.2mを測る。覆土は第 1

層 :(2.5Y3/1)黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y3/2)黒褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出

土している。

SK134(図面022):平面形態は円形で、規模は径0.29～ 0.33m、 深さ0.19mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。遺物は土師器が出土している。

SK135(図面022):平面形態は楕円形でSD009を 切る。規模は長径0.87m、 短径0.74m、 深さ0。 lmを測

る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK136(図面022):平面形態は円形で、規模は径0.53～ 0.57m、 深さ0.14mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・板状鉄製品 (049)がある。

SK137(図面022):平面形態は楕円形でSD010に切られる。規模は長径 1.28m、 短径0。7m以上、深さ

0.12mを 測る。覆土は黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK138(図面022):平面形態は楕円形で、規模は長径0,38m、 短径0.3m、 深さ0。 17mを測る。覆土は責

灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遣物は認められない。

SK139(図面022):平面形態は円形でSD010に 切られる。規模は長径0.5m、 短径0.48m、 深さ0.54mを

測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トに責灰色粘質シル ト混となる。

遺物は土師器・須恵器・釘 (038)。 鉄津 (039,040)が出上している。

SK140(図面022):平面形態は円形で、規模は長径0.42m、 短径0.4m、 深さ0.27mを 測る。覆土は責灰

色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK141(図面022):平面形態は円形で、規模は長径0.64m、 短径0.59m、 深さ0.34mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色粘質シル トに暗灰黄色粘土ブロック多量混、第 2層 :黒褐色粘質シルト、第 3層 :暗灰

責色粘上、第 4層 :黒色砂質シル トに分層される。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK142(図面022):平面形態は円形で、規模は径0.34～ 0.35m、 深さ0。 13mを測る。覆土は黒褐色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK143(図面022):平面形態は楕円形でSK144を切る。規模は長径0.53m、 短径0.43m、 深さ0.08mを測

る。覆土は黒褐色粘質シルトλ化物混のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK144(図面022):平面形態は不整形で、SK143に 切られる。規模は長径 1.03m、 短径0.81m、 深さ

0。 12mを 測る。覆土は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シルト

ににぶい責色砂混となる。遺物は土師器が出土している。

SK145(図面022):平面形態は精円形で、規模は長径0.93m、 短径0.79m、 深さ0.64mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(10YR3/1)黒 褐色砂質シル ト、第 3層 :(10YR3/2)黒 褐色砂

質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK146(図面022):平面形態は円形で、規模は径0,34～ 0.37m、 深さ0,39mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色粘質シルト、第 2層 :黒色粘質シルト炭化物混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK147(図面022):平面形態は円形でSX001を 切る。規模は径0.33～ 0.37m、 深さ0.15mを 測る。覆土

は黒褐色粘質シル ト炭化物混のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK148(図面022):平面形態は不整形でSX001に切られる。規模は長径1.73m以 上、短径0.9m、 深さ

0.31mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y3/1)黒 褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :(2.5Y3/2)黒 褐色粘

質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器・黒色土器・土錘が出上している。
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SK149(図面022):平面形態は円形で、規模は径0.7～ 0.74m、 深さ0.08mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK150(図面022):平面形態は円形で、規模は径0.68～ 0。 74m、 深さ0.22mを 測る。覆土は第 1層 :黒

掲色粘質シルト、第 2層 :責灰色シル トににぶい黄色砂多量・炭化物混となる。遺物は土師器が出土

している。

SK151(図面023):平面形態は楕円形でSK155に 切られる。規模は長径0.55m以 上、短径0.53m、 深さ

0,09mを 測る。覆土は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK152(図面023):平面形態は円形でSK153を 切る。規模は径0.48～ 0.49m、 深さ0.08mを 測る。覆土

は黒褐色粘質シルト炭化物混のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK153(図面023):平面形態は不整形でSK1521こ切られる。規模は長径1.26m、 短径0,98m、 深さ0,19m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シルト炭化物混、第 2層 :黒色砂質シル ト焼土混となる。遺物は

土師器・土錘が出土している。

SK154(図面023):平面形態は楕円形でSK155を切り込む。規模は長径1.81m、 短径1.14m、 深さ0.17m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シルト炭化物混、第 2層 :黒掲色粘質シルトににぶい黄色砂多量

混となる。遺物は土師器・須恵器・黒色土器が出土している。

SK155(図面023):平面形態は楕円形でSK151を 切 り込み、SK154に 切られる。、規模は長径110m、

短径 1.09m、 深さ0,08mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器があ

る。

SK156(図面023):平面形態は楕円形で、規模は長径1.37m、 短径 1.05m、 深さ0.06mを 測る。覆土は

黒褐色粘質ンル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・土錘がある。

SK157(図面023):平面形態は円形で、規模は径0.61～ 0.69m、 深さ0.16mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色粘質シルト、第 2層 :褐灰色粘土となる。遺物は土師器が出上している。

SK158(図面022):平面形態は円形で、規模は径0.38～ 0.44m、 深さ0.18mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK159(図面022):平面形態は楕円形で、規模は長径0.90m、 短径0.64m、 深さ0。 14mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y32)黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y3/2)黒掲色粘質シル トに (2.5Y3/1)黒褐色粘

質シル ト混 となる。遺物は土師器 。須恵器が出土している。

SK160(図面023):平面形態は精円形で、規模は長径0.45m、 短径0.38m、 深さ0.38mを 測る。覆土は

第 1層 :黒掲色粘質シル ト、第 2層 :に ぶい黄色砂に黒褐色粘質シル ト多量混となる。遺物は土師

器・須恵器が出土している。

SK161(図面023):平面形態は円形で、規模は径0.38m、 深さ0.47mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル ト

のみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK162(図面023):平面形態は円形で、規模は径0.4～ 0.42m、 深さ0.32mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器 。須恵器がある。

SK163(図面023):平面形態は楕円形でSX003を切 り込む。規模は長径0.8m、 短径0.5m、 深さ0,16m

を測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル トを基調とする焼土、第 2層 :黒褐色粘質シル トとなる。

遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK164(図面023):平面形態は精円形でSX003を 切る。規模は長径0.58m、 短径0.39m、 深さ0,2mを 測

る。覆土は黒褐色粘質シルトに炭化物混のみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。
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SK165(図面024):平面形態は楕円形でSD007に 切られる。規模は長径 0。76m以上、短径0,74m以上、

深さ0,12mを 測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK166(図面023):平面形態は不整形でSX003に 切られる。規模は長径1.02m、 短径0。 93m、 深さ0.6m

を測る。覆土は第 1層 :(2.5Y3/1)黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y3/2)黒褐色粘質シル ト、第 3

層 :暗オリーブ褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器が出土している。

SK167(図面023):平面形態は精円形で規模は長径1.25m、 短径 1,09m、 深さ0.34mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂混、第 2層 :黒褐色粘質シル ト、第 3層 :にぶい責色砂にオ

リーブ褐色粘質シルト混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK168(図面023):平 面形態は楕円形で、SK169。 173を 切 り込む。規模は長径 1.08m、 短径0,71m、

深さ0.29mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂混

となる。遺物は土師器・須恵器・黒色土器・土錘・灰釉陶器・釘 (025)が出土している。

SK169(図面023):平面形態は楕円形でSK168に切られる。規模は長径0.41m、 短径0.25m、 深さ0.61m

を測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK170(図面023):平面形態は楕円形で、規模は長径0,79m、 短径0.57m、 深さ0。 1lmを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK171(図面023):平 面形態は円形でSK172に 切られる。規模は径0.66～ 0.67m、 深さ0.17mを 測る。

覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出

土している。

SK172(図面023):平面形態は楕円形でSK171を切る。規模は長径0.92m、 短径0,79m、 深さ0,17mを

測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器があ

る。

SK173(図面023):平面形態は楕円形で、規模は長径1,37m、 短径0.83m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色粘質シルトに黄灰色シルト多量混、第 3層 :黒

掲色粘質シル トににぶい黄色砂混に分層される。遺物は土師器・須恵器・黒色土器・土錘・紡錘車

(026)。 鉄津 (027)が出土している。

SK174(図面024):平面形態は円形でSK175を 切る。規模は径0,38～ 0.41m、 深さ0.2mを測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK175(図面024):平面形態は円形でSK174に切られる。規模は径0.56～ 0.67m、 深さ0,2mを測る。覆

土は第 1層 :黒褐色粘質シルトににぶい黄色砂混、第 2層 :黄灰色シル ト炭化物混となる。遺物は土

師器・須恵器が出土している。

SK176(図面024):平面形態は不整形でSP175に切られる。規模は長径 1,3m、 短径0,81m、 深さ0.42m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒色粘質シルト戊化物混、第 3層 :黒掲色粘質

シル トににぶい責色砂多量混に分層される。遺物は土師器・須恵器・土錘が出土している。

SK177(図面024):平面形態は不整形で、SX003を切る。規模は長径 1.34m、 短径 1.15m、 深さ0.32m

を測る。覆土は第 1層 :黒色粘質シルト炭化物混、第 2層 :黄灰色粘質シル ト炭化物混となる。遺物

は土師器・須恵器・土錘が出土している。

SK178(図面024):平面形態は楕円形でSK177・ 185に切られる。規模は長径1.Om以上、短径0.92m、

深さ0,07mを 測る。覆土はオリーブ褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK179(図面024):平面形態は楕円形でSK180に 切られる。規模は長径 1.2m、 短径0.99m、 深さ0.09m
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を測る。覆土は第 1層 :黒色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルト炭化物混、第 3層 :オ リーブ褐

色粘質シル トを基調とする焼土炭化物混となる。遺物は土師器・黒色土器が出上している。

SK180(図面024):平面形態は楕円形でSK179を切る。規模は長径 1,01m、 短径0.72m、 深さ0.08mを

測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK181(図面024):平面形態は不整形で、規模は長径 1.91m、 短径 1.43m、 深さ0。 17mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :灰黄褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器・黒色土

器・灰紬陶器・釘 (028)・ 刀子 (029)出土している。

SK182(図面024):平面形態は円形でSK183を 切る。規模は径0.47～ 0.53m、 深さ0.lmを測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK183(図面024):平面形態は楕円形で、SK185。 SD007を 切 り込み、SK182に切られる。規模は長

径0.54m、 短径0.45m以上、深さ0。 15mを 測る。覆土は第 1層 :黄褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘

質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK184(図面024):平面形態は円形でSK185を 切 り込む。規模は径0.33～ 0.39m、 深さ0.4mを測る。覆

土は第 1層 :黒褐色粘質シルト炭化物少量混、第 2層 :責灰色シルトとなる。遺物は土師器が出上し

ている。

SK185(図面024):平面形態は不整形で、SK183・ 184・ SD007に切られる。規模は長径2.06m、 短径

1.58m、 深さ0。 15mを測る。覆土は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル ト炭

化物多量混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK186(図面024):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.05m、 短径0,54m、 深さ0,13mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・土錘がある。

SK187(図面024):平面形態は楕円形でSK183を切る。規模は長径0.45m、 短径0.36m、 深さ0.14mを

測る。覆土は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK188(図面024):平面形態は不整形で、規模は長径0.92m、 短径0.5m以上、深さ0.34mを 測る。覆土

は第 1層 :(2.5Y3/2)黒褐色粘質シル トに (25Y3/1)黒褐色粘質シル ト混、第 2層 :(2.5Y3/2)黒掲

色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK189(図面024):平面形態は不整形で、規模は長径0,77m、 短径0,38m以上、深さ0.13mを 測る。覆

土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK190(図面024):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 72m、 短径0.55m、 深さ0,07mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK191(図面025):平面形態は楕円形で、規模は長径0.45m、 短径0.28m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

第 1層 :黒掲色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は土師器・須

恵器・土錘が出上している。

SK192(図面025):平面形態は不整形でSD0111こ切られる。規模は長径 1.56m、 短径0,39m以上、深さ

0.07mを 測る。覆土は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK193(図面025):平面形態は円形で、規模は径0,3～ 0.34m、 深さ0.29mを 測る。覆土は黒褐色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器がある。

SK194(図面025):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.41m、 深さ0.28mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK195(図面025):平面形態は楕円形でSK199に 切られる。規模は長径2.2m、 短径 1.75m、 深さ0.46m
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を測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色粘質シル ト焼土多量混とな

る。遺物は土師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器 。釘 (020)・ 留金 (021)が出土している。

SK196(図面025):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0。46m、 深さ0.25mを 測る。覆土は第

1層 :黒掲色粘質シルト炭化物混、第 2層 :黄仄色シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土して

いる。

SK197(図面025):平面形態は楕円形で、規模は長径0,78m、 短径0.54m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :黄灰色シルト炭化物混となる。遺物は土師器が出土し

ている。

SK198(図面025):平面形態は不整形で、SK199を 切る。規模は長径0.84m、 短径0.52m、 深さ0.26m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂多量・炭化物

混となる。遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器が出上している。

SK199(図面025):平面形態は精円形で、SK198に切られる。規模は長径1.5m、 短径0,98m、 深さ0.4m

を測る。覆土は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト炭化物多量混、第 2層 :暗灰責色シル ト、第 3層 :

暗灰黄色シルト炭化物混、第 4層 :オ リーブ褐色粘質シル トに黒褐色シル ト・焼土・炭化物混となる。

遺物は土師器・須恵器・土錘・フイゴの羽口が出土している。

SK200(図面025):平 面形態は円形でSD011に 切られる。規模は径0.46～ 0.47m、 深さ0。 12mを測る。

覆土は黄褐色砂質シルト炭化物混のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK201(図面025):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.43m、 深さ0,13mを 測る。覆土は

黒掲色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は中世土師器がある。

SK202(図面025):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 74m、 短径0.53m、 深さ0.1lmを 預1る 。覆土は

黒掲色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK203(図面025):平面形態は円形で、規模は径0.28m、 深さ0.24mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル ト

のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK204(図面025):平面形態は楕円形でSK206を 切る。規模は長径0.57m、 短径0.43m、 深さ0.33mを

測る。覆土は暗灰黄色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK205(図面025):平面形態は楕円形で規模は長径0.61m、 短径0,49m、 深さ0.22mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色粘質シルト災化物混、第 2層 :黒褐色粘質シルトににぶい黄色砂多量・炭化物混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK206(図面025):平 面形態は円形でSK204に 切られる。規模は径0,81～ 0.84m、 深さ0,26mを 測る。

覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シルト、第 3層 :オ リーブ褐

色シル トとなる。遺物は土師器・土錘が出土している。

SK207(図面025):平面形態は不整形で、規模は長径0.74m以上、短径0.63m、 深さ0.05mを 測る。覆

土は第 1層 :黒褐色粘質シル トとなる。遺物は認められない。

SK208(図面025):平面形態は不整形で、規模は長径 1.9m、 短径0.66m以 上、深さ0.09mを 測る。覆土

は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・中世土師器がある。

SK209(図面025):平面形態は楕円形で(規模は長径0.85m、 短径0.66m、 深さ0.lmを測る。覆土はオ

リーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK210(図面026):平面形態は楕円形で、SD0111こ切られる。規模は長径0.57m以上、短径0.51m、 深

さ0.2mを測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :暗オリーブ褐色粘質シル トとなる。遺物
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は土師器・須恵器が出上している。

SK211(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径1.17m、 短径0.89m、 深さ0。 1lmを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器がある。

SK212(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0.65m、 短径0.42m、 深さ0。 13mを 測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK213(図面026):平面形態は円形で、規模は長径0.7m、 短径0.68m、 深さ0。 lmを 測る。覆土は黒褐

色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・黒色土器がある。

SK214(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0,9m、 短径0.56m、 深さ0.06mを 測る。覆土はオ

リーブ褐色粘質シルト炭化物混のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK215(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0.97m、 短径0.5m、 深さ0.06mを 測る。覆土はオ

リーブ褐色粘質シルトえ化物混のみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器がある。

SK216(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0.62m、 短径0.52m、 深さ0.3mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :黄灰色シル ト炭化物混、第 3層 :暗灰黄色シルト炭化物

混となる。遺物は土師器・土錘が出上している。

SK217(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.38m、 短径0,96m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

黄褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK218(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径1.15m、 短径 1.09m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

第 1層 :責褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出上している。

SK219(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0.89m、 短径0.66m、 深さ0.39mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土してい

る。

SK220(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0.69m、 短径0.56m、 深さ0,08mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は中世土師器がある。

SK221(図面026):平面形態は楕円形でSD011を切る。規模は長径0,73m、 短径0.51m、 深さ0.22mを

測る。覆土は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルトとなる。遺物は土師器・

須恵器・黒色土器が出上している。

SK222(図面026):平面形態は精円形で、SD013を切る。規模は長径0.66m、 短径0.62m、 深さ0.21m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒色粘質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器

が出土している。

SK223(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.42m、 深さ0.08mを 測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK224(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0.62m、 短径0.51m、 深さ0,08mを 浪1る 。覆土は

黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は中世土師器がある。

SK225(図面026):平面形態は円形で、規模は径0.56～ 0.59m、 深さ0.2mを 測る。覆土は黄灰色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK226(図面026):平面形態は精円形で、規模は長径0.62m、 短径0.4m、 深さ0。 17mを測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK227(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 79m、 短径0.6m、 深さ0.17mを 測る。覆土は黒

褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。
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SK228(図面026):平面形態は精円形で、規模は長径0.62m、 短径0.49m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

黒掲色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK229(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0.36m、 深さ0.lmを測る。覆土は第

1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :責褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK230(図面026):平面形態は円形で、規模は径0.51～ 0.54m、 深さ0.19mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK231(図面026):平面形態は円形で、規模は径0.52～ 0.53m、 深さ0。 16mを測る。覆土は責灰色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK232(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径1.05m、 短径0.56m、 深さ0.2mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK233(図面026):平面形態は楕円形で、規模は長径0,71m、 短径0.5m、 深さ0.2mを 測る。覆土は黒

褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK234(図面026):平面形態は円形で、規模は径0.26～ 0.29m、 深さ0.27mを 測る。覆土は黄灰色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK235(図面027):平面形態は円形で、規模は径0.55～ 0.6m、 深さ0.12mを 波1る 。覆土は暗オリーブ

褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK236(図面027):平面形態は円形で、規模は径0.47～ 0.52m、 深さ0,17mを 測る。覆土は黄灰色粘質

シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK237(図面027):平面形態は楕円形で、規模は長径0,77m、 短径0.56m、 深さ0.09mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK238(図面027):平面形態は楕円形で、規模は長径1.15m、 短径0,9m、 深さ0.27mを 測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器 。須恵器が出土し

ている。

SK239(図面027):平面形態は楕円形でSK240を 切る。規模は長径0.83m、 短径0.73m、 深さ0.12mを

瀕よる。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器

がある。

SK240(図面027):平面形態は円形でSK239に 切られる。規模は径0.5～ 0.55m、 深さ0.13mを 測る。覆

土は第 1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :責褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK241(図面027):平面形態は楕円形で、規模は長径0.51m、 短径0.4m、 深さ0.19mを 測る。覆土は黒

褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器がある。

SK242(図面027):平面形態は楕円形で、規模は長径0.74m、 短径0.42m、 深さ0,45mを測る。覆土は黒

掲色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK243(図面027):平面形態は楕円形で、SD010を 切る。規模は長径0。 98m、 短径0.64m、 深さ0.3mを

測る。覆土は第 1層 :(2.5Y3/1)黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y3/2)黒褐色粘質シル ト、第 3

層 :責灰色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK244(図面027):平面形態は円形で、規模は径0.24～ 0.27m、 深さ0,1lmを 測る。覆土は黒褐色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器がある。

SK245(図面027):平面形態は楕円形で、規模は長径0.48血、短径0.38m、 深さ0.43mを 測る。覆土は

暗灰黄色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は中世土師器がある。
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SK246(図面027):平面形態は楕円形で、規模は長径0,47m、 短径0.43m、 深さ0.06mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK247(図面027):平面形態は円形で、規模は径0.3～ 0.32m、 深さ0.29mを 測る。覆土は暗灰責色粘

質シル トのみの単層となる。出土遺物は中世土師器がある。

SK248(図面027):平面形態は円形で、規模は径0,88～ 0.92m、 深さ0.4mを 測る。覆土は暗灰黄色粘

質シルトのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK249(図面027):平面形態は楕円形で、規模は長径0.41m、 短径0.29m、 深さ0.05mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK250(図面027):平面形態は円形でSK251を 切る。規模は径0.39～ 0.42m、 深さ0.32mを 測る。覆土

は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK251(図面027):平面形態は楕円形でSK250に切られる。規模は長径1,13m、 短径0。 77m、 深さ0,lm

を測る。覆土は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK252(図面027):平面形態は不整形で、規模は長径 1.74m、 短径 1.45m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。出土遺物は認めら

れない。

SK253(図面027):平面形態は不整形で、規模は長径2.43m、 短径 1.28m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

暗灰黄色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK254(図面027):平面形態は円形で、規模は径0.46～ 0.51m、 深さ0.08mを 測る。覆土は暗灰責色粘

質シルトのみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK859(図面027):平面形態は楕円形で、規模は長径0.37m、 短径0.33m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は炭化材がある。

大型土坑

SX001(図面028):古代の複数の竪穴住居の跡地で、その窪みに上層の上が堆積したものと考えられ

る。平面形態は不整形で、規模は長径8.7m、 短径4.2m、 深さ0,48mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル ト

～オリーブ褐色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器・黒色土器・土錘 。羽口・灰釉陶

器・留金 (030)。 釘 (031,034)。 鉄淳 (032・ 033)・ 刀子 (035'036)・ 砥石 ?(04)が出土してい

る。

SX002(図面029):平面形態は楕円形でSD0131こ切られる。規模は長径2.75m、 短径2,3m、 深さ0,12m

を測る。覆土は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・土錘が出

上している。

SX003(図面029):平面形態は不整形でSK163・ 164・ 177に切られる。規模は長径3.85m、 短径2.55m、

深さ0.46mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器・土錘

が出土している。

溝

SD001(図面030):平面形態は直線的で、北東から南西に延びる小溝。両端とも消失している。長さ

1.43m、 履大幅0.33m、 最大深0.16mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄灰色粘質シル トの単

層となる。出土遺物は認められない。

SD002(図面030):平面形態は直線的で、東西に延びる。両端とも消失している。長さ3.7m、 最大幅

0.4m、 最大深0.04mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は責褐色砂質シル トの単層となる。出
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土遺物は土師器が認められる。

SD003(図面030):平面形態は直線的で、東西に延びる小溝。両端とも消失している。長さ1.58m、 最

大幅0,4m、 最大深0.04mを 測る。断面形態はレンズ形を呈し、覆土は黒褐色粘質シル トの単層となる。

出土遺物は認められない。

SD004(図面030):北西端は西側調査区外に延び、南東端は消失している直線的な溝である。西壁付

近でSK046に切られる。確認できる長さは1.86m、 最大幅0.52m、 最大深0.05mを 測る。断面形態はレ

ンズ状を呈し、覆土は黒褐色粘質シルトの単層となる。出土遺物は認められない。

SD005(図面030)i sX001内 に存在する直線的な溝である。南北に延び両端とも消失している。長さ

1.50m、 最大幅0.4m、 最大深0,07mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、覆土は黒褐色粘質シル トの単

層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD006(図面030):北端はSX0031こ 切られ、南端は遺構に切られる。確認できる長さは2.56m、 最大

幅0.73m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は黒褐色粘質シル トの単層となる。

出土遺物は認められない。

SD007(図面030):南北に延びる直線的な溝であり、両端とも消失している。SK183、 1851こ 切られ

る。長さ2.3m、 最大幅0.6m、 最大深0.03mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は黄灰色粘質シ

ルトの単層となる。出土遺物は土師器 ,須恵器が認められる。

SD008(図面030):東西に延びる直線的な溝であり、両端とも消失している。長さ2.3m、 最大幅0.65m、

最大深0.05mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は

須恵器が認められる。

SD009(図面030):平面形態は不整形で、北端、南端とも消失している。長さ6.lm、 最大幅2,Om、 最

大深0。 17mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :責灰色粘

質シルト焼土・マンガン混となる。出土遺物は土師器・須恵器 。金属製品が認められる。

SD010(図面030):平面形態は直線的で調査区を南北に延びる。北端は消失し、南側調査区外に続く。

途中SD014に 切られる。確認できる長さは31.8m、 最大幅6.3m、 最大深0.1lmを 測る。断面形態は逆台

形を呈し、覆土はa、 bセ クションは責灰色粘質シル ト、cセ クションは黄灰色粘質シル トを基調とす

る6層 からなる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器が認められる。

SD011(図面030):調査区を北東から南西に延びる直線的な溝で、北側調査区外に続 く。南西端は

SD018に切られ、途中SK192を 切 り込む。確認できる長さは59,Om、 最大幅1.6m、 最大深0.38mを 測る。

断面形態はU字形を呈し、覆土はaセ クションで灰責色細砂を基調とする五層から構成され、bセ クシ

ョンでは黄灰色粘質シルトの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・土錘・羽口・灰釉陶器が認め

られる。

SD012(図面030):平面形態は直線的で、北西端、南東端とも消失している。途中SK215を 切 り込む。

長さ3.06m、 最大幅0.41m、 最大深0.04mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土はオリーブ褐色粘

質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD013(図面030):平面形態は直線的で、北東端、南西端とも消失している。長さ3.8m、 最大幅0。 19m、

最大深0.05mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土はオリーブ掲色粘質シル トの単層となる。出土

遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD014(図面030):東西に延びる直線的な溝であり、西端はSD0111こ切られ消失 し、東端はSD010を

切り合流している。長さ23.8m、 最大幅1.3m、 最大深0.2mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はa
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セクションで黒褐色粘質シル ト、bセ クションでは第 1層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :黄灰色粘質

シル ト酸化鉄沈着となる。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器が認められる。

SD015(図面030):平面形態は直線的で、北東端、南西端とも消失している。長さ10.2m、 最大幅0.7m、

最大深0.17mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒色砂質シル ト礫混となる。出土遺物は認め

られない。

SD016(図面030):東西に延びる不整形の溝で、両端とも消失している。東側でSD011に切られる。確

認できる長さは5.87m、 最大幅1.28m、 最大深0.16mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土はaセ ク

ションで青灰色粘上ににぶい黄色砂混となり、bセ クシヨンでは第 1層 :黄褐色砂質シル トにオリー

ブ褐色粘質シル ト混、第 2層 :責褐色砂質シルトからなる。出土遺物は認められない。

SD017(図面030):平面形態は直線的で北西端、南東端とも消失 している。長さ2.6m、 最大幅0.49m、

最大深0.07mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は暗オリーブ褐色粘質シル トとなる。出土遺

物は認められない。

SD018(図 面030):中世から近代の遺構。調査区の南西端を南北に延びるが、調査区外に広がるため

不明瞭である。確認できる長さは17.2m、 最大幅2,7m、 最大深0.21mを 測る。断面形態はU字形を呈し、

覆土はa、 bセ クションとも青灰色粘土の単層 となる。出土遺物は越中丸山 (4045)・ 土師器・須恵

器・珠洲・八尾・越中瀬戸・唐津・伊万里・不明近世陶器が認められる。

B2地 区

SB021-SP191～210(図面036):調査区北側に位置する。建物の規模は、梁行 3間 (7.85m)、 桁行 4

間 (9.66～ 9,7m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN90° Eで、床面積は

76.1♂。柱間距離は、梁行2.3～ 2.8m、 桁行2.3～ 2.6mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0,3～

0.86m、 深さ0。 21～ 0.56mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色～にぶい黄褐色砂質シル トを基調とする。出

土遺物は認められない。

SB022-SP211～225(図面037):建物の規模は、梁行 2間 (4.5～ 4.56m)、 桁行 4間 (9。4m)の総柱

建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN14° Eで、床面積は42.9ぽ。柱間距離は、梁行

2.2～ 2.3m、 桁行2.0～ 2,7mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.24～ 0.72m、 深さ0.22～ 0,43mを 数

える。柱穴内覆土は黒褐色～にぶい黄褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB023-SP226～236(図面037):調査区中央部に位置し、遺構内にSX012が構築される。建物の規模

は、梁行 2間 (4.5m)、 桁行 3間 (7.6m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向

はN77°Wで、床面積は34.2♂。柱間距離は、梁行2.1～ 2.35m、 桁行2.3～ 3.lmで ある。柱穴形態は円～

隅丸方形で、径0.3～ 0.89m、 深さ0,17～ 0.46mを数える。柱穴内覆土は黒褐色～灰黄褐色砂質シル ト

を基調とする。遺物はSP230で棒状鉄製品 (091)が出土している。

SB024-SP237～ 250(図 面038):建物内の南側 1× 3間の範囲にSX008が構築される。SB025と は配

置が重複し、建て答えの可能性がある。建物の規模は、梁行 3間 (5.5m)、 桁行 3間 (5.6m)の 総柱

建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN18° Eで、床面積は30.8ポ。柱間距離は、梁行桁

行ともに1.8mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.24～ 0.45m、 深さ0.1～ 0.37mを 数える。柱穴内

覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB025-SP251～259(図面038)i SB024と 配置が重複する。SX008と の重複関係からSB024よ り古い

建物と判断される。建物の規模は、梁行 2間 (4.75m)、 桁行 2間 (5.lm)の 総柱建物で、平面プラ

ンは方形を呈す。建物の棟方向はN18° Eで床面積は24.2♂。柱間距離は、梁行2.3～ 2.4m、 桁行2.5～
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2.55mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.19～ 0.52m、 深さ0,08～ 0.56mを 数える。柱穴内覆土は

黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB026-SP260～ 279(図面039)i SB027・ 028と 配置が重複する。SB027と ほぼ同方位を示す。建物の

規模は、梁行 3間 (6.6～ 6.7m)、 桁行 4間 (9。 12～ 9。 16m)の総柱建物で、平面プランは長方形であ

る。これに 1間 ×3間 (1.1× 2.4m)の 張出部分が、桁行き北側柱列に付 く。張出部分を含めた建物

専有面積は64.0♂ である。建物の棟方向はN71° W。 柱間距離は、梁行2.15～ 2.4m、 桁行2.15～ 2.5m、

柱穴形態は円～不整形で、径0.28～ 1.07m、 深さ0.15～ 0.4mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル

トを基調 とする。遺物はSP266で珠洲・棒状鉄製品 (095)、 SP277で土師器 (4047)・ 中世土師器、

SP279で珠洲が出土している。

SB027-SP264・ 280～291(図面040):SB026・ SB028と 配置が重複する。SB026と ほぼ同方位を示す。

建物の規模は、梁行 3間 (6.25m)、 桁行 3間 (6.3m)の 総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建

物の棟方向はN77° Wで、床面積は39。4♂。柱間距離は、梁行2.0～ 2.3m、 桁行 1.85～ 2.55mである。柱

穴形態は円～不整形で、径0.25～ 0,95m、 深さ0。 12～ 0.4mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル ト

を基調とする。出土遺物は認められない。

SB028-SP278・ 292～299(図面040):SB026・ SB027と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間

(3.8m)、 桁行 2間 (4.Om)の 総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN60° Wで、床

面積は15。 2♂。柱間距離は、梁行 1.8～ 2.Om、 桁行1.9～ 2.lmである。柱穴形態は円～隅九方形で、径

0.2～ 1.23m、 深さ0。 14～ 0,36mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色～灰黄褐色砂質シル トを基調とする。

出土遺物は認められない。

SB029-SP300～ 317(図面041):調査区南側に位置し、調査区外へ続く。建物内北東隅にはSX020・

021が構築される。建物の規模は、梁行 4間 (9.Om)、 桁行 4聞以上 (9,lm～ )の 総柱建物である。

これに 1間 ×2間 (2.0× 4.6m)の張出部分が、桁行き北西側柱列に付 く。確認される建物専有面積

は91.1ぜである。建物の棟方向はN24° E。 柱間距離は、梁行2.15～ 2.35m、 桁行2.2～ 2.3m、 柱穴形態

は円～隅丸方形で、径0.21～ 0.54m、 深さ0,05～ 0.32mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基

調とする。遺物はSP307で珠洲 (4056)、 SP315で須恵器が出上している。

柵列

SA01-SP318～ 322(図面041)i SD019内の北側で検出された直線的な柱穴の配列である。長さ9.2m、

柱間距離は1.6～ 2,7mを測る。柱穴形態は円～楕円形で、径0.24～ 0.67m、 深さ0.03～ 0.14mで ある。柱

穴内覆土は褐灰色砂質シルトを基調とする。遺物はSP318か ら土師器 。中世土師器が出土している。

土坑

SK255(図面042):平面形態は楕円形で(SD0201こ 切られる。規模は長径0.61m、 短径0.44m以上、深

さ0.29mを 測る。覆土は第 1層 :灰責褐色砂質シル トににぶい黄色砂質ンル ト混、第 2層 :灰責褐色

砂質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK256(図面042):平面形態は楕円形で、規模は長径0.49m、 短径0.4m、 深さ0.17mを 測る。覆土は第

1層 :(10YR2/2)黒 褐色砂質シル ト、第 2層 :(10YR3/2)黒 褐色砂質シル ト、第 3層灰黄褐色砂質

シル トとなる。遺物は須恵器が出上している。

SK257(図面042):平面形態は隅丸方形で、規模は一辺1.39～ 1.59m、 深さ0.38mを 測る。覆土は第 1

層 :(10YR3/2)黒 褐色砂質シル ト、第 2層 :(10YR3/2)黒 褐色砂質シル トににぶい黄掲色砂質シル

ト混、第 3層 :(10YR3/1)黒褐色砂質シル トに分層される。遺物は土師器 。中世土師器が出土して
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いる。

SK258(図面042):平 面形態は不整形で、SK259・ SX006を切 り込む。規模は長径 1.34m以上、短径

1.26m、 深さ0.48mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :にぶい黄褐色砂質シル トとな

る。遺物は認められない。

SK259(図面044):平面形態は楕円形で、SX006を切る。規模は長径 1.22m、 短径0,78m、 深さ0.07m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :灰黄褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器・中

世土師器 (4054)・ 青磁 (4055)が出上している。

SK260(図面042):平面形態は方形で、規模は一辺0.82m以上、深さ0.lmを 測る。覆土は黒褐色砂質

シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK261(図面042):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0,48m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル トに掲色砂質シル ト混、第 2層 :黒褐色砂質シルトとなる。遺物は認められ

ない。

SK262(図面042):平面形態は円形で、規模は径0.34～ 0.4m、 深さ0.8mを 測る。覆土は第 1層 :

(10YR2/2)黒褐色砂質シル ト、第 2層 :(10YR3/2)黒 褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土

している。

SK263(図面042):平面形態は楕円形で、規模は長径0,92m、 短径0,35m、 深さ0,22mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル トのみの単層となる。出土遺物は中世土師器がある。

SK264(図面042):平面形態は不整形で、規模は長径1.5m、 短径 0。 76m、 深さ0.3mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :(10YR3/2)黒褐色砂質シルトに (10YR3/1)黒 褐色

砂質シル ト・炭化物微量混となる。遺物は中世土師器 (4050)が出土している。

SK265(図面042):平面形態は不整形で、規模は長径0.56m、 短径0.45m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色砂質シルト、第 2層 :にぶい責褐色砂質シル トとなる。出土遺物は認められない。

SK266(図面042):平面形態は円形で、規模は径0.45～ 0.54m、 深さ0.42mを 測る。覆土は黒褐色砂質

シルトのみの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器 。中世土師器がある。

SK267(図面042):平面形態は円形で、規模は径0.45～ 0.55m、 深さ0.29mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色砂質シルト、第 2層 :灰黄褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK268(図面042):平面形態は不整形でSD0191こ切られる。規模は長径1.38m、 短径1.2m、 深さ0.13m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい責掲色砂質シルト混

となる。遺物は土師器が出上している。

SK269(図面042):平面形態は楕円形でSX013に 切られる。規模は長径0.26m以上、短径0,34m、 深さ

0.37mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒掲色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シ

ルト混となる。遺物は土師器が出上している。

SK270(図面042):平面形態は楕円形で、規模は長径0.93m、 短径0.4m、 深さ0.09mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルト炭化物微量混の単層となる。遺物は土師器が出上している。覆土は黒褐色砂質シル ト

炭化物微量混のみの単層となる。出土遣物は土師器がある。

SK271(図面042):平面形態は円形で、規模は径0,31～ 0.33m、 深さ0.36mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色砂質シルト、第 2層 :にぶい黄褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK272(図面043):平面形態は楕円形で、規模は長径0.62m、 短径0.29m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :に ぶい黄褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。
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SK273(図面043):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.28m、 深さ0.44mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器 (4053)が出土している。

SK274(図面043):平面形態は円形で、規模は径0.57～ 0.66m、 深さ0.25mを 測る。覆土は灰責褐色砂

質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK275(図面043):平面形態は円形で、規模は径0,34～ 0,35m、 深さ0.lmを 測る。覆土は灰黄褐色砂

質シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK276(図面043):平面形態は不整形で、規模は長径0.65m、 短径0.55m、 深さ0.38mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シル ト混となる。遺物は

認められない。

SK277(図面043):平面形態は楕円形で、規模は長径0.57m、 短径0,3m、 深さ0.55mを 浪1る 。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :にぶい黄褐色砂質シル ト、第 3層黒褐色砂質シル トににぶい黄褐

色砂質シル ト混となる。遺物は認められない。

SK278(図面043):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.37m、 深さ0.3mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シルトににぶい黄褐色砂質シル ト混、第 3層 :灰責褐

色砂質シルトとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK279(図面043):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺0,88m、 短辺0.75m、 深さ0.19mを 測る。覆

土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト礫混、第 2層 :黒掲色砂質シル トににぶい責褐色砂質シル ト混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK280(図面043):平面形態は不整形で、規模は長径1.08m、 短径0.53m以 上、深さ0.5mを測る。覆土

は黒褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は珠洲 (4057)が出土している。

SK281(図面043):平面形態は不整形で、規模は長径 1,86m、 短径 1.28m、 深さ0,49mを 測る。覆土は

灰黄掲色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK282(図面043):平面形態は円形で、規模は径0。77～ 0.87m、 深さ0.29mを 浪1る 。覆土は第 1層 :暗

褐色砂質シル ト、第 2層 :灰黄褐色砂質シル ト。第 3層 :灰責褐色シルト質砂となる。遺物は土師器

が出土している。

SK283(図面043):平面形態は不整形で、規模は長径1.55m、 短径 1.04m、 深さ0.5mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :褐色砂質シル ト、第 3層 :暗褐色砂質シル ト、第 4層 :黒褐色シ

ル ト質砂に分層される。遺物は認められない。

SK284(図面043):平面形態は楕円形で、規模は長径0.41m、 短径0.29m、 深さ0.28mを 測る。覆土は

第 1層 :黒掲色砂質シル ト、第 2層 :に ぶい黄褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器 (4051・

4052)。 珠洲が出上している。

SK285(図面043):平面形態は不整形で、規模は長径 1.31m、 短径0.92m、 深さ0.39mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トに礫・粗砂混となる。遺物は土師器が出土し

ている。

SK286(図面043):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0.32m、 深さ0.12mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :灰責褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK287(図面043):平面形態は楕円形で、規模は長径0.53m、 短径0.4m、 深さ0.41mを 測る。覆土は

黒褐色砂質ンルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK288(図面043):平面形態は楕円形で、規模は長径0.83m、 短径0.55m、 深さ0。 19mを 測る。覆土は
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黒褐色砂質シル ト礫混のみの単層となる。遺物は珠洲が出土している。

大型土坑

SX004(図面044):北側が調査区北壁にかかる。平面形態は不整形で、規模は長径2.12m、 短径1.36m

以上、深さ0.33mを測る。覆土は第 1層 :黒色砂質シル ト、第 2層 :(10YR3/2)黒褐色砂質シル ト、

第 3層 :(10YR3/1)黒褐色砂質シルト礫混となる。出土遺物は認められない。

SX005(図面044):平面形態は不整形で、規模は長径2.71m、 短径 1.43m、 深さ0.35mを 測る。覆土は

灰責褐色砂質シルト礫混のみの単層となる。出土遣物は認められない。

SX006(図面044):平面形態は不整形でSK259に 切られる。規模は長径2.3m、 短径 1,97m、 深さ0.16m

を測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :灰黄褐色砂質シルトににぶい黄色砂質シル ト

混となる。遺物は中世土師器が出土している。

SX007(図面044):平面形態は隅丸長方形でSD032に切られる。規模は長径2.15m、 短径1.55m以上、

深さ0.16mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄褐色砂

質シルト混となる。遺物は土師器が出上している。

SX008(図面044)i SB024に 伴う大型土坑である。平面形態は隅九長方形で、規模は長辺5.12m、 短

辺1.32m、 深さ0.5mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 。須恵器・中

世土師器が出土している。

SX009(図面045):平面形態は不整形で、規模は長径2.64m、 短径1.31m、 深さ0,23mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・中世土師器 (4061)・ 珠洲が出土している。

SX010(図面045):平面形態は不整形で、規模は長径2.72m、 短径0.98m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

黒掲色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SXO■ (図面045):平面形態は不整形で、規模は長径6.2m以 上、短径3.lm、 深さ0.04mを 測る。覆土

は黒褐色砂質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SX012(図面045):SB023に 伴う大型土坑で、建物内の南東の一間×一間の範囲に構築される。平面

形態は隅九方形で、規模は長辺2,74m、 短辺2.22m、 深さ0.33mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト～に

ぶい責褐色砂質シルトを基調とする。遺物は土師器 。中世土師器が出土している。

SX013(図面045):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺4.7m以 上、短辺3,72m、 深さ0.5mを測る。

覆土は黒褐色砂質シル ト～灰黄褐色砂質シル トを基調とする。遺物は須恵器・中世土師器 (4049・

4058・ 4059)が 出土している。

SX014(図面045):平面形態は隅九長方形で、SK269を 切る。規模は長辺4.7m以上、短辺3.72m以上、

深さ0.56mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トを基調 とする。遺物は土師器・須恵器・中世土師器

(4048・ 4062)・ 白磁 (4063・ 4064)が出土している。

SX015(図面046)i SB026に 伴う大型土坑で、建物の北東部分に構築されSX016を 切る。内部には人

頭大の礫による石列が、北側は 2段、その他は 1段で2.7m× 2.Omの方形状に積まれている。平面形

態は不整形で、規模は長径4.84m、 短径2.51m、 深さ0.5mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト～にぶい

黄褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4060)・ 珠洲・越前が出土し

ている。

SX016(図面046):平面形態は隅丸長方形でSX015に 切られる。規模は長辺4.43m、 短辺2.51m、 深さ

0.18mを 測る。覆土は第 1層 :黒掲色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シル ト混、第 2層 :黒褐色砂質

シルト礫混となる。遺物は土師器・中世土師器が出土している。
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SX017(図 面047):平面形態は楕円形で、規模は長径2.22m、 短径0.68m、 深さ0,lmを測る。覆土は灰

責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SX018(図 面047):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺2.28m、 短径1.2m、 深さ0.16mを 測る。覆土

は灰黄褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SX019(図面047):平面形態は楕円形で、規模は長径2.89m、 短径 1.45m、 深さ0.43mを 測る。覆土は

灰責褐色砂質シルト～黒褐色砂質シルトを基調とする。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SX020(図面047):調査区南端のSB0291こ伴う大型土坑で、建物内の北東隅に構築される。平面形態

は隅丸長方形で、規模は長辺4.38m、 短辺2.04m、 深さ0.41mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル

ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シル ト混、第 3層 :(10YR3/2)黒掲色砂質シル

ト1こ (10YR2/2)黒 褐色砂質シル ト・粗砂微量混となる。遺物は土師器・須恵器・中世土師器・棒状

鉄製品 (092)が出土している。

SX021(図面047)I SB029内 に構築された大型土坑で、SX020に切られる。平面形態は不整形で、規

模は長径2.8m、 短径2.4m、 深さ0.66mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト～灰黄褐色砂質シル トを基調

とする。遺物は土師器・須恵器・中世土師器が出土している。

清

SD019(図面048):古代から谷状地形、自然流路として存在していた。調査区を南北に延び、調査区

外に続 く。SD020を切 り合流している。確認できる長さは51.Om、 最大幅13.5m、 最大深3.Omを 測る。

断面形態は不整形を呈し、覆土はa、 bセ クションとも黒褐色粘質シルトを基調とする 8層 ～11層で構

成される。出土遺物は土師器・須恵器・中世土師器 (4065～ 4069)・ 珠洲 (4086～ 4091)。 人尾

(4070,4084・ 4085)・ 越前・瀬戸美濃 (4072・ 4073)・ 白磁 (4071)・ 青磁 (4074～ 4077・ 4079)。 唐

津・伊万里 (4083)・ 越中瀬戸 (4080～ 4082)。 砥石 (01)が認められる。

SD020(図面049)i SD019の 東側に併走し、北端はSD0191こ切られ合流する。確認できる長さは38.5m、

最大幅1.lm、 最大深0,31mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はaセ クションで第 1層 :灰黄褐色

砂質シル ト、第 2層 :灰責褐色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シル ト酸化鉄形成、第3層 :に ぶい責

褐色砂質シル トに酸化鉄形成、bセ クションでは灰責褐色砂質シル ト酸化鉄形成の単層となり、c、 d

セクションで第 1層 :にぶい責褐色砂質シルト、第 2層 :灰黄褐色砂質シルト、第 3層 :に ぶい黄褐

色砂質シル トとなる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD021(図面049):調査区西側で地形がやや落ち込む際に沿って南北に延びる区画溝と思われる。確

認できる長さは555m、 最大幅2.5m、 最大深0.45mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はaセ クシ

ョンでにぶい黄褐色砂質シル トを基調とする 8層から構成され、bセ クシヨンでは黒掲色砂質シル ト

を基調とする 9層から構成される。出土遺物は須恵器・珠洲 (4092)・ 唐津が認められる。

SD022(図面049):平 面形態は直線的で南北に延びる。両端とも消失 している。長さ3.7m、 最大幅

0.4m、 最大深0.05mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は黒褐色砂質シル トの単層となる。出

土遺物は認められない。

SD023(図面049):平 面形態は直線的で南北に延びる。両端とも消失 している。長さ3.7m、 最大幅

0.5m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒褐色砂質シル トの単層となる。出土

遺物は認められない。

SD024(図面049):直線的な小溝で北端、南端とも消失している。長さ1.65m、 最大幅0.7m、 最大深

0.18mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は黒褐色砂質シルトの単層となる。出土遺物は認めら
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れない。

SD025(図面049):平面形態は直線的で、北西端、南東端とも消失している。SP027を切 り込む。長

さ1,72m、 最大幅0.29m、 最大深0.2mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰黄褐色砂質シルトの

単層となる。出土遺物は珠洲が認められる。

SD026(図面049):平面形態は不整形で、北西端は土坑に切られ、南端は消失している。確認できる

長さは3.5m、 最大幅1.2m、 最大深0.07mを 測る。断面形態は不整形～U字形を呈し、覆土はにぶい黄

褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD027(図面049):平面形態は直線的で南北に延びる。両端とも消失 している。途中SD028を 切る。

長さ2.01m、 最大幅0.27m、 最大深0。 1lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒褐色砂質シル ト

炭化物微量混となる。出土遺物は中世土師器が認められる。

SD028(図面049):平面形態は直線的で西端はSD0271こ切られ、東端は消失している。確認できる長

さは0.75m、 最大幅0,23m、 最大深0,03mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は黒掲色砂質シル ト

の単層となる。出土遺物は認められない。

SD029(図 面049):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失している。長さ2.2m、 最大幅

0.3m、 最大深0.05mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責褐色砂質シル トに、にぶい灰責褐

色砂質シルトの単層となる。出土遺物は認められない。

SD030(図面049):平面形態は直線的で、北西端、南東端とも消失している。長さ1.28m、 最大幅0.32m、

最大深019mを測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は黒褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は

中世土師器・棒状鉄製品 (093)が認められる。

SD031(図面049):平面形態は直線的で、西端はSX008に切られ、東端は消失している。確認できる

長さは1.6m、 最大幅0.5m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は黒褐色砂質シル ト

の単層となる。出土遺物は認められない。

SD032(図面049):平面形態は直線的で、北西端、南東端とも消失している。長さ10.5m、 最大幅0.6m、

最大深0。 16mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はa、 bセ クションとも黒褐色砂質シル トの単層

となる。出土遺物は土師器 。中世土師器が認められる。

SD033(図面049):東西に延びる小溝で両端とも消失している。長さ2.Om、 最大幅0.5m、 最大深0.2m

を測る。断面形態はU字形呈し、覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シルト、第 2層 :(10YR4/2)灰黄褐色

砂質シルトに (10YR5/2)灰 黄褐色砂質シル ト混となる。出土遺物は認められない。

B3地区
掘立柱建物

SB030-SP323～328(図面058):建物の規模は、梁行 1間 (2.35～ 2.4m)、 桁行 2間 (4.72m)の側柱

建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN78°Wで、床面積は11.3ド。柱間距離は、桁行

2.35mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.26～ 0.47m、 深さ0,09～ 0,3mを 数える。柱穴内覆土は黒

褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB031-SP329～ 334(図 面058):建物の規模は、梁行 1間 (2.2m)、 桁行 2間 (4.5～ 4.55m)の 側柱

建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN20° Eで、床面積は10.0♂。柱間距離は、桁行

2.0～ 2.5mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.28～ 0.65m、 深さ0.11～ 0.38mを 数える。柱穴内覆土

は黒掲色砂質シル トを基調とする。遺物はSP332で陶磁器が出土している。

SB032-SP335～338(図面058):建物の規模は、梁行 1間 (2.02m)、 桁行 1間 (2.3m)の側柱建物で、

″



平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN20°Eで、床面積は4.6♂である。柱穴形態は楕円～不整形

で、径0.28～ 0.52m、 深さ0.09～ 0,14mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物

はSP338で須恵器が出上している。

SB033-SP339～ 343(図面058)i SB034と ほぼ同方位を示し、SB034に 隣接する。建物の規模は、梁

行 1間 (2.05m)、 桁行 2間 (3.84m)の側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向は

N75°Wで、床面積は7.9♂。柱間距離は、桁行1.8～ 1.85mで ある。柱穴形態は楕円～不整形で、径0,15

～0.71m、 深さ0.16～ 0.33mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色シル トを基調とする。出土遣物は認められ

ない。

SB034-SP344～367(図面059):SB037と 配置が重複し、建物内の東側中央部の 1間×2間にSX022・

023が構築される。建物の規模は、梁行 4間 (9.1～ 9。 23m)、 桁行 4間 (9,6～ 9,7m)の 総柱建物で、

平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN21° Eで、床面積は89.5ポ。柱間距離は、梁行2.1～ 2.4m、

桁行2.3～ 2.5mである。柱穴形態は円～不整形で、径0,1～ 0,9m、 深さ0.21～ 0.5mを 数える。柱穴内覆

土は黒褐色～暗褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP345で須恵器・珠洲、SP351'352・ 360・ 361

で珠洲 (4132)、 SP364で須恵器が出土している。

SB035-SP368～ 375(図面060):建物の規模は、梁行 2間 (2.45～ 2.48m)、 桁行 2間 (3.5m)の側柱

建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN18° EでSB033・ 034と ほぼ同方位を示す。床面

積は8,7♂。柱問距離は、梁行 1.2～ 1.25m、 桁行 1.7～ 1.8mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径

0.27～ 0.55m、 深さ0.12～ 0.41mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は

認められない。

SB036-SP376～ 378(図面060):調査区の西壁際に位置し、調査区外に続 くため、建物の規模は、梁

行 1間 (1.2m)、 桁行 1間 (1.95m)の みが確認された。建物の棟方向はN57° Eで、検出された床面積

は2.4♂である。柱穴形態は円～不整形で、径0.32～ 0.34m、 深さ0.26～ 0.38mを 数える。柱穴内覆土は

暗褐色シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB037-SP379～ 388(図面060):SB034と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (5.02m)、 桁行

3間 (6.4m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN63° Eで床面積は32.1♂。

柱間距離は、梁行2.25～ 2.7m、 桁行2.0～ 2.2mで ある。柱穴形態は円～隅丸方形で、径0.32～ 0,7m、 深

さ0.13～ 0。 33mを数える。柱穴内覆土は黒褐色シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB038-SP389～ 392(図面060):調査区の西壁南側に位置し、調査区外に続く。建物の規模は、梁行

3間 (7.Om)、 桁行 1間以上 (2.2m～ )、 建物の棟方向はN28° Eで、検出された床面積は15.4ぽ、柱間

距離は梁行2.3～ 2.4mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.25～ 0.55m、 深さ0.12～ 0.49mを 数える。

柱穴内覆土は黒掲色砂質シルトである。出土遺物は認められない。

土坑

SK289(図面079):平面形態は楕円形で、規模は長径0.53m、 短径0.4m、 深さ0.37mを 測る。覆土は黒

褐色シル トのみの単層となる。遺物は青磁 。白磁・青白磁 (5493)が出上している。

SK290(図面079):平面形態は楕円形で、規模は長径0.54m、 短径0.45m、 深さ0.38mを 測る。覆土は第

1層 :(10YR2/2)黒 褐色シル ト炭化物混、第 2層 :(10YR3/2)黒 褐色シル ト礫混となる。遺物は珠

洲が出上している。

SK291(図面079):平面形態は不整形で、SP3路 に切られ西壁で消失する。規模は長径1,33m、 短径1.2m

以上、深さ0.54mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色シル ト炭化物混、第 2層 :灰黄掲色シル ト炭化物混、
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第 3層 :暗オリーブ褐色シルト礫混に分層される。遺物は須恵器が出上している。

大型土坑

SX022(図面086):SB034内 で構築され、主軸も同じくする大型土坑である。SB034の 関連施設と考

えられる。平面形態は隅九長方形でSX023を 切る。規模は長辺4.14m、 短辺1.86m、 深さ0,35mを 測る。

覆土は黒褐色シル トを基調とする。遺物は須恵器 。中世土師器 (4111)・ 白磁 (5488・ 5491)。 青磁

(5470)・ 珠洲 (4133)が出土している。

SX023(図面086):平面形態は隅丸長方形でSX022に切られる。規模は長辺2.2m、 短辺0.96m以上、深

さ0.28mを 測る。覆土は第 1層 :(10YR3/2)黒 褐色シル ト炭化物 。礫混、第 2層 :(2.5Y3/2)黒褐色

シルト炭化物・礫混、第 3層 :(10YR3/1)黒褐色シル ト礫混となる。出土遺物は認められない。

SX024(図面087):平面形態は不整形で、規模は長径3.4m、 短径2.45m、 深さ0.08mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色シルト炭化物混、第 2層 :褐色シルト、第 3層 :暗褐色シル トとなる。遺物は認められ

ない。

SX025(図面087):平面形態は不整形でSX026と の切 り合いは不明である。規模は長径2.98m、 短径

1.82m以上、深さ0.22mを 測る。覆土は黒褐色シル ト炭化物混を基調とする。遺物は須恵器が出土 し

ている。

SX026(図面087):平面形態は不整形で、規模は長径2.3m、 短径1.54m以 上、深さ0,3mを 測る。覆土

は黒褐色シルト炭化物混を基調とする。遺物は認められない。

溝

SD034(図面101):平面形態は直線的な溝で、北側調査区外に続き、南端は消失している。確認でき

る長さは6.3m、 最大幅0.7m、 最大深0.16mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒褐色ンル ト炭

化物・礫混の単層となる。出土遺物は認められない。

SD035(図面101)i SD034の 西側に併走する直線的な溝で、北側調査区外に続き、南端は消失してい

る。確認できる長さは5,lm、 最大幅0.7m、 最大深0。 15mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒

褐色シルト炭化物・礫混の単層となる。出土遺物は認められない。

SD036(図面101):平面形態はV字形で、東西方向から北西方向に屈曲し、北側調査区外に続 く。確

認できる長さは14.5m、 最大幅0.5m、 最大深0.03mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、覆土は暗褐色

砂質シルト炭化物・礫混の単層となる。出土遺物は認められない。

SD037(図面101):平面形態は直線的で、南東端は消失している。途中土坑に切られながらsD0361こ

続 く。確認できる長さは4.7m、 最大幅0.8m、 最大深0,15mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は

暗褐色砂質シルト炭化物・礫混の単層となる。出土遺物は認められない。

SD038(図面101):平面形態は直線的で北西端、南東端とも消失している小溝である。長さ1.2m、 最

大幅0.2m、 最大深0.03mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は暗褐色砂質シル ト炭化物混となる。

出土遺物は認められない。

SD039(図面101):平面形態は直線的で東西に延び両端とも消失してる。長さ7.8m、 最大幅0.35m、 最

大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗褐色砂質ンル ト炭化物混となる。出土遺物は

認められない。

SD040(図面101):東西にやや蛇行しながら延び、西側調査区外に続 く。東端は消失し、途中SX024

に切られる。確認できる長さは■.2m、 最大幅0.7m、 最大深0.2mを測る。断面形態は不整形を呈 し、

覆土はaセ クションで暗オリーブ褐色砂質シル ト炭化物混の単層となり、bセ クションで第 1層 :暗褐
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色砂質シル ト炭化物・礫混、第 2層 :暗オリーブ褐色シルト礫混となる。出土遺物は珠洲が認められ

る。

SD041(図面101):平面形態は直線的で、北東端は消失し、南西端はSX022に 切られる。確認できる

長さは4.5m、 最大幅3.Om、 最大深0.25mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、覆土は第 1層 :黒掲色シ

ル ト炭化物・礫混、第 2層 :黒褐色シル トに暗掲色砂質シル ト混となる。出土遺物は中世土師器

(4115)が認められる。

SD042(図面101):平面形態は不整形な溝である。西端はSP355に 切られ、東端はSP357に切られる。

確認できる長さは4.lm、 最大幅1.7m、 最大深0。 15mを測る。断面形態は不整形を呈 し、覆土は暗オ

リーブ褐色シルト礫混となる。出土遺物は認められない。

B4地 区

掘立柱建物

SB039-SP393～400(図面061):調査区北東隅に位置する。建物の規模は、梁行 1間 (3.Om)、 桁行

3間 (7.Om)の側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN72°Wで、床面積は21.0♂。

柱間距離は桁行2.2～ 2.4mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.25～ 0,95m、 深さ0.27～ 0,44mを 数え

る。柱穴内覆土は主に黒褐色砂質シル トとなる。遺物はSP394で土師器 。中世土師器 (4148)、 SP395

で土師器 。中世土師器 (4143)、 SP396で土師器・須恵器が出土している。

SB040-SP401～412(図面061)i SB041と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (3.7～ 3.76m)、

桁行 3間 (6.72～ 6,76m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN19° Eで、床

面積は25,4r。 柱間距離は、梁行1,85～ 1.9m、 桁行 1.84～ 2.7mである。柱穴形態は円～不整形で、径

0.28～ 0,74m、 深さ0.24～ 0.45mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は

認められない。

SB041-SP413～421(図面061)i SB040と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (4.32m)、 桁行

2間 (5.3m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN30° Eで、床面積は22.9♂。

柱間距離は、梁行2.15～ 2.18m、 桁行2.5～2.8mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.31～ 0.53m、 深

さ0.14～ 0.46mを数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP417で 中世土師器

(4149,4150)、 SP418では中世土師器 (4151)が出上している。

SB042-SP422～451(図面062):SB043と ほぼ同方位を示し、SB043の 東側に隣接する。遺構内の東

側には 1間 ×3間の範囲でSX036が、西側にはSX042が構築される。建物の規模は、梁行 4間 (10.6

～10.7m)、 桁行 5間 (12.95～ 13.Om)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向は

N71°Wで、床面積は139。 1♂。柱間距離は、梁行2.56～ 2.7m、 桁行2.4～ 2,7mである。柱穴形態は円～

楕円形で、径0,21～ 1.34m、 深さ0,12～ 0.74mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。

遺物はSP431で土師器、SP443で須恵器、SP448で中世土師器が出上している。

SB043-SP452～471(図面063)I SB044と 配置が重複する。またsBo42と ほぼ同方位を示 し、sB042

の西側に隣接する。建物の規模は、梁行 3間 (7.3m)、 桁行 4間 (9.7～ 9.75m)の総柱建物で、平面

プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN72°Wで、床面積は71.2♂ 。柱間距離は、梁行 1.9～ 2.7m、

桁行2.0～28mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.23～ 0,78m、 深さ0.22～ 0.76mを 数える。柱穴内

覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP452・ 462で土師器、SP458で珠洲 (4153)、 SP459で

土師器 。中世土師器、SP467で青磁が出土している。

SB044-SP472～511(図面064・ 065)I SB043・ 049と 配置が重複し、SP500・ 501と SP625,630で 重複

あ



関係が成立し、SB049の 方が新しい。建物の規模は、梁行 4間 (9.4m)、 桁行 7間 (18.1～ 18.2m)の

総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN23°Eで、床面積は171.1だ とこの地区最大

である。柱間距離は、梁行2.25～ 2.4m、 桁行2.35～ 3.Omである。柱穴形態は円～不整形で、径 0。 35～

1.lm、 深さ0.26～ 0,81mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP473・

482・ 485'487・ 498・ 501・ 503・ 504・ 509・ 510で 土師器、SP511で中世土師器、SP479で須恵器、

SP480で砥石 (23)が出上している。

SB045-SP512～ 530(図面066)i SB046と 配置が重複する。建物内にSX031～ 035が構築されており、

内部施設の可能性が高い。建物の規模は、梁行 4間 (9,65m)、 桁行 4間 (11.3m)の総柱建物で、平

面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN66°Wで、床面積は109.0♂。柱間距離は、梁行2.15～

2.9m、 桁行215～ 3.5mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.32～ 1.Om、 深さ0。 12～ 0.52mを 数える。

柱穴内覆土は暗オリープ褐色～黒掲色砂質シル トを基調とする。遺物はSP514で 中世土師器 (4139)、

SP521で土師器、SP523で 中世土師器、SP524で 中世土師器 (4140)、 SP529で 白磁 (4157)が出上 し

ている。

SB046-SP531～555(図面067)i SB髄 5'047と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 4間 (8.6m)、 桁

行 5間 (10.7m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN30° Eで、床面積は

92.0♂。柱間距離は、梁行2.1～ 2.28m、 桁行2.0～ 213mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.27～

0,78m、 深さ0.18～ 0.65mを数える。柱穴内覆土は暗オリーブ褐色～黒褐色砂質シル トを基調とする。

遺物はSP533で中世土師器、SP555で 中世土師器 (4137・ 4138)、 SP548で珠洲 (4155)、 SP550で砥石

(20)、 SP551で青磁 (4396)、 SP554で白磁 (5530)が出土している。

SB047-SP556～ 579(図面068):SB046・ 048・ 049と 配置が重複し、SP566と SP620で重複関係が成立

する。柱穴の重複関係からsB049の 方が新 しい。建物の北東隅に 2間 ×3間 の範囲でSX037が構築さ

れる。建物の規模は、梁行 4間 (9.lm)、 桁行 5間 (12.2～ 12.3m)の 総柱建物で、平面プランは長方

形である。これに 1間 ×2間 (2.4× 4.2m)の 張出部分が、梁行き西側柱列南部付近に付 く。張出部

分を含めた建物専有面積は122.0ポである。建物の棟方向はN73° W。 柱間距離は、梁行2.lm、 桁行2.5

～26m、 柱穴形態は円～不整形で、径0.29～ 1.06m、 深さ0,2～ 0.78mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色

～灰黄褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP567・ 578で土師器、SP570で 中世土師器、SP572で土

師器 。中世土師器・珠沙H、 SP577で土師器・中世土師器が出土している。

SB048-SP570～ 572・ 575～ 577・ 580～ 606(図面069)I SB047・ 049と 配置が重複する。建物内の東

側 1間 ×4間の範囲にSX039,040が構築される。建物の規模は、梁行 4間 (9.6～ 9.65m)、 桁行 6間

(15.65～ 15。8m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はNll° Eで、床面積は

152.5ぽ。柱間距離は、梁行2.3～ 2.5m、 桁行2.26～ 2.5mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.25～

1.06m、 深さ0。 14～ 0.78mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP570・ 599

で中世土師器、SP572で土師器 。中世土師器・珠洲、SP577で 土師器 。中世土師器、SP578・ 583・

591・ 602で土師器、SP586で中世土師器 。青磁 (4159)、 SP589で中世土師器 (4141)、 SP594で中世土

師器・珠洲、SP603で中世土師器・珠洲 (4154)、 SP598で黒色土器、SP606で須恵器が出土している。

SB049-SP565。 607～ 634(図面070)I SB047,048と 配置が重複する。SP566と SP620で重複関係が成

立し、柱穴の重複関係からsB047の方が古い。また建物の南側中央部分にはSX050,051が構築され

る。建物の規模は、梁行 4間 (10.0～ 10.lm)、 桁行 5間 (11.9m)の 総柱建物で、平面プランは長方

形を呈す。建物の棟方向はN25° Eで、床面積は120.2ポ。柱間距離は、梁行2.3～ 2.76m、 桁行2.25～
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2.5mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0,34～ 1.Om、 深さ0.37～ 0.76mを 数える。柱穴内覆土は黒

褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP620で 土師器・須恵器 。中世土師器 (4152)、 SP626で 白磁

(4158)、 SP630で須恵器・青磁が出土している。

SB050-SP635～645(図面071):建物の規模は、梁行 2間 (5。 lm)、 桁行 4間 (9,7m)の 総柱建物で、

平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN19° Eで、床面積は49.5♂。柱間距離は、梁行2.3～ 2.7m、

桁行2.2～ 2.8mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.33～ 0.5m、 深さ0.26～ 0.5mを 数える。柱穴内覆

土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP637で中世土師器が出土している。

SB051-SP646～ 657(図面071)I sB052と 配置が重複する。建物南狽1に は雨落ち溝SD075がある。建

物の規模は、梁行 2間 (4.95m)、 桁行 4間 (7.8m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建

物の棟方向はN15° Eで、床面積は38.6『。柱間距離は、梁行2.4～ 2.写m、 桁行2.5～ 2.65mである。柱穴

形態は円～楕円形で、径0.3～ 0,46m、 深さ0.32～ 0.55mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを

基調とする。遺物はSP653で土師器・須恵器、SP656で青磁 (4156)が出上している。

SB052-SP658～667(図面072):西側が調査区外となり、東側はSB051と建物配置が重複する。建物

の規模は、梁行 4間 (11.3～ 11.5m)、 桁行 2間以上 (4.8m～ )の総柱建物で、建物の棟方向はN16°E

で、検出される床面積は55.2♂。柱間距離は、梁行 1.95～ 3.15m、 桁行2.3mである。柱穴形態は円形

で、径0.3～ 0.59m、 深さ0.3～ 0.5mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は

SP661で土師器、SP667で須恵器が出土している。

SB053-SP668～679(図面072):東側の一部が調査区外となる。建物の規模は、梁行 2間 (5,3m)、 桁

行 4間 (10,9m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN40° Eで床面積は57.8

♂。柱間距離は、梁行2.6～ 2.7m、 桁行2.5～ 3.Omである。柱穴形態は円～不整形で、径0.33～ 0,68m、

深さ0,32～ 0。 7mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。出土遣物は認められない。

SB054-SP680～691(図面073)i SB055と 配置が重複 し、建物の南西隅にSX057が構築される。建物

の規模は、梁行 2間 (4.92m)、 桁行 3間 (7.5m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物

の棟方向はN21° Eで、床面積は36.9♂。柱間距離は、梁行2.45m、 桁行2.45～ 2.55mである。柱穴形態

は円～不整形で、径0.3～ 0,54m、 深さ0.29～ 0.62mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調

とする。遺物はSP683・ 686・ 689で 中世土師器 (4144・ 4142・ 4145)が出土している。

SB055-SP692～698(図面073):建物の西側が調査区外となり、SB054と 配置が重複する。建物の規

模は、梁行 3間 (6.12m)、 桁行 2間以上 (3.9m～ )で、棟方向はN56°W、 検出された床面積は23.9♂

となる。柱間距離は、梁行2.0～ 2.lm、 桁行2.25mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.34～ 0.6m、

深さ0.18～ 0.54mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP693・ 698で 中世

土師器、SP694で土師器・須恵器 。中世土師器が出土している。

SB056-SP699～704(図面073):西壁に切られ、調査区外に続 く。建物の規模は、梁行 3間 (5.4m)、

桁行 2間以上 (2.lm～ )で ある。建物の棟方向はN19° Eで、検出された床面積は■.3『。柱間距離は、

梁行 1.4～ 2.lm、 桁行 1.4～ 1.6mで ある。柱穴形態は楕円～不整形で、径0.24～ 0.85m、 深さ0.09～

0.37mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB057-SP705～713(図面074)i SB058と 同一の場所で重複する。建物の規模は、梁行 2間 (4.32～

4.35m)、 桁行 3間 (6.6m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の椋方向はN23° Eで、床

面積は28.7♂。柱間距離は、梁行2.0～ 2.25m、 桁行2.15～ 2.3mである。柱穴形態は円～不整形で、径

0.25～ 0.38m、 深さ0,1～ 0.4mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP713
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で珠洲が出土している。

SB058-SP714～718(図面074)i SB057と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (3.5m)、 桁行

2間 (4.Om)の総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN23°Eで、床面積は14.0♂。

柱間距離は、梁行1,65～ 1.85m、 桁行1.9～ 2.05mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.23～ 0.4m、 深

さ0.11～ 0.35mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB059-SP719～727(図面074)i SB060と 配置が重複する。建物の東側にSX066が構築される。南側

は調査区外 となる。建物の規模は、梁行 4間 (7.6m)、 桁行 2間以上 (3.3m～ )の総柱建物である。

建物の棟方向はN21° Eで床面積は25。 1♂。柱間距離は、梁行1.75～ 2.Om、 桁行1.85mで ある。柱穴形態

は円～楕円形で、径0,27～ 0.65m、 深さ0。 14～ 0,45mを 数える。柱穴内覆土は黒掲色～暗灰黄色砂質シ

ルトを基調とする。出土遺物はSP724で中世土師器 (4146)が認められる。

SB060-SP728～746(図 面075):SB059と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (4.44m)、 桁行

4間 (8,75m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。これに 1間 ×4間 (1.3× 8.7m)の張出部

分が、桁行き北狽1柱列に付 く。建物の棟方向はN74°Wで、建物専有面積は49,8♂。柱間距離は、梁行

2.16～ 2.3m、 桁行1.8～ 2.lmである。柱穴形態は円～精円形で、径0.28～ 0.67m、 深さ0.11～ 0.58mを 数

える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP737で 中世土師器 (4147)、 SP740。

742で中世土師器、SP744で刀子 (098)が出上している。

井戸

SE01(図面078):東壁調査区外に続く井戸である。木枠組か石組かは不明で、掘 り方のみ残存している。

配置からSB039に付属する井戸と考えられる。掘 り方の平面形態は円形で、長径3.15m、 短径2.10m以

上、深さ3.2mの規模を測る。横断面の形態は橋鉢型である。井戸内からは土師器・青磁 (5503)が

出土している。

SE02(図面078):調査区のほぼ中央、SX037の南側に位置し、配置からSB048に付属する井戸と考えられ

る。掘 り方の平面形態は不整形で、径3.6～ 4.4m、 深さ3.2mの 素掘 りの井戸である。横断面の形態は

漏斗型で、井筒内の覆土は黒掲色砂質シルトを基調とする。井戸内からは須恵器
。中世土師器 (4160

～4166)・ 珠洲 (4167)・ 八尾 (4168・ 4169)。 青磁 。雁股鏃 (097)が出土している。

土坑

SK292(図面079):平面形態は円形で、規模は径0,97m、 深さ0.47mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂

質シルト、第 2層 :に ぶい黄褐色砂礫となる。遺物は土師器が出土している。

SK293(図面079):平面形態は不整形で、規模は長径0.65m、 短径0.52m、 深さ0.35mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK294(図面079):平面形態は楕円形で、規模は長径0,76m、 短径0.6m、 深さ0,2mを 測る。覆土は灰

黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は珠洲 (4296)が出土している。

SK295(図面079):平面形態は円形で、規模は径0.88m、 深さ0.3mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂

質シルト炭化物少量混、第 2層 :黒褐色砂質シルトに責掲色シルト炭化物微量混となる。遺物は中世

土師器・珠洲 (4289)・ 砥石 (18)が出土している。

SK296(図面079):平面形態は不整形で、規模は長径1.05m、 短径0.52m、 深さ0.34mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK297(図面079):平面形態は不整形で、規模は長径0.5m、 短径0.4m、 深さ0.4mを測る。覆土は黒褐

色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。
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SK298(図面079):平面形態は楕円形で、規模は長径0.95m、 短径0.56m、 深さ0.4mを測る。覆土は第

1層 :灰責褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器が出

土している。

SK299(図面079):平面形態は楕円形で、規模は長径0.83m、 短径0,73m、 深さ0.26mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出上している。

SK300(図面079):平面形態は不整形で、規模は長径0.97m、 短径0.66m、 深さ0.31mを 沢Iる 。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :暗褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK301(図面079):平面形態は楕円形で、規模は長径0.39m、 短径0.3m、 深さ0.27mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK302(図面079):平面形態は楕円形で、規模は長径0.61m、 短径0,35m、 深さ0.29mを 測る。覆土は

第 1層 :暗褐色砂質シルト、第 2層 :黒褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK303(図面079):平面形態は円形で、規模は径0.2m、 深さ0,08mを 測る。覆土は黒褐色砂質シルト

のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK304(図面079):平面形態は楕円形で、規模は長径0.3m、 短径0.26m、 深さ0。 16mを測る。覆土は黒

褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK305(図面080):平面形態は円形で、規模は長径 1.01m、 深さ0.24mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色

砂質シル ト炭化物・焼土混、第 2層 :黒褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK306(図面080):平面形態は楕円形で、規模は長径0,47m、 短径0.39m、 深さ0.5mを測る。覆土は黒

褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器・珠洲が出土している。

SK307(図面080):平面形態は楕円形で、規模は長径0.4m、 短径0.32m、 深さ0.25mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は須恵器・珠洲が出上している。

SK308(図面080):平面形態は不整形でSK056を切る。規模は長径1.48m、 短径0。 94m、 深さ0.23mを測

る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質シルトににぶい黄褐色シル

ト混となる。遺物は須恵器 。中世土師器が出土している。

SK309(図面080):平面形態は不整形で、規模は長径0.91m、 短径0.87m、 深さ0.28mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シルトににぶい黄掲色シル ト混となる。遺物は土師

器・須恵器が出上している。

SK310(図面080):平面形態は楕円形で、規模は長径0.84m、 短径0.43m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器・中世土師器が出土している。

SK311(図面080):平面形態は楕円形でSD059を切る。規模は長径0.32m、 短径0.27m、 深さ0.25mを

測る。覆土は黒褐色砂質シルトのみの単層となる。遣物は土師器・須恵器が出上している。

SK312(図面080):平面形態は隅九長方形でSP489を 切る。規模は長辺158m、 短辺0.83m、 深さ0.21m

を測る。覆土は黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK313(図面080):平面形態は隅丸長方形で、規模は長径1.07m、 短径0.53m、 深さ0.26mを 測る。覆

土は掲色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK314(図面080):平面形態は不整形で北側は調査区外となる。規模は長径1.33m、 短径0.36m以上、深

さ0.12mを 測る。覆土は黒色砂質シル トを基調とする 4層 から構成される。遺物は土師器・須恵器が

出上している。

SK315(図面080):平面形態は楕円形で、規模は長径0.44m、 短径0.29m、 深さ0,48mを 測る。覆土は第
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1層 :黒色砂質シルト、第 2層 :にぶい黄橙色砂質シル トとなる。遺物は土師器・中世土師器が出土

している。

SK316(図面080):平面形態は円形で、規模は径0.45～ 0.53m、 深さ0.32mを 測る。覆土は第 1層 :黒

色砂質シルト、第 2層 :責褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK317(図面080):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.32m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰黄色砂質シルト、第 2層 :責褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器が出上している。

SK318(図面080):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0.53m、 深さ0.14mを 測る。覆土は第

1層 :暗灰責色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シルトとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK319(図面080):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 71m、 短径0,46m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器が出上している。

SK320(図面080):平面形態は長楕円形で、規模は長径 1.07m、 短径0.39m、 深さ0.36mを 測る。覆土

は第 1層 :暗オリーブ褐色砂質シルト、第 2層 :責褐色砂質シル ト、第 3層 :暗オリーブ褐色砂質シ

ル トににぶい責色シル ト混に分層される。遣物は土師器・須恵器が出土している。

SK321(図面080):平面形態は楕円形でSD062を切り込む。規模は長径0.91m、 短径0.82m、 深さ0.25m

を測る。覆土は第 1層 :暗灰黄色砂質シル ト戊化物微量混、第 2層 :暗仄責色砂質シル トとなる。遺

物は中世土師器・青磁 (4394・ 5496)が出土している。

SK322(図面080):平面形態は楕円形で、SD062を切り込む。規模は長径0.6m、 短径0.41m、 深さ0,09m

を測る。覆土は第 1層 :暗灰責色砂質シルト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色砂質シルトとなる。遺物

は珠洲 (4287)。 青磁 (4288)が出土している。

SK323(図面081):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.34m、 短径0.82m、 深さ0.26mを 測る。覆土は

褐灰色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は認められない。

SK324(図面081):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0.57m以上、深さ0.47mを 測る。覆土

は第 1層 :(2.5Y5/3)責褐色砂質シルト、第 2層 :(2.5Y5/3)責掲色砂質シルトに (2.5Y5/6)黄褐色

シルト混となる。遺物は須恵器が出上している。

SK325(図面081):平面形態は楕円形で、規模は長径0.54m、 短径0.47m、 深さ0.43mを 測る。覆土は

第 1層 :責褐色シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル ト礫混となる。出土遺物は認められない。

SK326(図面081):平面形態は楕円形でSD062を切り込む。規模は長径1.52m、 短径1.27m、 深さ1.02m

を測る。覆土は暗灰黄色砂質シルトを基調とする 5層から構成される。遺物は土師器・珠洲・瀬戸美

濃 (4291)。 青白磁 (4290)が出土している。

SK327(図面081):平面形態は楕円形でSD046に 切られる。規模は長径0.55m以上、短径0.48m、 深さ

0,3mを測る。覆土は第 1層 :暗オリーブ褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :暗オリーブ褐色砂質

シルトとなる。遣物は青磁が出上している。

SK328(図面081):平面形態は楕円形で、規模は長径052m、 短径0,45m、 深さ0.54mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰黄色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器・珠洲が出上し

ている。

SK329(図面081):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.39m、 深さ0.52mを 測る。覆土は第

1層 :暗灰黄色砂質シルト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器 。人尾が

出土している。

SK330(図面081):SX031の 上面で検出された。平面形態は円形で、規模は径0.26m、 深さ0.25mを 測
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る。覆土は責灰色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器・中世土師器が出上している。

SK331(図面081)I SX031の 上面で検出された。平面形態は楕円形で、規模は長径0.32m、 短径0.28m、

深さ0,25mを 測る。覆土は黄灰色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土し

ている。

SK332(図面081):平面形態は不整形でSX031を 切 り込む。土坑内は礫が充填される。規模は長径1.16m、

短径 1.05m、 深さ0,38mを 測る。覆土は第 1層 :暗灰黄色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :暗灰黄

色砂質シル トに責褐色シル ト混となる。遺物は須恵器が出土している。

SK333(図面081):平面形態は円形でSD062を 切る。規模は径0.34m、 深さ0.29mを 測る。覆土は褐仄

色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK334(図面081):平面形態は楕円形でSD062を 切る。規模は長径0.45m、 短径0.41m、 深さ0.26mを

測る。覆土は第 1層 :掲灰色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は須恵器が出土し

ている。

SK335(図面081):平面形態は楕円形で、SD070を 切る。規模は長径0.87m、 短径0.65m、 深さ0.33m

を測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :責褐色砂質シル トとなる。出土

遺物は認められない。

SK336(図面081):平面形態は円形でSD070を 切る。規模は径0.47m、 深さ0.4mを 測る。覆土は灰褐

色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遣物は土師器が出土している。

SK337(図面081):平面形態は楕円形で、規模は長径0.86m、 短径0.69m、 深さ0.29mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色砂質シル トを基調とする3層から構成される。遺物は土師器が出土している。

SK338(図面081):平面形態は不整形で、規模は長径0,77m、 短径0.55m、 深さ0,66mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色砂質シルトを基調とする。遺物は中世土師器 (4294)が出土している。

SK339(図 面081):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.4m、 深さ0.33mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK340(図面081):平面形態は楕円形で、規模は長径0,75m、 短径0.36m、 深さ0.56mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :黄掲色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK341(図面081):平面形態は楕円形でSD062を切る。規模は長径0.64m、 短径0.57m、 深さ0.31mを

測る。覆土は黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK342(図面082):平 面形態は不整形で、規模は長径0.65m、 短径0.63m、 深さ0.5mを 測る。覆土は

第 1層 :暗オリーブ褐色砂質シル ト、第 2層 :暗オリーブ褐色砂質シル トににぶい黄色砂質シルト混

となる。遺物は土師器が出土している。

SK343(図面082):平面形態は楕円形で、規模は長径0.46m、 短径0,34m、 深さ0.35mを 測る。覆土は

暗オリーブ掲色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK344(図面082):平面形態は不整形で、規模は長径 1.45m、 短径1.23m、 深さ0.51mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :灰黄褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器・緑

釉陶器・中世土師器 。珠洲・青磁 (5515)が出土している。

SK345(図 面082):平面形態は楕円形で、規模は長径0.98m、 短径0.75m、 深さ0.4mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色砂質シルト炭化物微量混を基調とする。遺物は須恵器が出土している。

SK346(図面082):平面形態は円形で、規模は径0.85m、 深さ0.54mを 測る。覆土は暗オリーブ褐色砂

質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は緑釉陶器 。中世土師器が出上している。
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SK347(図面082):平面形態は楕円形で、規模は長径0,47m、 短径0.4m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :に ぶい黄色砂質シル トに黒褐色シル ト混、第 3

層 :にぶい黄色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK348(図面082):平面形態は円形で、規模は径0.4m、 深さ0.33mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト

のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK349(図面082):平面形態は楕円形でSK350を切る。規模は長径0.46m以上、短径0.44m、 深さ0,43m

を測る。覆土は黒褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は珠洲 (4295)が出土してい

る。

SK350(図面082):平面形態は楕円形でSK3491こ切られる。規模は長径0.48m以 上、短径0.45m、 深さ

0.48mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色シル ト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色シル ト炭化物微量混とな

る。出土遺物は認められない。

SK351(図面082):平面形態は円形で、規模は径 0。 7m、 深さ0.19mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト

炭化物多量混のみの単層となる。遺物は珠洲が出上している。

SK352(図面082):平面形態は楕円形で、規模は長径1.Om以上、短径0。 97m、 深さ0.47mを 測る。覆土

は黒褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・青白磁 (5540)が出土

している。

SK353(図面082):平面形態は円形で、規模は径1.74～ 1.81m、 深さ0.55mを 測る。覆土は責褐色砂質

シルト～黒掲色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器が出土している。

SK354(図面083):平面形態は円形で、規模は径0.22m、 深さ0.17mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト

のみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK355(図面083):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 75m、 短径0.5m、 深さ0,17mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK356(図面083):平面形態は楕円形で、規模は長径0.62m、 短径0.38m、 深さ0.45mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK357(図面083):平面形態は円形で、規模は径0.25～ 0.28m、 深さ0.18mを 測る。覆土は黒褐色砂質

シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK358(図面083):平面形態は長楕円形で、規模は長径0。 7m、 短径0,37m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

黒色シルトのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK359(図面083):平面形態は楕円形で、規模は長径1.27m、 短径0.87m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :灰責褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器 。須恵器が出土して

いる。

SK360(図面083):平面形態は楕円形で、規模は長径0,8m、 短径0.53m、 深さ0.46mを 測る。覆土は暗

褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は珠洲が出土している。

SK361(図面083):平面形態は楕円形で、規模は長径0,95m、 短径0.75m、 深さ0.3mを測る。覆土は第

1層 :(10YR3/1)黒褐色砂質シル ト、第 2層 :(10YR3/2)黒褐色砂質シル トとなる。遺物は土師

器・須恵器が出土している。

SK362(図面083):平面形態は楕円形で、規模は長径0.37m、 短径0。 3m、 深さ0.26mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルトのみの単層となる。遣物は土師器が出土している。

SK363(図面083):平面形態は楕円形で、規模は長径0,74m、 短径0.6m、 深さ0,31mを沢1る 。覆土は第
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1層 :黒色砂質シルト、第 2層 :にぶい黄橙色砂質シルトとなる。遺物は須恵器が出上している。

SK364(図面083):平面形態は円形でSX061の 壁面で検出された。規模は径0.25m以上、深さ0.37mを

測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :責褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土し

ている。

SK365(図面083):平面形態は不整形で、規模は長径0.45m、 短径0.39m、 深さ0.43mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器 (4293)。 瀬戸美濃

(5427)が出土している。

SK366(図面083):平面形態は楕円形で、規模は長径0.72m、 短径0,Mm、 深さ0。 17mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器・珠洲

が出土している。

SK367(図面083):平面形態は不整形で、規模は長径0.98m、 短径0,77m、 深さ0.24mを 測る。覆土は第

1層 :暗オリーブ褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :暗オリーブ掲色砂質シルトとなる。遺物は

中世土師器が出土している。

SK368(図面083):平面形態は不整形でSP740に切られる。規模は長径0.56m、 短径0,42m以上、深さ

0.35mを 測る。覆土は暗灰黄色砂質シル トのみの単層となる。遺物は人尾・瀬戸が出土している。

SK369(図面083):平面形態は不整形で、規模は長径0.4m、 短径0.38m、 深さ0.59mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :(2.5Y5/4)黄褐色砂質シル ト、第 3層 :(2.5Y5/3)黄褐色砂質シ

ル トとなる。遺物は中世土師器が出土している。

SK370(図面084):床面が平坦で壁が直立気味の円筒形の土坑で、SD083を 切る。平面形態は円形で、

規模は径 1.65m、 深さ0.44mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル ト

に黄褐色砂質シルト混となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK371(図面084):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺1.71m、 短辺1.37m、 深さ0,44mを 測る。覆

土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色砂質シル ト、第 3層 :オ リーブ褐色砂質シル

トに黒褐色砂質シルト混となる。遺物は中世土師器 (4292)が出土している。

SK372(図面084):平面形態は不整形でSX063を切る。規模は長径1.7m、 短径1.43m、 深さ0.5mを測る。

覆土は第 1層 :オ リーブ褐色砂質シルトに黒褐色砂質シルト混、第 2層 :オ リーブ褐色砂質シルトと

なる。遺物は土師器 。中世土師器・珠洲・砥石 (11)が出上している。

SK373(図面084):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.57m、 短径0,7m、 深さ0.56mを 測る。覆土は第

1層 :責褐色砂質シル トに黒褐色シルト混、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器が

出土している。

SK374(図面084):平面形態は不整形でSK375を切る。規模は長径0.8m、 短径0.64m、 深さ0.25mを 測る。

覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シルトに責褐色シル ト混となる。遺物は土師

器・中世土師器が出土している。

SK375(図面084):平面形態は不整形でSK374に 切られる。規模は長径0.66m、 短径0.42m以上、深さ

0,31mを 測る。覆土は第 1層 :暗オリーブ褐色砂質シルト、第 2層 :黄褐色砂質シル ト炭化物微量混

となる。遺物は土師器 。中世土師器が出土している。

SK376(図面084):平面形態は楕円形で、規模は長径0.77m、 短径0.51m、 深さ0.4mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シルトにオリープ褐色シルト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量

混となる。遺物は中世土師器が出土している。
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SK377(図面084):平面形態は楕円形で、規模は長径0.87m、 短径0,81m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色砂質シルトとなる。遺物は中世土師器が出

土している。

SK378(図面084):平面形態は不整形で、規模は長径 1.38m、 短径0.74m、 深さ0.34mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色砂質シル トを基調とする。遺物は中世土師器・青磁 (4379)が出土している。

SK379(図面085):平面形態は楕円形で、規模は長径0.8m、 短径0.6m、 深さ0.31mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は中世土師器が出上している。

SK380(図面085):平面形態は不整形で、規模は長径0.44m、 短径0.29m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

暗灰黄色シルトのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK381(図面085):平面形態は不整形で、規模は長径0,79m、 短径0.43m、 深さ0.35mを 測る。覆土は

黄褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SK382(図面085):平面形態は不整形でSP720に切られる。規模は長径0.25m、 短径0.2m以上、深さ

0.22mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は珠洲が出上している。

SK383(図面085):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.35m、 深さ0,35mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シルト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質シル トとなる。遺物は青磁 (4387)が

出土している。

SK384(図面085):平面形態は不整形で、規模は長径0.34m、 短径0.24m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シルト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色シルト質砂炭化物微量混となる。遺物は中

世土師器が出土している。

SK385(図面085):SX065の 床面で検出された。平面形態は楕円形で、規模は長径0,9m、 短径0.79m

以上、深さ0.47mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :に ぶい黄色砂質

シル トとなる。遺物は土師器・中世土師器 。人尾・砥石 (08)が出土している。

SK386(図面085):遺構の南側が調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径0.6m以上、短径

0,57m、 深さ0.63mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は珠洲が出土している。

SK853(図面084):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 7m、 短径0.56m、 深さ0.2mを 測る。覆土は第

1層 :暗オリーブ掲色シル ト、第 2層 :責褐色シル トとなる。遺物は金属製品の棒状鉄製品 (096)

が出土している。

大型土坑

SX027(図面088):土坑内にSP410,417が位置する。平面形態は不整形でSP414に切られる。規模は

長径3.05m、 短径2.6m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2

層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器が出土している。

SX028(図面088):平 面形態は不整形で、SD062を切る。規模は長径7.55m、 短径2.14m、 深さ0.16m

を測る。覆土は黒褐色～責褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SX029(図面089):平面形態は方形でSX030を 切る。規模は一辺2.46～ 2.78m、 深さ0.53mを 測る。覆

土は第 1層 :褐灰色砂質シルト、第 2層 :褐灰色シルトににぶい黄褐色シルト混となる。出土遺物は

認められない。

SX030(図面089):平面形態は長方形で、規模は長辺1.84m以上、短辺1.4m、 深さ0.17mを 測る。覆土

は褐灰色砂質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SX031(図面089):平面形態は隅丸長方形で、SD070を 切 り込みSK330・ 331に切られる。規模は長辺
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4.8m、 短辺1.78m、 深さ0.39mを 測る。覆土は黄灰色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵

器 。中世土師器 (4170)・ 珠洲が出土している。

SX032(図面090):平面形態は不整形でSX033を 切る。規模は長径20m、 短径 1.53m、 深さ0.23mを 測

る。覆土は暗灰黄色シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は中世土師器 (4171。 4172)・ 青磁

(5512)が出土している。

SX033(図面090):東側の床面に拳大～人頭大の自然礫が充填する隅九長方形の土坑で、SX032に 切

られる。規模は長辺6.57m、 短辺5.54m、 深さ0.29mを 測る。覆土は暗灰黄色砂質シル トを基調とする

4層 に分層される。遣物は土師器・須恵器・中世土師器 (4173～ 4177)。 珠洲・青磁が出土している。

SX034(図面090):平面形態は隅九長方形で、SX033に切られsX035。 SD062を切る。規模は長辺5.Om

以上、短辺3.64m、 深さ0.58mを 測る。覆土は暗灰黄色砂質シル ト～暗オリーブ褐色砂質シル トを基

調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲 (4231)。 人尾・青磁 (5505・ 5509。 5511)'

白磁 (5527)が出土している。

SX035(図面090):平面形態は不整形でSX034に 切られる。規模は長径3.22m、 短径1.75m以 上、深さ

0.56mを 測る。覆土は暗灰黄色砂質シル ト～暗オリーブ褐色砂質シル トを基調とする。遺物は中世土

師器 (4178)・ 砥石 (09)が出土している。

SX036(図面091):北側は調査区外となる。平面形態は長方形で、規模は長辺7.92m以 上、短辺2.48m、

深さ0.09mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器・珠洲・

青磁 (4229)。 白磁 (5535)が出土している。

SX037(図面091)i SB047の 北東隅に位置する長方形の土坑で、SD047を切 りSD066に切られる。規

模は長辺7.48m、 短辺4.66m、 深さ0,42mを 測る。覆土は灰責褐色砂質ンル トを基調とする。遺物は土

師器・須恵器・中世土師器 (4179～ 4186)・ 珠洲 (4192・ 4193)。 人尾 (4190。 4191)。 白磁 (4189・

5531)。 青磁 (4187・ 4188)。 土錘・砥石 (14・ 15)が出上している。

SX038(図面091):平面形態は楕円形でSX039,040を切る。規模は長径2.6m、 短径2.48m、 深さ0.32m

を測る。覆土は第 1層 :褐灰色砂質シル トに黒褐色シルト炭化物微量混、第 2層 :灰責褐色砂質シル

ト炭化物微量混、第 3層 :褐灰色砂質シル ト炭化物微量混 となる。遺物は土師器・中世土師器

(4194・ 4195)。 珠洲 。青磁 (5513)。 砥石 (10)が出土している。

SX039(図面091):平面形態は不整形でSX038,SD066に 切られる。規模は長径4.44m以上、短径2.lm、

深さ0。 27mを測る。覆土は褐灰色～黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器・中世土

師器・珠洲 (4232)・ 青磁が出土している。

SX040(図面091):平面形態は不整形で、SX038,039・ SP576。 SD066に 切られる。規模は長径5.lm、

短径 1.82m、 深さ0,44mを 測る。覆土は第 1層 :暗オリーブ褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :

黄掲色砂質シルト炭化物微量混、第 3層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器 。中世土師器・珠

洲 。青磁 (5498)が出土している。

SX041(図面092):北東側は調査区外 となる。平面形態は不整形でSD0491こ切 られる。規模は長径

1.84m、 短径 1.53m、 深さ0.26mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黒

褐色砂質シルトににぶい責橙色シル ト混となる。遺物は土師器が出上している。

SX042(図面092):平面形態は隅九方形で、SD049を切 り込みSP429に 切られる。規模は長径2.06m、

短径 1.97m、 深さ0.33mを 測る。覆土は第 1層 :暗掲色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :暗掲色砂

質シル トに黄褐色シル ト混、第 3層 :責褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器
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が出上している。

SX043(図面092):北東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径4.55m、 短径0,71m以

上、深さ0。 12mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト炭化物微量混となる。遺物は土師器・須恵器 。中世

土師器が出土している。

SX044(図面092):北東側は調査区外となる。平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺2.Om、 短辺1.85m

以上、深さ1.Omを 測る。覆土は黒掲色砂質シル ト炭化物微量混となる。遺物は土師器 。中世土師器が

出土している。

SX045(図面093):北側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径2.65m以上、短径2.Om

以上、深さ0,14mを 測る。覆土は第 1層 :黒色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :暗灰黄色砂質シル

ト炭化物微量混となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SX046(図面093):西側は調査区外となる。平面形態は楕円形で、規模は長径3.1lm、 短径1.41m以上、

深さ0.22mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y4/1)黄灰色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :灰黄色砂質

シルト炭化物微量混、第 3層 :(2.5Y5/1)黄灰色砂質シル ト戊化物微量混となる。遺物は土師器・須

恵器が出土している。

SX047(図面093):平面形態は円形で、SD047を 切 り込みSP612・ 617に切られる。規模は径2.72m程

度 ?、 深さ0.6mを測る。覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器・中世土師器

(4196～ 4198)・ 珠洲・白磁 (4230)・ 砥石 (12)が出土している。

SX048(図面094):平面形態は不整形で、SD050を 切 り込みSP460に切られる。規模は長径4.95m、 短

径2.07m、 深さ0.27mを 測る。覆土は黒掲色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出上している。

SX049(図面094):平面形態は隅九長方形で、SP508を 切 り込みSP507に切られる。規模は長辺4.23m、

短辺3.15m、 深さ0.54mを測る。覆土は灰黄褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器が

出上している。

SX050(図面095):SB049に 付属する不整形の土坑で、SX052を 切 り込みSP593・ 622に切られる。規

模は長径4.03m、 短径2.53m、 深さ0.22mを 測る。覆土は第 1層 :黒掲色砂質シルト炭化物少量混、第

2層 :黒褐色粘質シル ト炭化物少量混となる。遺物は土師器・中世土師器 (4199,4200)。 珠抄H・ 青

磁 (4380)が出土している。

SX051(図面095)i SB049に 付属する不整形の上坑でSX052を 切る。規模は長径3.5m、 短径2.41m、 深

さ0.28mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質シル トとなる。

遺物は須恵器・中世土師器 (4201)・ 珠洲・八尾 (4202～ 4228)が出上している。

SX052(図面095)i SB049内 に位置する。平面形態は長方形で、規模は長辺4.85m以上、短辺1.75m、

深さ0.19mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シルトとなる。遺物は土

師器・須恵器が出土している。

SX053(図面096):平面形態は隅丸長方形でSD065を切る。規模は長辺1.95m、 短辺1.71m、 深さ0.09m

を測る。覆土は暗オリーブ掲色砂質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器・青磁 (5497)が出

土している。

SX054(図面096):平面形態は不整形で自然礫が多量に混じる。規模は長径3.4m、 短径2.92m、 深さ

0.62mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :に ぶい責褐色粗砂、第 3

層 :褐灰色粘土炭化物微量混となる。遺物は土師器・中世土師器 (4234～ 4236)が出土している。

SX055(図面097):平面形態は不整形で、規模は長径2.28m、 短径1.8m、 深さ0,37mを 測る。覆土は暗
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掲色～黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4237～ 4240)が認められる。

SX056(図面097):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺2.24m、 短辺1.71m、 深さ0.13mを 測る。覆

土は黒褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SX057(図面097):SB054内 に位置する。平面形態は隅丸方形でSP687・ 690に切られる。規模は一辺

2,96～ 3.07m、 深さ0,7mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は須恵器 。中世土師器

(4241～ 4248)・ 珠洲が出土している。

SX058(図面098):平面形態は隅丸方形で、SX061,SD083を 切る。下層に自然礫が投げ込まれてい

る。規模は径3.05～ 3.3m、 深さ0.73mを 測る。覆土は黄褐色シル ト質砂～黒褐色砂質シル トを基調と

する。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4249～ 4281)・ 珠洲 。青磁 (5495)が出土している。

SX059(図面098):平面形態は隅九方形で、規模は一辺2.14～ 2.31m、 深さ0.34mを 測る。覆土は第 1

層 :(2.5Y3/1)黒褐色砂質シルト、第 2層 :(2.5Y3/2)黒褐色砂質シル トににぶい黄色シル ト混、第

3層 :(2.5Y3/2)黒褐色砂質シル トとなる。遺物は須恵器 。中世土師器 (4282・ 4283)・ 珠洲が出土

している。

SX060(図面098):不整形の落ち込み状土坑で、北西側は調査区外となる。規模は長径2.02m、 短径

1.24m以上、深さ0.28mを 測る。覆土は第 1層 :に ぶい責色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル ト、

第 3層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混となる。遺物は土師器 。中世土師器が出上している。

SX061(図面099):平面形態は不整形でSX058に切られ、床面からsK364を 検出する。規模は長径2.92m、

短径 1.65m、 深さ0.19mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土

師器 。中世土師器 (4284。 4285)・ 珠洲 (4233)・ 力]賀・青磁 (4371)が出土している。

SX062(図面099):南西側は調査区外となる。平面形態は長方形で、規模は長辺1.68m以上、短辺0.77m

以上、深さ0.31mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル ト、第 3層 :

暗灰責色砂質シルトとなる。遺物は土師器・中世土師器・珠洲が出上している。

SX063(図面099):平面形態は不整形で、規模は長径2.45m、 短径2,04m以上、深さ0.47mを 測る。覆

土は暗オリーブ褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・珠洲・砥石 (13)が出上している。

SX064(図面099):不整形の細長い溝状土坑で、上層に人頭大の礫が投げ込まれている。南側は調査

区外となる。規模は長径1.65m以 上、短径0,89m、 深さ0,45mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト炭化物

微量混のみの単層となる。遺物は土師器・中世土師器・珠洲 。人尾が出土している。

SX065(図面099):床面でSK385が検出された。平面形態は不整形でSD085を 切る。規模は長径2.79m、

短径1.65m、 深さ0.05mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第2層 :オ リーブ褐

色砂質シルトとなる。遺物は中世土師器・珠洲・青磁が出土している。

SX066(図面100):南西側が調査区外となる楕円形の土坑で、西半分に人頭大の礫が投げ込まれてい

る。規模は長径3.24m、 短径2.48m以上、深さ0.48mを 測る。覆土は黄褐色～黒褐色砂質シル トを基調

とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠沙H(4286)。 人尾が出土している。

溝

SD043(図面101):平面形態は円形であり、東壁調査区外に続 く。確認できる長さは15.6m、 最大幅

1.2m、 最大深0.21mを 浪1る 。断面形態は逆台形を呈し、覆土はaセ クションで暗褐色砂質シル ト、bセ

クションで灰責褐色砂となる。出土遺物は認められない。

SD044(図面101):平面形態はL字形で、南北に延びて南側で東方向に屈曲し、消失している。北端

は北東方向が一部開放 し、北側調査区外に続 く。確認できる長さは33,7m、 最大幅3.Om、 最大深
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0.32mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シ

ルトに黄褐色シルト混となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD045(図面101):平面形態は直線的で、南北に延び両端とも消失している。長さ6.4m、 最大幅0.8m、

最大深0,18mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は

中世土師器が認められる。

SD046(図面101):平面形態は西から南東方向に軽い円弧を描き、両端とも消失している。途中一部

途切れる不連続な溝である。長さ12.7m、 最大幅0.6m、 最大深0.35mを 測る。断面形態はU字形を呈し、

覆土は第 1層 :(2.5Y5/2)暗灰責色砂質シル ト、第2層 :暗灰黄色砂質シル ト炭化物微量混、第 3層 :

(2.5Y4/2)暗灰黄色砂質シル トとなる。出土遺物は土師器 。中世土師器 (4299。 4300)・ 土錘が認め

られる。

SD047(図面101):東西に延びる直線的な溝で、西端はSP504に切られ消失し、東端も消失している。

途中SX037・ 039,047、 SD066に 切られる。確認できる長さは28.2m、 最大幅1.5m、 最大深0,12mを 沢1

る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はaセ クションで灰黄褐色砂質シルトの単層となり、bセ クション

で黒褐色砂質シル ト炭化物微量混となる。出土遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲 (4297)。

青磁 (4298・ 5501)が認められる。

SD048(図面101):平面形態は不整形な溝で北端は消失し南端は土坑に切られる。確認できる長さは

2.95m、 最大幅1.05m、 最大深0.07mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黒褐色砂質シル トの単

層となる。出土遺物は中世土師器が認められる。

SD049(図面101):東西に延びる直線的な溝である。西端は消失し、東端はSX042に 切られる。途中

SX041を 切 り込む。確認できる長さは6.3m、 最大幅0.5m、 最大深0.12mを 測る。断面形態は逆台形を

呈し、覆土は黒褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD050(図面101):平面形態はL字形で、西端はSX048に切られ、南端は消失している。確認できる

長さは4.17m、 最大幅0.4m、 最大深0.16mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒褐色砂質シル ト

炭化物少量混の単層となる。出土遺物は認められない。

SD051(図面101):(調査区北西部の溝群、さく状遺構。東西方向より南北方向の遺構が新しい。)平

面形態は直線的で、南北に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも消失している。長さ2.65m、 最

大幅0.4m、 最大深0.12mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル トの単層と

なる。出土遺物は認められない①

SD052(図面101):平面形態は直線的で、南北に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも消失 し、

途中SD056を 切る。長さ5.5m、 最大幅0.35m、 最大深0.lmを 波1る 。断面形態は逆台形を呈し、覆土は

にぶい責褐色砂質シルトの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD053(図面101):平面形態は直線的で、南北に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも消失 し、

途中SD060を 切る。確認できる長さは4.7m、 最大幅0,35m、 最大深0.07mを 測る。断面形態はU字形を

呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シルトの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD054(図面101):平面形態は直線的で、東西に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも消失して

いる。長さ2.5m、 最大幅0.5m、 最大深0.19mを 沢jる 。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :灰責

褐色砂質シル ト、第 2層 :にぶい責褐色砂質シルトとなる。出土遺物は土師器が認められる。

SD055(図面101):平面形態は直線的で、東西に延びるさく状遺構と考えられる。東端は消失し、西

端は調査区外に続 く。確認できる長さは6.5m、 最大幅0.5m、 最大深0,06mを 測る。断面形態はu字形
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を呈し、覆土は黒色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD056(図面101):平面形態は直線的で、東西に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも消失して

いる。途中SD052に切られる。長さ9,lm、 最大幅0.4m、 最大深0,05mを 測る。断面形態は逆台形を呈

し、覆土は灰オリーブ色砂質シルト炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD057(図面101):平面形態は直線的で、東西に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも消失して

いる。途中SD051に切られる。長さ7.7m、 最大幅0.5m、 最大深0。 12mを 測る。断面形態は逆台形を呈

し、覆土は灰責掲色砂質シル トλ化物微量混の単層となる。出土遺物は認められない。

SD058(図面101):平面形態は直線的で、東西に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも消失して

いる。長さ11.8m、 展大幅0.4m、 最大深0。 18mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は灰黄褐色砂

質シル ト炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD059(図面101):平面形態は直線的で、東西に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも開放して

いる。途中SP488に切られる。確認できる長さは11.7m、 最大幅0.55m、 最大深0,07mを 測る。断面形

態は逆台形を呈し、覆土は灰黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められ

る。

SD060(図面101):平面形態は直線的で、東西に延びるさく状遺構と考えられる。両端とも消失して

いる。途中SD0531こ切られる。長さ11.3m、 最大幅0.6m、 最大深0.15mを 測る。断面形態はU字形を呈

し、覆土は灰黄褐色砂質シル トλ化物微量混となる。出土遺物は認められない。

SD061(図面101):平面形態は直線的で、両端とも消失している小溝である。sD062を 切 り込む。長

さ1.lm、 最大幅0.4m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒褐色砂質シル トの単

層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD062(図面101,102):平 面形態は軽い円弧を描き東西に延びる。東端は消失し、南側調査区外に

続 く。SK321・ 322・ 326、 SX028・ 031・ 032・ 034、 SD071・ 073・ 074に切られる。確認できる長さは

48.4m、 最大幅4.3m、 最大深0,3mを 測る。断面形態は逆台形からu字形を呈し、覆土はaセ クションで

黄褐色砂質シル ト、bセ クションでは第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色砂と

なる。出土遺物は須恵器・瀬戸美濃 (5425)が認められる。

SD063(図面102):平面形態は直線的で南北に延びる小溝で、両端とも消失している。長さ2.7m、 最

大幅0.85m、 最大深0.19mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は第 1層 :暗オリーブ褐色砂質シ

ルト、第 2層 :暗オリーブ褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 3層 :オ リーブ褐色砂質シルトににぶい

黄色砂質シル ト混となる。出土遺物は中世土師器が認められる。

SD064(図面102):平面形態は不整形の小溝である。長さ1.5m、 最大幅0.8m、 最大深0。 52mを測る。断

面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色砂質シル ト

からなる。出土遺物は中世土師器が認められる。

SD065(図面102):平面形態は軽い円弧を描き、西端はSX053に 切 り込まれ消失し、南東端も消失し

ている。長さ4.8m、 最大幅1.3m、 最大深0.53mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は第 1層 :黒

褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質シルトに黄褐色シルト炭化物微量混、第 3層 :責

褐色砂質シル トとなる。出土遺物は土師器・中世土師器が認められる。

SD066(図面102):平面形態は直線的で、北東端は消失 し、南西端はSX038に 切られる。南西側の

SD062・ 067に続 く可能性がある。確認できる長さは7.95m、 最大幅0,45m、 最大深0.07mを 測る。断面

形態はu字形を呈 し、覆土は褐灰色砂質シルト炭化物微量混となる。出土遺物は中世土師器が認めら
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れる。

SD067(図面102):北端をsx040に切られ軽い円弧を描いて西側に延び、消失している。sD068に合

流し、SD066に 続 く可能性がある。確認できる長さは6.Om、 最大幅0.65m、 最大深0,12mを 測る。断面

形態は逆台形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。出土遺

物は須恵器が認められる。

SD068(図面102):平面形態は直線的な溝である。北端はSD067と 合流してSX0401こ切られ、南端は

SX055に 切られる。確認できる長さは4.45m、 最大幅1.4m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を

呈し、覆土は第 1層 :黒褐色シルトの単層となる。出土遺物は認められない。

SD069(図面102):平面形態は直線的な小溝である。両端とも消失 している。長さ1.45m、 最大幅

0.35m、 最大深0。 17mを測る。断面形態はV字形を呈 し、覆土はにぶい黄色砂質シル トの単層となる。

出土遺物は須恵器・中世土師器が認められる。

SD070(図面102):東西に延びる不整形な溝で、SD062に切 り込まれる。東端はSX032・ 033・ 034に

切 られる。確認できる長さは11.4m、 最大幅2.4m、 最大深0.26mを 測る。断面形態は不整形を呈 し、

覆土は黄褐色シルトの単層となる。出土遺物は認められない。

SD071(図面102):南北に延びる直線的な溝で、北端は開放し、南端は南側調査区外に延びる。sD062

を切る。確認できる長さは7.4m、 最大幅1.7m、 最大深0。 13mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土

は第 1層 :黒掲色砂質シル トに責褐色シルト炭化物微量混、第 2層 :褐灰色砂質シルト炭化物微量混、

第 3層 :黒褐色砂質シルト炭化物微量混となる。出土遺物は土師器・須恵器・中世土師器が認められ

る。

SD072(図面102):平面形態は直線的に延びる溝である。SD073を 切 り込んで合流する。確認できる

長さは7.4m、 最大幅1.4m、 最大深0,37mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :黒掲色砂

質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質シルト、第 3層 :黒褐色シルト礫多量混となる。出土遺

物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4301)。 珠洲・八尾 (4303)。 青磁 (4367)・ 土錘が認められる。

SD073(図面102):南北に延びる不整形な溝で、北端は消失し、南側調査区外に延びる。途中SD072

に切られ合流する。確認できる長さは16.2m、 最大幅1.9m、 最大深0.25mを 測る。断面形態は逆台形

を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :にぶい責橙色砂質シル ト炭化物微

量混となる。出土遺物は土師器・須恵器・中世土師器 (4302)・ 珠洲が認められる。

SD074(図面102):南側調査区外に続く部分検出の小溝である。北端は消失する。確認できる長さは

0.6m、 最大幅0.2m、 最大深0.06mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黒掲色砂質シル トの単層

となる。出土遺物は須恵器が認められる。

SD075(図面102):平面形態はL字形の不連続な溝である。SB051の雨落ち溝であろう。北端、東端

とも消失している。長さ8.5m、 最大幅0.35m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は

黒褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD076(図面102):南北に途切れて延びる不連続な溝である。長さ5.3m、 最大幅0,6m、 最大深0.15m

を測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :褐灰色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トと

なる。出土遺物は認められない。

SD077(図面102):平面形態はT字形である。東西に延び東端は消失し、途中南側に分かれ、調査区

外に続 く。確認できる長さは17.8m、 最大幅1.8m、 最大深0.16mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、

覆土は第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄褐色シルト混となる。出土
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遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD078(図 面102):平面形態は直線的で、北端は消失し南端は開放している。確認できる長さは3.2m、

最大幅0.6m、 最大深0.09mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂質ンル トの単層である。

出土遺物は認められない。

SD079(図面102):南北に途切れて延びる不連続な溝である。北端は消失し、南端は開放 しているが、

南側に延びるSD082の延長部分と考えられる。確認できる長さは7.4m、 最大幅1.Om、 最大深0.12mを

測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂質シルトの単層となる。出土遺物は中世土師器が認

められる。

SD080(図 面102):平面形態は不明瞭である。浅い落ち込みがあり流路と考えられる。確認できる長

さは11.5m、 最大幅3.55m、 最大深0.06mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル ト

の単層である。出土遺物は中世土師器・土師器・須恵器 。人尾が認められる。

SD081(図面102):平面形態は直線的で東西に延び、東側調査区外に続 く。南に併走するSD082か ら

流路の変更で分岐したものと考えられる。確認できる長さは5.65m、 最大幅0.35m、 最大深0,07mを 測

る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められ

る。

SD082(図面102):平面形態は不整形な溝である。東側でSD081が分岐して調査区外に続 く。西側で

は北方向に二股に折れて延び、一部は消失し、もう一部は開放しているが、北側のSD079に続 くと考

えられる。確認できる長さは27.9m、 最大幅1.5m、 最大深0.08mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、

覆土は責褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD083(図 面102):北西から南東方向に延びる。西端はSX058に切られ、南東端は消失する。途中

SX059、 SK370に切 り込まれる。確認できる長さは6.7m、 最大幅1.95m、 最大深0,15mを 測る。断面形

態は逆台形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :責褐色砂質シル トとなる。出土遺物

は認められない。

SD084(図面102):南北に延びる不整形な溝で、北端は開放し、南端はSK370に切られる。確認でき

る長さは2.6m、 最大幅1.lm、 最大深0。 12mを測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は第 1層 :に ぶい

責色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シルトとなる。出土遺物は土師器が認められる。

SD085(図面102):平面形態は直線的で、北端は消失 し、南端はSX065に切られる。確認できる長さ

は3,7m、 最大幅0.4m、 最大深0.28mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シ

ルト、第 2層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混となる。出土遺物は土師器が認められる。

B5地 区

掘立柱建物

SB061-SP747～ 755(図面076)i SB062・ 063と 配置が重複し、SB063と ほぼ同方位を示す。SP755と

SP762に 重複関係が成立 し、SB062の方が新 しい。建物の規模は、梁行 2間 (2,75m)、 桁行 2間

(5.4m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN7° Wで、床面積は14.9♂。柱

間距離は、梁行2.15～ 2.6m、 桁行2.5～ 2.9mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0,25～ 0.61m、 深さ

0.15～ 0.49mを 数える。柱穴内覆土は暗オリーブ褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められ

ない。

SB062-SP756～ 763(図面076)i SB061と 建物配置が重複し、SP755と SP762に は重複関係が成立す

る。柱穴の重複関係からsB062の 方が新 しい。建物の規模は、梁行 2間 (3.25～ 3.3m)、 桁行 2間
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(3.75～ 3.8m)の 側柱建物で、平面プランは方形、棟方向はN69°Wで、床面積は12.5♂ 。柱間距離は、

梁行 1.55～ 1.7m、 桁行1.8～ 2.Omで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.24～ 0.43m、 深さ0,29～ 0.36m

を数える。柱穴内覆土は暗オリーブ褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB063-SP764～769(図面077)i SB061と 配置が重複する。建物規模は、梁行 1間 (2.35～ 2.5m)、 桁

行 2間 (5,3～ 5.47m)の側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN83° Eで、床面積

は13,7♂。柱間距離は桁行2.65～ 2.7mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.29～ 0.42m、 深さ0.23～

0.4mを数える。柱穴内覆土は暗オリーブ掲色砂質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB064-SP770～779(図面077):建物の規模は、梁行 2間 (3.45m)、 桁行 3間 (5.8m)の総柱建物で、

平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN9° Eで床面積は20.0ポ。柱間距離は、梁行 1.6～ 1.8m、

桁行1.4～ 1.6mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.29～ 0.44m、 深さ0.09～ 0,36mを 数える。柱穴内

覆土は暗オリーブ褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP774で須恵器が出土している。

土坑

SK387(図面085):平面形態は楕円形で、規模は長径0.3m、 短径0.25m、 深さ0.29mを 測る。覆土は暗

オリープ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK388(図面085):平面形態は楕円形で、規模は長径0.61m、 短径0.36m、 深さ0,61mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・青磁or白磁 (5483)が出上している。

SK389(図面085):平面形態は精円形で、規模は長径1.39m、 短径0.89m、 深さ0,38mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質ンル トに褐色砂質シル ト・炭化物少

量・酸化鉄微量混となる。遺物は土師器が出土している。

SK390(図面085):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.33m、 短径0.82m、 深さ0,46mを 測る。覆土は

第 1層 :褐色砂質ンル ト、第 2層 :暗オリーブ褐色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物は須恵器が

出土している。

SK391(図面085):平面形態は楕円形で、規模は長径0.59m、 短径0.46m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK392(図面085):平面形態は楕円形で、規模は長径0.58m、 短径0。 34m、 深さ0,27mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK393(図面085):平面形態は楕円形でSD089を 切る。規模は長径0.6m、 短径0.41m、 深さ0.26mを 測

る。覆土は暗オリーブ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK394(図面085):平面形態は長精円形で、規模は長径 1.17m、 短径0,45m、 深さ0.44mを 測る。覆土

は第 1層 :暗オリーブ褐色砂質シル ト酸化鉄微量混、第 2層 :オ リーブ掲色砂質シルト酸化鉄微量混

となる。遺物は土師器が出土している。

SK395(図面085):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 7m、 短径0.61m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

大型土坑

SX067(図面100):南側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径2.55m、 短径1.14m以上、

深さ0。 24mを測る。覆土は暗オリーブ褐色砂質シル ト酸化鉄微量混のみの単層となる。出土遺物は認

められない。

溝

SD086(図面102):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。北東端は北側調査区外に続き、

鬱



南西端は消失 している。確認できる長さは7.8m、 最大幅1.4m、 最大深Or17mを 測る。断面形態はU字

形を呈し、覆土は黒褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD087(図面102):平面形態は直線的で、両端とも消失 している。長さ5.6m、 最大幅1.Om、 最大深

0.12mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は暗オリーブ掲色砂質シル ト酸化鉄少量混の単層とな

る。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD088(図面102):調査区を北東から南西方向に延びる溝が併走している。平面形態は直線的で北東

端は調査区外に続き、南西端は消失している。確認できる長さは4.55m、 最大幅0.45m、 最大深0.04m

を測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗灰黄色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められな

SD089(図面102):平面形態は直線的で、北東端は調査区外に続き、南西端は消失している。sK393

に切 り込まれる。確認できる長さは12.8m、 最大幅0.6m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を

呈し、覆土は暗灰黄色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD090(図面102):平面形態は直線的で、北東端は消失し、南西端は調査区外に続 く。確認できる長

さは13.5m、 最大幅0.55m、 最大深0.06mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗オリーブ褐色砂

質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD091(図面102):平面形態は直線的で、調査区を縦断して延びている。確認できる長さは13.7m、 最

大幅0.6m、 最大深0.lmを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、覆土は暗灰責色砂質シル トの単層となる。

出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD092(図面102):平面形態は直線的で、北側調査区外に続き、南西端は消失している。確認できる

長さは3.85m、 最大幅0.6m、 最大深0.09mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は暗仄黄色砂質シ

ル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD093(図面102):平面形態は直線的で、両端とも消失している。長さ2.Om、 最大幅0.35m、 最大深

0,05mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗灰黄色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認め

られない。

SD094(図面102)i SD093の 南側に延びる直線的な溝である。北東端は消失 し、南西端はSD0951こ 切

られ消失している。長さ6.Om、 最大幅0.4m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は

暗灰黄色砂質ンル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD095(図面102):平面形態は直線的で、北東端は調査区外に続き、南西端は消失している。sD094

を切る。確認できる長さは13.15m、 最大幅0.5m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆

土は暗灰責色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD096(図面102):平面形態は直線的で両端とも消失 している。長さ4.55m、 最大幅0.3m、 最大深

0.02mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗オリーブ褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物

は土師器が認められる。

SD097(図面102):平面形態は直線的で、両端とも消失している。

0.09mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗灰黄色砂質シル

器が認められる。

SD098(図面102):平面形態は直線的で、両端とも消失している。

0.07mを 測る。断面形態はu字形を呈 し、覆土は暗灰黄色砂質シル

られない。

長さ12.Om、 最大幅0.35m、 最大深

卜の単層となる。出土遺物は土師

長さ3.45m、 最大幅0.45m、 最大深

卜の単層となる。出土遣物は認め
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SD099(図面102):平面形態は直線的で、両端とも消失 している。SD100を切る。長さ3.55m、 最大

幅0。35m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、覆土は暗灰黄色砂質シル トの単層となる。

出土遺物は認められない。

SD100(図面102):北端は消失し、南端はSD099に 切られる小溝である。確認できる長さは1.lm、 最

大幅0.3m、 最大深0,04mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗灰責色砂質シルトの単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD101(図面102):平面形態は直線的で、両端とも消失している。長さ6.4m、 最大幅0.6m、 最大深

0.02mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗灰黄色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認め

られない。

SD102(図面102):平面形態は直線的な小溝で、両端とも消失 している。長さ1.5m、 最大幅0.25m、

最大深0.04mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗オリーブ褐色砂質シルトの単層となる。出

土遺物は認められない。

SD103(図面102):西側調査区外に延びる為、形態は不明瞭である。確認できる長さは2.9m、 最大幅

0.4m、 最大深0.09mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗オリーブ褐色砂質シル トの単層とな

る。出土遺物は認められない。

SD104(図面102):平面形態は直線的で、東西に延びる。両端とも消失している。長さ5.9m、 最大幅

0.6m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は暗オリーブ掲色砂質シル トの単層とな

る。出土遺物は土師器が認められる。

B6地 区

掘立柱建物

SB065-SP780～792(図面109):建物の規模は、梁行 2間 (4.65m)、 桁行 2間 (5.65～ 5,75m)の総

柱建物で、平面プランは長方形である。これに 1間 ×3間 (1.1× 6.2m)の 張出部分が、桁行き東側

柱列に付 く。張出部分を含めた建物専有面積は33.6ドである。建物の棟方向はN8° E。 身舎の柱間距

離は、梁行2.25～ 2.35m、 桁行2.8～ 2.92m、 柱穴形態は楕円～不整形で、径0,32～ 0.84皿、深さ0.22～

0.45mで ある。庇部分の柱間距離は1.4～ 2.lm、 柱穴形態は円～楕円形で、径0.32～ 0,42m、 深さ0.12～

0.27mを 数える。柱穴内覆土はオリーブ黒色粘質シル トを基調とする。遺物はSP781で土師器・刀子

(128)、 SP785で土師器、SP789で須恵器・鉄淳 (131)、 SP792で土師器・須恵器・黒色土器が出土し

ている。

SB066-SP793～804(図 面109):建物の規模は、梁行 2間 (4.65～ 4.72m)、 桁行 3間 (6.8m)の総柱

建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN3°Wで、床面積は32.1ポ。柱間距離は、梁行

2.3～ 2.4m、 桁行2.25～ 2.3mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.32～ 0.38m、 深さ0.1～ 0.45mを 数

える。柱穴内覆土はオリーブ黒色～灰色粘質シル トを基調 とする。遺物はSP794・ 797で須恵器、

SP795'801・ 804で土師器、SP799・ 803で土師器・須恵器が出上している。

SB067-SP805～ 823(図面110):建物北東隅にSX068が 1間 ×3間の範囲に構築される。建物の規模

は、梁行3間 (6.9m)、 桁行 4間 (12.5～ 13.6m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の

棟方向はN25° Eで、床面積は93.8♂。柱間距離は、梁行2.2～ 2.4m、 桁行2.15～ 2.85mである。柱穴形

態は円～不整形で、径0.2～ 0,7m、 深さ0.2～ 0.58mを 数える。柱穴内覆土は褐灰色シル ト質粘土～灰

黄褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB068-SP824～835(図面111):建物の規模は、梁行 2間 (4.35～ 4.45m)、 桁行 3間 (7.57m)の 総
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柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN24° Eで、床面積は33.7♂。柱間距離は、梁

行2.13～ 2.35m、 桁行2.5～ 2.6mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.28～ 0,92m、 深さ0.27～ 0.65m

を数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP824・ 829・ 832・ 833で土師器、

SP827・ 831で須恵器が出土している。

SB069-SP836～841(図面111):建物の四隅と東側の柱列のみの確認である。建物の規模は、梁行 1

間 (4.34～ 4.95m)、 桁行 3間 (7.3～ 7,75m)の狽1柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方

向はN7° Eで、床面積は38,4♂。柱間距離は、桁行2.2～ 2.8mである。柱穴形態は円～不整形で、径

0.28～ 0.62m、 深さ0.07～ 0.23mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は

認められない。

SB070-SP842～ 847(図 面112):調査区東端に位置し、調査区外に続 く。建物の規模は、梁行 2間

(5.2m)、 桁行 2間以上 (4.3m～ )の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN62°

Wで、検出された床面積は22.4♂ である。柱間距離は、梁行2.45～ 2.77m、 桁行2.36～ 2.43mで ある。

柱穴形態は円～楕円形で、径0.2～ 0.4m、 深さ0.11～ 0.42mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シルト

を基調とする。出土遺物は認められない。

SB071-SP848～862(図面112):遺構内 1間 ×2間の範囲にSX069が構築されている。建物の規模は、

梁行 2間 (4.13m)、 桁行 3間 (6.02～ 6.14m)の総柱建物で、平面プランは長方形である。これに 1

間× 2間 (0.8× 4.lm)の 張出部分が、桁行き東側柱列に付 く。張出部分を含めた建物専有面積は

28.6♂、建物の棟方向はN30° Eと なる。柱間距離は、梁行2.0～ 2.15m、 桁行2.0～ 2.07m、 柱穴形態は

円～不整形で、径0。 26～ 0,72m、 深さ0,18～ 0.58mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調と

する。遺物はSP849,850。 852・ 855'859・ 860で土師器、SP851で U字状鉄製品 (140)が出土して

いる。

SB072-SP863～ 868(図面113):建物の規模は、梁行 1間 (2.42～ 2.46m)、 桁行 2間 (4.73m)の側

柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN56°Wで、床面積は11.6♂。柱間距離は桁行

2.2～ 2.53mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.26～ 1.98m、 深さ0。 19～ 0.86mを 数える。柱穴内覆

土は黒褐色砂質シルト～にぶい黄褐色シル ト質砂を基調とする。出土遺物は認められない。

SB073-SP869～878(図面113):建物北東方向にL字型の柵列を伴う総柱建物で、規模は梁行 2間

(4.7～ 4.78m)、 桁行 3間 (6.94～ 7.06m)と なる。建物の棟方向はN53°Wで、床面積は33.8r。 柱間距

離は、梁行2.34～ 2.43m、 桁行2.28～ 2.45mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.26～ 0.5m、 深さ

0.05～ 0.27mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル ト～オリーブ褐色シル ト質砂を基調とする。出

土遺物は認められない。

柵列

SA02-SP879～ 883(図面113):SB073の東側に構築された2.4× 6.5mの L字型の柵列で、柱間は1.9～

2.4mを 測る。柱穴形態は円～楕円形で、径0.23～ 0.4m、 深さ0,11～ 0.32mを 数える。柱穴内覆土は灰

責褐色砂質ンルト～黒褐色粘質シルトとなる。出土遺物は認められない。

土坑

SK396(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0,35m、 深さ0.42mを 測る。覆土は

第 1層 :灰色粘質シルト、第 2層 :灰色粘質シルトににぶい責色粘質シル ト混となる。遺物は土師器

が出上している。

SK397(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 77m以上、短径0.54m、 深さ0.12mを 測る。覆

0



土はオリーブ黒色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK398(図面■4):平面形態は円形で、規模は径0.28m、 深さ0.28mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘

質シルト、第 2層 :にぶい黄褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK399(図面114):平面形態は不整形で、規模は長径0.77m、 短径0,45m、 深さ0。 12mを測る。覆土は

第 1層 :暗灰黄色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK400(図面114):平面形態は円形で、規模は径0,35m、 深さ0.27mを 測る。覆土は第 1層 :黒掲色粘

質シルト、第 2層 :に ぶい黄褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK401(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 75m、 短径0.56m、 深さ0。35mを測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :に ぶい黄褐色粘質シル ト、第 3層 :褐灰色粘質シル トとなる。

遺物は須恵器が出土している。

SK402(図面■4):平面形態は楕円形で、規模は長径0.49m、 短径0,41m、 深さ0.2mを測る。覆土は第

1層 :褐灰色粘質シル ト、第 2層 :に ぶい責褐色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK403(図面■4):平面形態は円形で、規模は径0.22m以 上、深さ0.15mを 測る。覆土はオリーブ黒色

粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK404(図面114):平面形態は不整形で、規模は長径1.36m以 上、短径0.65m、 深さ0.17mを 測る。覆

土は灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK405(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径0.36m、 短径0.27m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

オリープ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK406(図面114):平面形態は円形で、規模は径0.37m、 深さ0。 18mを測る。覆土は第 1層 :灰色粘質

シルト、第 2層 :灰色粘質シル トににぶい責色砂混となる。遺物は土師器 。須恵器が出土している。

SK407(図面■4):平面形態は楕円形で、規模は長径0.37m、 短径0.31m、 深さ0,09mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK408(図面114):平面形態は不整形で、規模は長径 1.55m、 短径0,8m、 深さ0.5mを 測る。覆土は褐

灰色シルト質粘土のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK409(図面114):平面形態は不整形で、規模は長径1,13m以 上、短径0.82m、 深さ0.54mを 測る。覆

土は第 1層 :灰色シルト質粘土、第 2層 :黒褐色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK410(図面114):平面形態は円形で、規模は径0.42～ 0.45m、 深さ0,15mを 測る。覆土は第 1層 :オ

リーブ黒色粘質シル トに焼土・炭化物混、第 2層 :灰色粘質シル トとなる。遺物は黒色土器が出土し

ている。

SK411(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径0.87m、 短径 0。 73m、 深さ0.29mを 浪Iる 。覆土は

第 1層 :責褐色砂質シル ト、第 2層 :責褐色砂質シルトに暗灰黄色砂質シル ト混、第 3層 :黄褐色砂

質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は土師器が出土している。

SK412(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径0.29m、 短径0.25m、 深さ0,09mを 測る。覆土は

オリーブ黒色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK413(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径0.61m、 短径0.36m、 深さ0.43mを 測る。覆土は

責褐色粘質シルト～灰色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出上している。

SK414(図面114):平面形態は不整形で、規模は長径 1.35m、 短径 1,12m、 深さ0.06mを 測る。覆土は

責褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK415(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0.54m、 深さ0.14mを 測る。覆土は第
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1層 :オ リーブ黒色粘質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出

上している。

SK416(図面114):平面形態は楕円形でSK417を 切る。規模は長径0.46m、 短径0.4m、 深さ0,21mを 測

る。覆土はオリーブ黒色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK417(図面114):平面形態は円形でSK416に 切られる。規模は径0,37m、 深さ0,■ mを測る。覆土は

オリーブ黒色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK418(図面114):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.24m、 深さ0.03mを 測る。覆土は

灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK419(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.42m、 深さ0。21mを 測る。覆土は第

1層 :オ リーブ黒色粘質シル ト、第 2層 :にぶい黄褐色砂質シル ト炭化物少量混となる。遺物は須恵

器が出上してぃる。

SK420(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.44m、 短径0.4m、 深さ0.36mを 測る。覆土は第

1層 :オ リーブ黒色粘質シルト、第 2層 :灰黄褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土

している。

SK421(図面■5):平面形態は楕円形で、規模は長径0.51m、 短径0,41m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

第 1層 :灰色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ黒色粘質シル ト炭化物混となる。遺物は土師器・須恵器

が出上している。

SK422(図面115):平面形態は円形で、規模は径0.3m、 深さ0.19mを 測る。覆土はオリーブ黒色粘質

シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK423(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.65m、 短径0,38m、 深さ0.34mを 測る。覆土は

第 1層 :灰色粘質シルト、第 2層 :にぶい黄褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土 している。

SK424(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0,78m、 短径0.55m、 深さ0.26mを 測る。覆土は

灰色粘質シル ト炭化物多量混のみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK425(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0,86m、 短径0.75m、 深さ0.5mを測る。覆土は第

1層 :暗オリーブ褐色砂質シルト炭化物少量混、第 2層 :に ぶい黄褐色砂質シルト、第 3層 :褐色シ

ルトとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK426(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64血、短径0.43m、 深さ0.28mを 測る。覆土は

第 1層 :灰色粘質シルト、第 2層 :に ぶい責褐色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK427(図面115):平面形態は楕円形でSI望28に切られる。規模は長径0.87m、 短径0.28m、 深さ0.3m

を測る。覆土は灰黄掲色粘質シル トのみの単層となる。遺物は棒状鉄製品 (129)が認められる。

SK428(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0,33m、 短径0.28m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は

オリーブ黒色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK429(図面115):平面形態は不整形で、規模は長径0.36m、 短径0.26m、 深さ0,21mを 測る。覆土は

第 1層 :オ リーブ黒色粘質シルト、第 2層 :灰黄褐色粘質シル トとなる。遺物は須恵器が出土してい

る。

SK430(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.67m、 短径0.58m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

第 1層 :オ リーブ黒色粘質シルト、第 2層 :オ リーブ黒色粘質シル トに灰黄褐色粘質シル ト混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK431(図面115):平面形態は円形で、規模は径0.25m、 深さ0。 16mを測る。覆土は黄灰色粘質シルト
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のみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK432(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0,77m、 短径0.57m、 深さ0.26mを 測る。覆土は

第 1層 :灰色粘質シルト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土し

ている。

SK433(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.8m、 短径0.68m、 深さ0.22mを 測る。覆土はオ

リーブ黒色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK434(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.34m、 短径0.22m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

オリーブ黒色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK435(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.61m、 短径0.53m、 深さ0.4mを測る。覆土は第

1層 :オ リーブ黒色粘質シルト、第 2層 :灰責褐色粘質シルトとなる。遺物は須恵器が出上している。

SK436(図面■5):平面形態は楕円形で、SP785に 切られる。規模は長径0.63m、 短径0.32m、 深さ

0.15mを 測る。覆土は第 1層 :オ リーブ黒色粘質シルト、第 2層 :オ リーブ黒色粘質シル トににぶい

黄色砂混となる。遺物は土師器が出土している。

SK437(図面115):平面形態は円形で、規模は径0.25m、 深さ0.29mを 測る。覆土はオリーブ黒色粘質

シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK438(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.37m、 短径0.29m、 深さ0.21mを 浪1る 。覆土は

オリーブ黒色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK439(図面115):平面形態は円形で、規模は径0.2～ 0.23m、 深さ0.lmを 測る。覆土はオリーブ黒色

粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK440(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.45m、 深さ0.3mを測る。覆土は第

1層 :灰色粘質シルト、第 2層 :灰色粘質シル トににぶい黄褐色粘質シル ト混となる。遺物は土師器

が出土している。

SK441(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径1.07m、 短径0,62血以上、深さ0.36mを 測る。覆

土は第 1層 :灰色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :にぶい黄褐色粘質シル ト炭化物混となる。遺物は土

師器が出土している。

SK442(図面115):平面形態は不整形でSK441に切られる。規模は長径1.31m、 短径1,02m、 深さ0.26m

を測る。覆土は灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK443(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0.53m、 深さ0.22mを 測る。覆土は灰

色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK444(図面115):平面形態は楕円形でSP808に切られる。規模は長径0.67m、 短径0.5m、 深さ0.29m

を測る。覆土は第 1層 :黄褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トマンガン混となる。遺物は土

師器が出土している。

SK445(図面■5):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.42m、 深さ0.38mを 測る。覆土は

第 1層 :灰色粘質シルトににぶい黄色砂混、第 2層 :灰色粘質シルト、第 3層 :オ リーブ黒色粘質シ

ルトとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK446(図面115):平面形態は楕円形で、規模は長径0.54m、 短径0.39m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

第 1層 :オ リーブ黒色粘質シルトに褐色砂混、第 2層 :褐灰色粘質シルトとなる。遺物は主師器が出

土している。

SK447(図面■6):平面形態は楕円形で、規模は長径0.28m、 短径0.21m、 深さ0.29mを 測る。覆土は
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灰白色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK448(図面116):平面形態は楕円形でSK4471こ 切られる。規模は長径0.34m以上、短径0.3m、 深さ

0.21mを 測る。覆土は第 1層 :褐灰色粘質シル ト、第 2層 :に ぶい黄褐色粘質シル トとなる。出土遺

物は認められない。

SK449(図面116):平面形態は円形で、規模は径0.35m、 深さ0.14mを 測る。覆土は灰色粘質シル トの

みの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK450(図面116):平面形態は楕円形で、規模は長径0,72m、 短径0.56m、 深さ0.lmを測る。覆土は第

1層 :灰色粘質シルト、第 2層 :灰色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遣物は須恵器が出土して

いる。

SK451(図面116):平面形態は精円形で、規模は長径0.7m、 短径0.54m、 深さ0.25mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK452(図面116):平面形態は楕円形でSD8061こ切られる。規模は長径0.91m、 短径0.72m、 深さ0.08m

を測る。覆土は灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK453(図面116):平面形態は楕円形で、規模は長径1.06m、 短径0,66m、 深さ0.2mを測る。覆土は第

1層 :オ リーブ黒色粘質シルト、第 2層 :にぶい黄褐色粘質シル トとなる。遺物は須恵器が出土して

いる。

SK454(図面116):平面形態は円形で、規模は径0.29～ 0.31m、 深さ0.32mを 測る。覆土はオリーブ黒

色粘質ンルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK455(図面116):平面形態は不整形でSP810に切られる。規模は長径1.34m、 短径0.59m以上、深さ

0.26mを 測る。覆土は第 1層 :(5 YR4/1)褐灰色粘質シルト、第 2層 :(10YR4/1)褐灰色粘質シルト

となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK456(図面116):平面形態は楕円形で、規模は長径0.41m、 短径0.37m、 深さ0.32mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK457(図面116):平面形態は楕円形で、規模は長径0,38m、 短径0.27m、 深さ0.35mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK458(図面116):平面形態は不整形で、規模は長径1,01m、 短径0,85m、 深さ0,3mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シル ト混となる。出土遺物

は認められない。

SK459(図面116):平面形態は不整形で、規模は長径0.58m、 短径0.42m、 深さ0.4mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい責褐色砂質シルト混、第 3層 :灰黄褐

色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK460(図面116):平面形態は不整形で、規模は長径0.88m、 短径0.51m以 上、深さ0.2mを浪1る 。覆土

はオリーブ黒色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK461(図面■6):平面形態は楕円形で、規模は長径0.4m、 短径0,3m、 深さ0.31mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :灰責褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK462(図面116):平面形態は楕円形で、規模は長径0.58m、 短径0.34m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シルトのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK463(図面116):平面形態は不整形で、規模は長径0.35m、 短径0.3m以上、深さ0.18mを 測る。覆土

は黒褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。
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SK464(図面116):平面形態は楕円形で、規模は長径0,37m、 短径0.31m、 深さ0.49mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK465(図面116):平面形態は不整形で、規模は長径0.46m、 短径0.41m以上、深さ0.36mを 測る。覆

土は黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK466(図面■6):平面形態は楕円形で、規模は長径0.53m、 短径033m、 深さ0.44mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トに褐色砂質シルト混となる。遺物は須恵器が

出土している。

SK467(図面116):平面形態は楕円形で、SK468を 切る。規模は長径0.29m、 短径0.26m、 深さ0.17m

を測る。覆土は第 1層 :灰色粘質シル トにオリーブ黒色粘質シル ト混、第 2層 :灰色粘質シル トとな

る。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK468(図面■6):平面形態は不整形でSK467に切られる。規模は長径0.38m、 短径0,3m以上、深さ

0.15mを 測る。覆土は第 1層 :灰色粘質シル ト、第 2層 :灰オリーブ色粘質シル トとなる。遺物は土

師器・須恵器が出土している。

SK469(図面116):平面形態は円形で、規模は径0.64m、 深さ0.6mを 測る。覆土は第 1層 :(5Y5/1)

灰色粘質シル ト、第 2層 :(5Y5/1)灰色粘質シル トに (5Y4/1)灰色粘質シルト混となる。遺物は

土師器・須恵器が出土している。

SK470(図面■6):平面形態は円形で、規模は径0.64m、 深さ0.26mを 測る。/ft土 は第 1層 :オ リーブ

黒色粘質シルト炭化物多量混、第 2層 :灰褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出上 している。

SK471(図面116):平面形態は精円形で、規模は長径0.44m、 短径0.37m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

灰責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK472(図面116):平面形態は不整形で、規模は長径0.32m、 短径0.27m以上、深さ0,31mを 測る。覆

土は灰責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK473(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.44m、 短径0.27m、 深さ0.3mを測る。覆土は灰

黄褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK474(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.34m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は

灰責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK475(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0,77m、 短径0.55m、 深さ0,34mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シルト炭化物微量混、第 2層 :に ぶい責褐色砂質シル ト、第 3層 :黒褐色砂質シ

ルトに褐色砂質シル ト混となる。遺物は土師器・鉄津 (126)が出土している。

SK476(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.54m、 短径0.4m、 深さ0。 18mを測る。覆土は灰

黄褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK477(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.94m、 短径0.67m、 深さ0.34mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK478(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.44m、 短径0.35m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK479(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.28m、 短径0.24m以上、深さ0.17mを 測る。覆

土は灰黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK480(図面117):平面形態は不整形でSDlllに切られる。規模は長径0.46m、 短径0,41m、 深さ0。 15mを

測る。覆土は黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

刀



SK481(図面117):平面形態は楕円形でSDlllを 切る。規模は長径0.72m、 短径0.51m、 深さ0.2mを測

る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :灰黄褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土し

ている。

SK482(図面117):平面形態は不整形でSK483を 切る。規模は長径0.43m、 短径0.4m、 深さ0.36mを 測

る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :灰黄掲色砂質シルトに褐色砂質シルト混、第 3層 :

灰黄褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK483(図面117):平面形態は不整形で、規模は長径0.42m、 短径0.37m、 深さ0.28mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シルト、第 2層 :灰責褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出上している。

SK484(図面117):平面形態は不整形で、規模は長径0.57m、 短径0.36m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

灰責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK485(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.34m、 短径0.25m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK486(図面117):平面形態は円形で、規模は径1.5m以上、深さ0.31mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐

色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい責褐色砂質シルト混、第 3層 :灰責褐色砂質シル

トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK487(図面117):平面形態は円形で、規模は径0.3m、 深さ0.35mを 測る。覆土はにぶい黄褐色砂質

シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK488(図面117):平面形態は不整形で、規模は長径0.95m、 短径0.6m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は褐

色砂質シル トのみの単層となる。遺物は黒色土器が出上している。

SK489(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.33m、 短径0.29m、 深さ0.41mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK490(図面117):平面形態は不整形でSDl16に 切られる。規模は長径0.32m以 上、短径0.29m、 深さ

0.29mを 測る。覆土は灰責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK491(図面117):平面形態は円形で、規模は径0.28m、 深さ02mを測る。覆土はにぶい黄褐色砂質

シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK492(図面■7):平面形態は不整形で、規模は長径0.52m、 短径0.5m以上、深さ0.26mを 測る。覆土

は灰黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK493(図面117):平面形態は楕円形でSD■4に切られる。規模は長径0.47m以上、短径0.3m、 深さ

0,23mを 測る。覆土は第 1層 :に ぶい黄褐色砂質シル ト、第 2層 :仄黄褐色砂質シル トとなる。遺物

は須恵器が出土している。

SK494(図面117):平面形態は不整形でSDl14を 切る。規模は長径0,71m、 短径0.59m、 深さ0.26mを

測る。覆土は第 1層 :オ リーブ褐色シルト質砂、第 2層 :オ リーブ褐色シル ト質砂ににぶい責色砂混

となる。遺物は土師器が出土している。

SK495(図面117):平面形態は不整形で、規模は長径1.13m、 短径1.04m、 深さ0.04mを 測る。覆土は

にぶい責褐色砂質シルト酸化鉄混のみの単層となる。遺物は土師器・珠洲が出上している。

SK847(図面117):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0.3m、 深さ0,15mを 測る。覆土は褐

色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物は中世土師器 (4541)が出土している。

SK854(図面116):平面形態は円形で、規模は径044～ 0.46m、 深さ0.27mを 測る。覆土は灰黄褐色砂

質シル トの単層となる。遺物は鉄淳 (141)が出土している。
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大型土坑

SX068(図面118)i SB067内 部の北東隅に配置される隅丸長方形の土坑で、SK444を 切る。規模は長

辺6.lm、 短辺2.02m、 深さ0.69mを 測る。覆土は掲色シル ト質粘土を基調とする 4層 から構成される。

遺物は須恵器が出上している。

SX069(図面118)i SB071内 部の南側に位置する土坑である。平面形態は隅丸長方形で、SP858・ 861

を切 りSP857に切られる。規模は長辺3.41m、 短辺2.67m、 深さ0.5mを 測る。覆土はにぶい責褐色砂質

シルトを基調とする4層 から構成される。遺物は土師器・中世土師器 (4540)が出土している。

SX070(図面■8):東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径2.34m、 短径0.83m以 上、

深さ0.31mを 測る。覆土は灰責褐色砂質シルトを基調とする。遺物は認められない。

SX071(図面118):南側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径4.5m以上、短径2.45m、

深さ0.24mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト酸化鉄混のみの単層となる。出土遺物は認められない。

清

SD105(図面119):平面形態は直線的で、南北に延びる。両端とも消失している。長さ5。 lm、 最大幅

0.4m、 最大深0,14mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル トの単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD106(図面119):平面形態は直線的で、南北に延びる。両端とも消失している。長さ2.8m、 最大幅

0.3m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はオリーブ黒色砂質シル トの単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD107(図面119):平面形態は直線的で両端とも消失 している小溝である。長さ1.25m、 最大幅0.3m、

最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は

土師器が認められる。

SD108(図面■9):平面形態は直線的で、南北に廷びる。両端とも消失している。長さ3.Om、 最大幅

0.4m、 最大深0.21mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土はオリーブ黒色粘質シル トの単層となる。

出土遺物は赤彩土師器・須恵器が認められる。

SD109(図面119):平面形態は直線的で北東から南西方向に延び、両端とも消失している。SB069の

区画溝の可能性が高 く、最後出の溝である。長さ48.Om、 最大幅0.6m、 最大深0.54mを 測る。断面形

態はU字形～逆台形を呈し、覆土はaセ クションでにぶい責褐色砂酸化鉄形成、bセ クシヨンで黄褐色

砂質シル ト酸化鉄形成、cセ クシヨンで第 1層 :責掲色砂質シル ト酸化鉄形成、第 2層 :黄褐色シル

ト酸化鉄形成、dセ クションで黄褐色シル ト酸化鉄粒状に形成となる。出土遺物は土師器・須恵器が

認められる。

SDl10(図面■9):平面形態は直線的で、東西に廷びる。両端とも消失している。長さ10.05m、 最大

幅1.01m、 最大深0.09mを測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はaセ クションで灰色粘質シル ト、b

セクションで灰色粘質シルトの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SDlll(図面119):平面形態はクランク状で区画溝と考えられる。調査区を南北に延び、時期により

配置変化したと想定できる。変化点にあるSDl12,116を 切 り、SDl15と 合流 している。確認できる

長さは63.3m、 最大幅1.4m、 最大深0.43mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はaセ クションで灰

黄褐色砂質シル ト酸化鉄混、b,cセ クションで黒掲色砂質シル トを基調とする 3層 から構成され、d

セクションでは第 1層 :黒掲色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シル トに褐灰色砂質シル ト
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炭化物混からなり、eセ クシヨンでは黒褐色砂質シル トを基調とする4層 からなり、fセ クションで黒

褐色砂質シルトを基調とする 3層から構成される。出土遺物は中世土師器 (4552)。 人尾 (4558)・ 鉄

津 (161,162)が認められる。

SD112(図面119):平面形態は直線的で、北西端はSDllllこ切られ、南東端は消失している。確認で

きる長さは12.2m、 最大幅0.7m、 最大深0.37mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土はaセ クション

で黒褐色砂質シル トの単層となり、bセ クシヨンで第 1層 :黒掲色砂質シル トに灰黄褐色砂質シル ト、

第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シル トとなる。出土遺物は土節器が認められる。

SDl13(図面119):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延び調査区外に続 く。途中SDlllを 切

る。確認できる長さは23.6m、 最大幅0,72m、 最大深0,16mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は

第 1層 :浅黄色砂、第 2層 :に ぶい黄褐色砂となる。出土遺物は認められない。

SDl14(図面119):自 然流路と考えられる谷である。調査区南東部分を南西から北東方向に流れる。

確認できる長さは19.6m、 最大幅4.3m、 最大深1.5mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は暗褐色

砂質シル トを基調とする4層 から構成される。出土遺物は土師器が認められる。

SDl15(図面119):平面形態はL字形で、北端はSDlllを切 り込み合流している。東端は消失 してい

る。長さ10.07m、 最大幅0.17m、 最大深0.12mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は第 1層 :灰

黄褐色砂質シルト酸化鉄形成、第 2層 :灰黄褐色砂質シル トに掲色砂質シル ト混、第 3層 :に ぶい責

褐色砂質シル トからなる。出土遺物は土師器 。須恵器が認められる。

SDl16(図面119):平面形態は直線的で、重複関係から一番古い溝と考えられる。北東端は消失し、

南西端はSD■ 11こ切られる。確認できる長さは11.8m、 最大幅1.6m、 最大深0.25mを 測る。断面形態は

逆台形を呈し、覆土は褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器 。須恵器が認められる。

B7地 区

掘立柱建物

SB074-SP884～892(図面124):調査区の北側に位置し、調査区外に続く。建物内の南部分にはSXO密

が構築される。建物の規模は、梁行 2間 (2.24～2.35m)、 桁行 3間以上 (6.5m～ )の総柱建物で、平

面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN12° Eで、検出された床面積は15.3だ。柱間距離は、梁行

2.2m、 桁行2.1～ 2.85mである。柱穴形態は円～精円形で、径0.25～ 0.65m、 深さ0.34～ 0.54mを 数える。

柱穴内覆土は黒褐色～灰黄褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB075-SP893～ 904(図面124):遺構の東側にはSB075と 同軸方向のSX075'076が隣接している。建

物の規模は、梁行 2間 (4.4～ 4.5m)、 桁行 2間 (5.5m)の総柱建物で、平面プランは長方形である。

これに 1間 ×2間 (1.2× 5.5m)の 張出部分が、桁行き西側柱列に付 く。張出部分をふくめた建物専

有面積は31.1ドである。建物の棟方向はN8° E。 柱間距離は、梁行2.1～ 2.35m、 桁行2.4～ 2.55m、 柱

穴形態は円～隅九長方形で、径0.25～ 0.9m、 深さ0.15～ 0.46mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シ

ル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB076-SP905～ 919(図面125)i SB078と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 3間 (6.22m)、 桁行

3間 (6.25～ 6.3m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN9°Eで、床面積は

39.2r。 柱間距離は、梁行 1.8～ 2.2m、 桁行2.0～ 2.25mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.28～

0.66m、 深さ0.18～ 0,39mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は認めら

れない。

SB077-SP920～ 936(図面125):調査区の南東隅に位置し、調査区外に続 く。遺構内の東壁際には
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SK513が構築される。建物の規模は、梁行 4間以上 (9,Om～ )、 桁行 4間 (7.4m～ )の総柱建物で、

棟方向はN5°Eである。これに 1間 ×2間 (2.0× 5,2)の張出部分が、梁行北側柱列に付 く。検出さ

れた建物専有面積は77.0♂ となる。柱間距離は、梁行2.0～ 2.95m、 桁行2.05～ 2.3mである。柱穴形態

は円～楕円形で、径0.28～ 0.85m、 深さ0.13～ 0.4mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色～灰責褐色砂質シ

ル トを基調とする。遺物はSP927で珠洲、SP930で八尾が出土している。

SB078-SP937～957(図面126):東壁際に位置し、その一部は調査区外 となる。建物内の東壁際に

SX083が構築される。建物の規模は、梁行 4間 (9,0～ 9,lm)、 桁行 4間 (13.5m)の 総柱建物で、平

面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN3°Eで、床面積は122.9〆。柱間距離は、梁行2.2～ 2.3m、

桁行2.2～ 2.6mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.28～ 0.56m、 深さ0.07～ 0.4mを 数える。柱穴内

覆土は黒褐色～灰責褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

上坑

SK496(図面129):平面形態は楕円形で、規模は長径1,83m、 短径0,91m、 深さ0,32mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質ンル ト炭化物微量混、第 2層 :褐灰色砂質シル ト炭化物微量混となる。遺物は土

師器が出土している。

SK497(図面129):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.77m、 短径 1.46m、 深さ0.18mを 測る。覆土は

にぶい黄色シル ト質砂のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK498(図面129):平面形態は不整形で、規模は長径141m、 短径 1.06m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :にぶい黄色シルト質砂となる。出土遺物は認められない。

SK499(図面129):平面形態は円形で、規模は径1.28～ 1.32m、 深さ0.22mを 測る。覆土は第 1層 :に

ぶい黄褐色砂質シル トに黒褐色シル ト混、第 2層 :黒褐色砂質シルトとなる。出土遺物は認められな

SK500(図面129):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.01m、 短径0.62m以上、深さ0。 19mを 沢jる 。覆

土は黒褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は八尾が出土している。

SK501(図面129):平面形態は楕円形で、規模は長径2.05m、 短径 1.82m、 深さ0.33mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トとなる。遺物はない。

SK502(図面129):平面形態は楕円形で、規模は長径 1,78m、 短径1.05m以 上、深さ0.42mを 測る。覆

土は灰黄褐色シルト礫混のみの単層となる。出土遺物は中世土師器・珠洲 (4583)が認められる。

SK503(図面129):平面形態は不整形で、規模は長径1.82m、 短径 0。 78m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :灰責褐色砂質シル ト、第 3層 :灰責褐色砂質シルトににぶい責

色シル ト混となる。遺物は須恵器が出上している。

SK504(図面129):平面形態は円形で、規模は径0.38～ 0.45m、 深さ0.14mを 浪よる。覆土は褐灰色砂質

シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK505(図面129):平面形態は不整形で、規模は長径1.05m、 短径0.83m以上、深さ0,16mを 測る。覆

土は黒掲色砂質シルト酸化鉄混のみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK506(図面130):平面形態は楕円形で、規模は長径1.4m、 短径1.08m、 深さ0.75mを 測る。覆土は第

1層 :灰黄褐色砂質シル ト礫混、第 2層 :黒褐色砂質シルト礫混となる。遺物は中世土師器が出上し

ている。

SK507(図面130):平面形態は不整形で、規模は長径 1.95m、

第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トと
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短径 1.14m、 深さ0.23mを 沢1る 。覆土は

なる。遺物は中世土師器・銅銭 (017)



が出土している。

SK508(図面130):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺1.56m、 短辺0.95m、 深さ0.21mを 測る。覆

土は褐灰色砂質シル トとなる。出土遺物は認められない。

SK509(図面130):平面形態は楕円形で、規模は長径1.48m、 短径0.88m、 深さ0.2mを測る。覆土は黒

褐色砂質シルトλ化物混のみの単層となる。遺物は人尾が出土している。

SK510(図面130):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.19m、 短径 1.05m、 深さ0,38mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :(10YR6/1)褐 灰色砂質シル ト、第 3層 :(10YR4/1)褐 灰色

砂質シル トとなる。遺物は珠洲が出土している。

SK511(図面130):平面形態は不整形で、規模は長径1.3m、 短径 1,08m、 深さ0.2mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は八尾 (4577)が出上している。

SK512(図面130):平面形態は不整形で、規模は長径 1.52m、 短径 1.18m、 深さ0.37mを 測る。覆土は

第 1層 :暗褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シルトとなる。遺物は中世土師器 (4575。 4576)が

出土している。

SK513(図面130):平面形態は不整形で、規模は長径 1.82m、 短径1.15m以 上、深さ0.39mを 測る。覆

土は黒褐色砂質シルト炭化物混のみの単層となる。遺物は中世土師器 (4572)が出土している。

大型土坑

SX072(図面131):北側 。東側が調査区外となる。平面形態は方形で、規模は一辺2.8m以上、深さ

0.68mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル ト炭化物少量混の単層となる。遺物は土師器が出土している。

SX073(図面131):平面形態は長方形で、規模は長辺2.73m、 短辺1.67m、 深さ0.33mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色砂質シル ト、第 2層 :にぶい責色シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SX074(図面131)i SB074に 伴う長方形の上坑で、床面は堅くしまっている。sD■ 9を切 り、規模は

長辺4.Om程度、短辺1.52m、 深さ0.08mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は

認められない。

SX075(図面132):平面形態は楕円形でSX076。 SP900に切られる。規模は長径5.lm、 短径2.42m、 深

さ1.4mを 測る。覆土は掲灰色～黒褐色砂質ンルトを基調とする。遺物は中世土師器・珠洲が出上して

いる。

SX076(図面132):平面形態は隅丸長方形で、SX075'SD123を 切る。規模は長辺4.lm、 短辺3.36m、

深さ0,3mを測る。覆土は第 1層 :にぶい責色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シルトとなる。遺物は

土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲が出上している。

SX077(図面133):SB075内 に位置する。平面形態は不整形で、規模は長径 5.Om、 短径 1.lm、 深さ

0,18mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器 (4573)が 出土してい

る。

SX078(図面133):平面形態は楕円形で、規模は長径2.27m、 短径1.5m、 深さ0.27mを 測る。覆土はに

ぶい黄色シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SX079(図面133):西側は調査区外となる。平面形態は長方形で、規模は長辺2.32m、 短辺0.48m以 上、

深さ0.17mを 測る。覆土はにぶい黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SX080(図面133):東側は調査区外となる。平面形態は楕円形で、規模は長径2.35m以 上、短径0,87m

以上、深さ0,27mを 測る。覆土は灰黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SX081(図面133):平面形態は不整形で、規模は長径2.78m、 短径2.14m、 深さ0.17mを 測る。覆土は
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灰黄褐色シル ト質砂のみの単層となる。遺物は認められない。

SX082(図面134)i SB078内 に位置する。平面形態は方形で、規模は長辺2.25m、 短辺 1.77m、 深さ

0.51mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シルト炭化物混、第 2層 :に ぶい責褐色シル ト、第 3層 :

黒掲色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器が出土している。

SX083(図面134):平面形態は隅丸長方形でSP957に切られる。規模は長辺2.82m、 短辺1.25m、 深さ

0.82mを 測る。覆土はにぶい黄褐色砂質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4574)力 S出土して

いる。

SX084(図面134):平面形態は楕円形でSX085を切る。規模は長径2.7m、 短径2,Om、 深さ0.33mを 測

る。覆土は第 1層 :黒褐色シルト、第 2層 :黒褐色シル トににぶい黄色シル ト混、第 3層 :にぶい責

色シル トとなる。遺物は認められない。

SX085(図面134):南側は調査区外となる。平面形態は隅九長方形でSX084に 切られる。規模は長辺

3.16m以上、短辺2.7m、 深さ0.43mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は中世土師

器が出土している。

SX086(図面134):南側は調査区外となる。平面形態は隅九長方形で、規模は長辺2.8m以上、短辺

2.24m以上、深さ0。 74mを淑1る 。覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器 。中世土師器

(4579)・ 珠洲 (4580～ 4582)・ 青磁 (5616)。 青白磁 (5634)・ 八尾・小刀 (229)・ 釘or鏃の茎部 (230)

が出上している。

溝

SDl17(図面136):平面形態は直線的で、南北に廷びる。sD■ 9を切 り込んで北側調査区外に延びて

おり、南端は開放している。確認できる長さは32.5m、 最大幅0。 78m、 最大深0。 14mを測る。断面形態

は不整形を呈し、覆土はaセ クションで第 1層 :(10Y】望/2)灰黄褐色砂質シル ト、第2層 :(10YR5/2)

灰責褐色砂質シル トとなり、bセ クションで褐灰色砂質シルトの単層となる。出土遺物は土師器が認

められる。

SDl18(図面136):軽い円弧を描いて南北に廷びる。北側でSDl19を 切り合流しており、南東端は東

側調査区外に続 く。確認できる長さは32.6m、 最大幅0.65m、 最大深0.24mを 測る。断面形態は逆台形

を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :に ぶい黄色砂質シル トとなる。出土遺物は土師

器 。須恵器が認められる。

SDl19(図面136):B8地区のSD130に続 く同一遺構とみられる。平面形態は直線的で、南北に廷び、

両端とも調査区外に続 く。途中SX074、 SDl18に 切 り込まれる。確認できる長さは17.4m、 最大幅

3.lm、 最大深0.35mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :

にぶい黄色砂質シルトからなる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD120(図面136):南北に一部途切れて不連続に延びる。北端は試掘 トレンチに切られ、南端は消失

している。確認できる長さは6.5m、 最大幅0,75m、 最大深0.03mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、

覆土は灰黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD121(図面136):平面形態は直線的で、東西に廷びる。西端は消失し、東端は調査区外に続 く。確

認できる長さは6.5m、 最大幅1.2m、 最大深0.29mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は第 1層 :

黒褐色砂質シルト、第 2層 :に ぶい責色シル ト質砂となる。出土遺物は認められない。

SD122(図面136):軽い円弧を描き東西に延びる。西側調査区外に続き、東端は試掘 トレンチに切ら

れる。確認できる長さは13.Om、 最大幅2.3m、 最大深0,09mを 測る。断面形態は不整形を呈 し、覆土

所



は黒褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は中世土師器が認められる。

SD123(図面136):調査区を東西に横断し調査区外に続く不整形な溝である。確認できる長さは24.5m、

最大幅2.6m、 最大深0.lmを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は第 1層 :黒掲色砂質シル ト、第

2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄色砂質シル ト混、第 3層 :にぶい黄色砂質シル トとなる。出土遺

物は認められない。

SD124(図面136):平面形態は直線的で、東西に延びる。両端とも消失している。長さ5.lm、 最大幅

0.5m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :

にぶい黄色シル ト質砂となる。出土遺物は認められない。

SD125(図面136):平面形態はやや蛇行 しながら東西に延び東側調査区外に続 く。西端は消失してい

る。確認できる長さは4.lm、 最大幅0.91m、 最大深0。 18mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰

黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は人尾 (4578)・ 土錘が認められる。

SD126(図面186):平面形態は直線的で、東西に延びる小溝である。両端とも消失 している。長さ

3.6m、 尿大幅0.4m、 最大深0.27mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル

ト、第 2層 :にぶい黄色シル トとなる。出土遺物は認められない。

SD127(図面136):平面形態は直線的で、東西に延びる小溝である。両端とも消失 している。長さ

1.09m、 最大幅0.55m、 最大深0.06mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、覆土は黒掲色砂質シル トの単

層となる。出土遺物は認められない。

SD128(図面136):平面形態は直線的で、東西に延びる小溝である。両端とも消失 している。長さ

1.44m、 最大幅0.52m、 最大深0.16mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シ

ル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シル ト混、第 3層 :暗褐色砂質シル トとなる。

出土遺物は認められない。

B8地 区

掘立柱建物

SB079-SP958～ 978(図 面127)i SB080と 配置が重複する。建物内南側に 1間 ×2間の範囲でSX087

が構築される。建物の規模は、梁行 4間 (8.2～ 8.25m)、 桁行 4間 (10.4m)の総柱建物で、平面プラ

ンは長方形を呈す。建物の棟方向はN3° Eで、床面積は85,8♂。柱間距離は、梁行 1.9～ 2.2m、 桁行

2.3～ 2.9mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.3～ 0.63m、 深さ0.05～ 0,65mを 数える。柱穴内覆土

は黒褐色粘質シルトを基調とする。出土遣物は認められない。

SB080-SP979～ 995(図面128):調査区の南東隅に位置し、SB079と 配置が重複する。建物内の南西

隅にはsX088が構築される。建物の規模は、梁行 3間 (6.0～ 6.05m)、 桁行 4間 (10.65～ 10,75m)の

総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN9° Eで、床面積は65.Or。 柱間距離は、

梁行 1.95～ 2.15m、 桁行2.4m～ 3.Omで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.25～ 0.73m、 深さ0。 13～

0.57mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

土坑

SK514(図面130):平面形態は楕円形で、規模は長径0.87m、 短径0,64m、 深さ0.06mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シル ト酸化鉄・マンガン混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK515(図面130):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺1.45m、 短辺1.Om、 深さ0.05mを 測る。覆土

は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

大型土坑
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SX087(図面135)i SB079の 南側に配置された隅九長方形の土坑で、SD130・ SP976を 切 りSP979に切

られる。規模は長辺4.36m、 短辺1.9m、 深さ0.5mを測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2

層 :黄褐色砂質シル ト鉄分混、第 3層 :暗灰責色粘質シル トとなる。遺物は珠洲が出土している。

SX088(図面135):SB080内 に位置する隅九長方形の上坑で、規模は長辺3.lm、 短径1.59m、 深さ0.lm

を測る。覆土は暗オリーブ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物はない。

溝

SD129(図面136):南北に不連続な途切れた小溝である。両端とも消失している。確認できる長さは

4.9m、 最大幅0.45m、 最大深0.06mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は黄灰色粘質シル トの

単層となる。出土遺物は認められない。

SD130(図面136):B7地区のSD■ 91こ続 く溝である。平面形態はやや蛇行 して南北に延び、調査区

外に続 く。SX087に切られる。確認できる長さは28.Om、 、履大幅5,7m、 最大深0.22mを 測る。断面形

態は不整形を呈し、覆土はaセ クションで第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :灰黄褐色粘質シル ト

となり、bセ クションで暗灰責色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器 。須恵器が認められる。

B9地 区

掘立桂建物

SB081-SP996～ 1005(図面142):調査区の北西側に位置し、調査区外に続 く。建物の規模は、梁行 2

間以上 (6.5m)、 桁行 4間 (10,4m～ )の総柱建物で、棟方向はN20° E。 検出された床面積は67.6♂で、

柱間距離は、梁行2.5～ 2.9m、 桁行2.45m～ である。柱穴形態は円～不整形で、径 0。4～ 0。 61m、 深さ

0.19～ 0.5mを数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

大型土坑

SX089(図面146):調査区中央部で検出された水田と思われる遺構で、規模は東西幅20.5m、 南北幅

19.Om以上、深さ0.35mを測る。南側と西側には石列が、北側には崩落した石列がみられる。覆土は

黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4626。 4630)・ 珠洲 (4650)

が出土している。

溝

SD131(図面147):平面形態は直線的で、SX089か ら続き、調査区外に延びている。水田に取 り付け

られた排水を目的とした水路と考えられる。確認できる長さは16.Om、 最大幅2.5m、 最大深0.34mを

測る。断面形態はU字形～不整形を呈 し、覆土はaセ クションで第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2

層 :黒褐色シル ト質砂、bセ クションで第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色シルト

質砂となり、Cセ クションで黒褐色砂質シル トを基調とする 4層から構成され、dセ クションでは黒

褐色砂質シル トを基調とする 5層 から構成されてeセ クシヨンで第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2

層 :黄褐色砂質シルトに暗灰責色砂質シル ト混となる。出土遣物は認められない。

B10地区

掘立柱建物

SB082-SP1006～ 1018(図面142):調査区の北側に位置し、調査区外に続く。SB083と は配置が重複す

る。建物の規模は、梁行 4間 (9.75m)、 桁行 3間以上 (5,4m～ )の総柱建物である。建物の棟方向

はN2° E、 検出された床面積は52.7ポ となる。柱間距離は、梁行2.35～ 2.5m、 桁行2.45～ 2.55mである。

柱穴形態は円～楕円形で、径0.37～ 1.25m、 深さ0.13～ 0,55mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル

トを基調とする。出土遺物は認められない。

舛



SB083-SP1019～ 1030(図面143)i SB082の南西側に位置し、建物配置が一部重なる。建物の規模は、梁

行 2間 (4.55～ 4.6m)、 桁行 3間 (7.45～ 7.5m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の

棟方向はN3°Eで、床面積は34.5r。 柱間距離は、梁行2.2～ 2.35m、 桁行2.4～ 2.6mである。柱穴形態

は円～楕円形で、径0.33～ 0,76m、 深さ0.23～ 0,35mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調

とする。出土遺物は認められない。

土坑

SK516(図面145):平面形態は円形で、規模は径0.57～ 0.65m、 深さ0.5mを 測る。覆土は第 1層 :

(10YR3/1)黒褐色砂質シル ト、第 2層 :(10YR3/2)黒 褐色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出土

している。

SK517(図面145):平面形態は楕円形で、規模は長径0.24m、 短径0.2m、 深さ0.06mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物多量混、第 2層 :暗褐色砂質シル ト炭化物混となる。出土遺物は認め

られない。

SK518(図面145):平面形態は楕円形で、規模は長径0.51m、 短径0.35m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シルト炭化物多量混のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK519(図面145):平面形態は楕円形で、規模は長径1.lm、 短径0.64m、 深さ0.09mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :暗灰黄色砂質シルトとなる。遺物はない。

溝

SD132(図面147):平面形態は直線的で南北に延びる。両端とも消失 している。長さ5.10m、 最大幅

0.87m、 最大深0.14mを 測る。断面形態は不整形を呈 し、覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2

層 :オ リーブ掲色シル ト質砂となる。出土遺物は認められない。

SD133(図面147):調査区東南端に位置し、L字状に曲がりB12地区に続く。平面形態は方形の区画溝

と考えられ、南辺がSD158と 重複 し、SD158に先行する。sD158の区画溝と同様に、区画内部には建

物が認められず、土抗群が散在する。推定される長さは東辺24.Om、 、西辺23.Om、 北辺47.Om、 最大

幅4.2m、 最大深1.18mを 沢1る 。断面形態はu字形を呈し、覆土はaセ クションで第 1層 :暗オリーブ褐

色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シルト、第 3層 :に ぶい責褐色砂質シル トとなり、bセ ク

ションではオリーブ掲色粘質シル トを基調とする4層 から構成される。出土遺物は須恵器 。中世土師

器 (4664・ 4665)・ 珠洲 (4685・ 4690)が認められる。

Bll地区

掘立柱建物

SB084-SP1031～ 1039(図面143):建物の規模は、梁行 2間 (5,15～ 5,2m)、 桁行 2間 (5,25～ 5。3m)の総

柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN12°Wで、床面積は27.6♂。柱間距離は、梁行

2.55m、 桁行2.6～ 2.65mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.35～ 1.09m、 深さ0.18～ 0.46mを 数える。

柱穴内覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB085-SP1040～ 1054(図面144):SB086と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 3間 (6.6m)、 桁行 3間

(9,5～ 9.55m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN16° Wで床面積は63.0♂。

柱間距離は、梁行2.1～ 2.4m、 桁行3.0～ 3.25mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.25～ 0.73m、 深

さ0,09～ 0.52mを 数える。柱穴内覆土は黒掲色砂質シル トを基調とする。出土遺物はSP1042で 中世土

師器が認められる。

SB086-SP1051・ 1054・ 1055～ 1064(図面144):調査区の南側に位置し、調査区外に続 く。建物の
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規模は、梁行 4間 (9.25m)、 桁行 3間以上 (6.Om～ )の総柱建物である。建物の椋方向はN18° Wで、

検出された床面積は55.5♂ となる。柱間距離は、梁行2.25～ 2.35m、 桁行2.4～ 2.9mである。柱穴形態

は円～楕円形で、径0.23～ 1.lm、 深さ0.08～ 0.53mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調

とする。遺物はSP1057で中世土師器 (4714)が 出上している。

井戸

SE03(図 面145):木組か石組かは不明で、掘 り方のみ残存 している井戸である。掘 り方の平面形

態は円形で、径 1.59～ 1.77m、 深さ1.12mの規模を測る。横断面の形態は逆台形で、覆土は黒掲色砂質

シルトを基調とする。井戸内からの出土遺物は認められない。

SE04(図 面145):木枠組か石組かは不明で、掘 り方のみ残存 している井戸である。掘 り方の平面

形態は円形で、径2.88～ 3.4m、 深さ1.85mの 規模を測る。横断面の形態は悟鉢型である。覆土は黒褐

色砂質シル トを基調とする。井戸内からは土師器・須恵器 。中世土師器 (4695)。 珠洲が出土してい

る。

上坑

SK520(図面145):平面形態は円形で、規模は径0.66～ 0.7m、 深さ0.16mを測る。覆土は第1層 :(10Ⅵむ/1)

黒褐色砂質シル ト、第2層 :(10YR3/2)黒褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器が出上している。

SK521(図面145):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.16m、 短径0.58m、 深さ0.54mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル トに黄褐色砂質シルト・炭化物少量混、第 2層 :黒褐色砂質シルトに責褐色

砂質シル ト少量・λ化物微量混、第 3層 :黒褐色砂質シル トに黄褐色砂質シルト多量・炭化物微量混

となる。遺物は中世土師器 (4696)が出土している。

SK522(図面145):平面形態は楕円形で、規模は長径0,39m、 短径0.27m、 深さ0.36mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物少量混、第 2層 :オ リーブ褐色シル ト質砂 となる。遺物は珠洲

(4697)が出土している。

SK523(図面145):平面形態は円形で、規模は径0.8～ 0.84m、 深さ0.1914を 測る。覆土は第 1層 :(10YR3/1)

黒褐色砂質シル ト、第 2層 :(10YR3/2)黒 褐色砂質シル ト炭化物少量混となる。遺物は青磁 (5614)

が出土している。

溝

SD134(図面147):平面形態は直線的で、南北に延びる。南端は消失し、北端は北側調査区外に続 く。

確認できる長さは4.6m、 最大幅0,45m、 最大深0.04mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒褐色

砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD135(図面147):平面形態は直線的で、南北に延びる。南端は消失し、北端は北側調査区外に続 く。

確認できる長さは8.7m、 最大幅0.65m、 最大深0.06mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒褐色

砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD136(図面147):南北に延びる小溝で、両端とも消失している。長さ1.5m、 最大幅0,15m、 最大深

0.02mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は黒褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認め

られない。

SD137(図面147):平面形態は直線的で、南北に延びる。両端とも消失している。長さ7.4m、 最大幅

0.55m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒掲色砂質シル ト炭化物微量混の単層

となる。出土遺物は認められない。

B12地区
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掘立柱建物

SB087-SP1065～ 1073(図面155):遺構の東側は調査区外となる。建物の規模は、梁行 2間 (4.36～

4.57m)、 桁行 4間以上 (6.9m～ )の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN15°E

で、検出された床面積は31.5♂。柱間距離は、梁行2.2～ 2.4m、 桁行1.9～ 1.95mで ある。柱穴形態は円

～不整形で、径0.2～ 0.57m、 深さ0.08～ 0.5mを 数える。柱穴内覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。

遺物はSP1068で中世土師器、SP1072で角釘 (275)が出土している。

SB088-SP1074～ 1081(図面155):建物の規模は、梁行 2間 (2.85m)、 桁行 2間 (2.9～ 3.15m)の側

柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN85°Wで、床面積は14.8♂。柱間距離は、梁

行1.2～ 1,75m、 桁行1.5～ 1.7mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.24～ 0,74m、 深さ0,06～ 0.47mを

数える。柱穴内覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB089-SP1082～ 1088(図面156):建物の規模は、梁行 2間 (3.5m)、 桁行 3間 (4,Om)の総柱建物

で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN70° W、 床面積は14.0ぽ。柱間距離は、梁行 1.4～

1.8m、 桁行 1.95～ 2.lmで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.3～ 0.5m、 深さ0。 18～ 0.54mを数える。

柱穴内覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物はSP1083で土師器、SP1087で珠洲が出土してい

る。

SB090-SP1089～ 1100(図面156):建物の規模は、梁行 3間 (4.85m)、 桁行 3間 (5.Om)の総柱建物

で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN5°Eで床面積は24.3r。 柱間距離は、梁行1.6～ 2.lm、

桁行1.6～ 1.68mで ある。柱穴形態は楕円～不整形で、径0.22～ 0.42m、 深さ0,07～ 0.2mを 数える。柱穴

内覆土は黄灰色粘質シルトを基調とする。遺物はSP1097で土師器が出土している。

SB091-SPl101～ ■30(図面157)i SB092と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 4間 (8,9m)、 桁

行 6間 (13.55m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN70° Wで、床面積は

120.6♂。柱間距離は、梁行2.1～ 2.15m、 桁行2.05～ 2.25mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.2～

0。 72m、 深さ0.14～ 0.45mを 数える。柱穴内覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物はSPl107で土

師器・中世土師器、SPl129で中世土師器が出土している。

SB092-SP■31～■37(図面158)i SB91と 配置が重複する。建物規模は、梁行 2間 (4.05～ 4.15m)、

桁行 2間 (4.62m)の側柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN87° W、 床面積は19.2

♂。柱間距離は、梁行1.5～ 2.5m、 桁行2.25～ 2.45mである。柱穴形態は円～不整形で、径0,3～ 0.48m、

深さ0.18～ 0,36mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色～黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物はSP■ 33・

1137で土師器が出土している。

SB093-SPl138～ 1144(図面158)i SB094と 配置が重複する。建物規模は、梁行 2間 (3.3m)、 桁行

2間 (3.95m)の狽I柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN80° E、 床面積は13.0ポ。

柱間距離は、梁行1.5～ 1.8m、 桁行 1.6～ 2.4mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0,26～ 0.46m、 深さ

0。 15～ 0.37mを 数える。柱穴内覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB094-SPl145～ ■52(図面158)i SB093と 配置が重複する。建物規模は、梁行 2間 (3.32～ 3.51m)、

桁行 2間 (3.65m)の 側柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN86° E、 床面積は12.8

♂。柱間距離は、梁行1.65～ 1.8m、 桁行1.5～ 2.lmである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.22～ 0.68m、

深さ0.07～ 0.5mを数える。柱穴内覆土は暗オリーブ褐色～黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は

SPl148で環状鉄製品 (245)、 SPl150で中世土師器・瀬戸美濃 (5437)が出土している。

SB095-SPl153～ 1157(図面158):東側は調査区外に続 く。建物規模は、梁行 2間 (5。 lm)、 桁行 2
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間以上 (4.15m～ )の総柱建物である。建物の棟方向はN80°Wで、検出された床面積は21.1♂。柱間

距離は、梁行2.3～ 2.8m、 桁行2.6mである。柱穴形態は楕円形で、径0,4～ 0.66m、 深さ0.21～ 0.29mを

数える。柱穴内覆土は黄灰色粘質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB096-SPl158～ 1166(図面159):SB097・ 098と 配置が重複する。建物規模は、梁行 2間 (4.05m)、

桁行 3間 (5.8m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN8° Eで、床面積は

23.5♂ 。柱間距離は、梁行 1.9～ 2.2m、 桁行 1.8～ 2.lmで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.18～

0.5m、 深さ0.09～ 0.33mを 数える。柱穴内覆土は黄灰色粘質シルトを基調とする。遺物はSPl160で 中

世土師器 (4996)・ SPl163で 中世土師器、SPl165で 中世土師器 (5003・ 5004)・ 白磁 (5606)が出土

している。

SB097-SPl167～ ■72(図面159):SB096・ 097と 配置が重複し、建物規模は、梁行 1間 (3.65m)、 桁

行 2間 (3.7～ 4.Om)の側柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN8°Eで、床面積は

14.6♂、柱間距離は桁行 1.6～ 2.lmで ある。柱穴形態は楕円～不整形で、径0,2～ 0.52m、 深さ0,14～

0.42mを 数える。柱穴内覆土は黄灰色粘質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB098-SPl160。 1173～ 1184(図面159):SB096・ 097と 配置が重複する建物で、建物規模は、梁行

3間 (4,8～ 4.85m)、 桁行 3間 (5,05m)の総柱建物、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN83°

W、 床面積は24.5♂。柱間距離は、梁行 1.5～ 1.6m、 桁行1.6～ 1.95mで ある。柱穴形態は円～不整形で、

径0.2～ 0.58m、 深さ0.07～ 0.44mを 数える。柱穴内覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は

SPl173・ 1178・ 1183で 中世土師器 (4997・ 5008・ 5013・ 5014)、 SPl177・ 1181で 中世土師器、

SPl179で土師器、SPl184で珠沙Hが出上している。

井戸

SE05(図面160):木枠組か石組かは不明で、掘り方のみ残存している井戸である。掘 り方の平面形態は

楕円形でSD150に 切られる。長径3.6m、 短径3.08m、 深さ1.12mの規模を測る。横断面の形態は悟鉢型

である。井戸内からの出土遺物は中世土師器 (4744・ 4745)。 白磁 (4746)。 珠洲 (4743)・ 棒状鉄製

品 (243)が認めらる。

SE06(図面160):石組井戸である。井筒部は掘方の中心に設置される。石組の内径は0.7mで、ほぼ垂直

に石組される。掘 り方の平面形態は楕円形で規模は長径2.24m、 短径1.83m、 深さ0.82mの 規模を測る。

横断面の形態は逆台形である。井筒内の覆土はにぶい責色砂に灰色粘質シルト・酸化鉄混、掘方の覆

土はオリーブ褐色砂質シル ト礫多量混となる。出土遺物は認められない。

土坑

SK524(図面161):平面形態は楕円形で、規模は長径0,72m、 短径0.52m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK525(図面161):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺1.66m、 短辺1.1lm、 深さ0,6mを測る。覆土

は第 1層 :暗オリーブ褐色シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル ト、第 3層 :黒褐色シルトとなる。遺物

は須恵器が出土している。

SK526(図面161):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.lm、 短径 0。 71m、 深さ0.2mを 測る。覆土は第

1層 :暗仄黄色砂質シルト、第 2層 :責褐色砂となる。遺物は土師器が出土している。

SK527(図面161):平面形態は楕円形で、規模は長径0.53m、 短径0。 36m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰黄色砂質シル ト、第 2層 :に ぶい責色砂に暗灰黄色砂質シル トブロック混となる⑤遺物

は土師器が出土している。
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SK528(図面161):平面形態は楕円形でSK529を 切る。規模は長径0,6m、 短径0.42m、 深さ0.12mを 測

る。覆土は暗灰責色シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK529(図面161):平面形態は隅丸長方形でSK528に 切られる。規模は長辺1.88m、 短辺0.92m、 深さ

0。 15mを測る。覆土は暗灰黄色シル トのみの単層となる。遺物は土師器 。中世土師器が出上している。

SK530(図面161):平面形態は楕円形で、規模は長径0,49m、 短径0.39m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

暗オリーブ褐色シル トのみの単層となる。遺物は土師器 。中世土師器が出上している。

SK531(図面161):平面形態は楕円形で、規模は長径 1,12m、 短径0.87m、 深さ0,33mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰責色砂質シルト炭化物少量混、第 2層 :にぶい責褐色砂炭化物混となる。遺物は土師器

が出土している。

SK532(図面161):平面形態は不整形で、SK534。 SX092を 切る。規模は長径 1,43m、 短径0,81m、 深

さ0.44mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トににぶい責色砂混と

なる。遺物は土師器が出土している。

SK533(図面161):平面形態は不整形で、SK534を切り込みSP1068に 切られる。規模は長径1.28m、 短

径1.14m、 深さ0.72mを 測る。覆土は責灰色砂質シル トを基調とする 4層 から構成される。遺物は土

師器が出土している。

SK534(図面161):平面形態は楕円形で、SK532・ 533に切られる。規模は長径1.71m以上、短径0,99m、

深さ0,16mを 測る。覆土は第 1層 :責灰色粘質シル ト炭化物少量混、第 2層 :暗灰責色粘質シル ト炭

化物少量混となる。遺物は土師器 。須恵器が出土している。

SK535(図面161):平面形態は楕円形で、規模は長径0.82m、 短径0.68m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シル ト炭化物少量混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK536(図面161):平面形態は不整形で、規模は長径 1.21m、 短径0.64m、 深さ0.34mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰黄色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルト炭化物混となる。遺物は土師器 。中世土師

器 (4821)が出上している。

SK537(図面161):平面形態は隅丸方形でSK538を 切る。規模は一辺1.28～ 1.41m、 深さ0.41mを 測る。

覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トとなる。遺物は珠洲が出上している。

SK538(図面161):平面形態は不整形でSK537に 切られる。規模は長径 1.14m、 短径0.65m以 上、深さ

0.35mを 測る。覆土は第 1層 :暗 オリーブ褐色シル ト、第 2層 :に ぶい黄色砂に黒褐色粘質シル ト、

第 3層 :黒掲色粘質シル トに分層される。遺物は珠沙‖。青磁 (4787)が出上している。

SK539(図面161):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 97m、 短径0.81m、 深さ0,28mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK540(図面161):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺1.37m、 短辺1.32m以 上、深さ0.36mを 測る。

覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・中世土師器・青磁 (5597)。 珠洲が出土

している。

SK541(図面162):平面形態は隅丸方形でSX100を切る。規模は一辺1.26m程度、深さ0,37mを 測る。覆

土は第 1層 :暗灰黄色粘質シル ト炭化物少量混、第 2層 :オ リーブ褐色砂質シルト炭化物少量混とな

る。遺物は土師器 。中世土師器 (4794)。 珠洲が出土している。

SK542(図面162):平面形態は円形で、規模は径 1.lm、 深さ0.43mを 測る。覆土は第 1層 :暗灰黄色

粘質シル トににぶい責色砂炭化物少量混、第 2層 :暗灰黄色粘質シルト、第 3層 :オ リーブ掲色砂質
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シル トとなる。遺物は須恵器・珠洲が出土している。

SK543(図面162):平面形態は不整形で、規模は長径 1,35m、 短径 1.34m、 深さ0.34mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/2)暗灰黄色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/2)暗灰黄色粘質シル ト、第 3層 :責灰色

粘質シル ト炭化物少量混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK544(図面162):平面形態は不整形でSX109を 切る。規模は長径 1.Om、 短径0.88血、深さ0.12mを 測

る。覆土は黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK545(図面162):平面形態は不整形で、規模は長径 1.63m、 短径 1.24m、 深さ0。 14mを測る。覆土は

褐色砂に黄褐色砂混となる。遺物は須恵器が出上している。

SK546(図面162):平面形態は不整形で、規模は長径0,75m、 短径0.34m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

暗灰黄色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK547(図面162):平面形態は不整形で、規模は長径1.04m、 短径0.89m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器・中世土師器 (4815)が出土している。

SK548(図面162):平面形態は不整形で、規模は長径1.35m、 短径1.33m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器・中世土師器が出土している。

SK549(図面162):平面形態は楕円形で、規模は長径0.9m、 短径0.63m、 深さ0.47mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK550(図面162):平面形態は円形で、規模は径0.41m、 深さ0.41mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘

質シル ト、第 2層 :に ぶい黄色砂に暗灰責色粘質シル ト混となる。遺物は土師器・中世土師器が出土

している。

SK551(図面162):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.42m、 深さ0,06mを 測る。覆土は

褐色砂のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK552(図面162):平面形態は楕円形で、規模は長径1.6m、 短径0.92m、 深さ0.15mを 測る。覆土は責

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK553(図面162):平面形態は楕円形で、規模は長径0.89m、 短径0.66m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

責灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器 (4824)が出土している。

SK554(図面162):平面形態は楕円形でSX108を 切る。規模は長径 1.02m、 短径0.86m、 深さ0.2mを測

る。覆土は暗灰黄色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 。中世土師器 (4813)が出土してい

る。

SK555(図面162):平面形態は円形で、規模は径0.22～ 0.24m、 深さ0.22mを 測る。覆土は暗灰責色粘

質シル トのみの単層となる。遺物は珠洲が出土している。

SK556(図面162):平面形態は楕円形で、規模は長径0.67m、 短径0.58m、 深さ0.18mを 測る。覆土は

第 1層 :褐色砂、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トとなる。遺物は土師器・中世土師器 (4795・ 4805)が

出土している。

SK557(図面162):平面形態は楕円形で、規模は長径0,96m、 短径0.57m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK558(図面163):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0。41m、 深さ0。 19mを測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器・珠洲が出上している。

SK559(図面163):平面形態は不整形で、規模は長径0.95m、 短径0.53m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルト炭化物混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。
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SK560(図面163):平面形態は楕円形で、規模は長径0.51m、 短径0.45m、 深さ0.26mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シルト炭化物混、第 2層 :責灰色粘質シル トににぶい責色砂混となる。遺物は土

師器・須恵器が出土している。

SK561(図面163):平面形態は楕円形で、規模は長径0,71m、 短径0.5m、 深さ0.05mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK562(図面163):平面形態は円形で、規模は径0.25～ 0.27m、 深さ0。 17mを測る。覆土は第 1層 :責

灰色粘質シル ト、第 2層 :責灰色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。遺物は中世土師器・珠洲・角

釘 (273)が出土している。

SK563(図面163):平面形態は楕円形で、規模は長径1.06m、 短径0.54m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

責灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK564(図面163):平面形態は円形で、規模は径1.15～ 1.23m、 深さ0.32mを 測る。覆土は暗灰黄色粘

質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK565(図面163):平面形態は不整形で、規模は長径 1.24m、 短径0.93m以上、深さ0.36mを 測る。覆

土は暗灰黄色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK566(図面163):平面形態は不整形で、規模は長径1.66m、 短径0,63m、 深さ0.lmを測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :褐色砂となる。遺物は須恵器・土製品が出上している。

SK567(図面163):平面形態は楕円形で、規模は長径0,82m、 短径0.57m、 深さ0.35mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は中世土

師器が出土している。

SK568(図面163):平面形態は楕円形でSX125を 切る。規模は長径1.23m、 短径 1.lm、 深さ0.27mを 測

る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする 5層から構成される。遺物は須恵器が出上している。

SK569(図面163):平面形態は不整形でSX125を切る。規模は長径1.57m、 短径1.■m、 深さ0.51mを測

る。覆土は暗灰責色～黄灰色粘質シル トを基調とする 5層から構成される。遺物は須恵器 。中世土師

器・瀬戸美濃 (4788)が出土している。

SK570(図面163):平面形態は楕円形でSX125を 切る。規模は長径 1.43m、 短径0.94m、 深さ0.35mを

測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする 5層から構成される。遺物は珠洲が出土している。

SK571(図面163):平面形態は楕円形でSX125を 切る。規模は長径 1.28m、 短径 1,05m、 深さ0,36mを

測る。覆土は暗灰責色粘質シル トを基調とする4層 から構成される。遺物は土師器・須恵器 。中世土

師器が出上している。

SK572(図面163):平面形態は楕円形で、規模は長径1.1lm、 短径0.8m、 深さ0,3mを 測る。覆土は暗

灰責色粘質シルト炭化物混のみの単層となる。遣物は土師器・須恵器 。中世土師器・瀬戸美濃 (4789)

が出土している。

SK573(図面163):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0,3m以上、深さ0.26mを 測る。覆土

は黒掲色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK574(図面163):平面形態は楕円形でSD145に 切られる。規模は長径0.47m、 短径0.37m以上、深さ

0,1lmを 測る。覆土は第 1層 :褐色砂質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器が

出上している。

SK575(図面163):平面形態は不整形で、規模は長径0.4m以上、短径0.28m、 深さ0.lmを 波1る 。覆土

は責灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。
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SK576(図面164):東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径1.33m、 短径0.47m、 深

さ0.34mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄 灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル

トににぶい黄色砂混、第 3層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シルトとなる。遺物は須恵器・中世土師器が出

土している。

SK577(図面164):平面形態は不整形で、規模は長径1.27m、 短径 1.18m、 深さ0,33mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トを基調とする4層 から構成される。遺物は土師器・須恵器・中世土師器 (4812)。

珠洲が出土している。

SK578(図面164):平面形態は不整形で、規模は長径 1.68m、 短径 1.02m、 深さ0.26mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)責灰色シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色シル トとなる。遺物は土師器・須恵

器 。中世土師器が出土している。

SK579(図面164):平面形態は楕円形でSK580を 切る。規模は長径 1.Om、 短径0.89m、 深さ0.41mを 測

る。覆土は暗灰黄色粘質シルトを基調とする。遺物は土師器 。中世土師器 (4822)が出土している。

SK580(図面164):平面形態は不整形でSK579に 切られる。規模は長径0.59m、 短径0.53m、 深さ0.5m

を測る。覆土は第 1層 :黄褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :暗灰黄色粘質シル ト炭化物混となる。

遺物は青磁 (4790)が出土している。

SK581(図面164):平面形態は不整形で、規模は長径0.6m、 短径0.5m、 深さ0.41mを 測る。覆土は暗

灰黄色粘質シル トのみの単層となる。遣物は中世土師器 (4806)が出土している。

SK582(図面164):平面形態は楕円形で、規模は長径0,39m、 短径0.3m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

暗灰黄色粘質シルト炭化物混となる。遺物は珠洲が出土している。

SK583(図面164):平面形態は楕円形で、規模は長径0.57m、 短径0.39m、 深さ0.05mを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK584(図面164):平面形態は楕円形で、規模は長径0.3m、 短径0,24m、 深さ0.12mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK585(図面164):平面形態は楕円形で、規模は長径0.88m、 短径0.62m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :暗灰責色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土して

いる。

SK586(図面164):平面形態は楕円形で、規模は長径0.59m、 短径0.3m、 深さ0.3mを 測る。覆土は責

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・中世土師器が出土している。

SK587(図面164):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.65m、 短径0.9m、 深さ0.36mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルト～黒褐色シルトを基調とする。遺物は土師器が出土している。

SK588(図面164):平面形態は楕円形で、SK589・ 590を切る。規模は長径0.43m、 短径0.4m、 深さ

0.61mを 測る。覆土は黄灰色～黒掲色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器が出土している。

SK589(図面164):平面形態は隅九長方形で、SK590・ 591を切 り込みSK588に 切られる。規模は長辺

1.27m、 短辺0.92m、 深さ0.13mを 測る。覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 。

中世土師器 (4796)が出土している。

SK590(図面164):平面形態は不整形でSK589に 切られる。規模は長径0,8m、 短径0.59m、 深さ0.12m

を測る。覆土は暗灰責色粘質シルト炭化物混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK591(図面164):平面形態は不整形でSK589イこ切られる。規模は長径0.89m以 上、短径0.51m、 深さ

0.12mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が
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出上している。

SK592(図面164):遺構の東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径1.63m、 短径0.77m、

深さ0.24mを 浪よる。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y5/1)責 灰色粘質シ

ルトに黄褐色砂質シル ト混、第 3層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土して

いる。

SK593(図面164):平面形態は楕円形で、規模は長径0.49m、 短径0,35m、 深さ0.12mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質ンル ト、第 2層 :に ぶい黄色砂に暗オリーブ褐色粘質シル ト混となる。遺物は土

師器 。中世土師器 (4823)が出土している。

SK594(図面164):平面形態は不整形で、規模は長径 1.26m、 短径0.92m以上、深さ0.18mを 測る。覆

土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土

師器・中世土師器 (4811)が出土している。

SK595(図面165):遺構の東側は調査区外となる。平面形態は不整形でSP1087を 切る。規模は長径

1.73m以上、短径 1.07m、 深さ0.28mを測る。覆土は第 1層 :責灰色粘質シル トに褐色砂質シル ト混、

第 2層 :責灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK596(図面165):平面形態は不整形で、規模は長径0.87m、 短径0.59m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

責灰色シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器 (4802)が出上している。

SK597(図面165):平面形態は楕円形でSX173を 切る。規模は長径1.07m、 短径0.89m、 深さ0.35mを

測る。覆土は暗灰黄色粘質シル ト礫多量混のみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK598(図面165):平面形態は長楕円形で、規模は長径1.82m、 短径0.64m、 深さ0.2mを測る。覆土は

黄仄色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK599(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0.54m、 短径0.44m、 深さ0,07mを 沢1る 。覆土は

責灰色粘質シル トのみの単層となるb遺物は土師器が出土している。

SK600(図面165):平面形態は不整形で、規模は長径 1.23m、 短径 1.22m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)責灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器

が出土している。

SK601(図面165):平面形態は不整形で、規模は長径0.62m、 短径0.27m、 深さ0,12mを 淑1る 。覆土は

責灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 :須恵器が出土している。

SK602(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0.32m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK603(図面165):平面形態は長楕円形でSK604に切られる。規模は長径0.7m以上、短径0.41m、 深

さ013mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トに黄褐色砂混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK604(図面165):平面形態は楕円形でSK603を 切る。規模は長径0.32m、 短径0.29m、 深さ0.25mを

測る。覆土は黒褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・珠洲が出土している。

SK605(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0.45m、 短径0,26m、 深さ0.28mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)黄仄色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シル トとなる。遺物は須恵器

が出上してヤヽる。

SK606(図面165):平面形態は不整形で、規模は長径0.25m、 短径0.24m、 深さ0.lmを測る。覆土は責

灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は確認されない。

∂/



SK607(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径1.09m、 短径0.58m、 深さ0.21mを 沢Iる 。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :責灰色粘質シル トににぶい責色砂混となる。遺物は土師器が出

上している。

SK608(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0,34m、 深さ0.lmを 測る。覆土は黄

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK609(図面165):平面形態は長楕円形で、規模は長径1.48m、 短径0.63m、 深さ0.08mを 測る。覆土

は暗灰黄色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器・珠洲 (4831)が出土している。

SK610(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0.61m、 短径0.4m、 深さ0,07mを測る。覆土は黄

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK611(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0.39m、 短径0,35m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK612(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0.4m、 短径0.34m、 深さ0.23mを 測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :黄灰色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は須恵器が出土

している。

SK613(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 7m、 短径0.46m、 深さ0.15mを測る。覆土は黄

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK614(図面165):平面形態は楕円形で、規模は長径0.32m、 短径0.29m、 深さ0.33mを 測る。覆土は第

1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シルト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器が

出土している。

SK615(図面165):平面形態は不整形で、規模は長径0.52m、 短径0.32m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

責灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK616(図面165):平面形態は不整形で、規模は長径0.45m、 短径0.31m、 深さ0,17mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK617(図面166):平面形態は円形で、規模は径0.63～ 0.65m、 深さ0.38mを 測る。覆土は第 1層 :黄

灰色シル ト、第 2層 :責灰色粘質シルトとなる。遺物は中世土師器が出土している。

SK618(図面166):平面形態は不整形でSD149イこ切られる。規模は長径0。 77m以上、短径0.74m、 深さ

0。 16mを測る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK619(図面166):平面形態は不整形で、規模は長径0.79m、 短径0.42m以上、深さ0.12mを 測る。覆

土は第 1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トに暗オリーブ褐色粘質シル ト混となる。

遺物は中世土師器が出土している。

SK620(図面166):平面形態は楕円形でSD149を 切る。規模は長径0.83m、 短径0.48m、 深さ0。 18mを

測る。覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 。中世土師器・珠洲 (4826)・ 八尾

が出上している。

SK621(図面166):平面形態は不整形で、規模は長径1.33m、 短径 1.17m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

責灰色粘質シル ト炭化物少量混のみの単層となるも遺物は中世土師器が出土している。

SK622(図面166):平面形態は隅丸長方形でSD160に切られる。規模は長辺1.52m、 短辺1,lm以上、深

さ0.38mを 測る。覆土は責灰色粘質シル ト大礫多量混のみの単層となる。遺物は須恵器 。中世土師器

(4741・ 4742)。 珠洲 (4743)。 人尾が出土している。

SK623(図面166):平面形態は楕円形でSK624を 切る。規模は長径1.65m、 短径1,42m、 深さ0.3mを 測
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る。覆土は黄灰色粘質シルトを基調とする。遺物は珠洲が出土している。

SK624(図面166):平面形態は不整形でSK623に 切られる。規模は長径0.85m、 短径0.53m以上、深さ

0.23mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄 灰色粘質シル ト

となる。遺物は珠洲が出土している。

SK625(図面166):平面形態は精円形で、規模は長径0,47m、 短径0.36m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK626(図面166):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.3m、 深さ0.18mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK627(図面166):平面形態は楕円形で、規模は長径0.31m、 短径024m、 深さ0,07mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 。中世土師器が出上している。

SK628(図面166):平面形態は不整形で、規模は長径 1.21m、 短径 1.07m、 深さ0.32mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)黄 仄色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄 灰色粘質シル ト、第 3層 :(2.5Y4/1)

責灰色粘質シルトににぶい責色砂混となる。遺物は中世土師器・珠洲が出土している。

SK629(図面166):平面形態は不整形で、規模は長径1.16m、 短径0.7m、 深さ0.22mを 測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シル トににぶい黄色砂混、第 2層 :責灰色粘質シル トとなる。遺物は須恵器が出土

している。

SK630(図面166):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.02m、 短径0.78m、 深さ0,44mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SK631(図面166):平面形態は不整形で、SX145。 SD154を 切る。規模は長径1.25m以 上、短径0。 75m、

深さ0.09mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トに暗オリーブ褐色

粘質シル ト混となる。遺物は須恵器が出土している。

SK632(図面166):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径021m、 深さ0.32mを 測る。覆土は第

1層 :責灰色粘質シル トににぶい黄色砂多量混、第 2層 :責灰色粘質シル トに黒褐色粘質シル ト混、

第 3層 :黄灰色粘質シル トとなる。遺物は不明土製品が出土している。

SK633(図面166):平面形態は楕円形で、規模は長径0.31m、 短径0,28m、 深さ0,14mを 測る。覆土は

にぶい責色砂質シル トのみの単層となる。遺物は珠洲が出上している。

SK634(図面166):平面形態は楕円形で、規模は長径0.57m、 短径0,34m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器が出土している。

SK635(図面167):平面形態は長楕円形でSK636を 切る。規模は長径1.8m、 短径0.84m、 深さ0.19mを

測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :暗オリーブ褐色粘質シル トとなる。遺物は土師

器・中世土師器が出土している。

SK636(図面167):平面形態は楕円形でSK635に切られる。規模は長径0.86m、 短径0.57m、 深さ0,12m

を測る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK637(図面167):平面形態は不整形で、規模は長径1.4m、 短径0.92m、 深さ0.16mを 波1る 。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トに暗赤褐色粘質シルト混、第 3層 :責灰色粘質

シル トに暗掲色粘質シルト混となる。遺物は須恵器が出土している。

SK638(図面167):平面形態は楕円形で、規模は長径0.85m、 短径0,73m、 深さ0.3mを測る。覆土は第

1層 :(25Y5/1)黄灰色粘質シル トに褐色砂質シルト混、第 2層 :暗灰黄色粘質シル ト炭化物少量混、

第 3層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器 。中世土師器 (4797)・ 珠洲が出土して
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いる。

SK639(図面167):平面形態は隅九方形で、規模は一辺0,88～ 0.95m、 深さ0.24mを 測る。覆土は第 1

層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シルトに褐色砂質シルト混、第 2層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル トににぶ

い責色砂混、第 3層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シルトとなる。遺物は珠洲が出上している。

SK640(図面167):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺1.02m、 短辺0.52m、 深さ0。 13mを測る。覆土

は第 1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トに黒褐色粘質シルト混となる。遺物は中世

土師器が出上している。

SK641(図面167):平面形態は不整形で、規模は長径1.39m、 短径0.85m、 深さ0.3mを測る。覆土は第

1層 :責灰色粘質シル トに暗赤褐色粘質シルト混、第 2層 :責灰色粘質シル トににぶい責色砂質シル

ト混、第 3層 :黄灰色粘質シル トにオリーブ責色砂質シルトブロック・炭化物混となる。遺物は土師

器 。中世土師器が出土している。

SK642(図面167):平面形態は楕円形でSD154を切る。規模は長径0.56m、 短径0.55m、 深さ0.38mを測

る。覆土は第 1層 :暗灰責色粘質シルト、第 2層 :黄灰色粘質シルトとなる。遺物は須恵器が出土し

ている。

SK643(図面167):平面形態は不整形で、規模は長径1.2m以上、短径0,66m、 深さ0.35mを 測る。覆土

は第 1層 :黄灰色粘質シル トに褐色砂質シルト混、第 2層 :責灰色粘質シル ト、第 3層 :黄灰色粘質

シルトににぶい黄色砂ブロック混となる。遺物は中世土師器 (4748・ 4808)が 出土している。

SK644(図面167):平面形態は不整形で、規模は長径0,79m、 短径0.6m以上、深さ0.08mを 測る。覆土

は第 1層 :暗灰黄色粘質シル ト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トににぶい責色砂混となる。遺物は中世

土師器・瀬戸美濃 (4791)が出土している。

SK645(図面167):平面形態は楕円形で、規模は長径1.47m、 短径0,93m、 深さ0.2mを測る。覆土は暗

灰黄色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4749～ 4753)・ 珠洲 (4754)。 棒状鉄製品 (244)

が出土している。

SK646(図面167):平面形態は楕円形でSX146を 切る。規模は長径0。 72m、 短径0,6m、 深さ0.31mを 測

る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2・ 3層 :黄灰色粘質シル トと暗赤褐色粘質シル トを基調

とし、第 2層 には炭化物が混じり、柱根の可能性がある。第 4層 :黒褐色粘質シル トににぶい責色砂

質シル ト混となる。遺物は須恵器・中世土師器が出土している。

SK647(図面167):平面形態は楕円形でSK648を 切る。規模は長径0.9m、 短径0.76m、 深さ0.18mを 測

る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル トににぶい黄色砂混、第 2層 :責灰色粘質シル トとなる。出土遺

物は認められない。

SK648(図面167):平面形態は不整形でSK647に 切られる。規模は長径0。 95m、 短径0.58m以 上、深さ

0.43mを 測る。覆土は暗灰黄色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4800)が出土している。

SK649(図面167):平面形態は不整形で、規模は長径0.56m、 短径0.19m以上、深さ0.42mを 測る。覆

土は第 1層 :(2.5Y5/1)責灰色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シルト炭化物混

となる。遺物は須恵器が出土している。

SK650(図面167):平面形態は不整形で、規模は長径0.59m、 短径0.19m、 深さ0.3mを測る。覆土は第

1層 :(2.5Y5/1)責灰色粘質シルト炭化物混、第 2層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シルトに (2.5Y5/1)黄

灰色粘質シルト酸化鉄混となる。遺物は中世土師器・珠洲・瀬戸美濃 (4792)が出土している。

SK651(図面167):平面形態は円形で、規模は径0.35m、 深さ0.14mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル ト
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のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK652(図面167):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.3m、 深さ0.3mを 測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。遺物は中世土師器

(4817)が出土している。

SK653(図面168):平面形態は精円形で、規模は長径0,39m、 短径0.3m、 深さ0.2mを 測る。覆土は第

1層 :(10YR3/2)黒 褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y3/2)黒褐色粘質シルト、第 3層 :(2.5Y3/2)黒

褐色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は土師器・中世土師器が出土している。

SK654(図面168):平面形態は不整形で、規模は長径0.63m以 上、短径0.5m、 深さ0。 12mを測る。覆土

は第 1層 :責灰色粘質シルトに褐色砂質シル ト混、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。遺物は須恵器

が出土している。

SK655(図面168):平面形態は楕円形で、規模は長径0.42m、 短径0.36m、 深さ0,44mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルト、第 3層 :黒褐色粘質シルトににぶい黄色砂

混となる。遺物は青磁が出土している。

SK656(図面168):平面形態は楕円形で、規模は長径0.24m、 短径0.2m、 深さ0。 12mを測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK657(図面168):平面形態は不整形でSX147に切られる。規模は長径1.41m、 短径1.02m、 深さ0.47m

を測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4755・ 4756)・ 八尾 (4757)が

出土している。

SK658(図面168):平面形態は不整形で、規模は長径0.84m以 上、短径0.71m、 深さ0.2mを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器・小札 (268・ 269)が出土している。

SK659(図面168)i平面形態は楕円形で、規模は長径0.31m、 短径0.26m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

第 1層 :責灰色粘質シルトににぶい黄色砂混、第 2層 :黄灰色粘質シルトとなる。遺物は珠洲が出土

している。

SK660(図面168):平面形態は不整形で、規模は長径0.66m以上、短径0.56m、 深さ0.09mを 測る。覆

土は第 1層 :暗灰黄色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :暗灰責色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。

遺物は中世土師器・珠洲が出土している。

SK661(図面168):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.48m、 短径 1.01m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トににぶい黄色砂混 となる。遺物は珠洲

(4828)・ 越前が出土している。

SK662(図面168):平面形態は楕円形で、規模は長径1.54m、 短径0,94m、 深さ0.08mを 測る。覆土は

責褐色砂質ンルトのみの単層となる。遺物は珠洲 (4829)が出上している。

SK663(図面168):平面形態は不整形で、規模は長径1.6m、 短径1.06m、 深さ0.12mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は珠洲が出土している。

SK664(図面168):平面形態は不整形でSD152に切られる。規模は長径0.4m、 短径0.2m以上、深さ

0.05mを 測る。覆土は黒掲色粘質シルト炭化物少量混となる。遺物は珠洲・八尾が出土している。

SK665(図面168):平面形態は楕円形で、規模は長径1.Om、 短径0.68m、 深さ0,16mを 測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トに暗赤褐色粘質シルト混となる。遺物は珠洲・

瀬戸美濃 (5450)が出土している。

SK666(図面168):平面形態は楕円形で、規模は長径0.71m、 短径0.54m、 深さ0.22mを 測る。覆土は
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第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器 。中世土師器・

珠洲が出土している。

SK667(図面168):平面形態は不整形で、規模は長径1.35m、 短径1,lm以上、深さ0.59mを 測る。覆土

は責灰色～暗灰黄色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4810)が出土している。

SK668(図面169):平面形態は楕円形で、規模は長径1.35m、 短径0,69m、 深さ0.45mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は珠洲が出土している。

SK669(図面169):平面形態は楕円形で、規模は長径1.08m、 短径0.91m、 深さ0.lmを測る。覆土は黄

灰色シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器 (4814)。 珠洲 。近世陶磁器・棒状鉄製品 (247・

252・ 254)、 釘 (248～ 251・ 253)が出土している。

SK670(図面169):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.38m、 短径0.67m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル ト、第 3層 :暗灰責色粘

質シルトとなる。遺物は中世土師器・珠洲が出土している。

SK671(図面169):平面形態は不整形でSX168に切られる。規模は長径 1.39m、 短径0,94m、 深さ0,32m

を測る。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル ト、第 3

層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル トににぶい責色砂混となる。遺物は珠洲が出土している。

SK672(図面169):平面形態は円形でSK673を 切る。規模は径0.31～ 0.32m、 深さ0.28mを 測る。覆土

は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シルトとなる。遺物は土師

器・須恵器 。中世土師器・珠洲が出土している。

SK673(図面169):平面形態は不整形でSK6721こ切られる。規模は長径0.7m、 短径0。 32m、 深さ0.28m

を測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SK674(図面169):平面形態は円形で、規模は径0.43～ 0,47m、 深さ0.12mを 測る。覆土は責灰色粘質

シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK675(図面169):平面形態は円形で、規模は径0.4m、 深さ0,18mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘

質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。遺物は中世土師器 (4758・ 4759)。

珠洲 (4761)。 青磁 (4760)・ 釘 (242)が出土している。

SK676(図面169):遺構の東側は調査区外 となる。平面形態は不整形で、規模は長径0.57m、 短径

0.36m以上、深さ0,lmを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土

している。

SK677(図面169):平面形態は楕円形で、規模は長径0.33m、 短径0,3m、 深さ0,lmを 測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器・珠洲が出上している。

SK678(図面169):平面形態は楕円形で、規模は長径0.32m、 短径0.25m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器 (4830)が出土している。

SK679(図面169):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0,35m、 深さ0.2mを 測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シルトとなる。遺物は中世土師器 (4820)が出土して

いる。

SK680(図面169):平面形態は円形で、規模は径035～ 0.37m、 深さ0.2mを測る。覆土は第 1層 :

(2.5Y5/1)黄灰色粘質シルト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は中世土師器が出

土している。

SK681(図面169):平面形態は楕円形で、規模は長径0.65m、 短径0,49m、 深さ0.21mを 測る。覆土は
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第 1層 :黄灰色粘質シル トに掲色砂質シルトブロック混、第 2層 :黄灰色粘質シルトとなる。遺物は

中世土師器 (4818)力 S出土している。

SK682(図面169):平面形態は不整形でSX164を 切る。規模は長径 1.7m、 短径0.83m、 深さ0.45mを 測

る。覆土は第 1層 :責灰色粘質シルトに黒褐色粘質シル ト混、第 2層 :灰黄色砂、第 3層 :黄灰色粘

質シル ト礫多量混となる。遺物は珠沙Hが出土している。

SK683(図面169):平面形態は不整形で、規模は長径0。 98m、 短径0.85m、 深さ0.42mを 測る。覆土は

第 1層 :(2.5Y5/1)黄 灰色粘質ンル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)責 灰色粘質シル ト、第 3層 :(2.5Y4/1)

責灰色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は珠洲が出土している。

SK684(図面169):平面形態は楕円形で、規模は長径0.44m、 短径0.4m、 深さ0.35mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :責灰色粘質シル トとなる。遺物は中世土師器 (4816)が 出土して

いる。

SK685(図 面169):平面形態は不整形でSX164を 切る 。規模は長径2.5m以 上、短径2.07m、 深さ

0.55mを 測る。覆土は暗灰責色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4803)が出上している。

SK686(図面169):平面形態は不整形で、規模は長径0.55m以 上、短径0.5m、 深さ0.■ mを測る。覆土

は暗褐色粘質シル ト礫混のみの単層となる。遺物は土師器 。中世土師器 (4798)・ 珠洲が出上してい

る。

SK687(図面170):平面形態は不整形で、規模は長径0.87m、 短径0.69m、 深さ0.47mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器・中世土師器が出上している。

SK688(図面170):平面形態は隅九長方形でSX152に切られる。規模は長径 1,lm、 短径0.65m、 深さ

0.22mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)責灰色粘質シル トに褐色砂質シル ト混、第 2層 :(2.5Y4/1)

黄灰色粘質シル トに褐色砂質シル ト混、第 3層 :(25Y4/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師

器・須恵器が出土している。

SK689(図面170):平面形態は円形で、規模は径0。 73～ 0。 76m、 深さ0.24mを 測る。覆土は第 1層 :黄

灰色粘質シル トに掲色砂質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルト、第 3層 :責灰色粘質シル トににぶい

黄色砂混となる。遺物は中世土師器 (4762・ 4825)。 白磁or青磁 (5611)が出土している。

SK690(図面170):平面形態は楕円形でSX152を 切る。規模は長径0.46m、 短径0.38m、 深さ0.16mを

測る。覆土は第 1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。遺物

は珠洲が出上している。

SK691(図面170):平面形態は楕円形で、規模は長径0,88m、 短径0.84m、 深さ0.32mを 測る。覆土は

第 1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルトに責灰色粘質シル ト混、第 3層 :黒褐色粘質

シル トとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK692(図面170):平面形態は楕円形で、SK693を切 り込みSPl1601こ切られる。規模は長径0.97m、 短

径0.83m、 深さ0.28mを 測る。覆土は第 1層 :暗赤褐色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トにに

ぶい責色砂混、第 3層 :責灰色粘質シル ト炭化物少量混となる。遺物は中世土師器 (4763～ 4766)・

珠洲が出上している。

SK693(図面170):平面形態は隅九長方形でSPl160に 切られる。規模は長径1.53m、 短径0.66m、 深さ

0.17mを 測る。覆土は第 1層 :褐色砂質シルト、第 2層 :黄灰色粘質シル ト炭化物混、第 3層 :黒褐

色粘質シルトとなる。遺物は中世土師器 (4799)。 瀬戸美濃 (5438)が出土している。

SK694(図面170):平面形態は不整形で、規模は長径0.66m、 短径0.6m、 深さ0.■mを測る。覆土は第
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1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は中世土師器が

出土している。

SK695(図面170):平面形態は不整形でSPl181に切られる。規模は長径0.82m以上、短径0,8m、 深さ

0.18mを 浪1る 。覆土は第 1層 :暗灰責色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。遺物は中世

土師器・珠洲が出上している。

SK696(図面170):平面形態は隅丸長方形で、SK697を切る。規模は長辺1.61m、 短辺0.85m、 深さ

0.32mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :に ぶい責色砂質シルトに黄灰色粘質シル

トブロック混、第 3層 :暗オリーブ褐色粘質シル トとなる。遺物は中世土師器 (4767)・ 珠洲 。白磁

(4768)。 人尾 (4832)が出土している。

SK697(図面170):平面形態は不整形で、SK696。 SPl184に 切られる。規模は長径1,31m、 短径0.64m

以上、深さ0.43mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は珠沙H・ 白磁が出土している。

SK698(図面170):平面形態は不整形で、SK699'700に 切られる。規模は長径1.04m、 短径0.87m以

上、深さ0.25mを 測る。覆土は黄灰色粘質シルトを基調とする。遺物は中世土師器が出上している。

SK699(図面170):平面形態は円形でSK698を 切る。規模は径0,41～ 0.42m、 深さ0.4mを測る。覆土は

黄灰色粘質～砂質シルトを基調とする。遺物は中世土師器 (4809)・ 砥石 (40)が出土している。

SK700(図面170):平面形態は隅丸長方形でSK699を 切る。規模は長辺1.15m、 短辺0.71m、 深さ0.4m

を測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルト、第 3層 :褐灰色粘質シル ト

礫混となる。遺物は中世土師器 (4769～ 4772)・ 釘先 (241)・ 砥石 (48)が出上している。

SK701(図面170):平面形態は楕円形で、規模は長径0.27m、 短径0.22m、 深さ0。 14mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は人尾が出土している。

SK702(図面170):平面形態は不整形で、規模は長径0.35m、 短径0.27m、 深さ0.09mを 測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK703(図面170):平面形態は不整形で、規模は長径0.25m以上、短径0.21m、 深さ0.25mを 測る。覆土

は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y6/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師

器 。中世土師器が出土している。

SK704(図面170):平面形態は楕円形でSK705を切る。規模は長径0.73m、 短径0.67m、 深さ0.58mを淑1

る。覆土は暗灰黄色粘質シル トを基調 とする。遺物は須恵器 。中世土師器 (4774・ 4775)・ 珠洲

(4773)が出上している。

SK705(図面171):平面形態は隅丸長方形で、SK706を 切 り込みSK704に切られる。規模は長辺1.4m、

短辺0.89m、 深さ0.4mを測る。覆土は黄灰色～黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器

(4776～ 4780)が 出土している。

SK706(図面171):平面形態は不整形で、

以上、深さ0.31mを 測る。覆土は第 1層 :

遺物は珠洲が出土している。

SK707(図面171):平面形態は楕円形で、

は第 1層 :暗灰責色粘質シル ト、第 2層 :

土している。

SK708(図面171):平面形態は不整形で、

第 1層 :黄灰色粘質シル トに掲色砂質シル

SK705'SX155に切られる。規模は長径1.31m、 短径0,93m

褐色砂質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル ト礫混となる。

規模は長径0.77m、 短径0.5m以上、深さ0。 25mを 沢1る 。覆土

黄灰色粘質シルトとなる。遺物は中世土師器 (4807)が出

規模は長径053m、 短径0.41m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

卜混、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。遺物は中世土師
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器・珠洲 (4827)が出土している。

SK709(図面171):平面形態は不整形で、規模は長径0.73m、 短径0.68m、 深さ0,18mを 測る。覆土は

第 1層 :掲色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル ト、第 3層 :暗灰責色砂となる。遺物は中世土師

器が出土している。

SK710(図面171):平面形態は楕円形で、規模は長径1.05m、 短径0.8m、 深さ0.25mを 測る。覆土は第

1層 :褐色砂質シルトに黒掲色粘質シル ト混、第 2層 :褐色砂質シルト、第 3層 :に ぶい黄色砂とな

る。遺物は中世土師器が出土している。

SK711(図面171):平面形態は不整形で、規模は長径 1.26m、 短径0.92m、 深さ0.45mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4781・ 4782)が出土している。

SK712(図面171):平面形態は不整形でSD154を 切る。規模は長径0.72m、 短径0.36m、 深さ0.41mを

測る。覆土は第 1層 :責灰色粘質シル トに暗赤褐色砂質シルト混、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。

遺物は中世土師器が出土している。

SK713(図面171):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0,28m、 深さ0.33mを 測る。覆土は

責灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK714(図面171):平面形態は楕円形で、規模は長径0.29m、 短径0.25m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル ト炭化物少量混となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK715(図面171):平面形態は不整形でSK716を切る。規模は長径0,38m以上、短径0.34m、 深さ0.24m

を測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル トに掲色砂質シル ト混、第 2層 :黄灰色粘質シル トとなる。

遺物は珠洲が出土している。

SK716(図面171):平面形態は不整形でSK715に切られる。規模は長径1.04m以 上、短径1.Om、 深さ

0.35mを 測る。覆土は第 1層 :褐色砂質シル ト、第 2層 :(2.5Y5/1)責灰色粘質シル ト、第 3層 :

(2.5Y4/1)責灰色粘質シル ト炭化物多量混となる。遺物は土師器が出土している。

SK717(図面171):平面形態は不整形でSD154を切る。規模は長径 1.5m、 短径1.35m、 深さ0.51mを 測る。

覆土は黒掲色砂質シル トを基調とする。遺物は中世土師器・珠洲が出土している。

SK718(図面171):平面形態は不整形で、規模は長径 1.24m、 短径0.84m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

第 1層 :(25Y5/1)責灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は人尾が

出土している。

SK719(図面171):平面形態は円形で、規模は径1.0～ 1.07m、 深さ0.31mを 測る。覆土は第 1層 :褐

色砂質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルト、第 3層 :黒褐色粘質シルト炭化物混となる。遺物は須恵

器・珠洲が出土している。

SK720(図面171):平面形態は不整形で、規模は長径1.42m、 短径1.38m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

第 1層 :に ぶい責色砂に (2.5Y5/1)黄 灰色粘質シル ト混、第 2層 :(2.5Y5/1)黄 灰色粘質シル トに

にぶい黄色砂混、第 3層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル トに (2.5Y4/1)黄灰色粘質シル ト混となる。

遺物は珠沙‖が出土している。

SK721(図面172):平面形態は楕円形で、SK722を切る。規模は長径0。 78m、 短径0.65m、 深さ0.25mを

測る。覆土は第 1層 :黄灰色砂質シルトに褐色砂質シルト混、第 2層 :責灰色粘質シルトとなる。遺

物は中世土師器・八尾 (4833)が出土している。

SK722(図面172):平面形態は不整形で、SK723を 切り込みSK7211こ切られる。規模は長径1.06m以上、

短径0.8m、 深さ0.31mを 測る。覆土は第 1層 :褐色砂質シル ト、第 2層 :責灰色粘質シル ト、第 3
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層 :暗褐色砂質シル トとなる。遺物は中世土師器が出土している。

SK723(図面172):平面形態は不整形でSK7221こ切られる。規模は長径1.05m以上、短径0,47m、 深さ

0。 12mを測る。覆土は責灰色粘質シル ト炭化物少量混となる。遺物は珠洲が出土している。

SK724(図面172):平面形態は不整形でSX162に切られる。規模は長径1,19m、 短径0.69m、 深さ0.44m

を測る。覆土は第 1層 :褐色砂質ンル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トに責灰色粘質シル ト混、第 3

層 :黒褐色粘質シル ト礫混となる。遺物は中世土師器・珠洲が出土している。

SK725(図面172):平面形態は楕円形で、規模は長径1.Om、 短径0.85m、 深さ0.24mを 測る。覆土は黄

灰色～黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK726(図面172):平面形態は不整形で、規模は長径1,71m、 短径0.89m、 深さ0.51mを 測る。覆土は第

1層 :褐色砂質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルト、第 3層 :黒褐色砂質シルト炭化物多量混となる。

遺物は中世土師器 。珠洲 。不明土製品が出土している。

SK727(図面172):平面形態は楕円形で、規模は長径0.39m、 短径0.3m、 深さ0。 19mを測る。覆土は黄

灰色粘質シル ト炭化物混となる。遺物は中世土師器 (4804)が出土している。

SK728(図面172):平面形態は不整形で、規模は長径0.56m、 短径0.55m、 深さ0.18mを測る。覆土は第

1層 :褐色砂質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルト、第 3層 :黒褐色粘質シルトとなる。遺物は認め

られない。

SK729(図面172):平面形態は楕円形で、規模は長径0.32m、 短径0.28m以 上、深さ0.2mを測る。覆土

は黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は中世土師器 (4801)。 珠洲が出土している。

SK730(図面172):平面形態は楕円形で、規模は長径0.59m、 短径0.45m、 深さ0.19mを 測る。覆土は責

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器・伊万里 。棒状鉄製品 (240)が出上している。

SK731(図面172):平面形態は円形でSK786に 切られる。規模は径0.39m程度、深さ0,37mを 測る。覆

土は第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :にぶい責色砂質シルトに暗褐色砂質シル トブロック混とな

る。遺物は瓦質土器 (4793)が出土している。

SK732(図面172):平面形態は楕円形で、SK733を切る。規模は長径0.74m、 短径0,72m、 深さ0.31m

を測る。覆土は第 1層 :褐色砂質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シル ト、第 3層 :責灰色粘質シル トと

なる。遺物は中世土師器・珠洲が出土している。

SK733(図面172):平面形態は不整形でSK7321こ切られる。規模は長径0.95m、 短径0.62m、 深さ0.41m

を預1る 。覆土は第 1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルトとなる。遺物は土師器・須恵

器 。中世土師器 (4783)。 珠洲 (4784)が出上している。

SK734(図面172):平面形態は不整形で、規模は長径0,98m、 短径0.55m以上、深さ0.26mを 測る。覆

土は責灰色～黒褐色粘質シルトを基調とする。遺物は中世土師器が出上している。

SK735(図面172):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺1.5m、 短辺0.85m、 深さ0.68mを 測る。覆土

は第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :黄灰色粘質シル トに黒褐色粘質シルト多量混、第 3層 :黒褐

色粘質シルトとなる。遺物は人尾が出土している。

SK736(図面173):平面形態は不整形でSK731を切る。規模は長径1.53m、 短径1.05m、 深さ0.52mを測

る。覆土は責灰色～黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物は珠洲が出土している。

SK737(図面173):平面形態は不整形で、規模は長径1.76m、 短径1.61m、 深さ0.26飢を測る。覆土は黄

灰色粘質シルトのみの単層となる。遣物は中世土師器が出土している。

SK738(図面173):遺構の西側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径1.84m、 短径1.32m
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以上、深さ0.4mを測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器・珠沙Hが出土して

いる。

SK739(図面173):平面形態は不整形で、規模は長径1.83m、 短径1.4m、 深さ0.38mを 測る。覆土は第

1層 :褐色砂質シル ト、第 2層 :責灰色粘質シル ト、第 3層 :黒褐色粘質シル トとなる。遺物は中世

土師器 (4786)。 人尾 (4785)が出土している。

SK740(図面173):平面形態は不整形で、規模は長径 1.54m、 短径1.12m、 深さ0.51mを 測る。覆土は

黒褐色粘質シルトを基調とする。遺物は土師器 。中世土師器 (4819)が出上している。

SK741(図面173):平面形態は楕円形で、規模は長径0.49m、 短径0.44m、 深さ0。 18mを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK742(図面173):平面形態は楕円形で、規模は長径0.66m、 短径0.5m、 深さ0.19mを 測る。覆土は第

1層 :責灰色粘質シル トに黒褐色粘質シル ト混、第 2層 :責灰色粘質シル トににぶい黄色砂質シル ト

ブロック混となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK743(図面173):平面形態は楕円形で、規模は長径0,49m、 短径0.33m、 深さ0,29mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :責灰色粘質シル トににぶい黄色砂質シルト混となる。遺物は須

恵器が出土している。

SK744(図面173):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m、 短径0.55m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シルトとなる。遺物は炭化米塊が出土している。

SK745(図面173):平面形態は楕円形で、規模は長径0.59m、 短径0.43m、 深さ0,17mを 測る。覆土は

第 1層 :褐灰色粘質シルト炭化物混、第 2層 :にぶい責褐色砂炭化物少量混となる。遺物は炭化米塊

が出土している。

SK848(図面173):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0。 3m、 深さ0,35mを 測る。覆土は暗

灰黄色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK849(図面173):平面形態は楕円形で、規模は長径1.08m、 短径0.88m、 深さ0.32mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。遺物は中世土師器

が出上している。

SK850(図面163):平面形態は楕円形で、規模は長径0,79m、 短径0.66m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は珠洲が出土

している。

SK851(図面172):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0.3m、 深さ0.23mを 測る。覆土は暗

灰責色粘質シル トとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK855(図面161):平面形態は楕円形で、規模は長径0.45m、 短径0.33m、 深さ0.41mを 測る。覆土は

第 1層 :黄掲色粘質シル トににぶい黄色砂混、第 2層 :責灰色粘質シル トとなる。遺物は藝 (239)。

棒状鉄製品が出土している。

SK856(図面166):平面形態は不整形で、規模は長径 1.65m、 短径0.74m、 深さ0,22mを 測る。覆土は

第 1層 :にぶい責色砂に褐色砂混、第 2層 :黄灰色粘質シル ト礫混、第 3層 :黄灰色粘質シル トに黒

褐色粘質シル ト混となる。遺物は砥石 (41)が出土している。

SK857(図面164):平面形態は楕円形で、規模は長径0.88m、 短径0.67m、 深さ0.08mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトの単層となる。遺物は菱形金具 (266)・ 環状鉄製品 (278)が出土している。

SK858(図面173):平面形態は隅丸長方形で、規模は長径2.18m、 短径1.22m、 深さ0.34mを 測る。覆
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土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄 灰色粘質シル トに (2.5Y4/1)黄 灰色粘質シル ト酸化鉄、炭化物混、第 2

層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シル ト、第 3層 :責灰色粘質シルトににぶい黄色砂炭化物混となる。遺物

は曲物底板 (02)が出土している。

SK860(図面173):平面形態は円形で、規模は径0.4m、 深さ0.12mを 測る。覆土は第 1層 :灰色粘質シ

ル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルトとなる。遺物は炭化材が出上している。

大型土坑

SX090(図面174):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺3.68m、 短辺2.22m、 深さ0.3mを測る。覆土

は暗灰責色シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4834・ 4835)。 珠洲が出土し

ている。

SX091(図面174):平面形態は不整形でSD1411こ切られる。規模は長径2.64m、 短径 1.7m、 深さ0.24m

を測る。覆土は第 1層 :暗オリーブ褐色シル ト炭化物混、第 2層 :黄褐色砂となる。遺物は土師器・

中世土師器・砥石 (44)が出上している。

SX092(図面174):平面形態は不整形でSK532に切られ、東側は調査区外となる。規模は長径2.23m以

上、短径 1.92m、 深さ0.25mを浪1る 。覆土は第 1層 :褐色砂、第 2層 :(2.5Y4/1)責 灰色粘質シル ト、

第 3層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX093(図面174):平面形態は不整形でSX094に切られる。規模は長径2.7m、 短径1.22m以 上、深さ

0,42mを 測る。覆土は暗灰責色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 。中世土師器・珠洲が出

土している。

SX094(図面174):平面形態は不整形でSX093を 切る。規模は長径2.52m、 短径2.01m、 深さ0.47mを

測る。覆土は暗灰責色粘質シレトを基調とする。遺物は須恵器・中世土師器・珠洲が出土している。

SX095(図面174):平面形態は不整形で、規模は長径2.55m、 短径 1.54m、 深さ0.26mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰責色粘質シル ト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。遺物は土師

器・須恵器・中世土師器 (4839)・ 珠洲・銅銭 (003・ 018)・ が出土している。

SX096(図面174):平面形態は隅丸長方形でSX097を切る。規模は長辺304m、 短辺2.12m、 深さ0.24m

を浪Jる 。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トとなる。遺物は土師器 。中

世土師器・珠洲が出土している。

SX097(図面174):平面形態は不整形でSX096に切られる。規模は長径2,78m以上、短径2.59m、 深さ

0.42mを 浪1る 。覆土は第 1層 :(2.5Y4/2)暗 灰責色粘質シル ト炭化物少量混、第 2層 :(2.5Y4/2)暗

灰黄色粘質シルトににぶい責色砂・炭化物少量混となる。遺物は土師器・須恵器・中世土師器・珠洲

(4840)。 小皿状鉄製品 (271)が出土している。

SX098(図面175):東側は調査区外となる。平面形態は不整形でSD141に切られる。規模は長径6.81m、

短径3.41m以 上、深さ0.52mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調 とする。遺物は土師器・須恵

器 。中世土師器 (4836)。 珠洲 (4837・ 4838)が出上している。

SX099(図面175):東偵1が調査区外となる不整形の上坑で、SX100に切られる。規模は長径2.94m以 上、

短径2.lm以上、深さ0.54mを 測る。覆土は第 1層 :暗灰責色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色粘

質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (5002)が出土している。

SX100(図面175):平面形態は不整形で、SX099を 切 り込みSK541に 切られる。規模は長径5.14m以 上、

短径2.18m以 上、深さ0,7mを測る。覆土は暗灰責色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵

器 。中世土師器 (4842・ 4843)。 珠洲が出上している。
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SX101(図面175):東側が調査区外となる不整形の土坑で、SX100を 切 りSD155に切られる。規模は

長径 12.2m、 短径 5.28m、 深さ0.6mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル ト礫多量に混のみの単層となる。

遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4859～ 4861)・ 珠洲 (4862～ 4875)・ 八尾 (4876)。 青磁

(5622)・ 瀬戸美濃 (5444)。 伊万里・刀子 (267)。 地輪 (76)・ 空風輪 (78)・ 火輪 (79)・ 石臼 (81)

が出土している。

SX102(図面176):平面形態は不整形で、規模は長径2.21m、 短径 1.51m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器・銅銭 (013)が出土している。

SX103(図面176):平面形態は長楕円形で、規模は長径3.24m、 短径1.3m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲が出土している。

SX104(図面176):平面形態は不整形で、規模は長径4.15m、 短径3.73m、 深さ0.47mを 測る。覆土は

責灰色粘質シル トを基調とする 5層 から構成される。遺物は土師器・須恵器・珠洲が出上している。

SX105(図面176):平面形態は不整形で、規模は長径6.4m、 短径2.34m、 深さ0,lmを 測る。覆土は褐

色砂のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・中世土師器・珠洲がある。

SX106(図面176):平面形態は不整形で、規模は長径4.13m、 短径 1.78m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

暗灰黄色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器 。中世土師器 (5001)・ 珠洲 (4841)が 出土し

ている。

SX107(図面176):平面形態は不整形で、SX108を 切 り込みSX106に 切られる。規模は長径2.52m、 短

径2.29m、 深さ0.22mを 測る。覆土は第 1層 :暗 オリーブ褐色シル ト、第 2層 :責褐色砂質シル ト、

第 3層 :暗灰責色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器が出土している。

SX108(図面176):平面形態は不整形で、SK555,SX106・ 107に切られる。規模は長径3.33m、 短径

2.77m、 深さ0.65mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土

師器・珠洲 。人尾が出土している。

SX109(図面177):平面形態は不整形でSK544に切られる。規模は長径 10.3m、 短径1,9m、 深さ0.lm

を沢1る 。覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SXl10(図面177):平面形態は不整形で、規模は長径6.28m、 短径2.2m、 深さ0.lmを 測る。覆土は黄

灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SXlll(図面177):平面形態は不整形でSD156を 切る。規模は長径9.2m、 短径5.14m、 深さ0.96mを 測

る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4992),珠洲 。人

尾が出土している。

SXl12(図面178):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺3.lm程度、短辺2.8m、 深さ0.44mを測る。覆

土は第 1層 :暗灰黄色砂質シル ト、第 2層 :暗灰責色砂質シルトににぶい責色砂混となる。遺物は土

師器 。中世土師器 (4998)が出土している。

SXl13(図面178):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺3.2m、 短辺2.7m、 深さ0,15mを 測る。覆土

は第 1層 :暗灰黄色砂質シルト、第 2層 :黄灰色シルトとなる。遺物は土師器・須恵器・中世土師器

(4844・ 4845)が出土している。

SXl14(図面178):平面形態は隅丸長方形でSD156と 切 り合う。規模は長辺4.12m、 短辺34m、 深さ

0.5mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は棒状鉄製品 (234～ 286)。 刀子 (237)・

半楕円状鉄製品 (238)・ 柱根 (03)。 板材 (04・ 05)。 近世戸車が出土している。

SXl15(図面178):平面形態は不整形で、SXl16・ 173を 切る。規模は長径6.13m、 短径2.lm、 深さ
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0.63mを 測る。覆土は第 1層 :責灰色粘質シル ト礫混、第 2層 :黒褐色粘質シル ト礫多量混となる。

遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4877～ 4879)・ 珠洲 (4883～ 4886)。 人尾 (4880～ 4882)。 青磁

(5594)が出土している。

SXl16(図面178):平面形態は不整形でSXl15に 切られる。規模は長径2.■m、 短径1.53m以 上、深さ

0,21mを 測る。覆土は暗灰責色粘質シルトのみの単層となる。遺物は珠洲が出土している。

SXl17(図 面179):平面形態は不整形で、規模は長径3.32m、 短径 1.04m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トとなる。遺物は須恵器が出土している。

SXl18(図面179):平面形態は不整形でSX173を 切る。規模は長径2.95m、 短径2.36m、 深さ0.08mを

測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器が出土してい

る。

SXl19(図面179):平面形態は隅丸長方形でSD158を切る。規模は長辺3.17m、 短辺1.66m、 深さ0.24m

を測る。覆土は黄灰色粘質シルトを基調とする。遺物は土師器 。須恵器が出土している。

SX120(図面179):平面形態は不整形で、規模は長径1.81m、 短径 1.78m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は

第 1層 :責灰色粘質シルト、第 2層 :褐色砂となる。遺物は土師器が出土している。

SX121(図面179):平面形態は不整形でSD1451こ切られる。規模は長径4.12m以上、短径 1.17m、 深さ

o.■mを測る。覆土は第 1層 :褐色砂、第 2層 :褐色砂に暗灰責色粘質シルト混、第 3層 :暗灰黄色

粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SX122(図面179):土坑内には石列が見られる。平面形態は不整形で、規模は長径2.31m、 短径2.3m、

深さ0。25mを 測る。覆土は暗灰黄色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器

(4846)。 珠洲 。人尾・瀬戸美濃 (4847)・ 瓦質土器・角釘 (276)・ 鉄淳 (277)・ 石臼 (80)が出土し

ている。

SX123(図面180):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺4.3m、 短辺2.9m、 深さ0.3mを測る。覆土は

黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲・鉄淳 (270)が出土し

ている。

SX124(図面180):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺3.09m、 短辺1.12m、 深さ0.57mを 測る。覆

土は第 1層 :黄灰色粘質シルト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル ト、第 3層 :黄褐色砂となる。遺物は土

師器 。須恵器・中世土師器・陶磁器・青磁 (5005)が出土している。

SX125(図面180):平面形態は長楕円形で、SK572・ SD145を 切 り込みSK568～ 5711こ切られる。規模

は長径 5。 16m、 短径 1.56m、 深さ0.4mを 測る。覆土は暗灰責色粘質シル トを基調とする。遺物は土師

器・須恵器・中世土師器 (4848)。 中国陶磁 (4849)が出土している。

SX126(図面180):平面形態は長楕円形で、規模は長径2.54m、 短径 1.06m、 深さ0。73mを 測る。覆土

は責灰色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4991)が出上している。

SX127(図面180):平面形態は長楕円形で、規模は長径3.Om、 短径 1.2m、 深さ0.41mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器・中世土師器 (5000)・ 珠洲・「し」字状細

板鉄製品 (274)が出土している。

SX128(図面180):平面形態は隅丸長方形で、規模は長径2.31m、 短径 1.22m、 深さ047mを 測る。覆

土は責掲色～暗灰責色粘質シル トを基調 とする。遺物は土師器・須恵器・中世土師器 (4850～

4853)・ 八尾 (4854)・ 珠洲が出土している。

SX129(図面181)i平面形態は不整形で、土坑内には石列が見られる。SX130,SD158に切られ、規
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模は長径7.88m以上、短径4.08m、 深さ0.64mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は

土師器・須恵器・中世土師器 (4855)・ 八尾・瓦質土器 (4856)が出上している。

SX130(図面181):平面形態は隅丸長方形でSX129を 切る。規模は長辺3.9m、 短辺3.Om、 深さ0.56m

を測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シルト酸化鉄混、第 2層 :黄灰色粘質シルト、第 3層 :暗オリー

ブ掲色シル トとなる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4857・ 4858)・ 珠洲・棒状鉄製品 (265)

が出土している。

SX131(図面181):平面形態は不整形でSD158に 切られる。規模は長径7.5m、 短径 1.9m以上、深さ

0.58mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲

(5007)・ 越前が出上している。

SX132(図面182):平面形態は不整形でSD158を切る。規模は長径4.24m、 短径3.03m以上、深さ0.73m

を測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器・珠洲が出上している。

SX133(図面182):平面形態は長精円形で、規模は長径2.07m、 短径0.54m、 深さ0。 15mを 測る。覆土

は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物は土師器・

珠洲が出土している。

SX134(図面182):平面形態は長楕円形で、規模は長径2.22m、 短径0,73m、 深さ0,07mを 測る。覆土

は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :灰責色粗砂酸化鉄混、第 3層 :黒褐色粘質シル ト酸化鉄混と

なる。遺物は土師器・須恵器・唐津が出土している。

SX135(図面182):平面形態は長精円形でSX136を 切る。規模は長径2.22m、 短径 1,07m、 深さ0.15m

を測る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器がある。

SX136(図面182):平面形態は不整形でSX1351こ切られる。規模は長径2.24m、 短径1.69m、 深さ0.28m

を測る。覆土は暗灰責色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SX137(図面182):平面形態は隅丸長方形で、SX175。 SD160を 切る。規模は長辺5,74m、 短辺4.54m、

深さ0.86mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル ト礫混の単層となる。遺物は土師器・須恵器・中世土師器

(4887)。 青磁 (4888・ 4889・ 5602)・ 伊万里 (4890～ 4893)・ 越中瀬戸 (4894・ 4896・ 4897)・ 越中丸

山 (4895)・ 珠洲 (4899～ 4901)・ 土製品 (4898)・ 又鍬状鉄製品 (261)・ 包丁 (262)。 棒状鉄製品

(263)。 バックル状銅製品 (264)が出土している。

SX138(図面182):平面形態は長楕円形でSD147を る。規模は長径4.03m、 短径1.82m、 深さ0.44mを

測る。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト礫混、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル ト、第

3層 :暗灰黄色砂質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲 (4904・ 4905)。 青磁

(4902・ 4903)が出土している。

SX139(図面183):平面形態は楕円形で、規模は長径2.78m、 短径 1.38m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

第 1層 :黄灰色シルト、第 2層 :暗灰黄色砂質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器・珠洲が出土し

ている。

SX140(図面183):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺4.2m、 短辺3.5m、 深さ0,42mを 測る。覆土

は暗灰黄色～黄灰色粘質シル トを基調 とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲 。人尾

(4906・ 4907)が出土している。

SX141(図面183):平面形態は隅丸方形で、SX140。 SD1501こ切られる。規模は一辺3.5～ 3.9m、 深さ

0。 19mを 測る。覆土は第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :暗オリーブ褐色粘質シル トとなる。遺物

は土師器・須恵器 。中世土師器が出上している。
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SX142(図面183):平面形態は円形で、規模は径1.83m、 深さ024mを 測る。覆土は責灰色粘質シル ト

を基調とする。遺物は珠洲が出土している。

SX143(図面183):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺2.63m、 短辺1.lm、 深さ0.36mを 測る。覆土

は暗灰黄色粘質シル トを基調とする。遺物は須恵器・珠洲が出上している。

SX144(図面184):平面形態は不整形で、規模は長径2.37m、 短径2.24m、 深さ0,9mを測る。覆土は第

1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :灰色粘質シル ト礫多量混となる。遺物は土師器・珠洲 。人尾・瀬

戸美濃 (5010)力 S出土している。

SX145(図面184):平面形態は不整形で、SD154を 切り込みSK631に 切られる。規模は長径2.65m、 短

径2.59m、 深さ0.75mを 測る。覆土は暗灰責色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器・中

世土師器 (4993)・ 珠洲が出上している。

SX146(図面184):東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径5.52m、 短径4.3m以上、

深さ0.58mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調 とする。遺物は土師器・須恵器・中世土師器

(4999)・ 珠洲・瀬戸美濃 (5454)。 青磁 (5598)が出土している。

SX147(図面185):平面形態は不整形でSK657を 切る。規模は長径4.99m、 短径4.09m、 深さ0.14mを

測る。覆土は灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・珠洲・八尾・瀬戸美濃 (5006)が出

土している。

SX148(図 面185):平面形態は不整形でSPl120に 切られる。規模は長径6.14m、 短径5.56m、 深さ0.62m

を測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器 。中世土師器 (4908～ 4910)・ 珠洲

(4911～ 4916)。 人尾・瀬戸美濃が出上している。

SX149(図面185):平面形態は隅丸長方形で、SK669,SX163に 切られる。規模は長辺5.24m、 短辺

3.44m、 深さ0.32mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)責灰色シルト、第 2層 :(2.5Y4/1)黄灰色シル

ト、第 3層 :暗灰黄色シル トに分層される。遺物は土師器・須恵器・中世土師器 (4933・ 4984)。 珠

洲 (4986)が出上している。

SX150(図面186):内部に石列が見られる隅丸長方形の土坑で、SX151・ 152を切る。規模は長辺4.3m、

短辺2.64m、 深さ0,62mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル トに炭化物混、第 2層 :

(2.5Y4/1)黄灰色粘質シルトににぶい黄色砂・炭化物・酸化鉄混、第 3層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シ

ル トに黒褐色砂・酸化鉄混となる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (4987～ 4941・ 4943～

4945))。 珠洲 (4848,4849)・ 八尾 (4946・ 4947)・ 瀬戸美濃 (4942・ 5443)・ 青磁 (5603)・ 白磁

(5607)が出土している。

SX151(図面186):平面形態は不整形で、土坑内には石列が見られる。SD154を 切 り込み、SX150に

切られる。規模は長径4.88m、 短径0.35m、 深さ0.68mを 測る。覆土は黄灰色粘質シルトを基調とする。

遺物は須恵器・中世土師器 (4917～ 4928)・ 珠洲 (4930～ 4932)。 人尾・瀬戸美濃 (4929・ 5439)。 鉄

製品 (255～ 260)・ 砥石 (49)が出土している。

SX152(図面186):石列が見られる不整形の上坑でSX150に切られる。規模は長径5.68m、 短径5,5m、

深さ0.54mを 測る。覆土は責灰色粘質シル トを基調とする。遺物は須恵器 。中世土師器 (4950～

4953)・ 珠洲 (4955～ 4958)。 人尾・瀬戸美濃 (4954)・ 瓦質土器・砥石 (46)が出土している。

SX153(図面187):平面形態は隅丸長方形で、SD154を 切 り込みSX154に 切られる。規模は長辺2.86m、

短辺1.81m、 深さ0,36mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物は須恵器 。中世土師器

(4959～ 4961)。 珠洲 (4962)・ 八尾・瓦質土器が出土している。
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SX154(図面187):平面形態は不整形でSX153を 切る。規模は長径2.74m、 短径2.08m、 深さ0.36mを

測る。覆土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器・中世土師器 (4963～ 4966)・ 珠洲

(4967)・ 釘 (246)が出土している。

SX155(図面187):平面形態は長楕円形で、規模は長径2.31m、 短径0.87m、 深さ0.28mを 波1る 。覆土

は黄灰色～暗赤灰色粘質シル トを基調とする。遺物は中世土師器 (4995)が出土している。

SX156(図面187):平面形態は長楕円形で、規模は長径1.93m、 短径0。 77m、 深さ0.4mを測る。覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色砂質シルトとなる。遺物は珠サH(5012)が出土している。

SX157(図面187):平面形態は不整形でSD152と 切 りあう。規模は長径2.4m以上、短径2.14m、 深さ

0,21mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y5/1)黄 灰色粘質シル ト

ににぶい責色砂混、第 3層 :(2.5Y4/1)黄 灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器・珠洲

(5009)が出土している。

SX158(図面187):南側は調査区外となりSD154を 切 り込む。平面形態は不整形で、規模は長径4.8m、

短径1.64m以上、深さ0.38mを測る。覆土は第 1層 :責灰色粘質シル ト、第 2層 :暗灰責色粘質シル

ト礫多量混となる。遺物は中世土師器・珠洲 。人尾・瀬戸美濃 (4972)が出土している。

SX159(図面188):平面形態は不整形で、規模は長径2.38m、 短径1.68m、 深さ0.4mを測る。覆土は第

1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質ンル ト、第 2層 :暗灰責色粘質シル ト、第 3層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質

シル ト炭化物・酸化鉄混となる。遺物は須恵器・珠洲 (4968)が出土している。

SX160(図面188):平面形態は不整形で、規模は長径3.62m、 短径2.05m、 深さ0.43mを 測る。覆土は

灰色粘質シル ト礫多量混のみの単層となる。遺物は中世土師器・珠洲・唐津が出上している。

SX161(図面188):平面形態は不整形で、規模は長径5.88m、 短径 1,78m、 深さ0.42mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・珠洲 。人尾が出土している。

SX162(図面188):平面形態は不整形でSK724を 切る。規模は長径4.76m、 短径 1.56m、 深さ0.34mを

浪1る 。覆土は責灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は中世土師器・珠洲 (4969。 4971)・ 唐津

(4970)が出土している。

SX163(図面189):平面形態は不整形でSX149を 切る。規模は長径3.65m、 短径3.42m、 深さ0.46mを

測る。覆土は責灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・中世土師器 (4973～ 4975)・ 珠洲が出

上している。

SX164(図面189):東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、SK681・ 682・ 684に切られる。規

模は長径4.33m、 短径2.5m以上、深さ0.55mを 測る。覆土は暗灰黄色砂質シル トを基調とする。遺物

は中世土師器が出上している。

SX165(図面189):土坑内に 2列の石列を検出した。平面形態は不整形で、SK715。 7161こ切られる。

規模は長径5.53m、 短径 5。 16m、 深さ0.56mを 測る。覆土は責灰色粘質シル トを基調とする。遺物は中

世土師器 (4994)・ 珠洲が出土している。

SX166(図面190):西側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径9.92m、 短径1.78m以上、

深さ0.66mを 測る。覆土は暗オリーブ褐色シル ト礫混となる。遺物は須恵器 。中世土師器 (4976・

4977)。 珠洲 (4981～ 4990)・ 八尾・瀬戸美濃 (4978・ 5449)。 唐津・瓦質土器 (4980)・ 土製品

(4979)・ 水輪 (75)・ 空風輪 (77)が出土している。

SX167(図面190):平面形態は不整形でSK661を 切る。規模は長径9.4m、 短径3.28m、 深さ0.7mを 波1

る。覆土は責灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器・中世土師器 (5015)。 珠洲
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(5016)。 近世陶磁器が出上している。

SX168(図 面190):平面形態はL字形でSK671を 切る。規模は長径9.7m、 短径2.38m、 深さ0.5mを測る。

覆土は灰色粘質シル ト礫多量混のみの単層となる。遺物は須恵器 。珠洲 (5011)。 人尾・石臼 (82)

が出土している。

SX169(図面191):南側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径7.9m以上、短径1.6m以

上、深さ0,34mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル トを基調とする 6層からなる。遺物は中世土師器が出

上している。

SX170(図面191):南側は調査区外となる。平面形態は不整形でSX171を切る。規模は長径5,01m以

上、短径1.84m以 上、深さ0.5mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y5/1)黄灰

色粘質シル ト礫多量混、第 3層 :暗灰黄色砂質シル ト礫多量混、第 4層 :(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル

トににぶい責色砂、礫混となる。遺物は中世土師器 (5017・ 5018)・ 珠洲・砥石 (43)が出上してい

る。

SX171(図面191):平面形態は不整形でSX170に 切られる。規模は長径5.39m以上、短径2.56m以上、

深さ0.64mを 測る。覆土は責灰色粘質シルトを基調とする。遺物は珠洲が出土している。

SX172(図面191):平面形態は隅丸方形で、人頭大の石列が1.5m× 1.2mの 方状に3段積まれている。

規模は一辺1,16～ 1.2m、 深さ0.52mを 測る。覆土は第 1層 :責灰色粘質シル ト酸化鉄・礫混、第 2

層 :暗灰黄色粘質シルトとなる。出土遺物は土製品 (5035)が認められる。

SX173(図面192):不整形な落ちくぼみ状の遺構で、SK597・ SXl15。 118に切 られる。規模は長径

13.65m、 短径11.8m、 深さ0.56mを 測る。覆土は責灰色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須

恵器 。中世土師器 (5019～ 5028)。 珠洲・瀬戸美濃・砥石 (42)が出上している。

SX174(図面192):平面形態は不整形で、SD160を 切 り込みSD1491こ切 られる。規模は長径 16.75m、

短径7.16m以 上、深さ0.88mを 測る。覆土は黄灰色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵

器 。中世土師器 (5029～ 5033)・ 珠洲 (5034)。 青磁 (5599)。 人尾・瀬戸美濃が出土している。

SX175(図面192):平面形態は不整形で、SX137・ SD152に切られる。規模は長径11.24m以 上、短径

6.74m、 深さ0.5mを 測る。覆土は黄灰色粘質シル ト～にぶい黄色砂を基調とする。遺物は土師器・須

恵器 。中世土師器 (5036～ 5038)。 珠洲 (5040～ 5044)。 瀬戸美濃 (5039)が出土している。

溝

SD133(図面194):B10地 区から続 くコの字形の区画溝と考えられる。東西に廷び、南方向に折れる

L字形をしている。南端はSD144に切られ、sD155と 合流して消失している。推定される長さは東辺

24,Om、 西辺23.Om、 北辺47.Om(B10地区含む)、 最大幅4.2m、 最大深1.18mを 測る。断面形態はU字

形を呈し、覆土はaセ クションで責灰色粘質シル トを基調とする 6層から構成され、bセ クションで黒

褐色粘質シルトを基調とする 5層から構成され、cセ クシヨンでは暗灰責色粘質シルトを基調とする6

層から構成される。dセ クシヨンで第 1層 :黄灰色粘質シル ト炭化物少量混、第 2層 :暗灰責色粘質

シル ト炭化物少量混、第 3層 :暗仄黄色粘質シル トににぶい責色砂礫多量混となる。出土遺物は土師

器・須恵器・中世土師器 (5045～ 5053)・ 珠洲 (5054～ 5058)。 人尾・瓦質土器 (5059)が認められ

る。

SD138(図面193):調査区北側を東西に途切れて延びる不連続な溝で、調査区外に続く。確認できる

長さは11.3m、 最大幅0,75m、 最大深0.37mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :暗灰責

色シル ト、第 2層 :暗オリーブ褐色シル トとなる。出土遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲

′0イ



(5062)が認められる。

SD139(図 面193)i SD138の 南側に併走する。東西方向に途切れて延びる不連続な溝であり、調査区

外に続 くっ確認できる長さは13.3m、 最大幅0.75m、 最大深0.37mを 測る。断面形態はU字形を呈し、

覆土はaセ クションで第 1層 :黄褐色砂質シル ト、第 2層 :黒色シル ト、第 3層 :暗灰黄色シルトと

なり、bセ クシヨンで暗灰黄色砂質シル トとなる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD140(図面193):調査区北東端付近で東西に延びる小溝である。西端は消失し、東端は調査区外に

続 く。確認できる長さは2.3m、 最大幅0.9m、 最大深0。 24mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は

暗灰黄色砂質シルトの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・越中瀬戸が認められる。

SD141(図面193):平面形態は直線的で、東西に延びる。西端は消失し、東端は調査区外に続く。確

認できる長さは9,25m、 最大幅0,90m、 最大深0,39mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は第 1

層 :暗灰黄色シルト、第 2層 :に ぶい責色粗砂となる。出土遺物は土師器・須恵器・中世土師器 。青

磁 (5601)が認められる。

SD142(図面193):平面形態は直線的で、南北に延びる。両端とも消失している。長さ4.8m、 最大幅

0.9m、 最大深0.14mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄灰色粘質シル トの単層となる。出土

遺物は中世土師器・珠洲が認められる。

SD143(図面193):平面形態は直線的で、南北に延びる。両端とも消失している。長さ6.4m、 最大幅

1.4m、 最大深0.14mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は責灰色砂質シル ト大礫多量混の単層と

なる。出土遺物は土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲 (5060・ 5061)が認められる。

SD144(図面193):軽い円弧を描いて東西に延び、両端とも消失している。sD138・ 158を 切 り込む。

長さ7.lm、 最大幅0,8m、 最大深0.49mを 測る。断面形態はU字形～不整形を呈し、覆土は第 1層 :黄

灰色粘質シル ト、第 2層 :責灰色粘質シル トににぶい黄色砂混となる。出土遺物は土師器・須恵器が

認められる。

SD145(図面193):平面形態は直線的で、東西に延びる。西端はSD1581こ切られ、東端は消失してい

る。途中SD146。 161を切 り込み、SX125に切られる。確認できる長さは30.Om、 最大幅0。 95m、 最大

深0.07mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はa、 bセ クションとも第 1層 :黄灰色粘質シル トに

褐色砂がマグラに混、第 2層 :黄灰色粘質シルトとなる。出土遺物は中世土師器・白磁 (5610)。 珠

洲が認められる。

SD146(図面193):平面形態は直線的で、南北に廷びる。両端とも消失している。SD145に切 り込ま

れる。長さ6.3m、 最大幅0.8m、 最大深0,06mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は責灰色粘質シ

ル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD147(図面193):平面形態は直線的で、東西に延びる。東端は消失 し、西端はSX138に 切られる。

SD159を 切 り込む。確認できる長さは3.9m、 最大幅0.4m、 最大深0.19mを 測る。断面形態は逆台形を

呈し、覆土は責灰色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD148(図面193):平面形態は直線的で、北端はSD158に切られ、南端はSX174に切られる。確認で

きる長さは4.Om、 最大幅0.95m、 最大深0.14mを 波1る 。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :暗灰

黄色粘質シル ト、第 2層 :にぶい黄色砂に暗灰黄色粘質シル ト混となる。出土遺物は環状鉄製品

(279)が認められる。

SD149(図面193):平面形態は不整形な溝で、SXl馳を切 り込み、西端は消失している。南端はSD160

に切られる。確認できる長さは19,7m、 最大幅5.lm、 最大深0.44mを 測る。断面形態はU字形を呈し、
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覆土は第 1層 :(2.5Y4/1)責灰色粘質シル ト炭化物少量混、第 2層 :(2.5Y5/1)責灰色粘質シル ト炭

化物少量混となる。出土遺物は土師器・須恵器・中世土師器・珠洲 (4935)。 人尾 (5110)・ 瀬戸美

濃・砥石 (45)が認められる。

SD150(図面193):平面形態は直線的で東西に延びる。西端はSX141を 切 り込み消失し、東端はSE05

を切 り込み消失 している。長さ9.7m、 最大幅0.6m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、

覆土はaセ クションで灰色粘質シル トの単層となり、bセ クションで第 1層 :(5Y5/1)灰色粘質シル

ト、第 2層 :(2.5Y6/1)灰色粘質シルトとなる。出土遺物は土師器が認められる。

SD151(図面193):平面形態は直線的で、東西に延びる。両端とも消失している。確認できる長さは

6.Om、 最大幅0,9m、 最大深0.22mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はaセ クションで第 1層 :黄

灰色粘質シル トに暗赤褐色粘質シル ト混、第 2層 :黄灰色粘質シル ト、bセ クションでは責灰色粘質

シルトの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・中世土師器 。青磁 (5595)。 白磁が認められる。

SD152(図面193):平面形態は直線的で、東西に延びる。西端はSX157と 切 り合い合流し、東端は消

失している。確認できる長さは7.45m、 最大幅0.8m、 最大深0.21mを 測る。断面形態は不整形を呈 し、

覆土は第 1層 :灰色粘質シル ト、第 2層 :褐色砂に黄灰色粘質シル ト混となる。出土遺物は土師器・

須恵器・中世土師器 。人尾が認められる。

SD153(図面193):調査区の南西端に南北に延びる直線的な溝である。北端は消失し、南側調査区外

に続く。確認できる長さは3.6m、 最大幅0。 7m、 最大深0.2mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は

第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :黄灰色粘質シル トににぶい責色砂混となる。出土遺物は中世土

師器・唐津が認められる。

SD154(図面193):調査区南東側を北東から南西方向に途切れながら不連続に延びる。北東端は消失

し、南西端はSX158に切られる。途中SX151,153・ 154に切 られる。確認できる長さは23.6m、 最大

幅0.6m、 最大深0.48mを 測る。断面形態はU字形～不整形を呈 し、覆土はa,bセ クションで第 1層 :

黒褐色粘質シル トに黄灰色粘質シル ト混、第 2層 :黄仄色粘質シルト、第 3層 :黒褐色粘質シルトと

なり、c,dセ クションでは第 1層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シルトににぶい黄色砂ブ

ロック混、第 3層 :暗オリーブ褐色粘質シル ト、eセ クションでは第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2

層 :暗オリーブ掲色粘質シル トとなる。出土遺物は中世土師器・珠洲 (5112)。 瀬戸美濃 (5111)・ 瓦

質土器が認められる。

SD155(図面194):平面形態は直線的で、東西に廷びる。東端は消失し、西端はSD133と 切 り合い合

流 している。確認できる長さは8.6m、 最大幅1.2m、 最大深0.62mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、

覆土は第 1層 :褐色砂に黄灰色粘質シル ト混、第 2層 :黄灰色粘質シル ト、第 3層 :黄灰色粘質シル

トに黄灰色砂混となる。出土遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (5104)・ 珠洲が認められる。

SD156(図 面194。 195):平面形態は不整形な溝で、東西に延びる。西端はSXl14に合流 してお り、

東端は消失している。途中SXllllこ切られる。確認できる長さは24.lm、 最大幅3.7m、 最大深0.56mを

測る。断面形態は不整形を呈し、覆土はaセ クションではオリーブ褐色砂質シル トを基調とする4層

から構成され、bセ クションでは黄灰色粘質シル トを基調とする 5層から構成され、cセ クシヨンでは

第 1層 :黄灰色粘質シル トに掲色砂混、第 2層 :黄灰色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。出土遺

物は土師器・須恵器・中世土師器 (5099～ 5101)・ 珠洲 (5103)。 青磁 (5102)が認められる。

SD157(図面194・ 195):平面形態は直線的でSD156の南側を東西に延びる。東端は消失し、西端は

SD158に 切られる。確認できる長さは10.8m、 最大幅0.5m、 最大深0.35mを 測る。断面形態はU字形を
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呈 し、覆土はbセ クションで第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト混、第 2層 :灰黄褐色粘質シル ト

炭化物少量混、cセ クションで第 1層 :黄灰色粘質シル ト、第 2層 :灰責褐色粘質シル トとなる。出

土遺物は土師器・須恵器・珠洲 (5113・ 5114)。 人尾が認められる。

SD158(図面194～ 196):平面形態は方形の区画溝である。区画内部は、遺構が希薄で、建物も認め

られず、僅かに土抗が認められるだけである。SD133、 SD145、 SD148、 を切 り、南東隅ではSD159

と合流している。南西端ではSX132に切 り込まれる。長さは東辺25.Om、 西辺28,Om、 南辺25.Om、 北

辺32.Omの規模で、最大幅3.9m、 最大深0。9mを測る。断面形態はU字形を呈す。また、sD158の 囲い

の東側の溝からは囲いの出入口と考えられる、土橋状の石列が 2列検出されている。底から0.7mほ ど

上方に位置し40cm大 の大型の礫を配する。下方には土が充填されている。覆土はbセ クション第 1層 :

黄灰色粘質シルト炭化物混、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トとなり、cセ クシヨンでは第 1層 :(2.5Y5/1)

責灰色粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y6/1)黄灰色粘質シル ト、第 3層 :暗灰黄色粘質シル トとなり、d

セクションでは第 1層 :責灰色粘質シルトに褐色砂混、第 2層 :黄灰色粘質シル トλ化物礫混、第 3

層 :暗灰責色シル ト質粘土となる。eセ クションでは暗灰黄色粘質シル トを基調とする 4層 から構成

され、fセ クションでは暗灰黄色粘質シル トを基調とする 7層 から構成される。gセ クシヨンで第 1

層 :暗灰黄色シルト、第 2層 :黄灰色粘質シル ト鉄分混、hセ クシヨンでは黒褐色粘質シル ト礫混を

基調とする 4層 から構成され、iセ クションでは黄灰色粘質シル トを基調とする4層 から構成され、j

セクションでは責灰色粘質シル トを基調とする4層 から構成される。出土遺物は土師器・須恵器・中

世土師器 (5063～ 5083)・ 珠洲 (5091～ 5098)。 人尾 (5084)・ 瀬戸美濃 (5086・ 5087)。 青磁

(5085)。 白磁・瓦質土器 (5088～ 5090)。 環状鉄製品 (280)。 砥石 (47)が認められる。

SD159(図面196):区画溝のSD158に伴う溝と考えられ、平面形態は直線的で東西に延びる。西端は

SD158と 切 り合い合流しており、東端は調査区外に続 く。SD147に切 り込まれる。確認できる長さは

21,Om、 最大幅2.35m、 最大深0.41mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はaセ クションで黄灰色粘

質シル トの単層となり、bセ クションで第 1層 :黄灰色粘質シルトに褐色砂混、第 2層 :責灰色粘質

シル トににぶい黄色砂混、第 3層 :黄灰色粘質シル ト、cセ クションでは第 1層 :灰黄褐色粘質シル

ト、第 2層 :黄灰色粘質シルトとなる。出土遺物は土師器・中世土師器・瓦質土器 (5115)が認めら

れる。

SD160(図面196):東西にゆるく蛇行 しながら延び、東側調査区外に続く。東端はSX174に 切られる。

途中SD149を 切 り、SK622に切られる。確認できる長さは34.5m、 最大幅1.5m、 最大深0.33mを測る。

断面形態はU字形を呈 し、覆土はaセ クションで第 1層 :(2.5Y5/1)黄灰色粘質シル ト、第 2層 :

(2.5Y4/1)黄灰色粘質シル ト、bセ クションで第1層 :黒褐色粘質シルト炭化物少量混、第 2層 :黄灰

色粘質シル ト炭化物少量混となり、cセ クシヨンで責灰色粘質シル トを基調とす 4層 から構成される。

出土遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (5105～ 5108)・ 珠洲・八尾・瀬戸美濃 (5109)が認められ

る。

SD161(図面196):平面形態は軽い円弧を描き、南北に延びる。両端とも消失している。長さ6.4皿、

最大幅0.37m、 最大深0。 13mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :暗灰黄色粘質シル ト、

第 2層 :責灰色粘質シル トとなる。出土遺物は須恵器が認められる。

SD162(図面196):平面形態は不整形な東西に延びる小溝である。両端とも消失している。長さ4.3m、

最大幅0,73m、 最大深0,19mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は責灰色粘質シル トの単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。
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B13地区

掘立柱建物

SB099-SPl185～ 1194(図面208):建物の東側は調査区外に続 く。建物の規模は、梁行 3間 (9.5m)、

桁行 3間以上 (8.Om～ )の総柱建物である。棟方向はN18° Eで、検出された床面積は82.7ぽ。柱間距

離は、梁行3.0～ 3.2m、 桁行2.8mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.36～ 0,85m、 深さ0.2～ 0.42m

を数える。柱穴内覆土は黒色粘質シルトを基調とする。遺物はSPl198で土師器が出土している。

SB100-SPl195～ 1205(図面209):調査区北端に位置し、調査区外に続き、SB101と 配置が重複する。

建物の規模は、梁行 3間 (7.6m)、 桁行 3間以上 (8.2m～ )の総柱建物で、平面プランは長方形を呈

す。建物の棟方向はN24° Eで、検出された床面積は62.3♂。柱間距離は、梁行2.48～ 2.55m、 桁行3.1

～3.4mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径0.25～ 0。 72m、 深さ0.12～ 0.36mを 数える。柱穴内覆土は

黒色粘質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB101-SP1206～ 1219(図面209)i SB100と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (5.7m)、 桁

行 4間 (6.3～ 6.32m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN71°Wで、床面積

は36.0ぽ。柱間距離は、梁行2.8m、 桁行2.3～ 2.35mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.28～ 0.6m、

深さ0.07～ 0.29mを 数える。柱穴内覆土は黒色粘質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB102-SP1220～ 1237(図面210):SB 103と 建物配置が一部重複する。建物の規模は、梁行 3間

(8.2～ 8.5m)、 桁行 4間 (10.2～ 10.3m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向は

N83° Wで床面積は87.6♂。柱間距離は、梁行2.8～ 3.Om、 桁行2.6mである。柱穴形態は円～不整形で、

径0.32～ 0.94m、 深さ0.18～ 0.38mを 数える。柱穴内覆土は黒色粘質シルトを基調とする。出土遺物は

認められない。

SB103-SP1238～ 1272(図面211):SB102・ 104・ 105と 建物配置が重複する。SP1270と SP1288の 重

複関係から、sB104の方が新しい。SB103の東側にSX183が位置するが、SX183は建物よりも更に東

側へと延びる。建物の規模は、梁行 5間 (11.4～ 11.5m)、 桁行 5間 (12.lm)の 総柱建物で、平面プ

ランは長方形を呈す。建物の棟方向はN16° Eで、床面積は139.2♂。柱間距離は、梁行2.1～ 2.5m、 桁

行2.1～ 2.8mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.3～ 1,15m、 深さ0.12～ 0.55mを 数える。柱穴内覆

土は黒色粘質シル トを基調とする。遺物はSP1238で土師器・須恵器、SP1239。 1247・ 1251で土師器、

SP1252で珠洲 (5234)が出土している。

SB104-SP1271～ 1303(図面212):SB103・ 105,106・ 109と 配置が重複する。柱穴の重複関係から

SB103に先行 し、SB106に 後続する建物である。建物規模は、梁行 5間 (12.1～ 12.2m)、 桁行 5間

(12.8m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN24°Eで、床面積は156.2ぽ。

柱間距離は、梁行2.4～ 2.5m、 桁行2.4～ 2.65mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.25～ 1.12m、 深

さ0。 13～ 0.55mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP1285で珠洲 (5231)、

SP1286で中世土師器 (5236)、 SP1298で珠洲 (5232)が出土している。

SB105-SP1278～ 1280・ 1304～ 1312(図面213)I SB103・ 104と 配置が重複する。建物規模は、梁行

桁行ともに3間 (7.52m)の 総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN24° Eで床面積

は56.6だ 。柱間距離は、梁行2.5m、 桁行2.4～ 2.6mで ある。柱穴形態は楕円～不整形で、径0.28～

0。 94m、 深さ0.26～ 0.52mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認めら

れない。

SB106-SP1313～ 1321(図面213)i SB104と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (4.8m)、 桁
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行 2間 (5。 2m)の総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN27°Eで床面積は25.0♂。

柱間距離は、梁行2.4m、 桁行2.55～ 2.6mである。柱穴形態は楕円～隅九方形で、径0.35～ 0。 79m、 深

さ0.23～ 0,35mを 数える。柱穴内覆土は黒色粘質ンル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SB107-SP1322～ 1331(図面214):調査区の西壁際に位置し、調査区外に続 く。SB108と 配置が重複

する。建物の規模は、梁行 3間 (8.05m)、 桁行 3間以上 (6.3m～ )の総柱建物で、棟方向はN75° W、

検出された床面積は50。 7だ となる。柱間距離は、梁行2.6～ 2.7m、 桁行2.45～ 2.5mである。柱穴形態は

円～不整形で、径0,36～ 1.06m、 深さ0.25～ 0.45mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル ト～黒色粘

質シル トを基調とする。遺物はSP1326で土師器が出土している。

SB108二 SP1332～ 1343(図面214)i SB107と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (5。9～ 5.95m)、

桁行 3間 (7.8～ 7.9m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN80° W、 床面積

は47.0ポ。柱間距離は、梁行2.9～ 3.Om、 桁行2.51～ 2,7mである。柱穴形態は楕円～不整形で、径0.32

～0.9m、 深さ0.16～ 0.4mを 数える。柱穴内覆土は黒掲色砂質シル ト～黒色粘質シル トを基調とする。

出土遺物は認められない。

SB109-SP1272・ 1293・ 1344～ 1356(図面215)i SB104と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間

(5,3m)、 桁行 4間 (9.7～ 9.75m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN13° E、

床面積は51.7ぽ。柱間距離は、梁行2.6～ 2.65m、 桁行2.3～ 2.5mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、径

0.28～ 0,95m、 深さ0.16～ 0.5mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル ト～黒色粘質シル トを基調と

する。出土遺物は認められない。

SBl10-SP1357～ 1365(図面215):建物の規模は、梁行 2間 (4.8～ 4.9m)、 桁行 2間 (5。 15～ 5。 2m)

の総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN63°Wで、床面積は25.5ぽ。柱間距離は、

梁行2.4～ 2.45m、 桁行2.55～ 2.65mである。柱穴形態は楕円～不整形で、径0.35～ 0。 78m、 深さ0.14～

0.43mを 数える。柱穴内覆土は黒色粘質シル トを基調とする。遺物はSP1358で 中世土師器が出土して

いる。

SBlll― SP1366～ 1379(図面216):調査区北東部に位置し、東壁調査区外に続 く。SBl12・ 114と 配

置が重複する。建物の規模は、梁行 4間 (10.3m)、 桁行 3間以上 (7.05m～ )の総柱建物で、棟方向

はNll° E、 検出された床面積は72.6♂である。柱間距離は、梁行2.5～ 2.6m、 桁行2.4mである。柱穴形

態は円～隅丸長方形で、径0.26～ 1,14m、 深さ0.13～ 0.55mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル ト

～黒色粘質シルトを基調とする。遺物はSP1368で土師器・須恵器が出上している。

SB112-SP1380～ 1386(図面216)I SBlllと 配置が重複する。建物の規模は、梁行桁行 ともに 2間

(5,05m)の 総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN10° E、 床面積は25.5♂ となる。

柱間距離は、梁行桁行 ともに2.5mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.34～ 0.82m、 深さ0.2～

0.36mを 数える。柱穴内覆土は黒色粘質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SBl13-SP1387～ 1393(図面217):建物の規模は、梁行 2間 (4.5m)、 桁行 2間 (4.6～ 4.64m)の 総

柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN73°Wで、床面積は20。9『。柱間距離は、梁行

2.25～ 2.35m、 桁行2.25～ 2.38mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.46～ 0.67m、 深さ0.13～ 0.43m

を数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調 とする。遺物はSP1390で 土師器・瀬戸美濃、

SP1391で土師器 。中世土師器 (5235)が出上している。

SBl14-SP1394～ 1403(図面217)i SBll卜 115と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (6.05m)、

桁行 3間 (6.95m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN75° W、 床面積は42.0

F09



♂。柱間距離は、梁行3.05m、 桁行2.3mで ある。柱穴形態は楕円形で、径0.42～ 0,91m、 深さ0.16～

0.44mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル ト～黒色粘質シル トを基調とする。出土遺物は認めら

れない。

SBl15-SP1397～ 1399・ 1401・ 1402・ 1404～ 1406(図面218)i SBl14と 配置が重複する。建物の規模

は、梁行 2間 (48m)、 桁行 2間 (5.42m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方

向はNll° E、 床面積は26.0♂。柱間距離は、梁行2.4m、 桁行2.7～ 2.75mである。柱穴形態は楕円形で、

径0.31～ 0.91m、 深さ0,24～ 0.45mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物

は認められない。

SBl16-SP1407～ 1412(図面218):建物の規模は、梁行 1間 (1.8m)、 桁行 2間 (3.05m)の 側柱建物

で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN87° Wで、床面積は5.5だ。柱間距離は桁行1.5mで

ある。柱穴形態は円～不整形で、径0。 27～ 0.87m、 深さ0,1～ 0.21mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色～オ

リーブ褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SBl17-SP1413～ 1424(図面218):建物の規模は、梁行 2間 (5.Om)、 桁行 3間 (6.8m)の総柱建物

で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN82°Wで、床面積は34.Or。 柱間距離は、梁行2.4～

2.55m、 桁行2.2～ 2.3mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.36～ 0.86m、 深さ0.2～ 0.47mを 数える。

柱穴内覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。遺物はSP1415で土師器が出上している。

SBl18-SP1425～ 1432(図面219):建物の規模は、梁行 1間 (2.lm)、 桁行 3間 (4.9m)の側柱建物

で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN86° Eで床面積は10.3♂。柱間距離は桁行 1.25～

2.lmで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.24～ 0.65m、 深さ0.06～ 0.35mを 数える。柱穴内覆土は黒

褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

SBl19-SP1433～ 1437(図面219):建物の規模は、梁行 1間 (2.3～ 2.34m)、 桁行 2間 (4.3m)の側柱

建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN84° E、 床面積は10.1♂。柱間距離は桁行2.1～

2.2mである。柱穴形態は楕円形で、径0.42～ 0.7m、 深さ0.14～ 0.24mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色

砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB120-SP1438～ 1445(図面219):建物の規模は、梁行 2間 (2,75m)、 桁行 2間 (3.55～ 3.6m)の側

柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN3° E、 床面積は9.9♂。柱間距離は、梁行

1.3～ 1.5m、 桁行1.7～ 1.8mで ある。柱穴形態は楕円～不整形で、径 0。 18～ 0.6m、 深さ0,08～ 0.3mを 数

える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP1439で土師器が出土している。

SB121-SP1446～ 1474(図面220):SB122と 配置が重複する。建物内の南東部隅 1間 ×2間の範囲に

SX181が構築される。SD179よ りも新しく、建物の規模は、梁行 4間 (8.0～ 9,lm)、 桁行 5間 (12.0～

12.2m)の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN9°Eで床面積は111.0ぽ。柱間

距離は、梁行2.2～ 2.4m、 桁行 1.95～ 2.7mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.32～ 0。 77m、 深さ

0,09～ 0.68mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。遺物はSP1449で土師器・須恵

器、SP1450で土師器が出土している。

SB122-SP1464・ 1475～ 1482(図面221):SB121と 配置が重複する。建物の規模は、梁行 2間 (2.9m)、

桁行 2間 (4.3m)の 総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN18° E、 床面積は12.5

♂。柱間距離は、梁行 1,4～ 1.5m、 桁行2.1～ 2.2mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.22～ 0.47m、

深さ0.14～ 0.28mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は認められない。

SB123-SP1483～ 1489(図面221):調査区南東隅に位置し、その大半は調査区外となる。確認された
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建物の規模は、梁行 2間 (3.84m)、 桁行 4間 (10.95m)、 床面積は42.0♂で、棟方向はN69° Wと なる

総柱建物である。柱間距離は、梁行2.7m、 桁行2.4mである。柱穴形態は円～楕円形で、径0.28～ 0.6m、

深さ0.17～ 0,48mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は認められない。

井戸

SE07(図 面222):木枠組か石組かは不明で、掘 り方のみ残存している井戸である。掘 り方の平面形態

は円形で、径3,9～ 4.23m、 深さ1.4mの規模を測る。横断面の形態は悟鉢型で、覆土は暗灰責色～オリ

ーブ褐色粘質シル トを基調とする。井戸内からは土師器 。中世土師器 (5220・ 5221)が出土している。

SE08(図 面222):木枠組井戸で、底に丼戸枠と底板の一部が確認された。掘 り方の平面形態は円形で、

径2.8～ 3.15m、 深さ1.95mの 規模を測る。横断面の形態は逆台形である。井筒本体の平面形態は方形

で、一辺0。 9m、 底面からの残存高は0.3mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物は土

師器・須恵器・中世土師器 (5217)。 珠洲 (5218・ 5219)・ 井戸枠 (06～ 12)が出土している。

土坑

SK746(図面223):平面形態は楕円形で、規模は長径1.65m、 短径 1.43m、 深さ0。 92mを測る。覆土は

第 1層 :暗灰責色砂質シルト酸化鉄・炭化物微量混、第 2層 :暗灰黄色砂質シル トににぶい黄色砂ブ

ロック混、第 3層 :暗灰責色粗砂礫多量混となる。遺物は土師器・砥石 (52)が出土している。

SK747(図面223):平面形態は楕円形で、規模は長径0.58m、 短径0.46m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

黒色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK748(図面223):平面形態は円形で、規模は径 0。 9～ 0.95m、 深さ0.13mを 測る。覆土はオリーブ黒

色シル ト質砂となる。遺物は珠洲 (5225)が出土している。

SK749(図面223):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.48m、 短径0,96m、 深さ0.06mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル ト炭化物微量混となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK750(図面223):平面形態は楕円形で、規模は長径0.63m、 短径0.55m、 深さ0.29mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト礫混、第 2層 :黒色粘質シル トとなる。遺物は中世土師器が出土している。

SK751(図面223):平面形態は隅丸方形で、規模は長辺1.75m、 短辺1.73m、 深さ0.38mを 測る。覆土

は黒色粘質シルトの単層となる。遺物は土師器 。砥石 (50)。 釘 (301)が出土している。

SK752(図面223):平面形態は不整形で、規模は長径 1.32m、 短径 1.25m、 深さ0.05mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル ト炭化物混となる。遺物は土師器・白磁 (5224)。 土錘が出土している。

SK753(図面223):平面形態は円形で、規模は径0.32～ 0,35m、 深さ0.34mを 測る。覆土は黒褐色砂質

シル ト炭化物混となる。遺物は土師器が出土している。

SK754(図面223):平面形態は隅丸方形で、規模は一辺0.42m、 深さ0.24mを 測る。覆土は黒褐色砂質

シル ト炭化物微量混となる。遺物は土師器が出土している。

SK755(図面223):平面形態は楕円形で、規模は長径0.56m、 短径0.45m、 深さ0,12mを 測る。覆土は

オリーブ褐色砂質シルトとなる。遺物は火打石 (72)が出上している。

SK756(図面223):平面形態は楕円形で、規模は長径1.7m、 短径 1,05m、 深さ0,14mを 測る。覆土は

黒色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK757(図面224):平面形態は円形で、規模は径0.35～ 0.41m、 深さ0.26mを 測る。覆土は第 1層 :黒

掲色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :オ リーブ掲色シル ト質細砂となる。遺物は土師器が出土して

いる。

SK758(図面224):平面形態は楕円形で、規模は長径0.67m、 短径0.64m、 深さ0.35mを 測る。覆土は



第 1層 :黒褐色砂質シル トににぶい責色砂・炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混となる。

出土遺物は認められない。

SK759(図面224):平面形態は楕円形で、規模は長径0.4m、 短径0.38m、 深さ0.19mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルト炭化物混となる。遺物は土師器 。中世土師器が出土している。

SK760(図面224):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.28m、 深さ0.26mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シルト炭化物微量・酸化鉄混、第 2層 :黒褐色砂質シル ト、第 3層 :黒褐色砂質シ

ルトににぶい責色砂ブロック・炭化物微量混となる。遺物は中世土師器が出上している。

SK761(図面224):平面形態は円形で、規模は径0,32～ 0.37m、 深さ0.28mを 測る。黒褐色砂質シル ト

炭化物微量混となる。遺物は土師器・青磁 (5223)が出上している。

SK762(図面224):平面形態は楕円形で、規模は長径1.45m、 短径0.45m、 深さ0.22mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物は中世土師器が出上している。

SK163(図面224):平面形態は楕円形で、規模は長径0,44m、 短径0.32m、 深さ0.25mを 測る。覆土は黒

掲色砂質シル ト炭化物混となる。遺物は中世土師器が出土している。

SK764(図面224):平面形態は円形で、規模は径0.58～ 0,68m、 深さ0.22mを 測る。覆土は黒褐色砂質

シルト炭化物混となる。遺物は土師器が出土している。

SK765(図面224):平面形態は円形で、規模は径0.45～ 0.47m、 深さ0.22mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい責色砂ブロック・え化物混となる。遺

物は中世土師器・刀子 (298)が出土している。

SK766(図面224):平面形態は円形で、規模は径0.38m、 深さ0。 19mを測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂

質シル トににぶい黄色砂ブロック・炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混となる。遺物は土

師器が出土している。

SK767(図面224):平面形態は円形で、規模は径0.87～ 1.Om、 深さ0.07mを測る。覆土は第 1層 :黒褐

色砂質シルト、第 2層 :黒褐色砂質シル ト礫混となる。遺物は土師器が出上している。

SK768(図面224):平面形態は楕円形で、規模は長径0.85m、 短径0.65m、 深さ0.23mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :オ リーブ褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出

土している。

SK769(図面224):平面形態は円形で、規模は径0.35～ 0.39m、 深さ0.23mを 測る。覆土は黒褐色砂質

シル ト炭化物混となる。遺物は土師器が出土している。

SK770(図面224):平面形態は楕円形で、規模は長径0.42m、 短径0.25m、 深さ0.14mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒掲色砂質シル ト炭化物混となる。遺物は土師器が出土している。

SK771(図面224):平面形態は楕円形でSK772を 切る。規模は長径0.7m、 短径0.45m、 深さ0.23mを 測

る。覆土は黒褐色シルト質粘土となる。遺物は土師器が出土している。

SK772(図面224):平面形態は楕円形でSK771に 切られる。規模は長径0.42m以上、短径0.35m、 深さ

0.43mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK773(図面224):平面形態は円形で、規模は径0.2～ 0.24m、 深さ0。 18mを測る。覆土は黒褐色砂質シ

ルト炭化物混となる。遣物は土師器が出上している。

SK774(図面224):平面形態は円形で、規模は径0。3m程度、深さ0.09mを 測る。覆土は黒褐色砂質シル

ト炭化物混となる。遺物は土師器が出土している。

SK775(図面224):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.35m、 深さ0。 12mを 測る。覆土は黒
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褐色シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK776(図面224):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺1.15m、 短辺0,78m、 深さ0,19mを 測る。覆

土は第 1層 :黒褐色シルト質粘土、第 2層 :黒褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出上している。

SK777(図面225):平面形態は不整形で、規模は長径 1.82m、 短径0.72m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK778(図面225):平面形態は円形で、規模は径0。 23～ 0.26m、 深さ0.32mを 測る。覆土は黒褐色砂質

シル トとなる。遺物は中世土師器 (5222)が出土している。

SK779(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0.59m、 短径0,48m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

第 1層 :責掲色砂質シルト、第 2層 :黒褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK780(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0.32m、 短径0.27m、 深さ0.lmを測る。覆土はオ

リーブ黒色粘質シルトとなる。遺物は須恵器が出上している。

SK781(図面225):平面形態は円形で、規模は径0.3m、 深さ0.25mを 測る。覆土は第 1層 :オ リーブ

褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色細砂となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK782(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0.38m、 短径0.3m、 深さ0.14mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル トににぶい責色砂少量・炭化物微量混、第 2層 :黒褐色砂質シル トλ化物混、

第 3層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄色砂ブロック多量・炭化物混となる。遺物は土師器が出土して

いる。

SK783(図面225):平面形態は円形で、規模は長径0.3m、 短径0.26m、 深さ0.05mを 測る。覆土は黒褐

色砂質シル ト炭化物混となる。遺物は須恵器が出土している。

SK784(図面225):平面形態は楕円形でSX180に切られる。規模は長径0.85m以上、短径0.7m、 深さ

0.14mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :に ぶい黄褐色砂質シル トとなる。遺物は

須恵器が出土している。

SK785(図面225):平面形態は円形で、規模は長径0.26m、 短径0.23m、 深さ0.21mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質ンル トににぶい黄色砂少量・炭化物混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK786(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.14m、 短径0.66m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出上している。

SK787(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.42m、 深さ0.24mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シルトににぶい黄色砂ブロック多量混とな

る。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK788(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 75m、 短径0.5m、 深さ0.31mを 測る。覆土は暗

褐色砂質シル ト礫混となる。遺物は土師器が出上している。

SK789(図面225):平面形態は楕円形でSK790を切る。規模は長径0.64m、 短径0.42m、 深さ0.32mを測

る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :掲灰色粘質シルト、第 3層 :に ぶい黄色砂に灰褐色

粘質シル ト混となる。遺物は認められない。

SK790(図面225):平面形態は円形でSK789に切られる。規模は径0.4m程度、深さ0。 14mを測る。覆土

は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい責色砂ブロック多量・炭

化物微量混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK791(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0.34m、 短径0.26m、 深さ0.17mを 測る。覆土は
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黒褐色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK792(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.26m、 深さ0,14mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :褐灰色粘質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK793(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0.61m、 短径0.4m、 深さ0,13mを 測る。覆土は第

1層 :暗褐色砂質シルト炭化物微量混、第 2層 :にぶい責褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出

土している。

SK794(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0,66m、 短径0.56m、 深さ0,35mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物は須恵器が出土して

いる。

SK795(図面225):平面形態は楕円形で、規模は長径0.48m、 短径0.35m以 上、深さ0.2mを測る。覆土

は第 1層 :に ぶい黄褐色シルト、第 2層 :褐色シル ト。第 3層 :に ぶい黄褐色シル トとなる。遺物は

須恵器・石製品が出土している。

SK796(図面225):平面形態は円形で、規模は長径0.48m、 短径0.45m、 深さ0,25mを 測る。覆土は第 1

層 :黒褐色砂質シル ト炭化物・酸化鉄混、第 2層 :黒褐色砂質シルトににぶい黄色砂・炭化物混、第

3層 :黒褐色砂質シルトににぶい責色砂ブロック多量・炭化物混となる。遺物は土師器が出上してい

る。

SK797(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0.25m、 深さ0.18mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい黄色砂多量・炭化物微量混と

なる。遺物は須恵器が出土している。

SK798(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0.54m、 短径0,45m、 深さ0.2mを測る。覆土は黒

褐色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物は土師器が出土している。

SK799(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.3m、 深さ0.18mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物は土師器が出上している。

SK800(図面226):平面形態は不整形で、規模は長径1.32m、 短径0.65m、 深さ0.25mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シルト酸化鉄少量混、第 2層 :責褐色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出上して

いる。

SK801(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0.44m、 深さ0.16mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SK802(図面226):平面形態は円形で、規模は長径0.4m、 短径0.18m以 上、深さ0.28mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シルト炭化物混となる。遺物は須恵器が出土している。

SK803(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0,65m、 短径0.45m、 深さ0.24mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色砂質シルト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シルトににぶい黄色砂・炭化物微量混となる。

遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK804(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0,71m、 短径0.54m、 深さ0.15mを 沢1る。覆土は黒

褐色砂質シルト酸化鉄少量混となる。遺物は土師器が出土している。

SK805(図面226):平面形態は不整形でSX1811こ 切られる。規模は長径 0。 7m、 短径0,35m以上、深さ

0,08mを 測る。覆土は暗褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK806(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0.58m、 短径0.48m、 深さ0.15mを 測る。覆土は黒

褐色砂質シルト炭化物少量混となる。遺物は土師器が出土している。
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SK807(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.88m、 短径0.62m、 深さ0。 12mを 測る。覆土は

黒掲色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物は土師器が出土している。

SK808(図 面226):平面形態は不整形で、規模は長径 1.5m、 短径0.87m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シルト、第 3層 :暗褐色砂質シル トとなる。

遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK809(図面226):平面形態は円形で、規模は径0.31～ 0.32m、 深さ0.08mを 測る。覆土は黒褐色砂質

シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK810(図面226):平面形態は楕円形でSD185に 切られる。規模は長径0.38m、 短径0.25m、 深さ0.2m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黒褐色砂質シル トににぶい責色砂ブロ

ック多量混となる。遺物は須恵器が出上している。

SK8■ (図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0.48m、 短径0.38m、 深さ0.04mを 測る。覆土は

暗褐色細砂マンガン微量混となる。遺物は土師器が出上している。

SK812(図面226):平面形態は円形で、規模は径0.59～ 0.6m、 深さ0.15mを 測る。覆土は黒褐色シル

ト質砂炭化物微量混となる。遺物は認められない。

SK813(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0.27m、 短径0.22m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シルト炭化物混となる。遺物は須恵器が出土している。

SK814(図面226):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0,38m、 深さ0.09mを 測る。覆土は

黒褐色砂質シル ト炭化物少量混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK815(図面226):平面形態は円形で、規模は径0.38m、 深さ0。 14mを測る。覆土は第 1層 :褐色砂に

にぶい黄色砂ブロック混、第 2層 :褐色砂にマンガン多量混となる。遺物は土師器が出上している。

大型土坑

SX176(図面229):平面形態は不整形でSD166に切られる。規模は長径2.22m、 短径 1,73m、 深さ

0.16mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄掲色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :灰黄褐色砂質シル トにに

ぶい黄色砂ブロック・炭化物微量混となる。遺物は土師器 。中世土師器 (5227)・ 珠洲 (5230)。 刀子

(300)・ 砥石 (51)が出土している。

SX177(図 面229):平面形態は不整形でSD170を 切る。規模は長径3,3m、 短径2.94m、 深さ0.57mを 測

る。覆土は黒褐色砂質シル トを基調とする4層 からなる。遺物は土師器・白磁 (5229)。 瀬戸美濃が

出土している。

SX178(図面229):平面形態は不整形でSD178に切られる。規模は長径2.2m以上、短径 1.15m、 深さ

0.27mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :暗褐色砂質シル トとなる。

遺物は土師器が出土している。

SX179(図面229):平面形態は不整形でSK783に切られる。規模は長径2.35m、 短径0.95m、 深さ

0.24mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル ト酸化鉄混、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色

砂混となる。遺物は須恵器が出土している。

SX180(図面229):平面形態は長楕円形でSK784を 切 り込む。規模は長径4.6m、 短径1.25m以上、深

さ0.58mを 測る。覆土は黒褐色～褐灰色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 。中世土師

器 (5228)・ 土錘が出上している。

SX181(図面229):平 面形態は隅丸長方形でSK805を 切る。規模は長辺3.18m、 短辺 1.81m、 深さ

0。 19mを 測る。覆土は第 1層 :暗褐色砂質シルト酸化鉄・炭化物少量混、第 2層 :暗褐色砂質シル ト
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ににぶい黄色砂炭化物・酸化鉄少量混となる。遺物は土師器が出土している。

SX182(図面229):平面形態は楕円形で、規模は長径1.98m、 短径1.lm、 深さ0.39mを 測る。覆土は第

1層 :灰黄褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :黄褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器

が出土している。

SX183(図面230):平面形態は不整形で、規模は長径9,62m、 短径6.02m、 深さ0.48mを 測る。覆土は

黒褐色～責灰色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器 。中世土師器 (5226)・ 陶錘・土錘が出土し

ている。

SX184(図面230):平面形態は不整形で、

第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混、

棒状鉄製品 (299)が出土している。

溝

規模は長径6.05m、 短径4.99m、 深さ0,32mを 測る。覆土は

第 2層 :オ リーブ褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器・

SD163(図面234):区画溝と考えられる。ゆるく蛇行しながら東西に延び、東壁付近で南北に広がり、

SD164を 切 り込んで調査区外に続 く。西側はSD166と 直交し合流 している。途中SD165を 切 り込む。

確認できる長さは22.Om、 最大幅6.Om、 最大深0,lmを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土はaセ ク

ションで黒褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は須恵器が認められる。

SD164(図面234):SD163の 北側をゆるく蛇行しながら調査区外に続 く①東壁付近でSD163に切られ

る。確認できる長さは22.4m、 最大幅2.5m、 最大深0.38mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第

1層 :暗灰黄色砂質シル ト酸化鉄混、第 2層 :責褐色砂質シルト酸化鉄微量混、第 3層 :暗灰責色シ

ル トとなる。出土遺物は土師器 。中世土師器が認められる。

SD165(図面234)i SD163・ 164の南側を東西に延びる。西端は消失し、東端はSD163に 切られる。確

認できる長さは13.lm、 最大幅0。 9m、 最大深0,13mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :

暗灰責色砂質シル ト酸化鉄混、第 2層 :責褐色砂質シル ト酸化鉄微量混となる。出土遺物は認められ

ない。

SD166(図面234):区画溝と考えられる。平面形態は直線的で南北に延びる。北端はSD164に切られ、

東側でSD163と 合流する。南端はSP1279に切られる。確認できる長さは20.7m、 最大幅1.Om、 最大深

0.lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は暗褐色シル ト質砂酸化鉄混の単層となる。出土遺物は

認められない。

SD167(図面234):東西にのびる直線的な溝で、西端はSX176を切 り合流し、東端はSX177に切られ、

SD168を 切 り込む。確認できる長さは■.8m、 最大幅1.lm、 最大深0,lmを 測る。断面形態は不整形を

呈し、覆土は黒褐色砂質シル トλ化物混の単層となる。出土遺物は認められない。

SD168(図面234):区画溝であると考えられる。平面形態は直線的で東西に延びる。東端は調査区外

に続き、西端はSD169を切 り込み合流して、SD166に切られる。途中SD170を 切る。確認できる長さ

は23.Om、 最大幅1.8m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黒色粘質シルトの単層

となる。出土遺物は土師器・須恵器・中世土師器 (5233)が認められる。

SD169(図面234):平面形態は軽い円弧を描き東西に廷びる。sD168に 切 り込まれて西側で合流 し、

SD166に切られる。東端は消失している。確認できる長さは8.4m、 最大幅1.8m、 最大深1.02mを 測る。

断面形態はU字形を呈し、覆土は黒色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD170(図面234):調査区を北東から南西方向に蛇行しながら延びる溝で、B12地区のSD154に続くと

考えられる。北東端はSD163に切られ開放し、南西側は調査区外に続 く。途中SD168、 SE08に切られ
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る。確認できる長さは57.Om、 最大幅1.lm、 最大深0.37mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はa、

bセ クションとも第 1層 :黒褐色シル ト質砂、第 2層 :暗オリーブ褐色シル ト質砂となる。出土遺物

は土師器が認められる。

SD171(図面234):軽 い円弧を描いて北東から南西方向に延びる。両端とも消失している。途中SDl穆

を切 り込む。長さ45,Om、 最大幅3.6m、 最大深0.2mを 測る。断面形態はをu字形を呈し、覆土はaセ ク

ションで第1層 :(10YR3/2)黒褐色シルト質砂炭化物混、第 2層 :(10YR2/2)黒褐色シル ト質砂炭化

物混となり、bセ クションでは灰黄褐色シルト質砂灰化物混の単層となる。出土遺物は認められない。

SD172(図面234):北東から南西方向に廷びる直線的な溝で、北端は消失し、南端は幅広に延びて消

失している。SD171に切 り込まれる。長さ26.4m、 最大幅2.5m、 最大深0.2mを 測る。断面形態はU字

形を呈し、覆土はにぶい黄褐色シル ト質砂となる。出土遺物は認められない。

SD173(図面234):平面形態は直線的で、東西に延びる。東端は消失 し、西端は調査区外に続 く。

SD170を 切る。確認できる長さは8,7m、 最大幅0.8m、 最大深0.2mを 測る。断面形態はu字形を呈し、

覆土は灰黄褐色シルト質砂の単層となる。出土遣物は認められない。

SD174(図面234)i SD173の東側に東西に延びる直線的な溝で、両端とも消失 している。長さ5.Om、

最大幅0.9m、 最大深0.16mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は暗褐色砂礫の単層となる。出土

遺物は認められない。

SD175(図面234):平 面形態は直線的な小溝で、西端はSP1422に切られ、東端はSP1428に 切られる。

確認できる長さは3.Om、 最大幅0.4m、 最大深0.lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :

黒褐色シル ト質砂炭化物微量混、第 2層 :黒褐色シル ト質砂ににぶい黄色砂混となる。出土遺物は認

められない。

SD176(図面234):平 面形態は直線的で、SD175の南側に併走する。両端とも消失している。sK767

を切つている。長さ6.8m、 尿大幅0.6m、 最大深0.24mを 測る。断面形態はU字形呈 し、覆土は第 1

層 :黒褐色シル ト質砂炭化物微量混、第 2層 :黒褐色シル ト質砂ににぶい黄色砂混となる。出土遺物

は認められない。

SD177(図面234):南 東方向に蛇行 しながら延びる。北端は消失 し、東端は調査区外に続 く。途中

SD178を 切る。確認できる長さは27.5m、 最大幅0.6m、 最大深0.18mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、

覆土は第 1層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル ト、第 3層 :灰黄褐色砂質シル トとなる。

出土遺物は土師器 。中世土師器が認められる。

SD178(図面234):北東から南西方向に途切れて延びる不連続な溝である。北東端は調査区外に続き、

南西端は消失している。sD177に切られる。確認できる長さは18.Om、 最大幅0。 95m、 最大深0.15mを

測る。断面形態はu字形を呈し、覆土は黒褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認めら

れる。

SD179(図面234):平面形態は直線的で、南東方向に延び消失している。北西端は調査区外に続 く。

SP1450に切られ、sD182を 切 り込む。確認できる長さは21.5m、 最大幅1.lm、 最大深0.1lmを 測る。

断面形態はU字形を呈し、覆土は褐灰色シルト質砂酸化鉄混となる。出土遺物は認められない。

SD180(図面234):調 査区の南東側で調査区外に続 く不整形な溝である。確認できる長さは5,45m、

最大幅1.5m、 最大深0.42mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい責褐色砂質シル トを基調

とする4層 から構成される。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD181(図面234):SD180の 南側を東西に併走する。両端とも消失 している。長さ6.3m、 最大幅
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0.75m、 最大深0。 95mを 測る。断面形態はU宇形を呈し、覆土は第 1層 :黒褐色シル ト、第 2層 :灰黄

褐色シルトとなる。出物遺物は認められない。

SD182(図面234):平面形態はL字形の小溝で西端はSD179に 切られる。確認できる長さは3.20m、 最

大幅0.45m、 最大深0。 1lmを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :暗褐色砂質シル ト、第 2

層 :暗褐色砂質シル トににぶい責褐色砂混となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD183(図面234):平面形態は直線的で北西端は消失し、南東端は調査区外に続 く。確認できる長さ

は6.30m、 最大幅1.10m、 最大深0。 14mを測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は第 1層 :(2.5Y3/2)

黒褐色シル ト質砂、第 2層 :(10YR3/2)黒掲色シル ト質砂となる。出土遺物は土師器・須恵器・釘

(302)が認められる。

SD184(図面234):平面形態は直線的で両端とも消失 している。SD185に切られる。長さ1.60m、 最

大幅0.32m、 最大深0.52mを測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は黒褐色砂質シル トの単層である。

出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD185(図面234):平 面形態は直線的で北西端は消失 し、南東端は調査区外に続 く。SD184を 切る。

確認できる長さは4.95m、 最大幅1.2m、 最大深0.25mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1

層 :灰黄褐色砂質シルト、第 2層 :黒褐色砂質シル ト炭化物・焼土微量混、第 3層 :黒褐色砂質シル

トとなる。出土遺物は土師器が認められる。

B14地区

掘立柱建物

SB124-SP1490～ 1496(図面221):調査区の南壁際に位置し、調査区外に続く。確認された建物の規

模は、梁行 2間 (2.23m)、 桁行 5間 (12.35m)、 床面積は27.5rの側柱建物で、棟方向はN69°Wと な

る。柱間距離は、梁行1.4m、 桁行2.0～ 2.85mである。柱穴形態は円～精円形で、径0.43～ 0,6m、 深さ

0.24～ 0.57mを 数える。柱穴内覆土は黒褐色粘質シルトを基調とする。遺物はSP1494か ら土師器が出

上している

土坑

SK816(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径086m、

第 1層 :黒掲色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル

遺物は須恵器が出上している。

SK817(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径0,94m、

黒褐色シルト質粘土となる。遺物は須恵器が出土している。

SK818(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径0.57m、 短径0.38m、 深さ0,24mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂・炭化物混、第 2層 :黒褐色粘質シルト炭化物微量混とな

る。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK819(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 75m、 短径0.45m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土ににぶい責色砂混となる。遺物

は須恵器が出土している。

SK820(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径1.61m、 短径 1.54m、 深さ0。 79mを測る。覆土は

オリーブ黒色シル ト質粘土礫混となる。遺物は土師器・珠洲が出土している。

SK821(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径1.45m、 短径0.64m、 深さ0.44mを 測る。覆土は

オリーブ黒色シル ト質粘土となる。遺物は須恵器・中世土師器・珠洲が出土している。
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短径0,6m、 深さ0.26mを 測る。覆土は

卜質粘土ににぶい黄色砂多量混となる。

短径0.52m、 深さ0.17mを 測る。覆土は



SK822(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 79m、 短径0.66m以上、深さ0.25mを 測る。覆

土は黄灰色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK823(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径0.61m、 短径0.32m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト礫混、第 2層 :黒褐色砂となる。遺物は須恵器が出土している。

SK824(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.2m、 短径0.51m、 深さ0.22mを測る。覆土は

第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土ににぶい黄色砂多量混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK825(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0.57m、 深さ0。 19mを測る。覆土は

黒褐色粘質シル ト炭化物・酸化鉄微量混となる。遺物は須恵器が出土している。

SK826(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径 1,89m、 短径0.87m、 深さ0.38mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒掲色粘質シルトににぶい責色砂多量混となる。遺物は土師器

が出上している。

SK827(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.07m、 短径0.82m、 深さ0.35mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色粘質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シルトににぶい黄色砂多量混となる。遺物は土師器

が出土している。

SK828(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径0.93m、 短径0,71m、 深さ0.41mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土ににぶい黄色砂多量混となる。

遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK829(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径1.15m、 短径0.51m、 深さ0,38mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土ににぶい黄色砂多量混となる。

遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK830(図面228):平面形態は円形で、規模は径0.78～ 0.8m、 深さ0.23mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シルト質粘土ににぶい黄色砂多量混となる。遺物は土師

器・須恵器が出土している。

SK831(図面228):平面形態は円形で、規模は径0.67～ 0.75m、 深さ0.41mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色細砂、第 2層 :黒褐色細砂ににぶい黄色砂多量混となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK832(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.21m、 短径0.65m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土ににぶい黄色砂多量混となる。

遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK833(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径0,76m、 短径0.66m、 深さ0.33mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒掲色シル ト質粘上ににぶい黄色砂多量混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK834(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径0,72m、 短径0.56m、 深さ0.2mを 測る。覆土は

黒褐色シルト質粘土酸化鉄混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK835(図面228):平面形態は精円形で、規模は長径1.33m、 短径0.53m、 深さ0,12mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰黄色砂質シルト、第 2層 :暗灰黄色砂質シルトににぶい黄色砂ブロック混となる。遺物

は土師器・須恵器が出土している。

SK886(図面228)i平面形態は不整形で、規模は長径0.95m、 短径0.49m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色シルト質粘土酸化鉄混、第 2層 :暗灰黄色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土し
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ている。

SK837(図面228):平面形態は楕円形でSX190を 切 り込む。規模は長径1.28m、 短径0.75m、 深さ0.3m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土ににぶい責色

砂・酸化鉄混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK838(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径0.8m、 短径0.47m、 深さ0.28mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :暗灰責色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出土して

いる。

SK839(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径1.32m、 短径0。 77m、 深さ0.45mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色シルト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土ににぶい黄色砂多量混となる。遺

物は土師器・須恵器が出土している。

SK840(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径1.35m、 短径0.83m、 深さ0.2mを測る。覆土は第

1層 :黒褐色シルト質粘土酸化鉄混、第 2層 :暗灰責色砂質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が

出土している。

SK841(図面228):平面形態は円形で、規模は径1,02～ 1.07m、 深さ0,32mを 測る。覆土は第 1層 :黒

褐色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シルトににぶい責色砂多量混となる。遺物は土師器・須恵器が

出土している。

SK842(図面228):平面形態は円形で、規模は径1.0～ 1.06m、 深さ0.42mを測る。覆土は第 1層 :黒褐

色粘質シルト、第 2層 :黒褐色粘質シル トににぶい黄色砂多量混となる。遺物は須恵器が出土してい

る。

SK843(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径0.55m、 短径0.44m、 深さ0.07mを 測る。覆土は黒

褐色シルト質粘土酸化鉄混となる。遺物は土師器が出土している。

SK844(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径1.2m、 短径0,37m、 深さ0,07mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :暗灰責色砂質シルトとなる。遺物は珠洲が出上してい

る。

SK845(図面228):平面形態は楕円形で、規模は長径0.88m、 短径0.61m、 深さ0,15mを 測る。覆土は第

1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土に褐色砂多量混となる。遺物は土

師器が出土している。

SK846(図面228):平面形態は不整形で、規模は長径1,78m、 短径1.45m、 深さ0.12mを 測る。覆土は黒

褐色シルト質粘土となる。遺物は土師器・須恵器が出土している

SK852(図面227):平面形態は楕円形で、規模は長径0.55m、 短径0.4m、 深さ0,15mを 測る。覆土は黄

灰色シルト質砂となる。遺物は土師器が出土している

大型土坑

SX185(図面231):平面形態は隅丸長方形でSK822を切る。規模は長辺3.35m、 短辺2.45m、 深さ0。 19m

を測る。覆土は第 1層 :黄灰色砂質シルト酸化鉄混、第 2層 :黄灰色シルト質砂、第 3層 :黒掲色砂

質シル ト礫混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX186(図面231):平面形態は不整形で、規模は長径2.68m、 短径1.49m以 上、深さ0.34mを 測る。覆

土はオリーブ黒色シル ト質粘土礫混となる。遺物は土師器・須恵器 。中世土師器 (5319)・ 珠洲

(5320)が出上している。

SX187(図面231):平面形態は楕円形で、規模は長径2.49m、 短径 0。 73m、 深さ0.17mを 測る。覆土は
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第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘上ににぶい責色砂多量混となる。

遺物は土師器・須恵器が出上している。

SX188(図面231):平面形態は楕円形で、規模は長径2.98m、 短径0.83m、 深さ0.12mを 測る。覆土は

暗灰黄色砂質シル トの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX189(図面232):平面形態は不整形で、規模は長径2.05m、 短径 1.63m、 深さ0,1lmを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色シル ト質粘土ににぶい黄色砂多量混、第 2層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混となる。

遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX190(図面232):平面形態は不整形で、SK837・ SX193に切られる。規模は長径3.15m以上、短径

3.Om、 深さ0。 19mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :黒褐色シルト質粘

土ににぶい黄色砂多量混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX191(図面232):平面形態は不整形でSK827に切られる。規模は長径6.44m、 短径1.66血、深さ0.08m

を測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX192(図面232):平面形態は不整形でSX194に切られる。規模は長徴 。2m以上、短径3.CIIn、 深さ0。13m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色シル ト質粘土酸化鉄混、第 2層 :暗灰黄色砂となる。遺物は須恵器・

八尾が出土している。

SX193(図面233):平面形態は不整形で、SX190を 切 り込み、SK828～830,833に切られる。規模は

長径■.15m、 短径4.55m、 深さ0,15mを 測る。覆土は黒褐色シル ト質粘土を基調とする。遺物は土師

器 。須恵器が出土している。

SX194(図面233):平面形態は不整形でSX192を 切る。規模は長径H.Om以上、短径4.5m、 深さ0.22m

を測る。覆土は第 1層 :黒褐色シルト質粘土酸化鉄混、第 2層 :暗灰黄色砂質シル ト、第 3層 :暗灰

責色砂質シル トににぶい責色砂混となる。遺物は土師器・須恵器 。青磁 (5620)が出土している。

溝

SD186(図面234):平面形態は直線的で、東西に延びる。東端は消失し、西端は土坑に切られる。長

さ4.3m、 最大幅0.35m、 最大深0.07mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :褐色砂に黒褐

色シル ト質粘土混、第 2層 :黒褐色シルト質粘上に褐色砂・酸化鉄混となる。出土遺物は土師器・須

恵器が認められる。

SD187(図面234):平面形態は直線的で、東西に延びる。西端は調査区外に続き、東端は消失してい

る。確認できる長さは19.2m、 最大幅1.15m、 最大深0,19mを 波1る 。断面形態は逆台形・不整形を呈し、

覆土はaセ クションで第 1層 :黄灰色砂質シルト、第 2層 :暗灰黄色砂質シルトとなり、bセ クシヨン

では暗灰責色粘質シルト酸化鉄混となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

3 古代の遺構
古代の遺構では、集落に関連する遺構を検出した。主要な遺構では竪穴住居の他、掘立柱建物、礎

石建物、土師器焼成遺構、大型土抗、溝等が確認されている。遺構は、Bl・ B2・ B6・ B12・ B13

地区で確認され部分的に集中して配置されていたようである。出土遺物から集落の主体は 9世紀代と

考えられる。また竪穴住居の出土遺物については、床面直上0,lm以 内のものについて第三分冊の遺構

平面図で図示し、実測したものは遺物番号で示した。

Bl地区
竪穴住居
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S101(図面239):平面形態は方形を呈し、S102と 重複し、S102の方が新しい。SD202・ 218を切る。一

辺2.7～ 2.9m、 深さ0。 14mを 測る。壁面の立ち上がりはやや傾斜を持つ。竪穴の覆土は第 1層 :オ リー

ブ褐色砂質シル ト、第 2層 :灰オリーブ褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器 (006～ 010)・ 須恵器

(001～ 005)。 墨書土器 (011)・ 灰釉陶器 (5359)が出上している。

S102(図面239):平面形態は長方形を呈し、長辺3.71m、 短辺2.22m、 掘方までの深さ0.3mを測る。壁

面の立ち上がりはやや傾斜を持つ。竪穴の覆土は責灰色粘質シル トを基調とする。遺構の西側には幅

0.23m、 長さ0,9mの カマ ドの煙道が延びる。遺物は土師器 (017～ 042)・ 須恵器 (012～ 016)・ 黒色土

器 (043・ 044)・ 墨書土器 (045～ 048)。 灰釉陶器 (049)・ 土錘 (050)。 釘 (051)・ 刀子 (052)が出

土している。

S103(図面240):S104と 重複しこれより新 しい。平面形態は方形を呈し、一辺3.2～ 3.6m、 深さ0.27m

を測る。遺構の北東隅に焼上が広がり、径30cm程度のカマ ドの袖石と思われる石が検出された。竪穴

の覆土はオリーブ褐色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器 (098～ 101)・ 須恵器 (097)。 墨書土

器 (102・ 103)。 灰釉陶器 (104)・ 黒色土器が出上している。

S104(図面240)i S103と 重複しこれより古い。平面形態は方形を呈し、一辺3.3m程度、掘方までの深

さ0.4mを測る。竪穴の覆土は黄褐色砂質シル トを基調とする。遺構の南東隅に焼土があり、カマ ドと

考えられる。遺物は土師器 (064～ 090)。 須恵器 (060～ 063)・ 黒色土器 (091～ 093)・ 墨書土器

(094)・ 土錘 (095・ 096)・ 灰釉陶器・鉄釘 (019)が出上している。

S105(図面241):平面形態は方形を呈 したものと考えられ、sX001の 下方で確認された。一辺3.2～

3.4m、 掘方までの深さ0.29mを 測る。竪穴の覆土は第 1層 :(2.5Y4β )オ リーブ褐色粘質シル ト、第

2層 :黒褐色粘質シルト、第 3層 :(2.5Y4/4)オ リーブ褐色粘質シル トとなる。遺構の西壁部分でカ

マ ドが検出された。カマ ドの規模は幅約0.8mで、主軸長は1,05mと なる。燃焼部では左右に袖石が配

石され、袖間の幅は0.43mで、カマ ド中央には支脚として利用された焼け石が据えられていた。遺物

は土師器 (055～ 059)・ 須恵器 (051～ 054)・ 黒色土器が出土している。

S106(図面241):平面形態は方形を呈 し、一辺2.75～ 3.15m、 深さ0.23mを測る。竪穴の覆土は第 1

層 :黒褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シルトににぶい黄色砂混、第 3層 :黒褐色砂質シル トに

灰責褐色砂質シル ト混となる。袖石などの構築部材は残存していないが、遺構の北西隅に焼上が確認

された。遺物は土師器 (■ 8～ 120)。 須恵器 (115～ 117)・ 黒色土器・灰釉陶器 (121)が出土してい

る。

S107(図面242):平面形態は長方形を呈し、長辺4.4m、 短辺3.3m、 掘方までの深さ0。 17mを測る。壁面

の立ち上がりはやや傾斜を持つ。竪穴の覆土はオリーブ褐色粘質シルト炭化物微量混のみの単層とな

る。遺物は土師器・須恵器 (105～ 110)・ 土錘 (112～ 114)・ 灰釉陶器 (111)、 釘 (022・ 023)が出

土している。

掘立柱建物

SB201-SP2001～ 2035(図面243・ 244)i SB202・ 203と 建物配置が重複し、S101～ S105と も重複する。

重複関係から竪穴住居群よりも先行する。SB201は 南側と北側に張出を持つ二面廂の狽1柱建物である。

身舎の規模は、梁行 2間 (5.5m)、 桁行 8間 (17.5m)、 張出部分は 1間 ×7間 (2.6～ 2.7× 17.5)で、

張出部分をふくめた建物専有面積は189.0ドである。建物の棟方向はN81° Wと なる。身舎の柱間距離

は、梁行2.6～ 2.8m、 桁行 1.8～ 2.4m、 廂部分の柱間距離は、梁行2.6～ 2.72m、 桁行2.0～ 4.Omと なる。

柱穴形態は円～不整形で、径0.37～ 1.82m、 深さ0.08～ 1.08mを 数える。柱穴内覆土はオリーブ褐色粘
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質シル トを基調とする。遺物はSP2001・ 2002で 土師器・須恵器、SP2003で土師器 (123)・ 須恵器・

土錘 (124)、 SP2004で土師器 (125)・ 須恵器・土錘 (126)、 SP2005で須恵器 (127・ 128)、 SP2006で

土師器・須恵器 (129)・ 黒色土器・釘 (050)、 SP2009で 土師器 。須恵器、SP2010で 土師器 (130・

131)・ 須恵器、SP2011で土師器、SP2012で土師器 (132)。 須恵器 。黒色土器・墨書土器 (133)。 土

錘 (135)・ フイゴの羽口 (134)、 SP2013で土師器・須恵器 (136)。 墨書土器 (137)、 SP2014で土師

器、SP2015で須恵器、SP2016で土師器・須恵器、SP2017で土師器、SP2018で土師器 (138)・ 須恵器、

SP2019で土師器 。須恵器 (139)・ 土錘 (141・ 142)。 フイゴの羽口 (140)、 SP2020で土師器・須恵器、

SP2021で 須恵器 (143・ 144)・ 土師器 (145)、 SP2022で 土師器 (146～ 152)・ 須恵器・黒色土器

(153・ 154)・ 墨書土器 (155～ 157)、 SP2023で土師器・須恵器 (158)・ 黒色土器、SP2024で土師器・

須恵器 。土錘 (159)、 SP2025で土師器 (160)・ 須恵器・灰釉陶器、SP2026で土師器 (161)・ 須恵

器・黒色土器、SP2027で 土師器 (163)・ 須恵器 (162)・ 黒色土器、SP2028で 土師器 (164)、

SP2029,2031で土師器、SP2033で 土師器 (165)、 SP2034で土師器・須恵器、SP2035で土師器 (166

～168)・ 須恵器が出土している。

SB202-SP2014。 2036～ 2052(図 面245)i SB201・ 203と 建物配置が重複し、S103～ 05と も重複する。

重複関係から竪穴住居群よりも先行する掘立柱建物である。建物規模は、梁行 2間 (5.4m)、 桁行 5

間 (14.lm)の側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の北側には一面の張出 (2.45× 14.1)を伴

う。棟方向はN85° Wで、張出部分を含めた建物専有面積は110.6♂ となる。柱間距離は、梁行 1.45～

3.55m、 桁行2.3～ 3.67mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.37～ 1.35m、 深さ0.16～ 0.64mを 数える。

柱穴内覆土は黒褐色～オリーブ褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP2036で土師器、SP2041で土

師器・中世土師器、SP2037・ 2039。 2040。 2042・ 2045。 2050で 土師器・須恵器、SP2038で土師器 。

須恵器 (169)。 墨書土器 (170)、 SP2043で 土師器 (180～ 185)・ 須恵器 (171～ 179)・ 黒色土器

(186)・ 灰釉陶器 (187・ 233)・ 製塩土器 (188)・ フイゴの羽口 。留金 (042)、 SP2044で 須恵器

(189。 190)、 SP2046で 土師器 (191・ 192)・ 須恵器・フイゴの羽口、SP2047で 土師器・須恵器

(193)。 黒色土器、SP2048で土師器・須恵器・灰釉陶器 (194)、 SP2049で土師器 (195)・ 須恵器・土

錘 (196・ 197)、 SP2051で土師器 (198)が出土している。

SB203-SP2053～ 2062(図面246)i SB201・ 202・ S104・ 05と 配置が重複する。建物規模は、梁行 1

間 (4.93m)、 桁行 4間 (8.71m)の側柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN86°W

で、床面積は42.9ぽ。柱間距離は桁行 1.95～ 2.4mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径0.48～ 1.8m、

深さ0.15～ 0。 71mを数える。柱穴内覆土はオリーブ褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP2053で土

師器・須恵器・黒色土器、SP2054で土師器 (199～ 201)。 須恵器、SP2055で土師器・墨書土器

(202)・ 土錘 (203・ 204)、 SP2056で 土師器・墨書土器 (205)、 SP2057・ 2061で 土師器・須恵器、

SP2058で土師器・須恵器・墨書土器 (206)、 SP2059・ 2060で土師器が出土している。

SB204-SP2063～2071(図面246):sB205の 東側に隣接 し、S106と 重複する。重複関係からs106の方

が新しい。梁行 2間 (5,07m)、 桁行 2間 (5.6～ 5.67m)の総柱建物で、平面プランは方形を呈す。建

物の棟方向はN78°Wで、床面積は28.8r。 柱間距離は、梁行2.5～ 2.57m、 桁行2.8～ 2.87mである。柱

穴形態は方～不整形で、径0,6～ 1.14m、 深さ0,13～ 0,7mを 数える。柱穴内覆土はオリーブ褐色砂質シ

ル トを基調とする。遺物はSP2064で土師器・須恵器・黒色土器、SP2066で土師器 (207)。 須恵器・

墨書土器 (208)・ 製塩土器 (209)・ フイゴの羽日、SP2068で須恵器 (210)、 SP2069で土師器・須恵

器、SP2071で土師器・製塩土器 (211)。 フイゴの羽回・棒状鉄製品 (047)・ 釘 (064)が出土してい
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る。

SB205-SP2072～ 2077(図面247)i SB206と 配置が重複し、SP2073と SP2079の重複関係から、SB206

の方が新 しい。建物の規模は、梁行 1間 (5.Om)、 桁行 2間 (6.33m)の 側柱建物で、平面プランは

長方形を呈す。建物の棟方向はN79° Wで、床面積は31.7ポ。柱間距離は桁行2.83～ 3.53mである。柱

穴形態は方～不整形で、径0.49～ 1.33m、 深さ0。 11～ 0.35mを 数える。柱穴内覆土は責褐色砂質シル ト

～黒褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP2073で土師器・須恵器、SP2075で土師器 (212)・ 黒色

土器、SP2076で土師器・須恵器・黒色土器、SP2077で土師器・須恵器 (213)が出土している。

SB206-SP2078～ 2080(図面247):調査区北端に位置し、調査区外に廷びる。sB205と 重複し、SB205

の方が先行する。確認される建物の規模は、梁行 2間 (4.04m)、 桁行 1間 (1.23m)、 床面積は5,0♂

の側柱建物である。棟方向はN7°Eで、柱間距離は梁行1.95～ 2.lmと なる。柱穴形態は楕円形で、径

0.57～ 0.85m、 深さ0.1～ 0.42mを 数える。柱穴内覆土は黄褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は

認められない。

上坑

SK1001(図面251):平面形態は楕円形で、規模は長径0,73m、 短径0.58m、 深さ0,lmを 測る。覆土は

責褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1002(図面251):平面形態は楕円形で、規模は長径0.4m、 短径0.35m、 深さ0,12mを 測る。覆土は

第 1層 :黄褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シルトににぶい責色砂混となる。遺物は土師器が出

土している。

SK1003(図 面251):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.28m、 短径 1.06m、 深さ0.56mを 測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器 (214)・ 須恵器が出上して

いる。

SK1004(図 面251):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m、 短径0.52m、 深さ0,16mを 測る。覆土

は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1005(図 面251):平 面形態は楕円形で、規模は長径0,85m、 短径0.51m、 深さ0.16mを 測る。覆土

は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK1006(図 面251):平面形態は円形で、規模は径0.37～ 0.4m、 深さ0。 1lmを測る。覆土はオリーブ褐

色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1007(図 面251):平面形態は円形で、規模は径0,32～ 0.35m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は責褐色砂

質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1008(図 面251):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0,49m、 深さ0.35mを測る。覆土

は黄褐色砂質シルト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK1009(図 面251):平面形態は円形で、規模は径0.7～ 073m、 深さ0.07mを 測る。覆土は黄褐色砂質

シルトのみの単層となる。遺物は灰釉陶器が出土している。

SK1010(図 面251):平面形態は円形で、規模は径0.61～ 063m、 深さ0.09mを 預1る 。覆土はオリーブ

褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1011(図 面251):平面形態は円形で、規模は径0.62～ 0.64m、 深さ0。 lmを測る。覆土はオリーブ褐

色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1012(図 面251):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0.34m、 深さ0.08mを 測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。
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SK1013(図 面251):平面形態は楕円形で、規模は長径0.84m、 短径0,72m、 深さ0.lmを 測る。覆土は

黄褐色砂質シル ト礫混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1014(図面251):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0.58m、 深さ0.■mを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1015(図面251):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.02m、 短径0。 73m、 深さ0,28mを 測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル ト礫少量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1016(図 面251):平面形態は円形で、規模は径0.27m、 深さ0.06mを 測る。覆土は黄褐色砂質シル

トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1017(図面251):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.lm、 短径 1.01m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1018(図面251):平面形態は隅九方形で、規模は一辺1.34～ 1.66m、 深さ0.45mを 測る。覆土は第

1層 :責灰色粘質シルト炭化物混、第 2層 :責褐色砂質シルト、第 3層 :責褐色砂質シル ト炭化物多

量混となる。遺物は土師器 (216・ 217)。 須恵器 (215)。 黒色土器が出土している。

SK1019(図面251):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.28m、 短径0.89m、 深さ0.17mを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル ト炭化物多量混のみの単層となる。遺物は土師器 (218)。 須恵器・黒色土器

(219,220)・ 墨書土器 (221)が出上している。

SK1020(図 面252):平面形態は円形で、規模は径0.55～ 0.58、 深さ0.04mを 測る。覆土はオリーブ褐

色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1021(図面252):平面形態は楕円形で、規模は長径0,76m、 短径0.52m、 深さ0.17mを 測る。覆土

はオリーブ掲色粘質シル トマンガン多量混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (222)が出土

している。

SK1022(図面252):平面形態は楕円形で、規模は長径0,96m、 短径0.59m、 深さ0,1lmを 測る。覆土

は黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (223)・ 墨書土器 (224)が出土して

いる。

SK1023(図 面252):平面形態は不整形で、規模は長径 1.09m、 短径0.42m、 深さ0.36mを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (225)が出土している。

SK1024(図 面252):平面形態は楕円形で、規模は長径1.lm、 短径0.75m、 深さ0.09mを 測る。覆土は

黄褐色砂質シルト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (226)が出土している。

SK1025(図面252):平面形態は円形で、規模は径0,8～ 0.82m、 深さ0,38mを 測る。覆土はオリーブ褐

色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 (227)・ 須恵器が出土している。

SK1026(図面252):平面形態は楕円形でSK1027を 切る。規模は長径0.58m、 短径0.43m、 深さ0.12m

を測る。覆土はオリーブ褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK1027(図面252)i平 面形態は楕円形でSK1026に切 られsD201を 切る。規模は長径 1.31m、 短径

1.02m、 深さ0.06mを 測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵

器・黒色土器が出土している。

SK1028(図面252):平面形態は円形でSK1029に切られる。規模は径 0。 9～ 0。 92m、 深さ0.25mを 測る。

覆土は第 1層 :オ リーブ掲色粘質シル ト、第 2層 :暗灰黄色砂質シル トとなる。遣物は土師器

(228)・ 須恵器が出土している。

SK1029(図面252):平 面形態は楕円形でSK1028を 切る。規模は長径0.43m、 短径0.4m、 深さ0.15m
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を沢1る 。覆土は責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1030(図 面252):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0.37m、 深さ0。 18mを 測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1031(図 面252):平面形態は円形で、規模は径0.41m、 深さ0.04mを 測る。覆土はオリーブ褐色粘

質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1032(図 面252):平面形態は円形でSX001を 切る。規模は径0.48～ 0,49m、 深さ0.19mを 測る。覆土

は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シルト、第 2層 :責褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土してい

る。

SK1033(図 面252):平面形態は円形でSX001を 切る。規模は径0.41～ 0.44m、 深さ0.57mを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル ト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1034(図 面252):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.04m、 短径0.留m、 深さ0.13mを測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シル ト炭化物・焼土多量混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土してい

る。

SK1035(図 面252):平面形態は円形で、規模は径0.52～ 0.53m、 深さ0.21mを 測る。覆土はオリーブ

褐色粘質シルト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1036(図 面252):平面形態は楕円形で、規模は長径0.36m、 短径0,31m、 深さ0.34mを 沢1る 。覆土

はオリーブ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・黒色土器 (229)が出土して

いる。

SK1037(図 面252):平面形態は円形で、規模は径0,91～ 0.99m、 深さ0.18mを 沢1る 。覆土はオリーブ

褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (230)・ 黒色土器が出土している。

SK1038(図 面252):平面形態は不整形で、規模は長径 1.lm、 短径0.52m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 (231)・ 須恵器が出土している。

SK1039(図 面252):平 面形態は円形で、規模は径031～ 0.32m、 深さ0.14mを 測る。覆土は黄褐色砂

質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1040(図 面253):平面形態は楕円形で、規模は長径 1,15m、 短径0。 96m、 深さ0,15mを 測る。覆土

は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器 (232)が出上している。

SK1041(図 面253):平 面形態は楕円形で、規模は長径0.86m、 短径0.63m、 深さ0.1lmを 測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK1042(図 面253):平面形態は楕円形で、規模は長径0,81m、 短径0.5m、 深さ0,12mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰黄色砂質シルト、第 2層 :オ リーブ褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器・須恵器・黒

色土器が出土している。

SK1043(図 面253):平面形態は楕円形で、規模は長径0.83m、 短径0.62m、 深さ0.lmを 測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 。須恵器が出土している。

SK1044(図 面253):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 75m、 短径0.55m、 深さ0.08mを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・土錘 (234)が出土している。

SK1045(図 面253):平面形態は円形で、規模は径0.32～ 0.35m、 深さ0.28mを 測る。覆土はオリーブ

褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・黒色土器 (235)が出土している。

SK1046(図 面253):平面形態は楕円形で、規模は長径0.55m、 短径0.4m、 深さ0.lmを 浪1る 。覆土は

黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。
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SK1047(図面253):平面形態は円形で、規模は径0.32～ 0.34m、 深さ0.04mを 測る。覆土は黄褐色砂

質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・土製品が出土している。

SK1048(図 面253):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0,3m、 深さ0.32mを 測る。覆土は

第 1層 :暗灰黄色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器 (236)・ 黒

色土器が出土している。

SK1049(図 面253):平面形態は不整形でSP2045に 切られる。規模は長径0.57m、 短径0.43m、 深さ

0,24mを 測る。覆土はオリーブ褐色砂質シル トのみの単層 となる。遺物は土師器・須恵器・土錘

(237)。 土製品が出土している。

SK1050(図面253):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0,38m、 深さ0,15mを 測る。覆土

はオリーブ掲色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1051(図 面253):平面形態は不整形で、規模は長径1.07m、 短径0.7m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・黒色土器が出土している。

SK1052(図面253):平面形態は不整形で、規模は長径0.81m、 短径0.27m、 深さ0,15mを測る。覆土

は黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・黒色土器・土錘 (238)が出土して

いる。

SK1053(図面253):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.4m、 深さ0.05mを測る。覆土は

責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1054(図面253):平 面形態は楕円形で、規模は長径0.32m、 短径0.29m、 深さ0,15mを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1055(図面253):平面形態は円形でSK1056を 切る。規模は径0.33～ 0.35m、 深さ0.1lmを 測る。覆

土は黄灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1056(図 面253):平面形態は楕円形で、SK1055。 SP2002に切られる。規模は長径1.6m、 短径1.34m、

深さ0.13mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色粘質シル トににぶい責色砂混、第 2層 :オ リーブ褐色粘質

シル ト、第 3層 :黒掲色粘質シルト、第 4層 :黒褐色粘質シルトににぶい責色砂多量混となる。遣物

は土師器 (242)・ 須恵器 (239～ 241)・ 墨書土器 (243)・ 黒色土器・土錘 (244)・ 板状鉄製品 (037)

が出上している。

SK1057(図面253):平面形態は楕円形でSK1058を切る。規模は長径0,84m、 短径0.78m、 深さ0。 1lm

を測る。覆土は暗灰責色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 (245。 247)・ 須恵器 (246)・

土錘 (248。 249)が出土している。

SK1058(図面253):平面形態は楕円形でSK10571こ切られる。規模は長径1.09m、 短径0.26m以上、深

さ0,14mを 測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1059(図面253):平面形態は楕円形で、規模は長径0.46m、 短径0,39m、 深さ0,14mを 測る。覆土

は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1060(図面254):平面形態は楕円形でSP2013を切る。規模は長径0.44m、 短径0.32m、 深さ0.32m

を測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器 (250)が出土している。

SK1061(図 面254):平面形態は楕円形でS105を切る。規模は長径0.74m、 短径0.62m、 深さ0.55mを 測

る。覆土はオリーブ掲色粘質シル トのみの単層 となる。遺物は土師器・須恵器 (251)・ 灰釉陶器

(252)・ 黒色土器・土錘 (253)・ 羽口が出土している。

SK1062(図 面254):平面形態は円形で、SK1064を切 り込む。規模は径0.3～ 0.31m、 深さ0.24mを 測
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る。覆土は第 1層 :(2.5Y4/4)オ リーブ褐色粘質シルト、第 2層 :(2.5Y4/3)オ リーブ褐色粘質シル

ト炭化物混となる。遺物は土師器・灰釉陶器 (254)が出上している。

SK1063(図 面254):平面形態は円形でSK1066に切られる。規模は径0.28～ 0.34m、 深さ0.43mを 測る。

覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1064(図 面254):平面形態は不整形でSK1062・ 1063に切られる。規模は長径1.6m、 短径0,85m、 深

さ0.21mを 測る。覆土は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト焼土多量混、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シ

ル ト、第 3層 :黄褐色砂質シルト、第 4層 :黒褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器 (257～ 260)・

須恵器 (255。 256)・ 黒色土器・羽口が出土している。

SK1065(図 面254):平面形態は楕円形で、規模は長径0,62m、 短径0,33m、 深さ0。 12mを 測る。覆土

は第 1層 :黒褐色粘質シルト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シルト、第 3層 :黄褐色砂質シルトとなる。

遺物は須恵器が出土している。

SK1066(図 面254):平面形態は不整形で、規模は長径0,43m、 短径0.38m以 上、深さ017mを測る。覆

土は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト炭化物多量混、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シル トとなる。遺物

は土師器が出土している。

SK1067(図 面254):平面形態は精円形でSP2012を 切る。規模は長径0.47m、 短径0.36m、 深さ0.3mを

測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土

している。

SK1068(図 面254):平面形態は楕円形でSX204を 切る。規模は長径0.83m、 短径0.44m、 深さ0.26mを

測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶

器 (261)が出土している。

SK1069(図 面254):平面形態は楕円形で、規模は長径0.58m、 短径0,45m、 深さ0.3mを 測る。覆土は

第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シル トに黄褐色砂質シル ト混となる。

遺物は土師器 (262)・ 須恵器が出上している。

SK1070(図 面254):平面形態は不整形でSP2011・ 2051に切られる。規模は長径0.7m、 短径0.36m以上、

深さ0.■mを 測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (263)が出

上している。

SK1071(図 面254):平面形態は不整形でSP2051を切る。規模は長径1.06m、 短径0.4血以上、深さ0.13m

を測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1072(図 面254):平面形態は楕円形で、規模は長径0,9m、 短径0.79m、 深さ0.08mを 測る。覆土は

黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK1073(図 面254):平面形態は楕円形でSK1074・ 1075を切る。規模は長径1.13m、 短径0.92m、 深さ

0.08mを 測る。覆土は暗灰責色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK1074(図面254):平面形態は不整形でSK1075を 切 り込み、SK1073に切られる。規模は長径0.87m、

短径0.5m、 深さ0.28mを 測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層 となる。遺物は土師器

(265・ 266)。 須恵器 (264)・ 土製品が出土している。

SK1075(図 面254):平面形態は不整形で、規模は長径0,93m、 短径0,87m、 深さ0.06mを 測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は金属製品の鉄淳 (046)が認められる。

SK1076(図 面254):平面形態は不整形でSP2011に切られる。規模は長径0.64m以 上、短径0.61m、 深

さ0.21mを 測る。覆土はオリーブ褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。
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SK1077(図面255):平面形態は楕円形でS104・ SK1078を 切る。規模は長径0.32m、 短径0.21m、 深さ

0.2mを測る。覆土は黒褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・黒色土器が出土している。

SK1078(図面255):平面形態は楕円形で、規模は長径0.42m、 短径0.32m、 深さ0.21mを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル ト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器 (267)が出土している。

SK1079(図面255):平面形態は円形でS104を 切る。規模は径0.52～ 0.54m、 深さ0.12mを 測る。覆土

は第 1層 :暗灰黄色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器 (268)が

出土している。

SK1080(図 面255):平面形態は楕円形で、規模は長径0.4m、 短径0.36m、 深さ0。 1lmを 測る。覆土は

責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・羽口が出土している。

SK1081(図面255):平面形態は不整形で、規模は長径0,9m、 短径0,74m以上、深さ0.48mを 測る。覆

土は第 1層 :責灰色粘質ンル ト炭化物混、第 2層 :オ リーブ褐色砂質シル ト炭化物混となる。遺物は

土師器・須恵器が出上している。

SK1082(図面255):平面形態は不整形でSK1081に 切られる。規模は長径0.32m、 短径0.14m以 上、深

さ0.28mを 測る。覆土は暗灰黄色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土してい

る。

SK1083(図面255):平面形態は楕円形でS104を切る。規模は長径0.5m、 短径0.37m、 深さ0,39mを 測

る。覆土はオリーブ褐色砂質シル ト炭化物多量混のみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1084(図面255):平面形態は楕円形でSP2009を切る。規模は長径0.62m、 短径0.41m、 深さ0.29m

を測る。覆土はオリーブ掲色粘質シル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SK1085(図 面255):平面形態は楕円形でS103・ 04を切る。規模は長径0.44m、 短径0.37m、 深さ0.16m

を測る。覆土はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土錘 (269)が出土している。

SK1086(図面255):平面形態は楕円形でS103を切る。規模は長径 0。 7m、 短径0.62m、 深さ0.22mを 測

る。覆土はオリーブ褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 (270～272)が出土している。

SK1087(図面255):平面形態は円形で、規模は径0.34m、 深さ0.55mを 測る。覆土はオリーブ褐色砂

質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・黒色土器が出土している。

SK1088(図面255):平面形態は円形で、規模は径0.3～ 0.33m、 深さ0.51mを 測る。覆土はオリーブ褐

色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK1089(図 面255):平面形態は円形で、規模は径0.37～ 0.38m、 深さ0.18mを 測る。覆土は黄褐色砂

質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (273)が出土している。
・

SK1090(図 面255)i平面形態は円形で、規模は径0.26～ 0,28m、 深さ0.23mを 測る。覆土は暗灰黄色

砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・墨書土器 (274)が出上している。

SK1091(図面255):平面形態は円形でSK1092を 切る。規模は径0.85～ 0.87m、 深さ0.1lmを 測る。覆

土は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・黒色土器が出土している。

SK1092(図 面255):平面形態は不整形でSK1091に 切られる。規模は長径0.94m、 短径0.47m以上、深

さ0.22mを 測る。覆土は暗灰黄色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1093(図 面255):平面形態は楕円形で、規模は長径0.41m、 短径0,35m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

オリーブ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1094(図面255):平面形態は楕円形で、規模は長径0.38m、 短径0,35m、 深さ0。 12mを 測る。覆土

は黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。
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SK1095(図 面255):平面形態は楕円形でSD214を 切る。規模は長径1.29m、 短径0,77m、 深さ0.23mを

測る。覆土は責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 (275)が出土している。

SK1096(図 面255):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.25m、 短径0,63m、 深さ0.15mを測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シル ト礫混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1097(図 面256):平面形態は楕円形で、SD214を切 り込む。規模は長径0.67m、 短径0.45m、 深さ

0。 17mを 測る。覆土は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は

土師器・須恵器が出土している。

SK1098(図 面256):平面形態は楕円形で、規模は長径1.01m、 短径0.68m、 深さ0.19mを測る。覆土は

黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器 (276)が出上している。

SK1099(図 面256):平面形態は円形でSD216を 切る。規模は径0,4m、 深さ0.32mを 測る。覆土は黄褐

色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl100(図 面256):平面形態は不整形でSD216を 切る。規模は長径1.17m、 短径0,38m、 深さ0.09mを

測る。覆土は黄褐色砂質シル ト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器 (277)・ 須恵器が出上して

いる。

SKl101(図 面256):平面形態は楕円形で、規模は長径0.55m、 短径0.33m、 深さ0。 16mを測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SKl102(図 面256):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.72m、 短径1.lm、 深さ0.37mを 測る。覆土は

第 1層 :暗オリーブ褐色粘質シルト炭化物混、第 2層 :(2.5Y3/1)黒掲色粘質シル ト炭化物混、第 3

層 :(2.5Y3/2)黒褐色粘質シル ト炭化物混、第 4層 :黒色粘質シル トに分層される。遺物は認められ

ない。

SKl103(図 面256):平面形態は不整形で、規模は長径0.45m、 短径0.3m以上、深さ0,lmを測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SKl104(図面256):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.3m、 短径 1.05m、 深さ0.43mを 測る。覆土は

にぶい責褐色粘質シル ト礫混のみの単層となる。遺物は認められない。

SKl105(図 面256):平面形態は楕円形で、規模は長径0.87m、 短径0,61m、 深さ0,13mを 測る。覆土は

黄灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は黒色土器が出土している。

SKl106(図 面256):平面形態は楕円形で、規模は長径0.留飢、短径0.68m、 深さ0.18mを 測る。覆土は

オリーブ褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK■07(図面256):平面形態は精円形で、規模は長径1.06m、 短径0.79m、 深さ0.44mを測る。覆土は

オリーブ褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl108(図 面256):平面形態は楕円形でSP2026に 切られる。規模は長径 1.07m、 短径0.64m、 深さ

0.18mを 測る。覆土は黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl109(図 面256):平面形態は楕円形で、規模は長径0,83m、 短径0.63m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

第 1層 :オ リーブ褐色粘質シルト、第 2層 :暗灰黄色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出

土している。

SKll10(図 面256):平面形態は隅丸方形で、規模は長径0.89m、 短径0.67m以上、深さ0.38mを 測る。

覆土はオリーブ褐色砂質シルト礫混のみの単層となる。遺物は土師器 (278)・ 須恵器が出土している。

SKllll(図 面256):平面形態は不整形で、SP2021を 切 り込む。規模は長径 1.51m、 短径0.86m以 上、

深さ0.32mを 測る。覆土は第 1層 :暗オリーブ褐色粘質シル トに黒褐色粘質シル ト混、第 2層 :暗オ
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リーブ褐色粘質シルトとなる。遺物は土師器 (280～ 282)。 須恵器 (279)力 S出土している。

大型土坑

SX201(図面257):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺2.83m、 短辺2.03m、 深さ0.22mを 測る。覆

土は第 1層 :黄褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル ト炭化物混となる。遺物は土師器 (295～

867・ 405。 406)・ 須恵器 (283～ 294)。 黒色土器 (368～ 370)・ 墨書土器 (371～ 385)。 灰釉陶器

(386～ 394)・ 土錘 (395～404)が出上している。

SX202(図面257):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺3.13m、 短辺2.6m、 深さ0,12mを 測る。覆土

は第 1層 :黄掲色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :黄褐色砂質シルト炭化物多量混となる。遺物は土師

器・須恵器 (407)が出土している。

SX203(図面257):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺3.9m、 短辺3.2m、 深さ0。 1lmを 測る。覆土

はオリーブ褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器・土錘 (408)が出土している。

SX204(図面258):平面形態は隅九方形でSD208を 切 り、SK1073～ 1075に 切られる。規模は一辺2.71

～2.81m、 深さ0.26mを 測る。覆土は第 1層 :オ リーブ褐色粘質シル ト、第 2層 :暗灰責色砂質シル

トとなる。遺物は土師器 (411～ 425)・ 須恵器 (409。 410)・ 黒色土器 (426～ 428)。 灰釉陶器

(429)・ 土錘 (430)・ 砥石 ?(05)が出上している。

SX205(図面258):平面形態は長楕円形で、規模は長径3.04m、 短径1.17m、 深さ0.lmを測る。覆土は

責褐色砂質シルトマンガン混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX206(図面258):平面形態は隅九方形でSP2023に 切られる。規模は一辺224～ 2.39m、 深さ0.lmを 測

る。覆土は黄褐色砂質ンル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX207(図面259):平面形態は不整形で、規模は長径3.lm、 短径2.82m、 深さ0.34mを 測る。覆土は暗

灰黄色粘質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は刀子 (053)が出土している。

SX208(図面259):平面形態は不整形で、規模は長径2.37m、 短径 1.33m、 深さ0。73mを 浪1る 。覆土は

暗灰黄色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器 (432・ 433)・ 須恵器 (431)。 金属製品が出土して

いる。

清

SD201(図面260):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端は消失し、南端はSD202を 切 り込んで

消失している。長さ14.5m、 最大幅1.Om、 最大深0.23mを 測る。断面形態はU字状を呈し、覆土はa,b

セクションともオリーブ褐色粘質シルトの単層となる。出土遺物は土師器 (437～ 447)。 須恵器 (434～

436)・ 黒色土器 (448・ 449)・ 墨書土器 (450～ 454)。 土錘・羽口 (455)が認められる。

SD202(図面260)i SD201か らSD218に 流れる溝だが、自然流路と考えられる。確認できる長さは

3.50m、 最大幅0.80m、 最大深0.07mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土はオリーブ褐色粘質シ

ルトの単層となる。出土遺物は認められない。

SD203(図面260):古代の畑。SD203～ SD206の 4条の溝が併走している。平面形態は直線的で、東

西に延びる。両端とも消失している。長さ8.5m、 最大幅0.5m、 最大深0.07mを 測る。断面形態は逆台

形を呈し、覆土は黄褐色砂質シルトの単層となり、出土遺物は認められない。

SD204(図面260)i tto SD203の 南側を併走する直線的な溝で、両端とも消失している。長さ6.45m、

最大幅0,7m、 最大深0.07mを 測る。断面形態はレンズ状を呈 し、覆土は責褐色砂質シル トの単層とな

る。出土遺物は土師器・須恵器・黒色土器が認められる。

SD205(図面260):畑 。SD204の 南側を併走する直線的な溝で、両端とも消失 している。長さ7.2m、
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最大幅0.6m、 最大深0,09mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は責褐色砂質シル トの単層とな

る。出土遺物は土師器、土製品では土錘 (456)。 鉄津 (055～058)が認められる。

SD206(図面260):畑 。SD205の 南側を併走する直線的な溝で、両端とも消失 している。長さ7.3m、

最大幅0.7m、 最大深0.10mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層とな

る。出土遺物は土師器 。須恵器が認められる。

SD207(図面260):蛇行 しながら南北に延びる。北端は消失し、南端はSX204と 合流している。確認

できる長さは7.4m、 最大幅0.5m、 最大深0.13mを 沢1る 。断面形態はU字形を呈し、覆土は責褐色砂質

シル トの単層となる。出土遺物は土師器 (457)。 須恵器が認められる。

SD208(図面260):平 面形態は不明瞭で、SX208と 重複している。確認できる長さは2.Om、 最大幅

0.5m、 最大深0,27mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層となる。出土

遺物は土師器・須恵器 (458)・ 灰釉陶器・鉄滓 (085)が認められる。

SD209(図面260):直線的な小溝で北端はSK2059に切られ、南端は消失している。確認できる長さ

は1.Om、 最大幅0.4m、 最大深0.12mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は責褐色砂質シル トの単

層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD210(図面260):古 代の畑。SD210～ 215の 6条の溝が北西から南東方向に廷びて併走 している。

平面形態は直線的で、西端は開放している。確認できる長さは6.2m、 最大幅0,7m、 最大深0.13mを 測

る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂質シルトの単層である。出土遺物は認められない。

SD211(図面260):畑 。SD210の 南側を併走 しており、両端とも消失 している。長さ6.3m、 最大幅

0,6m、 最大深0.07mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は責褐色砂質シル トの単層となる。出

土遺物は認められない。

SD212(図面260):畑 。SD211の 南狽1を併走 しており、両端とも消失 している。長さ6.4m、 最大幅

0.5m、 最大深0.15mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は責褐色砂質シル トの単層となる。出土

遺物は土師器が認められる。

SD213(図面260):畑。SD212の 南側を併走しており、両端とも消失している。途中SK1094に 切られ

る。長さ7.8m、 最大幅0.5m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル

トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD214(図 面260):畑 。SD213の 南側を併走しており、両端とも消失している。途中SK1095に 切られ

る。長さ8.5m、 最大幅0.5m、 最大深0.13mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄掲色砂質シル

トの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD215(図面260):畑 。SD214の 南側を併走し、両端とも消失している。長さ8.Om、 最大幅0.5m、 最

大深0,08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認

められない。

SD216(図面260):平面形態は直線的で、北西から南東方向に延びる。西端は消失し、東端はSKl100

に切られる。途中SK1099に切られる。確認できる長さは2.9m、 最大幅0,4m、 最大深0.2mを 潰1る 。断

面形態はU字形を呈し、覆土は責掲色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD217(図面260):調査区南東隅に広がる大型の溝で、南側へ傾斜 しており谷の存在がうかがえる。

平面形態は不明瞭である。北側でSD218に 合流している。確認できる長さは18.2m、 最大幅11.8m、 最

大深0,07mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄灰色砂質シル ト炭化物混の単層となる。出土

遺物は土師器 (467～ 470)。 須恵器 (459～ 466)・ 黒色土器 (471・ 472)・ 墨書土器 (473～ 479)・ 灰
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釉陶器 (5373)・ 土錘 (480)・ 釘 (054)が認められる。

SD218(図面260)i SD201か ら続きSD2171こ合流する直線的な溝である。確認できる長さは4.70m、 尿

大幅3.80m、 最大深0。 15mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :(2.5Y4/4)オ リーブ褐色

粘質シル ト、第 2層 :(2.5Y4/3)オ リーブ褐色粘質シル トとなる。

出土遺物は土師器 (487～ 493)・ 須恵器 (481～ 486)・ 黒色土器 (494～ 499)。 墨書土器 (500～

505)。 灰釉陶器 (506)が認められる。

B2地 区

竪穴住居

S108(図面265):南側は調査区外に続 く。平面形態は方形を呈し、一辺3,7m程度、深さ0.14mを 測る。

竪穴の覆土は黒褐色砂質シルトを基調とする。カマドは東壁に構築されており、左袖に3個の自然礫

を袖補強材としている。遺物はカマ ド周辺から多 く出土しており、土師器 (1268～ 1278)。 須恵器・

土錘 (1279)が認められる。

S109(図面265):調査区の南端に位置する。S110と重複し、S110よ り古い。平面形態は長方形を呈し、

長辺3.05m、 短辺2.14m、 深さ0.14mを 測る。竪穴の覆土はにぶい責褐色砂質シルトのみの単層となる。

カマ ドは確認されない。遺物は土師器が出土している。

S110(図面266):調査区南端に位置する。s111よ り新 しく、S109よ り古い。平面形態は隅九長方形を

呈し、長辺3。 15m、 短辺2.37m、 深さ0.09mを 測る。部分的に床面の硬化が認められる。竪穴の覆土は

灰黄褐色砂質シル ト炭化物混のみの単層となる。カマ ドは南西壁の北西よりに構築される。カマドの

規模は幅0.55m、 長さ1.lmで 、左右に 1個づつ袖石が残存する。遺物は土師器・須恵器 (1280～

1285)・ 刀子 (090)が出土している。

S111(図面266):南側は調査区外となる。S110よ り古い。平面形態は隅九方形を呈 し、規模は一辺

3.4m程度、深さ0.31mを 測る。竪穴の覆土は第 1層 :に ぶい黄褐色砂質シル トに掲色砂質シル ト炭化

物微量混、第 2層 :灰黄褐色砂質シル ト災化物微量混となる。カマドは認められない。遺物は土師器

(1291～ 1293)・ 須恵器 (1286～ 1290)が出上している。

掘立柱建物

SB207-SP2081～2085(図面247):調査区の東壁際に位置し、調査区外に延びる。確認される建物の

規模は、梁行 2間 (4.lm)、 桁行 1間 (1.65m)、 床面積は6.8♂の側柱建物で、棟方向はN24° Eと なる。

柱間距離は、梁行 1.9～ 2.2m、 桁行1.5mである。柱穴形態は円～隅丸方形で、径0.66～ 1.06m、 深さ

0.36～ 0.65mを 数える。柱穴内覆土はにぶい黄褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は認められな

セヽ。

土坑

SK■12(図面256):平面形態は不整形で、規模は長径 1.64m、 短径0.88m、 深さ0.2mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質ンル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK■13(図面256):平面形態は楕円形で、規模は長径0,73m、 短径0.54m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

にぶい責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

溝

SD219(図面260):平面形態は直線的で、北西から南東方向に延びる。両端とも消失している。長さ

5.Om、 最大幅0,7m、 最大深0.18mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シルト

炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土師器・須恵器 (1297～ 1302)・ 黒色土器 (1303)・ 墨書土器
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(1304)が認められる。

B4地 区

土坑

SK■14(図面267):平面形態は円形で、規模は径0,28m、 深さ0.05mを 測る。覆土は責褐色砂質シル

トのみの単層となる。遺物は認められない。

SKll15(図面267):平面形態は円形で、規模は径0.29～ 0.3m、 深さ0.15mを 測る。覆土は黄褐色砂質

シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SKll16(図面267):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 36m、 短径0.32m、 深さ0.1lmを測る。覆土は

責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SKll17(図面267):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.3m、 深さ0.06mを 測る。覆土は

黄褐色シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SKll18(図面267):平面形態は楕円形で、規模は長径0.33m、 短径0.27m、 深さ0.17mを測る。覆土は

黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SKll19(図面267):平面形態は楕円形で、規模は長径0.3m、 短径0.27m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK■20(図面267):平面形態は円形で、規模は径0.23m、 深さ0.12mを 測る。覆土は責褐色シル トの

みの単層となる。遺物は認められない。

SKl121(図面267):平面形態は楕円形で、規模は長径0.38m、 短径0.35m、 深さ0。 lmを測る。覆土は

黄褐色シル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SK■22(図面267):平面形態は楕円形で、規模は長径0。35m、 短径0.27m、 深さ0.2mを 測る。覆土は

黒褐色シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SKl123(図面267):平面形態は円形で、規模は径0.31m、 深さ0.16mを 測る。覆土は黄褐色砂質シル

トのみの単層となる。遺物は認められない。

SKl124(図 面267):平面形態は円形で、規模は径0.35～ 0.36m、 深さ0.15mを測る。覆土は黄褐色シル

トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SKl125(図 面267):平面形態は楕円形で、規模は長径0.37m、 短径0.23m、 深さ0。 12mを測る。覆土は

褐灰色シル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SKl126(図面267):平面形態は精円形で、規模は長径0.32m、 短径0.26m、 深さ0。 16mを測る。覆土は

黒褐色シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SKl127(図面267):平面形態は楕円形で、規模は長径0.3m、 短径0.24m、 深さ0.13mを 測る。覆土は

責灰色シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK■28(図面267):平面形態は不整形で、規模は長径0.66m、 短径0,62m以上、深さ0.08mを 測る。覆

土は暗オリーブ褐色ンル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SKl129(図面267):平面形態は不整形で、規模は長径0.3m、 短径0.23m以上、深さ0.27mを 測る。覆

土は黒褐色シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK■30(図面267):平面形態は不整形で、規模は長径0.31m、 短径0.15m以上、深さ0.2mを 測る。覆

土は責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SKl131(図 面267):平面形態は円形で、規模は径0.23～ 0.24m、 深さ0.08mを測る。覆土は黄褐色砂質

シルトのみの単層となる。出土遺物は認められない。

′ぢイ



溝

SD220(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で北西端は消失し、南

東端は調査区外に続 く。確認できる長さは12.9m、 最大幅1.lm、 最大深0.07mを 測る。断面形態は逆

台形を呈し、覆土は灰黄色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD221(図面267):北西から南東方向に廷びるさく状遺構。平面形態は直線的で両端とも消失してい

る。長さ4.Om、 最大幅0.35m、 最大深0.06mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂の単

層となる。出土遺物は認められない。

SD222(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的な小溝で両端とも消失

している。長さ1.2m、 最大幅0.3m、 最大深0.12mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は責褐色砂

の単層となる。出土遺物は認められない。

SD223(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で、両端とも消失して

いる。長さ2.5m、 最大幅0.35m、 最大深0.07mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂の単

層となる。出土遺物は認められない。

SD224(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で、北西端は消失し南

東端は試掘 トレンチに切られる。確認できる長さは3.4m、 最大幅0.3m、 最大深0。 lmを 測る。断面形

態はU字形を呈し、覆土は責褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD225(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遣構。平面形態は直線的で、北西端は開放し南

東端は消失している。確認できる長さは1,lm、 最大幅0.25m、 最大深0,05mを 測る。断面形態はU字形

を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD226(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で、北西端は消失 し、

南東端は試掘 トレンチに切られる。確認できる長さは4.2m、 最大幅0.4m、 最大深0,07mを 測る。断面

形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂の単層となる。出土遺物は認められない。

SD227(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で両端とも消失してい

る。長さ5,3m、 最大幅0.4m、 最大深0.09mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄掲色砂の単層

となる。出土遺物は須恵器が認められる。

SD228(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で、北西端は試掘 トレ

ンチに切られ、南東端は消失 している。確認できる長さは7.5m、 最大幅0.5m、 最大深0。 1lmを測る。

断面形態は逆台形を呈し、覆土は責褐色砂の単層となる。出土遣物は認められない。

SD229(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で、両端とも消失して

いる。長さ2.Om、 最大幅0.3m、 最大深0.03mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂の単

層となる。出土遺物は認められない。

SD230(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で、両端とも消失して

いる。長さ9.5m、 最大幅0.3m、 最大深0。 13mを測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂の単

層となる。出土遺物は認められない。

SD231(図面267):北西から南東方向に廷びるさく状遺構。平面形態は直線的な小溝で両端とも消失

している。長さ1.Om、 最大幅0.35m、 最大深0,08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂

の単層となる。出土遺物は認められない。

SD232(図面267):北西から南東方向に延びるさく状遺構。平面形態は直線的で、両端とも消失して

いる。長さ2.05m、 最大幅0.4m、 最大深0.07mを 淑よる。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂の単
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層となる。出土遺物は須恵器が認められる。

B6地区
竪穴住居

S112(図 面280):竪穴住居群のもっとも北側に位置する。SKl161を切 りSP2126に切られる。平面形

態は長方形を呈し、長辺3.25m、 短辺2.7m、 竪穴掘方までの深さ0.47mを 測る。竪穴の覆土は褐灰色

粘質シルトを基調とする。床面は貼床・床硬化で、厚さ0。 lmを測る。床の覆土は黄褐色砂質シル トで

ある。カマ ドは東壁に構築されている。カマ ドの規模は幅0.6mで、主軸長は3.25m、 竪穴外へ伸びる

煙道は0.6m突出している。燃焼部での袖間の幅は0.36mで、左袖に 2個、右袖に2イ回の長径20cm大の

袖石が立てた状態で確認された。またカマ ドの天丼部の石が崩落したと思われる細長く平たい石が出

土している。カマ ドの覆土は褐灰色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器 (1483～ 1503)。 須恵器

(1481・ 1482)・ 黒色土器 (1504)・ 緑釉陶器・鉄津 (111)。 留金 (113)が出土している。

S113(図面280):平面形態は方形を呈し、一辺3.0～ 3.15m、 深さは0.29mを 測る。竪穴の覆土はにぶ

い責掲色砂質シル トを基調とする。カマ ドは北壁の西側の位置に構築されている。カマ ド付近は貼床

が敷設されている。カマ ドの規模は幅0.68mで、主軸長は1.2m、 竪穴外へ伸びる煙道は0.55m突出す

る。燃焼部での袖間の幅は0.3mで 、左袖に 1個 、右袖に 2個 の長径20cm大 の袖石が立てた状態で、

またその周辺でカマ ドの構築部材と思われる 2～ 30cm大 の石が数個確認された。カマ ドの覆土は第 1

層 :褐灰色粘質シル トに灰責褐色砂質シル ト混、第 2層 :褐灰色砂質シル トににぶい赤褐色砂質シル

ト混、第 3層 :灰黄褐色砂質シル トに分層される。カマ ド前には炭化物層が広が り、遺物は土師器

(1507～ 1521)・ 須恵器 (1505。 1506)・ 黒色土器 (1522・ 1523)・ 釘 (114～ 116)。 鉄淳 (117)が出

土している。

S114(図面281)i SD312・ 313・ 317・ 318と 重複 しこれらより古い。平面形態は隅丸長方形を呈 し、

長辺5.14m、 短辺4,4m、 深さ0.43mを 測る。竪穴の覆土はオリーブ褐色砂質シル トを基調とする。カ

マ ドは東壁の南側の位置に構築されている。カマ ドの規模は幅0.85mで、主軸長は1.lm、 竪穴外へ伸

びる煙道は0.6m突 出する。袖材などは確認されない。カマ ドの覆土は暗灰責色砂質シル トを基調とす

る。カマ ド前には炭化物層が広がり、遺物は土師器 (1530～ 1543)・ 須恵器 (1524～ 1529)・ 黒色土

器 (1544・ 1545)・ 墨書土器 (1546・ 1547)が出土している。

S115(図面282):SK1264よ り新しく、SK1262・ 1263・ 1269,1270。 SD325よ り古い。平面形態は長方

形を呈し、長辺3.61m、 短辺2.5m、 深さは0.59mを 測る。竪穴の覆土はにぶい責褐色砂質シル トを基

調とする。遺構中央部分の床面には貼床が確認される。カマ ドは東壁の南側に構築されている。カマ

ドの規模は幅0.7mで、主軸長は1.7m程度である。燃焼部での袖間の幅は0.52mで、左袖に2個、右袖

に 1個の20cn4大の袖石が残存する。またカマ ド内部には支脚として使用されたと考えられる拳大の石

が据えられている。カマ ドの覆土は主に褐色砂質シルトを用いている。カマド前には炭化物層が広が

り、遺物は土師器 (1556～ 1572)・ 須恵器 (1548～ 1555)・ 黒色土器 (1573～ 1578)。 墨書土器 (1579

～1586)・ 緑釉陶器 (1587)。 棒状鉄製品 (153)が出土している。

S116(図面282):調査区中央付近に位置 しS118を 切る。平面形態は長方形を呈 し、長辺4.05m、 短辺

2,75m、 深さ0.38mを 沢1る 。竪穴の覆土はにぶい責褐色砂質シル トを基調とする。カマ ドは東壁の南

狽1に構築されている。カマ ド付近の床面は硬化 した貼床を持つ。カマ ドの規模は幅0.85mで、主軸長

は1.5m程度、竪穴外へ伸びる煙道は0.45m突出している。カマ ドの覆土は褐色砂質シル トを基調とす

る。袖材などは確認されない。カマ ド前には入化物層が広がり、遺物は土師器 (1594～ 1613)。 須恵
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器 (1588～ 1593)・ 黒色土器 (1614～ 1616)。 墨書土器 (1617～ 1621)が出土している。

S117(図面283)I S118を切る。平面形態は長方形を呈し、長辺3.25m、 短辺2.9m、 深さ0.4mを測る。壁

面の立ち上がりはやや傾斜を持つ。竪穴の覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル トににぶい黄褐色砂質シ

ルト混、第 2層 :にぶい責褐色砂質シルト、第 3層 :オ リーブ褐色砂質シルトとなる。竪穴の北東部

分の床面は硬化 した貼床が確認され、厚さは0.15m、 床の覆土はオリーブ褐色砂質シル トとなる。カ

マ ドは東壁の南狽1に構築され、煙道は東に廷びる。カマ ドの規模は幅0.75mで、主軸長は1.17mと な

る。カマ ドの覆土は第 1層 :に ぶい黄褐色砂質シルト炭化物少量混、第 2層 :黒褐色砂炭化物焼土混、

第 3層 :褐色砂焼土混となる。カマ ド前には炭化物層が広がり、遺物は土師器 (1628～ 1638)・ 須恵

器 (1622～ 1627)。 黒色土器 (1639)・ 墨書土器 (1640～ 1646)。 フイゴの羽口が出上している。

S118(図面283):S116。 17に切られる。平面形態は長方形を呈し、長辺3.06m以 上、短辺2.65m、 深さ

0.33mを 測る。竪穴の覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :灰黄褐色砂質シル トに褐色砂質

シル ト混、第 3層 :オ リーブ褐色砂質シル トとなる。床面には貼床・床硬化がみられ、厚さ0。 16mを

測る。床の覆土はオリーブ褐色砂質シルトである。カマ ドは東壁の南側に構築されている。カマ ドの

規模は幅0.5m、 長さ1.05m程 度、覆土は第 1層 :褐色シルト質砂、第 2層 :暗褐色砂質シル ト炭化物

微量混となる。遺物は土師器 (1649～ 1656)・ 須恵器 (1647・ 1648)・ 黒色土器 (1657)。 墨書土器

(1658～ 1660)。 棒状鉄製品 (121)。 鉄淳 (122)が出土している。

S119(図面284):平面形態は長方形を呈し、長辺4.55m、 短辺3.3m、 深さ0,3mを 測る。竪穴の覆土は

第 1層 :にぶい黄褐色砂質シル ト炭化物少量混、第 2層 :褐灰色砂質シル ト、第 3層 :にぶい責褐色

砂質シルトに灰責色粗砂混に分層される。カマドは北壁のやや東寄りに構築されている。カマ ドの規

模は幅0.65m、 長さ0.76mを 測る。カマ ド中央には、支脚と考えられる立石があり、左袖に 1個、長

径20cm大 の袖石が確認される。カマ ドの覆土は第 1層 :灰責掲色砂質シルト炭化物微量混、第 2層 :

黒褐色シル ト、第 3層 :黒褐色砂質シル ト炭化物微量混となる。遺物は土師器 (1670～ 1681)・ 須恵

器 (1661～ 1669)。 墨書土器 (1682～ 1687)・ 釘 (123)。 鉄淳 (124・ 125)が出土している。

S120(図面284):調査区東壁で一部が検出された。平面形態は不明で、長辺1.45m以上、短辺0.38m以

上、深さ0.48mを 測る。竪穴の覆土はオリーブ褐色砂質シル トににぶい責色砂質シル ト混となる。出

土遺物は土師器 (1688)が認められる。

S121(図面285):平面形態は方形を呈し、一辺3.8～ 3.82m、 深さ0,26mを測る。竪穴の覆土は灰責掲色

砂質シル トを基調とする。カマ ドは東南隅に構築されている。カマ ドの規模は幅1.Om、 主軸長は

1.lmを 測る。燃焼部の左袖に長径20側大の袖石 1個が確認される。カマ ドの構築には主にオリーブ

褐色砂質シル トを用いている。カマ ド前には炭化物層が広がり、遺物は土師器 (1691～ 1697)・ 須恵

器 (1689。 1690)。 鉄製金具 (119)・ 棒状鉄製品 (120)が出土している。

S122(図面285):竪穴住居群のうち、もっとも南側に位置する。平面形態は長方形を呈し、長辺3.6m、

短辺2.8m、 深さ0,lmを 測る。竪穴の覆土はにぶい黄褐色砂質シル トとなる。竪穴中央部とカマ ド付

近の床面には硬化がみられ、酸化鉄の沈着が激しい。カマ ドは東南隅に構築され、煙道は0.3mほ ど東

へ延びる。カマ ドの規模は幅0。7mで、主軸長は1.lm、 覆土はにぶい黄褐色砂質シル トを基調とする。

遺物は土師器 (1698～ 1703)・ 須恵器・鉄津 (112)・ 石製品が出土している。

掘立桂建物

SB208-SP2086～ 2095(図面286):調査区の北側西壁際に位置する。建物の規模は、梁行 2間

(4.94m)、 桁行 3間 (5,05m)の側柱建物で、平面プランは方形を呈す。建物の棟方向はN87°Wで、
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床面積は25.0♂。柱間距離は、梁行2.5m、 桁行1.6～ 1.7mである。柱穴形態は円～不整形で、径0.34～

0.84m、 深さ0.18～ 0.58mを 数える。柱穴内覆土は責褐色砂質シル トを基調とする。遺物はSP2090・

2092で土師器が出上している。

SB209-SP2096～ 2102(図面286):調査区北側の東壁際に位置 し、調査区外に続 く。建物の規模は、

梁行 2間 (5,2m)、 桁行 2間以上 (4.28m～ )の側柱建物である。建物の棟方向はN82° Wで、検出さ

れた床面積は22.3だ となる。柱間距離は、梁行2.5～ 2.7m、 桁行2.0～ 2.3mである。柱穴形態は円～不

整形で、径0.54～ 0.82m、 深さ0.23～ 0.44mを 数える。柱穴内覆土は灰黄褐色砂質シル トを基調とする。

遺物はSP2096で黒色土器 (1704)、 SP2097で須恵器、SP2099で土師器・須恵器、SP2100で 黒色土器

(1705・ 1706)・ 緑釉陶器 (1707)、 SP2102で土師器が出土している。

SB210-SP2103～ 2111(図面287):建物の規模は、梁行 2間 (4.32～ 4.45m)、 桁行 2間 (5.0～ 5,14m)

の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN74°Wで、床面積は22.9♂。柱間距離は、

梁行2.05～ 2.28m、 桁行2.45～ 2.58mで ある。柱穴形態は楕円～不整形で、径0.38～ 0.82m、 深さ0.12～

067mを 数える。柱穴内覆土は灰黄褐色砂質シルトを基調とする。遺物はSP2109。 2111で土師器・須

恵器 (1708)、 SP2110で土師器、SP2111で土師器・須恵器・U字状鉄製品 (151)が出上している。

SB211-SP2112～ 2122(図面287):建物の規模は、梁行 2間 (4.0～ 4.lm)、 桁行 3間 (8,03～ 8.06m)

の総柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物の棟方向はN10° Eで、床面積は33.lr。 柱間距離は、

梁行2.0～ 2.05m、 桁行2.6～ 3.Omである。柱穴形態は円～不整形で、径0.36～ 1.4m、 深さ0.17～ 0.88m

を数える。柱穴内覆土は黄灰色砂質シル ト～灰黄褐色粘質シル トを基調とする。遺物はSP2112で 土

師器 (1709・ 1710)、 SP2113で須恵器 (1711)・ 墨書土器 (1712～ 1714)、 SP2114で墨書土器 (1715)、

SP2118で須恵器、SP2119で土師器 (1716)、 SP2120～ 2122で土師器・須恵器 (1717・ 1718)。 SP2124

で菱形金具付釘 (148)。 釘 (149)が出土している。

SB212-SP2123～ 2131(図面288):建物の規模は、梁行 2間 (5.1～ 5.2m)、 桁行 3間 (6.25m)の側

柱建物で、平面プランは長方形を呈す。建物南側柱列と北東隅の柱穴には、礎石と考えられる直径

0.5cm程の円盤状の礫が水平に置かれており、礎石の一部と考えられる。建物の棟方向はN82°Wで、

床面積は32.5♂。柱間距離は、梁行 1,35～ 3.82m、 桁行 1.9～ 2.3mで ある。柱穴形態は円～楕円形で、

径0.34～ 0.84m、 深さ0.12～ 0.53mを 数える。柱穴内覆土は責掲色～暗灰責色砂質シルトを基調とする。

出土遺物はSP2123で須恵器 (1719)、 SP2124で 菱形金具付き釘 (148)・ 釘 (149)、 SP2126で 須恵器

(1720)、 SP2127で土師器 (1721)、 SP2128で土師器 (1722～ 1724)、 SP2129で須恵器 (1725)・ 土師器

(1726)、 SP2131で須恵器 (1727～ 1729)が認められる。

SB213-SP2132～ 2140(図面288):調査区の東壁際に位置し、調査区外に続く。建物の規模は、梁行

2間 (5.85m)、 桁行 4間以上 (9.26m～ )の側柱建物で、建物の椋方向はN75° W、 検出された床面積

は54.2♂ となる。柱間距離は、梁行2.86～ 3.Om、 桁行2.0～ 3.4mで ある。柱穴形態は円～不整形で、径

0.37～ 1.46m、 深さ0。 1～ 0。 72mを 数える。柱穴内覆土は灰黄褐色砂質シル トを基調とする。遺物は

SP2132で須恵器・墨書土器 (1730)、 SP2134で土師器 (1738)。 須恵器 (1731～ 1737)・ 墨書土器

(1739)、 SP2135で須恵器 (1740)、 SP2136で土師器 (1741)。 黒色土器 (1742)。 墨書土器 (1743)・

須恵器、SP2137・ 2139で土師器 (1744・ 1745)・ 須恵器、SP2140で土師器が出土している。

土師器焼成遺構

調査区北半の西壁際からL字状に広がる赤色硬化 した焼土面を検出した。焼土面は硬化の激しい部

分と緩い部分が確認でき、焼上の硬化状況から、東西方向に広がる焼土面 (土師器焼成遺構 1)と 、
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南北方向に広がる焼土面 (土師器焼成遺構 2)に分離することが可能であった。両者は重複関係から、

後者が古 く、前者が新しい。土師器焼成遺構からは遺物が殆ど出上しなかったが、焼土面の直上包含

層からは、土師器 (1760～ 1831)。 須恵器 (1746～ 1759)・ 黒色土器 (1832～ 1839)・ 灰釉陶器

(1840)・ 墨書土器 (1841～ 1843・ 1845～ 1856)・ 鉄淳 (127・ 150)・ 砥石などが出土している。また、

土師器焼成遺構の周囲の遺構及び包含層からは写真251-1に掲載したような土器の表面が薄皮を剥い

だように円形に剥脱した土師器や、底部と体部の継ぎ目から剥脱した土師器が出土し、黒班のある土

師器や須恵器の焼台も出土している。

土師器焼成遺構 1(図面290):東西方向に焼土面が広がるもので、東西3.48m、 南北1.8mの 規模であ

る。焼土面までの掘 り込みは確認できず、焼土面から地山までは深さ0,12m、 硬化面の厚さは0.lmを

測る。平面形態はやや不整形な長方形で、北側部分を削平された可能性がある。また硬化面の周囲は

殆ど硬化せず、ややくすんだ赤色を呈する部分が幅10～ 20cmの範囲に帯状に巡っている。

土師器焼成遺構 2(図面290):南北方向に広がるもので、南北2,78m、 東西2.6mの規模である。焼土面

までの掘 り込みは確認できず、焼土面から地山までは深さ0.16mを 測る。東西南の三方に硬化の緩い

焼土層が帯状に巡 り、北側についてはあまり火を受けず硬化 していない面が全体の1/3の範囲に広が

る。

土坑

SKl132(図面271):平面形態は不整形で、規模は長径0.6m、 短径0.18m以上、深さ0.lmを測る。覆土

はにぶい責褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SKl133(図面271):平面形態は不整形でSD238を 切る。規模は長径0.68m、 短径0,48m、 深さ0.16mを

測る。覆土は灰黄褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl134(図面271):東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径1.08m、 短径0.83m以

上、深さ0.26mを 測る。覆土は褐灰色粘質シル ト炭化物混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土し

ている。

SKl135(図面271):平面形態は楕円形で、規模は長径0.42m、 短径0,33m、 深さ0.18mを 測る。覆土は

第 1層 :(5Y5/1)灰色粘質シルト、第 2層 :(5Y4/1)灰色粘質シル トとなる。出土遺物は認められ

ない。

SKl136(図 面271):平面形態は円形で、規模は径0。 71～ 0。 77m、 深さ0,29mを測る。覆土は第 1層 :灰

黄褐色粘質シルト炭化物少量混、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器 (1858・ 1859)・

須恵器・鉄鏃 (130)が出土している。

SKl137(図面271):平面形態は楕円形で、規模は長径0.56m、 短径0.52m、 深さ0.25mを測る。覆土は

第 1層 :(5Y4/1)灰色粘質シル ト、第 2層 :(5Y5/1)灰色粘質シルトとなる。出土遺物は認められ

ない。

SKl138(図面271):平面形態は不整形で、規模は長径0.87m、 短径0,71m、 深さ0.07mを測る。覆土は

黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器・製塩土器 (2956)が出土している。

SKl139(図面271):平面形態は楕円形でSD273を 切る。規模は長径0.63m、 短径0.57m、 深さ0.13mを

測る。覆土は褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SKl140(図面271):平面形態は楕円形でSD278を 切る。規模は長径0.9m、 短径0.81m、 深さ0,25mを

測る。覆土は第 1層 :褐色砂質シルトに黒褐色砂質シルト混、第 2層 :褐色砂質シル トとなる。遺物

は須恵器が出土している。
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SKl141(図面271):平面形態は楕円形でSD278を 切る。規模は長径0.7m、 短径0.56m、 深さ0。 17mを

測る。覆土はにぶい黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SKl142(図 面271):平面形態は楕円形で、規模は長径0.67m、 短径0,48m、 深さ0.28mを測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SK■43(図面271):平面形態は楕円形でSD279を切る。規模は長径1.01m、 短径0。77m以上、深さ0,19m

を測る。覆土はにぶい黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl144(図面271):平面形態は円形でSD276を 切る。規模は径0.46m、 深さ0.lmを測る。覆土は褐色

砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl145(図 面271):平面形態は楕円形で、規模は長径1.02m、 短径0.67mく 深さ0.22mを 測る。覆土は

第 1層 :にぶい責褐色砂質シル トに黒褐色砂質シル ト混、第 2層 :にぶい責褐色砂質シル ト災化物微

量混となる。遺物は認められない。

SKl146(図 面271):平面形態は楕円形で、規模は長径0.69m、 短径0.65m、 深さ0,15mを 測る。覆土は

褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は認められない。

SKl147(図 面271):平面形態は長方形でSD2086を 切る。規模は長辺0.85m、 短辺0.59m、 深さ0.2mを

測る。覆土はにぶい黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SKl148(図 面271):平面形態は不整形で、規模は長径0。 97m、 短径0.55m、 深さ0.38mを測る。覆土は

第 1層 :にぶい黄褐色砂質シル ト炭化物微量混、第 2層 :にぶい黄褐色砂質シル トに黒褐色砂質シル

ト混、第 3層 :褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SKl149(図 面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0.31m、 深さ0。 14mを測る。覆土は

第 1層 :黄褐色粘質シルト、第 2層 :褐灰色シルトとなる。遺物は土師器が出土している。

SKl150(図 面292):平面形態は不整形で、規模は長径0.64m、 短径0.34m、 深さ0.31mを 測る。覆土は

第 1層 :に ぶい黄褐色粘質シルト、第 2層 :に ぶい黄褐色粘質シルトににぶい黄色砂混となる。遺物

は土師器が出上している。

SKl151(図面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.38m、 短径0.31m、 深さ0.2mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は黒色土器が出土している。

SKl152(図 面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.25m、 短径0.2m、 深さ0。 17mを測る。覆土は

灰責褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SKl153(図 面292):平面形態は円形で、規模は径0.37～ 0,4m、 深さ0.29mを 測る。覆土は灰色粘質シ

ル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl154(図 面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m、 短径0,42m、 深さ0.32mを 測る。覆土は

第 1層 :に ぶい黄色粘質シル ト、第 2層 :灰黄掲色粘質シル ト、第 3層 :褐灰色粘質シル トとなる。

遺物は土師器が出土している。

SKl155(図 面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.54m、 短径0.41m、 深さ0.37mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色粘質シル トに黄褐色砂質シル ト炭化物少量混、第 2層 :灰責褐色粘質シルトとなる。

遺物は須恵器が出上している。

SKl156(図 面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.77m、 短径0.56m、 深さ0.42mを測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シルト、第 3層 :灰色砂質シルトとなる。遺物は

須恵器が出土している。

SKl157(図面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.55m、 短径0.43m、 深さ0,3mを 測る。覆土は
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灰責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (1860)が出上している。

SKl158(図面292):平面形態は不整形で、規模は長径0.75m、 短径0.59m、 深さ0.21mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色粘質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器 (1861・

1862)が出上している。

SKl159(図 面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0.51m以上、深さ0.21mを 測る。覆

土は第 1層 :褐灰色粘質シルト、第 2層 :掲色粘質シルトとなる。出土遺物は認められない。

SK■60(図面292):平面形態は円形で、規模は径0.45m以上、深さ0.04mを 測る。覆土は灰責褐色粘

質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SKl161(図面292):平面形態は不整形でS112に切られる。規模は長径0.84m、 短径0.44m以上、深さ

0.16mを 測る。覆土は第 1層 :灰責褐色粘質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トなる。遺物は須恵器

(1863～ 1868)・ 墨書土器 (1869)が出上している。

SKl162(図面292):平面形態は円形で、規模は径0.43～ 0.44m、 深さ0.17mを 測る。覆土は褐灰色粘

質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SKl163(図 面292):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺0.67m以上、短辺0.6m、 深さ0.1lmを 測る。

覆土は責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl164(図面292):平面形態は不整形で、規模は長径0,61m、 短径0.36m以上、深さ0。 lmを 測る。覆

土は暗灰責色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SKl165(図面292):平面形態は円形で、規模は径0.5m、 深さ0.lmを 測る。覆土は灰責褐色粘質シル

トのみの単層となる。遺物は土師器 (1870)が出土している。

SKl166(図面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.45m、 短径0.41m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl167(図面292):平面形態は円形でSD317を 切る。規模は径0.4～ 0.42m、 深さ0.12mを 測る。覆土

は灰黄褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器 (1871)が出土している。

SKl168(図面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.32m、 深さ0。 13mを 測る。覆土は

灰責褐色砂質シル ト焼土・炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器 (1872)。 墨書土器 (1857)が

出土している。

SKl169(図 面292):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.38m、 深さ0.3mを 測る。覆土は

褐灰色粘質シルト炭化物・礫混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (1873)が出土している。

SKl170(図面292):平面形態は円形で、規模は径0.55m、 深さ0.lmを測る。覆土は灰責褐色粘質シル

トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SKl171(図面292):平面形態は円形で、規模は径0.42m程 度、深さ0.lmを測る。覆土は黄褐色砂質シ

ル トマンガン混のみの単層となる。遺物は認められない。

SKl172(図面292):平面形態は長楕円形でSD318を 切る。規模は長径1.84m、 短径0.47m、 深さ0.08m

を測る。覆土はにぶい黄褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器 (1874)が出土している。

SKl173(図 面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0,61m、 短径0.52m、 深さ0.14mを 測る。覆土は

灰黄褐色粘質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SKl174(図 面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0.79m、 短径0。 71m、 深さ0。 15mを測る。覆土は

第 1層 :灰責色粗砂、第 2層 :褐色粘質シルトとなる。遺物は須恵器 (1875)が出土している。

SKl175(図 面293):平面形態は隅九方形で、規模は一辺0.61m以上、深さ0.45mを 測る。覆土は第 1
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層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物は土師器 。墨書土器 (1876)が出

土している。

SKl176(図 面298):平面形態は不整形でSKl177を切る。規模は長径0.48m、 短径0,41m、 深さ0,13m

を測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色粘質シル トににぶい黄色砂混、第 2層 :灰責褐色粘質シルトとなる。

遺物は土師器が出土している。

SKl177(図 面293):平面形態は精円形でSKl176に切られる。規模は長径0.6m、 短径0.58m、 深さ0.17m

を測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色粘質シルトに掲色粘質シル ト焼土・炭化物混、第 2層 :灰黄褐色粘

質シル ト炭化物混となる。遺物は土師器が出土している。

SKl178(図 面293):平面形態は精円形でSP2103を切る。規模は長径0.62m以上、短径0.54m以上、深

さ0.14mを 測る。覆土は第 1層 :黄褐色粘質シル ト、第 2層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 3層 :褐灰色

砂質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SKl179(図 面293):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺0.8m以上、短辺0.5m以上、深さ0。 15mを測

る。覆土は責褐色粘質シル トのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SKl180(図面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0.46m、 短径0.38m、 深さ0.3mを測る。覆土は

第 1層 :黄褐色砂質シル トに灰責褐色粘質シル ト混、第 2層 :灰黄褐色粘質シルトに黄褐色砂質シル

ト混、第 3層 :灰黄褐色砂質シルトとなる。遺物は須恵器が出土している。

SKl181(図 面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0.65m、 短径0.52m、 深さ0.47mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色砂質シルト、第 2層 :掲灰色砂質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出上して

いる。

SKl182(図 面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、 短径0.34m、 深さ0.14mを測る。覆土は

灰黄褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SKl183(図 面293):平面形態は円形で、規模は径0.43m程度、深さ0.21mを 測る。覆土は黄褐色粘質

シルトのみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK■84(図面293):平面形態は不整形で、規模は長径0.9m、 短径0.67m、 深さ0.2mを測る。覆土は灰

黄褐色砂質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (1877)。 羽口 (1878)が

出土している。

SKl185(図 面293):平面形態は楕円形でSKl186を切る。規模は長径0.84m、 短径0.5m、 深さ0.2mを

測る。覆土は灰黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl186(図面293):平面形態は楕円形でSK■ 85に切られる。規模は長御 .65m、 短径0.57m、 深さ0。 19m

を測る。覆土は灰黄褐色砂質シルト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl187(図 面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.26m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

黄灰色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK■88(図面293):平面形態は長楕円形で、規模は長径0.85m以上、短径0.43m、 深さ0.22mを 測る。

覆土は灰黄褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SKl189(図 面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0.9m以上、短径0.59m以上、深さ0,27mを 測る。

覆土は第 1層 :にぶい黄褐色粘質ンルト、第 2層 :褐灰色砂質シル ト炭化物少量混となる。出土遺物

は認められない。

SKl190(図 面293):平面形態は不整形で、規模は長径0.79m、 短径0.67m、 深さ0,38mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色粘質シル トに黄掲色砂質シル ト炭化物少量混、第 2層 :灰黄褐色粘質シル ト炭化物
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少量混、第 3層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK■91(図面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0,37m、 短径0。 32m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色粘質シル トに黄褐色砂質シル ト混、第 2層 :灰黄褐色粘質シル トとなる。遺物は須

恵器が出土している。

SKl192(図面293):平面形態は楕円形で、規模は長径0。 77m以上、短径0.57m、 深さ0.21mを 測る。覆

土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :灰責褐色砂質シル トににぶい責色粘質シル ト混となる。

遺物は須恵器が出土している。

SKl193(図 面293):平面形態は円形で、規模は径0.45m、 深さ0。 19mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐

色粘質シル トに掲色粘質シル ト混、第 2層 :灰黄褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器 (1879)。 須

恵器が出上している。

SKl194(図面293):平面形態は不整形で、規模は長径0.72m、 短径0.66m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

第 1層 :に ぶい責褐色砂質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル ト、第 3層 :褐灰色粘質シル トとなる。

遣物は土師器 (1880)・ 須恵器が出土している。

SKl195(図面294):平面形態は楕円形でSKl196に 切られる。規模は長径0.49m、 短径0.47m以上、深

さ0.35mを 測る。覆土は第 1層 :黄褐色粘質シル トに灰黄褐色粘質シル ト混、第 2層 :褐灰色粘質シ

ル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SKl196(図 面294):平面形態は楕円形でSKl195を 切る。規模は長径0.58m、 短径0.4m、 深さ0,15mを

測る。覆土は第 1層 :責褐色砂質シル ト、第 2層 :オ リーブ褐色粘質シルトとなる。遺物は土師器・

羽口 (1881)が出土している。

SKl197(図面294):平面形態は楕円形でSKl198を切る。規模は長径0.61m、 短径0.48血、深さ0。 16m

を測る。覆土は灰責掲色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SKl198(図 面294):平面形態は円形でSKl197に切られる。規模は径0.56～ 0.59m、 深さ0.46mを 測る。

覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シルトとなる。遺物は土師器が出土してい

る。

SKl199(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.51m、 短径0.4m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

第 1層 :に ぶい黄掲色焼土炭化物混、第 2層 :灰責褐色砂質シル ト焼土混となる。遺物は土師器が出

土している。

SK1200(図面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.45m、 短径0,34m、 深さ0.24mを測る。覆土は

第 1層 :黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器が出土している。

SK1201(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.42m、 短径0.3m、 深さ0,18mを 測る。覆土は

第 1層 :褐灰色粘質シル ト、第 2層 :灰責褐色粘質シル トとなる。遺物は土師器 (1882)が出土して

いる。

SK1202(図面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0,63m、 短径0.45m、 深さ0.21mを測る。覆土は

褐灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (1883)が出上している。

SK1203(図面294):平面形態は円形で、規模は径0.3m、 深さ0.12mを 測る。覆土は灰責褐色粘質シル

ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1204(図面294):平面形態は円形で、規模は径0.75m程度、深さ0.36mを 測る。覆土は第 1層 :灰

責褐色砂質シルト炭化物少量混、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物はない。

SK1205(図面294):平面形態は不整形でSD323を 切る。規模は長径0.55m、 短径0.5m、 深さ0,17mを
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測る。覆土は灰責褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK1206(図 面294):平面形態は円形で、規模は径0.4m程度、深さ0.09mを測る。覆土は灰黄褐色粘質

シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK1207(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0,72m、 短径0.58m、 深さ0.59mを測る。覆土は

灰責褐色砂質シルトを基調とする4層 に分層される。遺物は須恵器が出土している。

SK1208(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.38m、 深さ0,12mを測る。覆土は

灰黄褐色砂質シル ト焼土炭化物多量混のみの単層となる。遺物は土師器 (1884)が出土している。

SK1209(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.66m以 上、短径0.65m、 深さ0.08mを測る。覆

土は灰黄褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1210(図 面294):平面形態は楕円形でSK1211を 切る。規模は長径0.84m、 短径0.6m、 深さ0.25mを

測る。覆土は第 1層 :に ぶい黄褐色粘質シルトに黄褐色砂質シル ト混、第 2層 :にぶい責褐色粘質シ

ルトとなる。遺物は土師器・須恵器 (1885)が出上している。

SK12■ (図面294):平面形態は不整形でSK1210に 切られる。規模は長径0。 94m、 短径0.49m以上、深

さ0.51mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色粘質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は須

恵器 (1886)が出上している。

SK1212(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.3m、 短径0.21m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色粘質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器・墨書土器 (1887)

が出土している。

SK1213(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.98m、 短径0。 78m、 深さ0.lmを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色粘質シルト焼土・炭化物多量混、第 2層 :灰黄褐色粘質シル トとなる。遺物は土師

器 (1888)。 須恵器が出土している。

SK1214(図 面294):平面形態は不整形でSX2151こ切られる。規模は長径0.36m、 短径0.3m以上、深さ

0.06mを 浪Iる 。覆土は灰黄褐色粘質シルト焼土混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1215(図 面294):平面形態は不整形で、規模は長径0.62m、 短径0.52m以 上、深さ0.39mを 測る。覆

土は第 1層 :灰黄褐色砂質シルト炭化物少量混、第 2層 :褐灰色砂質シルトとなる。遺物は須恵器が

出土している。

SK1216(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.7m、 短径0.46m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色粘質シル トににぶい責色粘質シルト、第 2層 :灰責褐色粘質シル トとなる。遺物は

土師器・須恵器が出上している。

SK1217(図 面294):平面形態は楕円形で、規模は長径0.45m、 短径0.32m以 上、深さ0.35mを測る。覆

土は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1218(図 面295):平面形態は不整形で東側は調査区外となる。規模は長径1.39m以 上、短径0.57m、

深さ0.32mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄掲色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物は

土師器 (1891～ 1893)・ 須恵器 (1889。 1890)が出上している。

SK1219(図面295):平面形態は楕円形でSP2134を 切る。規模は長径0.39m、 短径0.34m、 深さ0.17mを

測る。覆土は責褐色粘質シルト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1220(図 面295):平面形態は不整形で、規模は長径0.68m、 短径0.65m、 深さ0,34mを測る。覆土は

灰責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出上している。

SK1221(図面295):平面形態は楕円形で、規模は長径0,7m、 短径0.65m、 深さ0.33mを 測る。覆土は
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第 1層 :に ぶい黄褐色砂質シルト、第 2層 :灰黄褐色粘質シルト、第 3層 :褐灰色砂質シルトとなる。

遺物は土師器が出上している。

SK1222(図面295):平面形態は楕円形でSK1223を切る。規模は長径0.68m、 短径0,57m、 深さ0.24m

を測る。覆土は第 1層 :に ぶい黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物は土師

器・須恵器が出土している。

SK1223(図面295):平面形態は楕円形でSK1222に 切られる。規模は長径1.02m以上、短径0.82m、 深

さ0,41mを 測る。覆土は第 1層 :に ぶい黄褐色砂質シル ト、第 2層 :黒褐色砂質シル ト、第 3層 :灰

黄褐色砂質シル トとなる。遺物は土師器 (1895)・ 須恵器 (1894)が出土している。

SK1224(図面295):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m、 短径0.5m、 深さ0.16mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色砂質シルト、第 2層 :褐灰色砂質ンル トとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK1225(図面295):平面形態は楕円形で、規模は長径0.78m、 短径0,68m、 深さ0,07mを測る。覆土は

にぶい黄掲色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK1226(図 面295):平面形態は不整形で、規模は長径0.88m、 短径0,7m、 深さ0.18mを 測る。覆土は

灰責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 (1896)が出土している。

SK1227(図 面295):平面形態は不整形で、規模は長径 1,36m、 短径0.8m、 深さ0.42mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シル トを基調とする4層 に分層される。遺物は土師器 (1897)。 須恵器が出上している。

SK1228(図面295):平面形態は楕円形でSK1229を切る。規模は長径0,87m以上、短径0,7m以上、深

さ0.7mを測る。覆土は第 1層 :にぶい黄掲色砂に焼土・炭化物微量混、第 2層 :にぶい責褐色砂にオ

リーブ褐色細砂混、第 3層 :にぶい黄褐色砂炭化物微量混となる。遺物は認められない。

SK1229(図面295):平面形態は楕円形で、規模は長径0.51m以上、短径0.28m以 上、深さ0.49mを測る。

覆土は第 1層 :にぶい責褐色砂焼土少量・炭化物微量混、第 2層 :にぶい黄褐色砂にオリーブ褐色砂

ブロック混となる。遺物は石帯 。九軸 (38)が出上している。

SK1230(図 面295):平面形態は楕円形でS113に切られる。規模は長径0.85m、 短径0.62m、 深さ0.22m

を測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シルト、第 2層 :褐灰色砂質シルトとなる。遺物は土師器・須

恵器が出土している。

SK1231(図面295):平面形態は不整形でS113,SD326に 切られる。規模は長径0,84m、 短径0.64m、 深

さ0.55mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物は土

師器 (1898。 1899)が出土している。

SK1232(図面295):平面形態は隅九長方形で、規模は長径辺1.34m、 短辺0,65m、 深さ0.35mを 測る。

覆土は第 1層 :灰黄褐色粘質シル ト、第 2層 :黄褐色砂質シル トとなる。遺物は須恵器・鎌 (142)・

椀形淳 (143)が出上している。

SK1233(図 面295):平面形態は不整形でSD329を 切る。規模は長径1.02m、 短径0.56m、 深さ0.21mを

測る。覆土は第 1層 :にぶい黄褐色粘質シルト炭化物多量混、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺

物は土師器 (1900)が出土している。

SK1234(図 面295):平面形態は不整形で、規模は長径0.66m、 短径0.5m、 深さ0.47mを 測る。覆土は

第 1層 :に ぶい責褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シルトとなる。出土遺物は認められない。

SK1235(図面295):平面形態は不整形で、規模は長径0.56m、 短径0,42m以上、深さ0.15mを 測る。覆

土は灰黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器・墨書土器 (1901)が出上している。

SK1236(図 面295):平面形態は不整形でS113を切る。規模は長径1,08m、 短径0.91m、 深さ0.08mを 測
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る。覆土は褐灰色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1237(図面296):平面形態は不整形でSP2132を 切る。規模は長径0.56m、 短径0.51m、 深さ0.17mを

測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色粘質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シルトとなる。遺物は土師器・須恵

器が出土している。

SK1238(図 面296):平面形態は隅丸長方形で、規模は長径0.52m、 短径0.35m、 深さ0.21mを測る。覆

土は第 1層 :灰黄褐色粘質シル ト炭化物多量混、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は土師器

(1903)・ 須恵器 (1902)が出土している。

SK1239(図面296):平面形態は楕円形で、規模は長径0,61m、 短径0。 52m、 深さ0.21mを測る。覆土は

にぶい黄色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1240(図 面296):平面形態は不整形で、規模は長径 1.03m、 短径0.88m、 深さ0.55mを測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色砂質シル ト炭化物多量混、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。出土遺物は土師器

(1904)が認められる。

SK1241(図 面296):平面形態は不整形で、規模は長径1.16m、 短径0。 71m以上、深さ0.65mを 測る。覆

土は第 1層 :灰責掲色砂質シル ト炭化物多量混、第 2層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 3層褐灰色砂質シ

ルトとなる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK1242(図 面296):平面形態は不整形でSD326を切る。規模は長径0.39m以上、短径0.36m以上、深さ

0.24mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル トに褐色焼土混、第 2層 :灰責褐色砂質シル トとな

る。遺物は須恵器が出土している。

SK1243(図 面296):平面形態は不整形で、規模は長径0.63m、 短径0.34、 深さ0.18mを沢1る。覆土は第

1層 :褐色焼土、第 2層 :灰黄褐色砂質シルト焼土混となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK1244(図面296):平面形態は不整形でSP2137を 切る。規模は長径0.96m、 短径0,6m以上、深さ0.18m

を測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。遺物は須恵器が出

上している。

SK1245(図 面296):平面形態は楕円形で、規模は長径0.57m、 短径0.45m、 深さ0.2mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK1246(図 面296):平 面形態は隅丸方形でSD325を切る。規模は一辺0.55～ 0.6m、 深さ0.lmを 波よる。

覆土は灰黄褐色粘質シル ト炭化物混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1247(図 面296):平面形態は楕円形でSK1246に 切られる。規模は長径0。 76m、 短径0.37m以 上、深

さ0.21mを 測る。覆土は灰責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土してい

る。

SK1248(図 面296):平面形態は不整形で、規模は長径0.62m以上、短径0.15m以上、深さ0.54mを 測る。

覆土は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は認められない。

SK1249(図 面296):平面形態は不整形で、規模は長径0.6m、 短径0.34m、 深さ0.4mを測る。覆土は第

1層 :褐灰色砂質シルトに焼土・炭化物混、第 2層 :にぶい黄褐色砂質シルトとなる。遺物は墨書土

器 (1905)。 須恵器が出土している。

SK1250(図面296):平面形態は楕円形でSK1251を 切る。規模は長径0。 78m以上、短径0.59m以上、深

さ0.65mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物は土

師器が出土している。

SK1251(図面296):平面形態は長楕円形でSK1250に 切られる。規模は長径1,07m、 短径0.43m、 深さ
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0.19mを 測る。覆土は灰黄褐色～褐灰色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・製塩土器が出土し

ている。

SK1252(図面296):平面形態は楕円形でSK1253を 切る。規模は長径0.36m、 短径0.34m、 深さ0.15m

を測る。覆土は第 1層 :褐灰色粘質シルトににぶい黄色粘質シルト混、第 2層 :褐灰色粘質シル トと

なる。遺物は須恵器が出土している。

SK1253(図面296):平面形態は楕円形でSK1252に 切られる。規模は長径0.97m、 短径0.54m以 上、深

さ0.67mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色粘質シル トに黄褐色砂質シル ト混、第 2層 :灰責褐色粘質

シル ト、第 3層 :褐灰色粘質シルトとなる。遺物は土師器 。須恵器 (1906)・ 黒色土器 (1907)。 墨書

土器 (1908)が出上している。

SK1254(図 面296):平面形態は円形で、規模は径0.32～ 0,35m、 深さ0。 14mを 測る。覆土はにぶい黄

色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1255(図 面296):平面形態は不整形でSD326に切られる。規模は長径0.49m以上、短径0.48m、

さ0.2mを測る。覆土は褐灰色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK1256(図 面296):平面形態は不整形で、規模は長径0.62m以 上、短径0.49m、 深さ0.45mを 測る。

土は灰責掲色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1257(図面296):平面形態は楕円形で、規模は長径0.56m、 短径0.45m、 深さ0.lmを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 (1910)。 須恵器 (1909)。 墨書土器 (19■ )が

出土している。

SK1258(図面296):平面形態は楕円形で、規模は長径0.28m、 短径0.25m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は

褐灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK1259(図面296):平面形態は不整形で、規模は長径1.37m、 短径1.06m以上、深さ0.17mを 測る。覆

土は黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 (1912)・ 墨書土器 (1844)が認められる。

SK1260(図面297):平面形態は円形でSK1261を 切る。規模は径0.3m、 深さ0.lmを測る。覆土はにぶ

い黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器・墨書土器 (1913)が出土している。

SK1261(図面297):平面形態は隅九長方形で、SK1259を 切 り込みSK1260に切られる。規模は長辺

1.75m、 短辺0。 93m、 深さ0。 12mを測る。覆土は第 1層 :に ぶい赤褐色焼土、第 2層 :灰黄褐色砂質シ

ルト、第 3層 :灰黄褐色砂質シルト炭化物多量混となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1262(図 面297):平面形態は楕円形でS115,SD325を切る。規模は長径0.76m、 短径0.53m、 深さ

0,13mを 測る。覆土は褐灰色粘質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器 (1914)。 須

恵器が出土している。

SK1263(図 面297):平面形態は楕円形でS115を切る。規模は長径 1.32m、 短径0,71m、 深さ0.31mを 測

る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :掲灰色砂質シル トとなる。遺物は土師器 (1915～

1918)・ 須恵器・黒色土器 (1919)・ 墨書土器 (1920～ 1923)・ 板状鉄製品 (152)が出土している。

SK1264(図 面297):平面形態は不整形でS115,SK1263に 切られる。規模は長径0.83m、 短径0.47m以

上、深さ0.16mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト炭化物少量混、第 2層 :褐灰色粘質シル

トとなる。遺物は土師器 (1924)。 須恵器が出土している。

SK1265(図 面297):平面形態は不整形で、規模は長径0.5m、 短径0.29m以上、深さ0.1lmを 測る。覆

土は灰黄褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器 (1925)が出土している。

SK1266(図 面297):平面形態は円形で、規模は径0.52m、 深さ0.23mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐

深

覆
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色粘質シルトににぶい黄色砂混、第 2層 :灰黄褐色粘質シル ト焼土ブロック混となる。遺物は須恵器

が出土している。

SK1267(図面297):平面形態は隅九方形で、規模は一辺0。 7～ 0.78m、 深さ0.56mを 預1る 。覆土は第 1

層 :赤褐色砂質シル ト、第 2層 :灰責褐色砂質シルト、第 3層 :褐灰色シル トとなる。遺物は土師器

(1926)が出土している。

SK1268(図 面297):平面形態は楕円形で、規模は長径0.82m、 短径0.7m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色粘質シル トににぶい責色砂質シル ト混、第 2層 :灰黄褐色粘質シルトとなる。遣物

は墨書土器 (1927)・ 須恵器が出土している。

SK1269(図 面297):平面形態は不整形でS115に切 られる。規模は長径0,7m、 短径0.53m以上、深さ

0。■mを測る。覆土は灰黄褐色粘質シルト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (1928)

が出土している。

SK1270(図 面297):平面形態は精円形でS115を切る。規模は長径 1.15m、 短径0,8m、 深さ0.13mを 測

る。覆土は灰責褐色粘質シル ト炭化物混のみの単層となる。遺物は土師器・須恵器 (1929)・ 墨書土

器 (1930～ 1985)が出上している。

SK1271(図 面297):平面形態は不整形でSD325に 切られる。規模は長径0.9m以上、短径0.56m、 深さ

0.05mを 測る。覆土は灰黄掲色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1272(図面297):平面形態は楕円形で、規模は長径0.75m、 短径0.55m、 深さ0。 25mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 (1986)・ 須恵器が出土している。

SK1273(図 面297):平面形態は楕円形で、規模は長径0.65m、 短径0.64m、 深さ0.45mを測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色砂質シルトににぶい責色砂質シル ト混、第 2層 :灰黄褐色砂質シル トとなる。遺物

は須恵器が出土している。

SK1274(図面297):平面形態は円形で、規模は径0.42m、 深さ0.4mを測る。覆土はにぶい黄褐色砂質

シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1275(図 面297):平面形態は楕円形で、規模は長径0.4m、 短径0.26m、 深さ0.36mを 測る。覆土は

掲灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK1276(図面297):平面形態は不整形でSK1278。 SX216を切る。規模は長径0.52m、 短径0,49m、 深さ

0.2mを測る。覆土は第 1層 :褐灰色粘質シルト、第 2層 :褐色砂質シルトとなる。遺物は須恵器・墨

書土器 (1937)。 鉄淳 (146)が出土している。

SK1277(図 面298):平面形態は楕円形で、規模は長径0.92m、 短径0.85m、 深さ0.37mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1278(図面298):平面形態は不整形でSK1276・ SX216に 切られる。規模は長径 1.07m、 短径0.82m

以上、深さ0.65mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄掲色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。

遺物は土師器 (1938)・ 須恵器が出土している。

SK1279(図 面298):平面形態は不整形で、規模は長径1.41m、 短径0。 72m、 深さ0.71mを測る。覆土は

第 1層 :褐仄色砂質シルトににぶい責色砂質シル ト混、第 2層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 3層 :掲灰

色砂質シルトとなる。遺物は須恵器・土錘 (1989)が出土している。

SK1280(図 面298):平面形態は楕円形で、規模は長径0.67m、 短径0.58m、 深さ0.3mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色砂質シルトににぶい責色砂質シル ト混、第 2層 :灰責褐色砂質シルトとなる。遺物

は須恵器 (1940)が出土している。
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SK1281(図面298):平面形態は楕円形でSK1282を 切る。規模は長径0。 77m、 短径0.6m、 深さ0.47mを

測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シルトににぶい黄色砂質シル トブロック混、第 2層 :灰黄褐色砂

質シル トとなる。出土遺物は認められない。

SK1282(図 面298):平面形態は不整形で、規模は長径0.76m以上、短径0,6m、 深さ0.51mを 測る。覆

土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル トマンガン混、第 2層 :灰黄褐色砂質シルトににぶい黄色粘質シルト

混、第 3層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物は須恵器が出上している。

SK1283(図面298):平面形態は円形でSK1284を切る。規模は長径0.46m、 短径0.42m、 深さ0。 15mを

測る。覆土は灰黄褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 (1941,1942)・ 須恵器が出土し

ている。

SK1284(図面298):平 面形態は楕円形でSK1283に 切られる。規模は長径 1.07m、 短径 0。 74m、 深さ

0.64mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺物は須恵

器が出土している。

SK1285(図面298):平面形態は不整形でS117に切られる。規模は長径0.24m、 短径0,15m以上、深さ

0.08mを 測る。覆土はにぶい責色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK1286(図面298):平面形態は楕円形でSK1287を 切る。規模は長径0.39m、 短径0.33m、 深さ0.14m

を測る。覆土は責灰色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1287(図 面298):平面形態は楕円形で、S117を切 り込みSK1286に切られる。規模は長径 1.07m、 短

径0.57m、 深さ0。 18mを 測る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シル ト炭化物少量混、第 2層 :褐灰色砂

質シル トとなる。遺物は須恵器が出土している。

SK1288(図面298):平面形態は楕円形で、規模は長径1.33m、 短径0,93m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

第 1層 :に ぶい黄褐色砂質シルト、第 2層 :灰黄褐色砂質シルト炭化物少量混となる。遺物は土師器

(1943)。 須恵器が出上している。

SK1289(図面298):平面形態は楕円形で、規模は長径0.56m、 短径0.47m、 深さ0.25mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1290(図面298):平面形態は不整形でSK1289に 切られる。規模は長径0。72m以上、短径0.55m、 深

さ0,4mを測る。覆土は第 1層 :に ぶい黄褐色砂質シルト、第 2層 :にぶい黄褐色砂質シル トににぶい

黄色砂混となる。遺物はない。

SK1291(図面298):東側が調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径0.68m、 短径0.49m以

上、深さ0,38mを 測る。覆土は第 1層 :灰責褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色砂質シル トとなる。遺

物は須恵器が出土している。

SK1292(図面298):平面形態は不整形で、規模は長径0.74m、 短径0.69m、 深さ0.29mを測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色砂質シルトににぶい黄色砂質シル ト混、第 2層 :灰責褐色砂質シルトとなる。遺物

は土師器が出土している。

SK1293(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0.57m以上、短径0.3m、 深さ0.15mを 測る。覆

土は第 1層 :褐色粘質シル ト、第 2層 :掲色粘質シルトににぶい責色砂混となる。遺物は土師器が出

土している。

SK1294(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、 短径0,41m、 深さ0.29mを測る。覆土は

灰黄掲色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1295(図 面299):平面形態は楕円形でS119を切る。規模は長径0.53m、 短径0.46m、 深さ0.2mを 測

′γフ



る。覆土は責褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SK1296(図 面299):平面形態は円形で、規模は径0.58m、 深さ0.07mを 沢1る 。覆土は灰責褐色砂のみ

の単層となる。遺物は土師器・須恵器 (1944)が出土している。

SK1297(図 面299):平面形態は円形で、規模は径0.3m、 深さ0.07mを 測る。覆土は灰黄褐色粘質シル

トのみの単層となる。遺物は土師器 (1946～ 1948)。 須恵器 (1945)が出上している。

SK1298(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0.44m、 短径0.34m、 深さ0.15mを測る。覆土は

にぶい責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 (1949・ 1950)が出土している。

SK1299(図 面299):平面形態は円形で、規模は径0,26m、 深さ0.12mを 測る。覆土は責灰色粘質シル

トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1300(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0.46m、 短径0,4m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

にぶい責色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1301(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0.62m、 短径0.48m以 上、深さ0.38mを 測る。覆

土は灰黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1302(図 面299):平 面形態は不整形でSK1301を切る。規模は長径0。 75m、 短径0.57m、 深さ0,21m

を測る。覆土は第 1層 :(10YR5β )にぶい責褐色粘質シル ト、第 2層 :(10YR4/3)に ぶい黄褐色粘

質シル トとなる。遺物は土師器が出上している。

SK1303(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径1.14m、 短径0.54m、 深さ0.34mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1304(図面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0,71m、 短径0.61m、 深さ0.61mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器がある。

SK1305(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0.46m、 短径0.34m、 深さ0.27mを 測る。覆土は

褐色砂質シルトλ化物微量混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1306(図 面299):平面形態は不整形で、規模は長径0.5m、 短径0.47m、 深さ0.2mを測る。覆土は責

褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1307(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0,%m、 短径0,8m、 深さ0.27mを 測る。覆土は第

1層 :褐色砂質シル ト、第 2層 :にぶい黄褐色砂となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1308(図 面299):平面形態は楕円形で、規模は長径1.05m、 短径0.61m、 深さ0。 15mを測る。覆土は

褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は須恵器・黒色土器 (1951)が出土している。

SK1309(図 面299)i平面形態は不整形で、規模は長径0.9m以上、短径0.53m、 深さ0.3mを測る。覆土

は褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1310(図面299):平面形態は楕円形で、規模は長径0,32m、 短径0.27m、 深さ0.05mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK13■ (図面299):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺0.6m、 短辺0.42m、 深さ0.lmを測る。覆土

はにぶい責褐色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1312(図 面299):平面形態は円形で、規模は径0.3～ 0.34m、 深さ0.17mを 測る。覆土はにぶい黄褐

色砂質シル ト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1313(図 面300):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m、 短径0.56m、 深さ0.22mを 測る。覆土は

第 1層 :褐色砂質シルトに黒褐色砂質シルト混、第 2層 :褐色砂質シルト炭化物微量混となる。遺物

は須恵器が出土している。
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SK1314(図面300):平面形態は楕円形で、規模は長径0.72m、 短径0.49m、 深さ0.18mを測る。覆土は

褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器・土師器 (1952)が出土している。

SK1315(図面300):平面形態は不整形で、規模は長径029m、 短径0。 15m以上、深さ0.12mを 測る。覆

土は褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器 (1953～ 1956)・ 須恵器が出土している。

SK1316(図面300):平面形態は不整形で、規模は長径0.69m、 短径0.5m、 深さ0.12mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1317(図 面300):平面形態は不整形で、規模は長径0.84m、 短径0.67m、 深さ0.25mを測る。覆土は

にぶい責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1318(図面300):平面形態は不整形で、規模は長径0.74m以上、短径0.48m、 深さ0.19mを 測る。覆

土は褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1319(図面300):平面形態は円形で、規模は径0.3m、 深さ0.29mを 測る。覆土は灰黄褐色砂質シル

トのみの単層となる。遺物は土師器が出上している。

SK1320(図 面300):平面形態は円形で、規模は径0.35m、 深さ0.17mを 測る。覆土はにぶい責掲色砂

質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1321(図面300):平面形態は楕円形で、規模は長径0.34m、 短径0.25m、 深さ0.19mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器・墨書土器 (1957)が出土している。

SK1322(図面300):平面形態は不整形で、規模は長径0.39m、 短径0.35m、 深さ0,25mを測る。覆土は

オリーブ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1323(図 面300):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m、 短径0.54m、 深さ0,27mを 測る。覆土は

にぶい黄掲色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1324(図面300):平面形態は不整形で、規模は長径0.57m、 短径0.21m、 深さ0。 17mを測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出上している。

SK1325(図面300):平面形態は楕円形で、規模は長径0,43m、 短径0.34m、 深さ0.06mを測る。覆土は

にぶい責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1326(図 面300):平面形態は楕円形で、規模は長径0.34m、 短径0.26m、 深さ0。 15mを測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1327(図面300):平面形態は円形で、規模は径0.24m、 深さ0。 12mを 測る。覆土はにぶい責褐色砂

質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1328(図面300):平面形態は楕円形で、規模は長径0.38m、 短径0.25m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1329(図面300):平面形態は不整形で、規模は長径0.7m、 短径0.62m、 深さ0.lmを測る。覆土はに

ぶい責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1330(図 面301):平面形態は精円形で、規模は長径0.38m、 短径0.28m、 深さ0。 1lmを測る。覆土は

にぶい責褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1331(図面301):平面形態は楕円形で、規模は長径1.08m、 短径0.85m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

灰黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器 (1958)が出土している。

SK1332(図 面301):平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m以 上、短径0.61m、 深さ0。 17mを測る。覆

土はオリーブ褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器 (1959)が出上している。

SK1333(図面301):平面形態は楕円形で、規模は長径0.48m、 短径0。 36m、 深さ0.23mを 測る。覆土は
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灰色粘質シルトのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1334(図 面301):平面形態は楕円形で、規模は長径0.6m、 短径0.5m、 深さ0.07mを 測る。覆土は暗

灰黄色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 (1960)・ 墨書土器 (1961)が出上している。

SK1335(図 面301):東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径0.65m、 短径0.63m以

上、深さ0.29mを 測る。覆土はオリーブ掲色砂質シル ト焼土少量混のみの単層となる。遣物は土師器

(1962)が出上している。

SK1336(図面301):平面形態は楕円形で、規模は長径0,83m、 短径0,45m、 深さ0.4mを 測る。覆土は

褐色砂質シルト炭化物微量混のみの単層となる。遺物は土師器 (1963)が出上している。

SK1337(図面301):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.08m、 短径0.6m、 深さ0.17mを 沢1る 。覆土は

オリーブ掲色砂質シル ト炭化物少量混のみの単層となる。遺物は土師器 (1964)が出土している。

SK1338(図面301):平面形態は不整形で、規模は長径 1.5m、 短径1,Om以上、深さ0.3mを 測る。覆土

は第 1層 :責灰色砂質シル ト、第 2層 :黄灰色砂質シル トににぶい黄色砂質シル ト混となる。遺物は

土師器 (1965～ 1968)。 墨書土器 (1969)が出土している。

SK1330(図 面301):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0.57m、 深さ0.19mを測る。覆土は

灰責褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SK1340(図 面301):平面形態は不整形で、規模は長径0,18m以 上、短径0.15m、 深さ0.■mを測る。覆

土は褐灰色砂質シルトのみの単層となる。遺物は黒色土器が出上している。

SK1341(図 面296):平面形態は楕円形でSK12381こ切 られる。規模は長径0.57m、 短径0.41m、 深さ

0.09mを 測る。覆土は灰黄褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は須恵器が出土している。

SK1342(図面301):平面形態は円形で、規模は径1,05～ 1,lm、 深さ0.36mを 波1る 。覆土は責褐色粘質

シル ト炭化物少量混のみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK1343(図 面301):平面形態は楕円形で、規模は長径0.57m、 短径0,36m、 深さ0.05mを 測る。覆土は

掲仄色砂質シルトマンガン混のみの単層となる。遺物は金属製品が出土している。

SK1344(図面301):平面形態は楕円形で、規模は長径0.3m、 短径0.25m、 深さ0.15mを 測る。覆土は

灰黄褐色粘質シルトの単層となる。遺物は釘 (147)力 S出土している。

SK1345(図 面301):平面形態は楕円形で、規模は長径0.68m、 短径0.58m、 深さ0.38mを 測る。覆土は

にぶい黄褐色砂質シルトのみの単層となる。遺物は炭化材が出土している。

SK1346(図 面301):平面形態は円形で、規模は径0.58m、 深さ0.25mを 測る。覆土は第 1層 :責掲色

砂質シルトに焼ブロック混、第 2層 :に ぶい黄褐色砂質シルトとなる。遺物は炭化材が出土している。

SK1353(図面301):平面形態は長楕円形で、規模は長径0,93m、 短径0.3m、 深さ0.07mを 測る。覆土

は灰黄褐色粘質シル トのみの単層となる。遺物は稲・炭化種実が出土している。

大型土坑

SX209(図面290・ 291):焼成遺構 2に切られる隅九長方形の土坑で、規模は長辺3.14m、 短辺2.54m、

深さ0.36mを 測る。覆土は灰責褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器 (1973～ 1978)・ 須恵器

(1970～ 1972)・ 黒色土器 (1979。 1980)。 板状鉄製品 (154・ 155)。 鉄津 (156)が出土している。

SX210(図面291):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺3.5m以上、短辺1.18m、 深さ0,41mを 測る。

覆土は暗灰黄色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器 (1986～ 1998)・ 須恵器 (1981～ 1985)・ 黒

色土器 (1999～ 2001)。 墨書土器 (2002・ 2003)・ 緑釉陶器 (2004)が出土している。

SX2■ (図面291):平面形態は隅丸長方形で、規模は長辺2.68m、 短辺2.02m、 深さ0.63mを 測る。覆
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土は灰黄褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器 (2012～ 2025。 2027・ 2029～ 2057)。 須恵器

(2005～ 20■ ,2026・ 2028)・ 黒色土器 (2058～ 2060)・ 墨書土器 (2061～ 2082)・ 製塩土器が出土し

ている。

SX212(図面291):平面形態は方形で、規模は一辺1.45～ 1.5m、 深さ0.08mを 測る。覆土は灰黄褐色

粘質シル トのみの単層となる。遺物は土師器・須恵器が出土している。

SX213(図面302):平面形態は隅九長方形でSD269を切る。規模は長辺3.67m、 短辺1,62m、 深さ0.07m

を測る。覆土は黄褐色砂質シル トのみの単層となる。遺物は土師器 (2083)・ 黒色土器が出土してい

る。

SX214(図面302):平面形態は不整形でSD277に切られる。規模は長径1.98m以上、短径0.44m以上、深

さ0.lmを測る。覆土はにぶい黄褐色粘質シルトのみの単層となる。遺物は土師器が出土している。

SX215(図面302):平面形態は長楕円形で、規模は長径2.63m、 短径0.88m、 深さ0.52mを 測る。覆土

は第 1層 :オ リーブ黒色粘質シルト、第 2層 :にぶい責褐色粘質シルト、第 3層 :褐灰色粘質シルト

となる。遺物は土師器 (2084)・ 須恵器が出上している。

SX216(図面302):平面形態は長楕円形でSD328に 切られる。規模は長径2.54m以上、短径0.67m、 深

さ0.23mを 測る。覆土は褐灰色砂質シル ト炭化物少量混となる。遺物は土師器 。須恵器が出上してい

る。

SX217(図面303):東側は調査区外となる。平面形態は不整形で、規模は長径2.04m、 短径1.22m以上、

深さ0.23mを 測る。覆土はにぶい責褐色粘質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 (2085)が

出上している。

SX218(図面303):長 さ1.85m、 幅0.9mのL字形の石列である。

SX219(図面303):平面形態は隅九長方形で、規模は長辺2.5m、 短径1.96m、 深さ0.23mを 測る。覆土

は灰責掲色粘質シル トを基調 とする。遺物は土師器 (2086)。 フイゴの羽口 (2087・ 2088)・ 鋸

(■ 8)。 釘 (132・ 133)。 棒状鉄製品 (134・ 135。 136)。 鉄淳 (137～ 139。 144)・ 錐 (145)が出土し

ている。

SX220(図面303):平面形態は不整形で、SK1334・ 1337に切られる。規模は長径2.52m、 短径 1.08m、

深さ0.65mを 測る。覆土はにぶい黄色粘質シルトマンガン混のみの単層となる。遺物はフイゴの羽口

(2089)が出土している。

溝

SD233(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端はSD246と 合流し南端は消失している。

確認できる長さは7.6m、 最大幅0.5m、 最大深0.16mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はa,bセ

クションで灰褐色粘質シル トの単層となり、cセ クションでは褐色粘質シル トの単層となる。出土遺

物は須恵器が認められる。

SD234(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端は消失し、南端は試掘 トレンチに切ら

れる。確認できる長さは9.15m、 最大幅0,6m、 最大深0.lmを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は

第 1層 :に ぶい黄掲色粘質シル ト、第 2層 :灰褐色粘質シル トとなる。出土遺物は土師器・須恵器が

認められる。

SD235(図面272):北端は消失し、南北に延びて南端はSD236と 合流し、二股状になる。確認できる

長さは7.65m、 最大幅0.7m、 最大深0.12血を測る。断面形態はU字形～逆台形を呈し、覆土はaセ クシ

ョンでは褐色粘質シル トに褐色砂混、bセ クシヨンでは褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土
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師器が認められる。

SD236(図面272):平面形態は直線的で、北端でSD235と 合流し、南端は消失している。確認できる

長さは3.3m、 最大幅0.5m、 最大深0.12mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は灰黄褐色砂質シル

トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD237(図面272):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失 している。長さ6.7m、 最大幅

0.4m、 最大深0。 12mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は掲色粘質シル トの単層となる。出土遺

物は土師器が認められる。

SD238(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端は消失 し、南端はSKl133に切られる。

途中SD239,249と 合流 している。SD250を 切る。確認できる長さは12.6m、 最大幅0,4m、 最大深

0.17mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はa、 b、 cセ クションとも褐色粘質シル トの単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD239(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端はSD238に合流し、南端は消失してい

る。確認できる長さは3.6m、 最大幅0,4m、 最大深0。 13mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は掲

色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD240(図面272):平面形態は南北に延びる小溝で、両端とも消失している。長さ1,9m、 最大幅0.4m、

最大深0.24mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰色粘質シル トの単層となる。出土遺物は須

恵器が認められる。

SD241(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端は消失し、南端は試掘 トレンチに切ら

れる。確認できる長さは8.7m、 最大幅0.6m、 最大深0.12mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はa,

bセ クションで褐色粘質シルトの単層となり、cセ クシヨンでは第 1層 :褐色粘質シルト、第 2層 :に

ぶい黄褐色粘質シル トとなる。出土遺物は土師器が認められる。

SD242(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びて両端とも消失している。長さ4.35m、 最大幅

0.3m、 最大深0,09mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はにぶい黄褐色粘質シル トの単層となる。

出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD243(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びて両端とも消失 している。長さ9,Om、 最大幅

0.45m、 最大深0.18mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色粘質シルトの単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD244(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びて両端とも消失している。併走するsD245を 切

り込む。長さ8.8m、 最大幅0,4m、 最大深0.24mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐

色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器 (2090～ 2092)。 墨書土器 (2093・ 2094)灰

釉陶器・釘 (158)が認められる。

SD245(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びる。両端とも消失し、途中SD244に切 り込まれ

る。長さ5,Om、 最大幅0.6m、 最大深0.14mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責褐色砂質シ

ル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD246(図面272):平面形態は直線的な小溝で、SD2341こ垂直に切られる。東端はSD233と 合流して

いる。確認できる長さは1.25m、 最大幅0.35m、 最大深0,07mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土

は褐灰色粘質シル トの単層となる。出土遣物は土師器が認められる。

SD247(図面272):平面形態は直線的で東西に延びる。西端は消失 し、東端は東側調査区外に続 く。

確認できる長さは3.6m、 最大幅0.2m、 最大深0.19mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土はa、 bセ
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クションで褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD248(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端は溝に切られ、南端は開放し途切れる

がSD252と 合流している。途中SD250を 切る。確認できる長さ7.Om、 最大幅0.4m、 最大深0.3mを 測る。

断面形態は逆台形を呈し、覆土は灰黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は須恵器が認められる。

SD249(図面272):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失している。北狽1でSD238と 合流

し東西に延びる。途中SD2501こ切られる。長さ10.5m、 最大幅0.5m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は

をu字形呈し、覆土は褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD250(図面272):平面形態は直線的で東西に延びる。東端は消失し、西端は開放している。sD238・

248に切られ、sD249を 切る。確認できる長さは6.4m、 最大幅0.3m、 最大深0.2mを 測る。断面形態は

U字形を呈し、覆土は第 1層 :灰黄掲色粘質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。出土遺物は

土師器 。釘 (164)が認められる。

SD251(図面272):平面形態は直線的で、東西に延び両端とも消失している。sD249に 切られる。長

さ3.15m、 最大幅0.3m、 最大深0.06mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰色粘質シル トの単層

となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD252(図面272):東西に不連続に延びる溝である。東端、西端とも消失 している。途中途切れて、

SD248と 合流 している。確認できる長さは9.9m、 最大幅0.4m、 最大深0。 1lmを 測る。断面形態はU字

形～V字形を呈し、覆土はaセ クションで灰黄褐色粘質シル ト、bセ クションではにぶい黄色砂質シル

ト、cセ クションでは第 1層 :暗灰黄色粘質シル ト炭化物多量混、第 2層 :責灰色粘質シル トとなる。

出土遺物は土師器・須恵器 (2095。 2096)。 刀子 (159)が認められる。

SD253(図面272):平面形態は直線的で、東西に延びる溝に合流している。西端は消失し東端は溝に

合流している。確認できる長さは1.9m、 最大幅0.45m、 最大深0.35mを 測る。断面形態はU字形を呈し、

覆土は第 1層 :灰責褐色粘質シル ト、第 2層 :オ リーブ黒色粘質シル トとなる。出土遺物は土師器

(2097・ 2098)・ 黒色土器 (2099)が認められる。

SD254(図面272):平面形態は直線的で、両端とも消失 している。長さ1.7m、 最大幅0.3m、 最大深

0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土

師器が認められる。

SD255(図面272):平面形態は直線的で、東西に延びる。西端は消失し、東端は調査区外に続 く。確

認できる長さは5,Om、 最大幅0.4m、 最大深0.16mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰黄褐色

粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD256(図面272):平面形態は直線的で併走するsD257と 切 り合いながら東西に延びる。両端とも消

失している。確認できる長さは8.lm、 最大幅0.6m、 最大深0.22mを測る。断面形態は逆台形を呈 し、

覆土は第 1層 :灰黄褐色粘質シルト炭化物少量混、第 2層 :灰責褐色粘質シル トに黄褐色砂質シルト

混・炭化物少量混。出土遺物は土師器・須恵器・墨書土器 (2100)が認められる。

SD257(図面272):平面形態は直線的で、併走するSD256と 切 り合いながら東西に延びる。両端とも

消失している。長さ9.Om、 最大幅0.4m、 最大深0。 1lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1

層 :灰黄褐色粘質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。出土遺物は土師器が認められる。

SD258(図面272):平面形態は直線的で、西端は消失し、東端はSD2601こ切られる。途中SD259に切

られる。確認できる長さは3.3m、 最大幅0.3m、 最大深0.lmを 沢よる。断面形態はU宇形を呈し、覆土は

にぶい黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器・墨書土器 (2101)が認められる。
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SD259(図面272):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端はSD257に切られ、南端は消失してい

る。途中SD258を切 り、SD260に切られる。確認できる長さは2.3m、 最大幅0,35m、 最大深0.lmを 測

る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰黄掲色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認めら

れる。

SD260(図面272):平面形態は直線的で、東西に延びる。西端は消失し、途中SD258・ 259・ 264を切

り込み東調査区外に続く。確認できる長さは13.4m、 最大幅0.6m、 最大深0.23mを 測る。断面形態はU

字形～逆台形を呈 し、覆土はaセ クションで第 1層 :灰責褐色砂質シル ト、第 2層 :褐灰色粘質シル

トとなり、bセ クションでは灰黄褐色粘質シルトとなる。出土遺物は土師器が認められる。

SD261(図面272):平面形態は直線的で東端は消失し、西端は溝に合流している。確認できる長さは

2.3m、 最大幅0.25m、 最大深0.05mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄掲色砂質シル トの単層

となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD262(図面272):平面形態は直線的で東西に延び、両端とも消失している。途中SD264と 垂直に交

じり合い合流している。長さ8.Om、 最大幅0.3m、 最大深0。 13mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆

土はaセ クションで黄褐色砂質シル トの単層となり、bセ クシヨンではにぶい黄褐色粘質シル トλ化物

少量混となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD263(図面272):平面形態は直線的な小溝で、両端とも消失している。長さ2.2m、 最大幅0.3m、 最

大深0.07mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色粘質シル トの単層となる。出土遺

物は土師器 (2102)が認められる。

SD264(図面272):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失している。途中SD260と 切 り合

い、SD262と 合流している。sKl135に 切 り込まれる。長さ5.9m、 最大幅0,4m、 最大深0,07mを測る。

断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責掲色粘質シル ト炭化物微量混となる。出土遺物は土師器が認め

られる。

SD265(図面272):平面形態は直線的で南北に延び両端とも消失 している。長さ3.4m、 最大幅0.5m、

最大深0,lmを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責褐色粘質シルト炭化物少量混となる。出土

遺物は須恵器が認められる。

SD266(図面273):平面形態は直線的で北東から南西方向に延び、両端とも消失している。長さ4.8m、

最大幅0.55m、 最大深0,32mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :灰責褐色粘質シル ト、

第 2層 :灰黄掲色粘質シル トに責灰色粘質シル ト混となる。出土遺物は土師器・須恵器 (2103～

2106)。 羽口 (2107)が認められる。

SD267(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。北端は消失し、南端は開放し

ている。確認できる長さは1.7m、 最大幅0.3m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土

は灰黄褐色粘質シルトの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD268(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延び、両端とも消失 している。長さ

3.2m、 最大幅0.35m、 最大深0.14mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責褐色粘質シル トの単

層となる。出土遺物は須恵器が認められる。

SD269(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。北端は消失し、南端はSX213

に切られる。確認できる長さは1.9m、 最大幅0.5m、 最大深0.07mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、

覆土は灰黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD270(図 面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。北端は開放しており、南端は
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消失している。確認できる長さは4.Om、 最大幅0.5m、 最大深0.04mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、

覆土は黄掲色粘質シル トの単層となる。出土遺物は須恵器 (2108)・ 灰釉陶器が認められる。

SD271(図面273):平面形態は直線的で、北西から南東方向に延び、両端とも消失 している。長さ

2.5m、 最大幅0.5m、 最大深0,05mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層

となる。出土遺物は土師器 (2109)が認められる。

SD272(図面273):形態は不明瞭であるが重複するsD273を 切 り込む。確認できる長さは3.4m、 最大

幅0.6m、 最大深0.16mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色粘質シル トの単層とな

る。出土遺物は土師器 (2110)が認められる。

SD273(図面273):同一方向に並ぶ溝群。平面形態は直線的で、北東から南西方向に延び、両端とも

消失 している。北側でSD272と 重複 し切 り込まれる。途中SD283を 切る。長さ18.6m、 最大幅0。 9m、

最大深0.22mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はa、 cセ クションでにぶい黄褐色粘質シル ト酸

化鉄混、dセ クションで灰黄褐色砂質シル ト、bセ クションでは褐色砂質シルトに黒褐色砂質シル ト混

となる。出土遺物は土師器 。須恵器 (2111・ 2112)・ 黒色土器が認めらる。

SD274(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で北東から南西方向に延び、両端とも消失し

ている。長さ2.3m、 最大幅0.45m、 最大深0,14mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂質

シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD275(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で、北端は開放しており、南端は消失してい

る。確認できる長さは5,3m、 最大幅0.5m、 最大深0。 12mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土はに

ぶい黄褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器 (2113)が認められる。

SD276(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で北東から南西方向に延び、両端とも消失し

ている。SD341に切 り込まれる。長さ19.Om、 最大幅0.8m、 最大深0.18mを 測る。断面形態はU字形を

呈し、覆土はaセ クションで第 1層 :に ぶい黄褐色粘質シル トに褐色砂混、第 2層 :に ぶい黄褐色粘

質シル トとなり、bセ クションで第 1層 :に ぶい黄褐色粘質シル ト炭化物混、第 2層 :に ぶい黄褐色

粘質シル トにオリーブ褐色粘質シル ト混となる。出土遺物は土師器 (2114)・ 釘 (163)が認められる。

SD277(図面273):平面形態は不整形で、北東から南西方向に延びる。途中二股に分かれ、SD276と

合流している。両端とも消失している。長さ6.2m、 最大幅0。 7m、 最大深0.17mを 測る。断面形態はU

字形～逆台形を呈し、覆土はaセ クションで灰色粘質シル ト、bセ クションで第 1層 :(10YR5/3)に

ぶい黄褐色粘質シル ト、第 2層 :(10YR4/3)に ぶい黄褐色粘質シル トとなる。出土遺物は土師器

(2115)・ 黒色土器 。須恵器が認められる。

SD278(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で、北東から南西方向に延び両端とも消失し

ている。長さ9,9m、 最大幅0.35m、 最大深0。 16mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :に

ぶい黄掲色粘質シルトにオリーブ黒色粘質シル ト混、第 2層 :にぶい責掲色粘質シル ト。出土遺物は

土師器 (2116)が認められる。

SD279(図面273):畑のさく状遺構。平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。北端は

SKl143に切られ、南端は消失している。確認できる長さは5,6m、 最大幅0.4m、 最大深0.24mを測る。

断面形態はU字形を呈し、覆土は褐色砂質シル ト炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土師器が認

められる。

SD280(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で、両端とも消失している。長さ2.9m、 最大

幅0.6m、 最大深0.15mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は褐色砂質シル ト炭化物微量混の単層
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となる。出土遺物は土師器・鉄津十炉壁 (165)が認められる。

SD281(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。北端は消失し、南端は開放し

ている。sD288を切る。確認できる長さは7.4m、 最大幅0.4m、 最大深0。 18mを 測る。断面形態はU字

形を呈 し、覆土はa,bセ クションとも褐色砂質シル トの単層 となる。出土遺物は土師器・須恵器

(2117)が認められる。

SD282(図面273):平面形態は直線的で東西に延びる小溝である。西端は消失し、東端はSD277に切

られる。確認できる長さは1.2m、 最大幅0,3m、 最大深0,07mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土

は灰黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は須恵器 (2118)が認められる。

SD283(図面273):平面形態は直線的で、東西に延びる。東端は消失 し、西端はSD278に 切られる。

SD273に切 り込まれる。確認できる長さは4.2m、 最大幅0.13m、 最大深0.21mを 測る。断面形態はU字

形を呈し、覆土は黄褐色砂質シルトの単層となる。出土遺物は須恵器が認められる。

SD284(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。両端とも消失している。長さ

6.2m、 最大幅0.55m、 最大深0.14mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は褐色砂質シル トの単層と

なる。出土遺物は土師器・須恵器・墨書土器 (2119)が認められる。

SD285(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延び、両端とも消失している。SD287・

288、 SKl145に 切られる。長さ4.2m、 最大幅0.4m、 最大深0.22mを測る。断面形態は逆台形を呈 し、

覆土はにぶい黄褐色砂質シル ト災化物微量混の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD286(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。北端はSKl147に切られ、南

端は消失 している。確認できる長さは4.8m、 、最大幅0.35m、 最大深0.2mを 測る。断面形態は逆台形

を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル ト炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD287(図面273):平面形態は直線的で、東西に延び、両端とも消失 している。sD285。 286を切る。

長さ3.7m、 最大幅0.5m、 最大深0.lmを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は褐色砂質シル トの

単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD288(図面273):平面形態は直線的で、東西に延びる。西端は消失 し、東端はSD281に 切られる。

SD285,286に 切られる。確認できる長さは6.7m、 最大幅0.4m、 最大深0.lmを 測る。断面形態はU字

形を呈し、覆土は褐色砂質シル ト炭化物混の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD289(図面273):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失している。長さ2.55m、 最大幅

0.4m、 最大深0.13mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル トの単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD290(図面273):平面形態は直線的で、南北に廷びる。北端は開放し、南端は消失している。SD293

を切る。確認できる長さは7.65m、 最大幅0.6m、 最大深0.19mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土

はにぶい黄褐色砂質シル ト炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD291(図面273):平面形態は直線的な小溝で、両端とも消失している。長さ1.4m、 最大幅0.35m、 最

大深0,06mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい責褐色砂質シル ト災化物混の単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD292(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に延びる。南端は消失し、北端は土坑に

切られる。確認できる長さは1.35m、 最大幅0.3m、 最大深0,lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆

土はにぶい黄褐色砂質シルトの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD293(図面273):平面形態は軽い円弧を描いて北西から南東方向に延びる。北西端は消失し、南東

′58



端はSD2901こ切られる。確認できる長さは3.95m、 最大幅0.5m、 最大深0,1lmを 測る。断面形態は不整

形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル ト炭化物微量混の単層となる。出土遣物は土師器・須恵器・

墨書土器 (2120)が認められる。

SD294(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で、北東から南西方向に延び、両端とも消失

している。長さ8。 95m、 最大幅0,45m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい

責褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は黒色土器が認められる。

SD295(図面273):北端は開放し、南端は消失している小溝である。確認できる長さは1.Om、 最大幅

0.35m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル トの単層となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD296(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で、北東から南西方向に延び、両端とも消失

している。長さ7.6m、 最大幅0.6m、 最大深0.06mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土はにぶい責

褐色砂質シル トの単層となる。出土遣物は土師器が認められる。

SD297(図面273):平面形態は直線的で、北東から南西方向に廷び、両端とも消失している。長さ

10.85m、 最大幅0.45m、 最大深0,09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル

トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD298(図面273):平面形態は直線的で南北に延び、両端とも消失している。長さ5.7m、 最大幅0.55m、

最大深0.24mを 測る。断面形態はu字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル ト炭化物微量混となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD299(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失している。長

さ5.4m、 最大幅0,4m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル

ト炭化物微量混となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD300(図面273):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端は開放し、南端は消失している。確認
できる長さは8.lm、 最大幅0.5m、 最大深0.16mを 測る。断面形態はu字形を呈し、覆土はにぶい責掲

色砂質シル ト炭化物混となる。出土遺物は土師器・羽口 (2121)。 鉄津 (160)が認められる。

SD301(図面273):平面形態は直線的で、南北に延び、北端は開放し、南端は消失している。SD104

を切る。確認できる長さは12.4m、 最大幅0.4m、 最大深0.06mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆

土はにぶい黄褐色砂質シル ト炭化物微量混となる。出土遺物は黒色土器・土錘 (2122)が認められる。

SD302(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で、南北に延びる。北端は開放し、南端は消

失 している。確認できる長さは5.7m、 最大幅0.45m、 最大深0。 lmを測る。断面形態はU字形を呈 し、

覆土はにぶい黄掲色砂質シル ト炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD303(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で、南北に延びる。北端はSK21481こ切られ、

南端は消失している。確認できる長さは17.3m、 最大幅0.5m、 履大深0.18mを 測る。断面形態はu字形

を呈し、覆土はaセ クションでにぶい責褐色砂質シル ト、bセ クションで掲色砂質シル ト炭化物微量混

となる。出土遺物は土師器 (2123)・ 黒色土器が認められる。

SD304(図面273):平面形態は直線的で、東西に延び、両端とも消失 している。SD1011こ切 られる。

長さ4.Om、 最大幅0.4m、 最大深0.12mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はにぶい責褐色砂質シ

ルト炭化物微量混となる。出土遣物は須恵器が認められる。

SD305(図面304):平面形態は直線的で、東西に廷びる。西端はSD319イこ切 りこまれ消失し、東端は

SKl156に切られる。確認できる長さは2.lm、 最大幅0.3m、 最大深0.lmを 測る。断面形態はU字形を
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呈し、覆土は灰黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD306(図面304):南北に廷びる小溝で北端は消失し、南端は溝に切られる。確認できる長さは0.9m、

最大幅0.3m、 最大深0。 1lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰黄褐色粘質シル トの単層とな

る。出土遺物は土師器が認められる。

SD307(図面304):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失 している。長さ1.4m、 最大幅

0.3m、 最大深0.22mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は暗灰黄色粘質シルトの単層となる。出

土遺物は土師器 (2124・ 2125)・ 須恵器が認められる。

SD308(図面304):平面形態は直線的で、東西に延び、両端とも消失 している。長さ1.5m、 最大幅

0.3m、 最大深0.04mを 測る。断面形態はレンズ状を呈 し、覆土は灰責褐色粘質シル トの単層となる。

出土遺物は認められない。

SD309(図面304):平面形態は直線的で、東西に廷びる。西端は消失し、東端はSD319に 切られる。

確認できる長さは2.2m、 最大幅0.3m、 最大深0.04mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責褐

色砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD310(図 面289。 304):平面形態は不整形で、東西に延びる。東端はSD316を 切 りこんで消失 し、

西端はSX209に切られる。確認できる長さは3.3m、 最大幅0.3m、 最大深0.15mを 測る。断面形態はU

字形を呈 し、覆土は褐灰色粘質シル トの単層 となる。出土遺物は土師器 (2128～ 2130)。 須恵器

(2126・ 2127・ 2134・ 2136)。 黒色土器 (2131)・ 墨書土器 (2132・ 2138・ 2135)が認められる。

SD311(図面304):平面形態は直線的で、両端とも土坑に切られる。確認できる長さは2.9m、 最大幅

0,3m、 最大深0,12mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は仄黄褐色シル トの単層となる。出土

遺物は認められない。

SD312(図面304):平面形態は直線的で、東西に延びる小溝である。両端とも消失 している。長さ

1,9m、 最大幅0.3m、 最大深0,16mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土はにぶい黄色砂質シル トの

単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD313(図面304):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端はSD317を 切 り込んで消失し、南端も

消失している。長さ2.4m、 最大幅0.6m、 最大深0.13mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は褐灰

色粘質シル ト炭化物少量混の単層となる。出土遺物は土師器・須恵器 (2137)・ 黒色土器 (2138)が

認められる。

SD314(図面304):平面形態は直線的で東西に延び、西端は消失し、東端は開放している。確認でき

る長さは2.8m、 最大幅0.3m、 最大深0,05mを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、覆土は灰黄褐色砂質

シル トの単層となる。出土遺物は認められない。

SD315(図面304):平面形態は直線的で、東西に延び、両端とも消失 している。長さ1.9m、 最大幅

0.4m、 最大深0.13mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰黄褐色砂質シル トの単層となる。出

土遺物は認められない。

SD316(図面289):平 面形態は不整形であり、東西に延びる。両端とも消失 している。SD310。 319

に切られる。長さ6.65m、 最大幅1,Om、 最大深0.4mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土はa、 bセ

クションとも第 1層 :にぶい責色砂質シルト、第 2層 :にぶい黄色砂質ンル トに灰黄褐色砂質シル ト

混となる。出土遺物は土師器 (2139～ 2146)・ 須恵器が認められる。

SD317(図面289):焼成遺構の区画溝と考えられ、SD318・ 319よ り古い。平面形態は不整形であり、

東西に延びる。両端 とも消失 し、SX212、 SD3191こ 切 られる。長さ14.8m、 最大幅1.65m、 最大深
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0,27mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土はaセ クションで第 1層 :灰黄褐色粘質シルト炭化物混、

第 2層 :灰責褐色粘質シル トとなり、bセ クションで灰黄褐色粘質シル トとなる。出土遺物は土師器

(2155～ 2165)。 須恵器 (2147～ 2154)・ 黒色土器 (2166)・ 墨書土器 (2167・ 2168)。 刀子 (167)が

認められる。

SD318(図面289):焼成遺構の区画溝と考えられ、調査区を東西に横断している。s114、 SD322を 切

り、SK■ 72に切られる。確認できる長さは22.7m、 最大幅1.Om、 最大深0.28mを 測る。断面形態はU

字形～不整形を呈し、覆土はaセ クションで第 1層 :灰黄褐色粘質シル トに褐色砂質シル ト炭化物少

量混、第 2層 :灰黄掲色粘質シル ト、b、 c、 dセ クシヨンでは灰黄褐色粘質シルト炭化物少量混とな

る。出土遺物は土師器 (2171～ 2187)・ 須恵器 (2169・ 2170)・ 黒色土器 (2188)。 墨書土器 (2189～

2192)が認められる。

SD319(図面289):焼成遺構の区画溝と考えられる。平面形態は蛇行 しており、北西端はSKl158に

切られ、南端は消失している。途中SK■ 65に切られ、SD316・ 317を切る。確認できる長さは13.Om、

最大幅0.45m、 最大深0.27mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はaセ クションで灰黄褐色粘質シ

ル トの単層となり、bセ クションでは第 1層 :灰責褐色粘質シル ト、第 2層 :褐色粘質シル トとなる。

出土遺物は土師器 (2193・ 2194)が認められる。

SD320(図面289):平面形態は直線的で、両端とも消失している。長さ1.5m、 最大幅0.35m、 最大深

0.16mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰黄褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は認め

られない。

SD321(図面289):平面形態は直線的で、両端とも消失 している。長さ2.2m、 最大幅0,3m、 最大深

0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は褐灰色粘質シル トの単層 となる。出土遺物は土師

器・須恵器・黒色土器 (2195)が認められる。

SD322(図面289):焼成遺構の区画溝と考えられる。南北に延びる直線的な溝で南端は消失し、北端

はSK1338を 切 り込みSX2111こ切られる。SD3181こ切られsK1215を 切る。長さ20.Om、 最大幅1.lm、 最

大深0.22mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はa,bセ クションでにぶい黄褐色粘質シル ト、cセ

クションではにぶい責褐色粘質シル トににぶい黄色砂混となり、dセ クションでは灰黄掲色粘質シル

トとなる。出土遺物は土師器 (2201～ 2222・ 3077)・ 須恵器 (2196～ 2200)・ 黒色土器 (2223～

2227)。 墨書土器 (2228～ 2230)・ 椀形淳 (166)が認められる。

SD323(図面304):平面形態は東西に蛇行 しており、西端は消失し、東端は土坑に切られる。途中

SK1205・ 1206に切られる。確認できる長さは4.8m、 最大幅0.55m、 最大深0,13mを 測る。断面形態は

U字形を呈し、覆土は灰黄褐色砂質シルトの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD324(図面304):平面形態は直線的で、東西に廷びる小溝である。両端とも消失 している。長さ

1.5m、 最大幅0.3m、 最大深0,08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰黄掲色粘質シル トの単

層となる。出土遺物は認められない。

SD325(図面304):平面形態は直線的で、東西に廷びる。西端は消失 し、東端はSK1246に切られる。

途中S115、 SK1259,1271を 切 り、SK1245。 1246・ 1262に切られる。確認できる長さは8.lm、 最大幅

0.8m、 最大深0.29mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は第 1層 :褐灰色粘質シル トににぶい黄

色砂質シル ト混、第 2層 :褐灰色粘質シル トとなる。出土遺物は土師器 (2235～ 2243)・ 須恵器

(2231～ 2234)。 墨書土器 (2244～ 2250)・ 土錘 (2251)が認められる。

SD326(図面304):平 面形態は直線的で東西に延び、両端とも土坑に切られる。SK1231を切 り込む。
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中央でSD327と 合流する。確認できる長さは7.2m、 最大幅0.65m、 最大深1.Omを 測る。断面形態はU

字形を呈し、覆土はa,bセ クションとも灰黄褐色砂質シルトの単層となる。出土遺物は土師器・須恵

器が認められる。

SD327(図面304):平面形態は直線的で、東西に延びる。西端はSD3261こ合流し、東端は消失してい

る。SP2137に切られ、sK1255。 1256を 切る。確認できる長さは4.lm、 最大幅0,3m、 最大深0,8mを 測

る。断面形態はU字形を呈し、覆土はa,bセ クションとも責灰色粘質シル トの単層となる。出土遺物

は土師器 (2252)が認められる。

SD328(図面304):平面形態は不整形で、東西に延び、両端とも消失している。SX216、 SK1273・

1277・ 1278を 切 り込み、SK1272・ 1274・ 1276・ 1279に 切られる。長さ8.9m、 最大幅1.lm、 最大深

0.39mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はaセ クションでにぶい黄色粘質シル ト、bセ クション

で第 1層 :黄褐色砂質シル ト、第 2層 :に ぶい責色砂質シル ト、cセ クションでは第 1層 :褐灰色砂

質シルト、第 2層 :に ぶい黄色粘質シルトとなる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD329(図面304):平 面形態は軽い円弧を描き、東西に延び両端とも消失している。長さ6.75m、 最

大幅0.7m、 最大深0.05mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル トの単層と

なる。出土遺物は土師器が認められる。

SD330(図面304):平面形態は直線的で、両端とも消失 している。長さ2.4m、 最大幅0.4m、 最大深

0,05mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰黄褐色砂質シル トの単層となる。出土遺物は認め

られない。

SD331(図面304):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失 している。長さ2.9m、 最大幅

0.5m、 最大深0.07mを 浪1る 。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責褐色砂質シル トの単層となる。出

土遺物は須恵器が認められる。

SD332(図面304):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失 している。長さ3.9m、 最大幅

0.4m、 最大深0.15mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層となる。出土

遺物は土師器が認められる。

SD333(図面304):平面形態は不整形な溝で、SD332の西側を併走する。両端とも消失し、途中西側

に広がる。長さ4.Om、 最大幅0.85m、 最大深0,lmを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂

質シルトの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD334(図面304):平面形態は直線的な溝で、SD333の西側を併走する。両端とも消失している。長

さ3.95m、 最大幅0.4m、 最大深0,1lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責褐色砂質シル トの

単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD335(図面304):平面形態は直線的で、SD334の西側を併走する。北端は土坑に切られ、南端は消

失している。途中SK1298'1294に切られる。長さ2.7m、 最大幅0.5m、 最大深0。 14mを測る。断面形態

はU字形を呈し、覆土は灰責褐色砂質シル トとなる。出土遺物は土師器 (2253)が認められる。

SD336(図面304):平面形態は直線的で、SD335の 西側を併走する。両端とも消失 している。長さ

3.2m、 最大幅0.5m、 最大深0.12mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル トの単層

となる。出土遺物は認められない。

SD337(図面304):平面形態は直線的で、南北に延びる小溝である。両端とも消失 している。長さ

2.lm、 最大幅0.6m、 最大深0.16mを 測る。断面形態は逆台形を呈し、覆土は黄褐色砂質シル ト炭化物

混の単層となる。出土遺物は認められない。

762



SD338(図面304):平面形態はSD335の 南側を南北に延び、北端は消失し、南端は開放している。確

認できる長さは3.2m、 最大幅0.5m、 最大深0.1lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は灰責褐色

砂質シル トの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD339(図面304):調査区の南西端でL字形に途切れて延びる。南端は消失 し、西端は調査区外に続

く。確認できる長さは29.2m、 最大幅1.15m、 最大深0.4mを 測る。断面形態はu字形を呈 し、覆土aセ

クションで第 1層 :(10YR5/4)に ぶい責掲色砂質シル ト、第 2層 :(10YR5/3)に ぶい責褐色砂質シ

ル ト、bセ クションではにぶい黄褐色砂質シル トを基調とする 6層から構成され、cセ クションでは第

1層 :(10YR4/3)に ぶい責褐色砂質シルト、第 2層 :(10YR5/3)に ぶい黄褐色砂質シル トとなり、d

セクションで第 1層 :(10YR5/4)に ぶい責褐色砂質シル ト、第 2層 :(10YR4β )にぶい黄褐色砂質

シルトとなる。出土遺物は土師器 (2255)・ 須恵器 (2254)力 S認められる。

SD340(図面273):平面形態は直線的で、南北に延び、両端とも消失 していると長さ6.8m、 最大幅

0.5m、 最大深0.27mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル トの単層となる。

出土遺物は須恵器 (2256)が認められる。

SD341(図面273):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で南北に延び、両端とも消失している。北端

はSD276を 切る。長さ3.8m、 最大幅0.5m、 最大深0。 1lmを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はaセ

クションで第 1層 :に ぶい黄褐色粘質シルト、第 2層 :褐色粘質シル ト、bセ クションではにぶい黄

褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器 (2257)が認められる。

SD342(図面304):畑 のさく状遺構。平面形態は直線的で東西に延びる。西端は土坑に切られ、東端

は調査区外に延びる。確認できる長さは5。 3m、 最大幅0.5m、 最大深0.1lmを 測る。断面形態はU字形

を呈し、覆土は灰責褐色粘質シル トの単層となる。出土遺物は土師器 (2258)が認められる。

SD343(図面304):平面形態は直線的で東西に延びる。西端は消失し、東端は調査区外に延びる。確

認できる長さは12.8m、 最大幅0.62m、 最大深0。 13mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は褐色粘

質シル トの単層となる。出土遺物は鉄製品 (157)が認められる。

B12地区

竪穴住居

S123(図面311):調査区北端に位置し遺構の北半分は調査区外となる。平面形態は長方形を呈し、長

辺3.86m、 短辺1.95m以 上、深さ0.28mを 測る。竪穴の覆土は黄褐色砂質シル トを基調とする。カマ ド

は西壁の南側に構築されている。カマ ドの規模は幅0.86mで、主軸長は1.4m、 竪穴外へ伸びる煙道は

0.4m突出し西へ延びる。燃焼部では長径20cm大の扁平な自然礫が左袖に2個立った状態で出上した。

カマ ドの覆土はにぶい黄褐色砂質シルトを基調とする。カマ ド前には焼土 。炭化物層が広がり、遺物

は土師器 (2689～ 2697)・ 須恵器 (2685～ 2688)が出土している。

S124(図面311):調査区東端に位置し調査区外に続 く。平面形態は方形を呈し、一辺3.Om程度、深さ

0,19mを 測る。竪穴の覆土は暗灰黄色シル トを基調とする。カマ ドは 西壁の北側隅に構築されてい

る。袖材などは確認されない。カマ ドの規模は幅0.8m、 主軸長は1.4m程 度となる。カマ ドの覆土は

褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器が出土している。

S125(図 面312):平面形態は長方形を呈 しSK1347に 切られる。規模は長辺3.4m、 短辺2.78m、 深さ

0.22mを 測る。竪穴の覆土は責褐色砂質シル トを基調とする。カマ ドは西壁の北側隅に構築されるが

袖材は残存 しない。カマ ドの規模は幅0.6m、 長さ0.95m程度、竪穴外へ伸びる煙道は0.45m突出する。

覆土は黄褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器 (2700～ 2704),須恵器 (2698・ 2699)が出土
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している。

土坑

SK1347(図面312):平面形態は楕円形で、S125を切る。規模は長径1.92m、 短径1.77m、 深さ0.07mを

測る。覆土は第 1層 :黄褐色砂質シルト、第 2層 :黄灰色粘質シルトとなる。遺物は土師器が出土し

ている。

自然流路

SR01(図面313):自 然流路で、調査区の北西を流れる。平面形態は不明瞭で、確認できる長さは44.8m、

最大幅25.2m、 最大深0.9mを測る。断面形態は不整形を呈し、覆土はaセクションはオリーブ褐色シル

トを基調とする10層から構成され、bセ クションでは黒褐色砂質シル トを基調とする 5層から構成さ

れる。出土遺物は土師器 (2705・ 2706)・ 須恵器が認められる。

B13地区

竪穴住居

S126(図面314):S127と 重複しこれより新 しい。平面形態は方形を呈し、一辺3.6～ 3,9m、 深さ0.38m

を測る。壁面の立ち上がりは傾斜を持つ。竪穴の覆土は褐色～責褐色シルト質砂を基調とする。カマ

ドは西壁の中央に構築されている。カマ ドの規模は幅0.9m程度、主軸長は1.4m程度で、竪穴外へ伸

びる煙道は0.45m突出する。袖石などは残存 しないがカマ ド前にはえ化物層が確認される。カマ ドの

覆土はにぶい黄褐色シル ト質砂を基調とする。遺物は土師器 (2767)。 須恵器 (2765・ 2766)・ 墨書土

器 (2768)・ フイゴの羽口が出上している。

S127(図面314)i S126・ 281こ切られる。平面形態は方形を呈し、一辺4.3～ 4.75m、 深さ0.33mを 測る。

竪穴の覆土はにぶい黄褐色砂を基調とする。カマ ドは確認されない。遺物は土師器 (2773～ 2775)・

須恵器 (2769～ 2772)。 鉄津 (297)が出上している。

S128(図面315)i S127を 切る。平面形態は方形を呈し、一辺3.98～ 4。 lm、 深さ0.36mを 測る。竪穴の

覆土はにぶい黄褐色シル ト質砂を基調とする。カマ ドは確認されない。遺物は土師器 (2776)・ 須恵

器が出土している。

S129(図 面315):平面形態は方形を呈し、一辺3.16～ 3.6m、 深さ0.23mを 測る。竪穴の覆土はにぶい

黄褐色シル ト質砂となる。カマ ドは確認されない。遺物は土師器 (2778。 2779)。 須恵器 (2777)が

出上している。

S130(図面316)I S131よ り新 しく、東側は調査区外に続 く。平面形態は方形を呈し、一辺3.25m程度、

深さ0.43mを測る。竪穴の覆土は暗褐色シル ト質砂を基調とする。カマ ドは南壁に構築されている。

カマ ドの規模は幅1.lmで、主軸長は1.6m、 竪穴外へ伸びる煙道は0。7m突出する。燃焼部での袖間の

幅は0.3mで、左袖に 2個、右袖に 1個の長径20cm大の袖石が残存する。カマ ドの覆土は黒褐色砂質

シル トを基調とする。カマ ド前には炭化物層が広がり、遺物は土師器 (2792・ 2794～ 2798・ 2800。

2801)・ 須恵器 (2780～ 2791)・ 黒色土器 (2802)。 墨書土器 (2803・ 2804)。 焼石が出土している。

S131(図面316):S132を切 りS130に切られる。平面形態は方形を呈し、一辺3.6～ 4.lm、 深さ0.39mを

測る。竪穴の覆土はにぶい黄褐色シル ト質砂を基調とする。カマ ドは西壁の北側に構築されている。

カマ ドの規模は幅0.45mで、主軸長は0.6m、 竪穴外へ伸びる煙道は0.25m突出する。袖材などは確認

されない。カマ ドの覆土はにぶい黄掲色砂質シル トを基調とする。カマ ド前には災化物層が広が り、

遺物は土師器 (2798・ 2799,2821・ 2823～ 2832)。 須恵器 (2805～ 2820)。 黒色土器 (2822)・ 墨書土

器 (2833～ 2842)・ 焼石・陶器が出土している。
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S132(図面316):重複関係にあるs130～ S132の なかでもっとも古い。平面形態は方形を呈し、一辺4.62m、

深さ0.38mを 測る。竪穴の覆土はにぶい黄褐色砂を基調とする。カマ ドは確認されない。遺物は土師

器 (2859～ 2864)。 須恵器 (2843～ 2858)・ 墨書土器 (2865～ 2868)・ 土錘 (2869。 2870)・ 釘

(296)・ 石帯 (74)が出土している。

S133(図 面317):S134よ り新しい。平面形態は方形を呈し、一辺4.05～ 4.65m、 深さ0.24mを 測る。竪

穴の覆土はにぶい赤褐色～暗褐色細砂を基調とする。カマ ドは東壁のやや南寄 りに構築されている。

カマ ドの規模は幅0.58mで、主軸長は0.86m、 竪穴外へ伸びる煙道は0。7m突出する。燃焼部での袖間

の幅は0.3～ 0.7mで 、左袖に3個、右袖に3イ固の長径20cm大 の自然礫を袖補強材としている。袖の構築

には主ににぶい黄褐色砂質シル トを用いている。カマ ド前には炭化物層が広が り、遺物は土師器

(2875～ 2877)・ 須恵器 (2871～ 2874)・ 板状鉄製品 (294)・ 刀子 (295)が出土している。

S134(図面317):S133と 同規模、同軸の竪穴住居で、平面形態は方形を呈し、一辺3.88～ 4.3m、 深さ

0。 14mを 測る。竪穴の覆土は褐色シル ト質砂を基調とする。北西隅の床面には貼床がみられる。カマ

ドは東壁の南寄りに構築されている。カマ ドの規模は幅0。75mで、主軸長は0.8m、 竪穴外へ伸びる煙

道は0.5m突出する。燃焼部での袖間の幅は0.25mで、左袖に 2個、右袖に2イ回の長径20cmほ どの自然

礫を袖補強材としている。袖の構築には主に暗褐色シルト質砂を用いている。カマ ド前には炭化物層

が広がり、遺物は土師器 (2878～ 2880)。 須恵器が出土している。

S135(図面318):平面形態は方形を呈し、一辺3.25～ 3.3m、 深さ0.35mを 測る。竪穴の覆土は暗オリ

ーブ褐色シル ト質砂を基調とする。カマ ドは西壁の中央位置に構築されている。カマ ドの規模は幅

0.9mで、主軸長は0.9m、 竪穴外へ伸びる煙道は0,75m突出する。袖石などは確認されない。カマ ドの

覆土は黒褐色シル ト質砂を基調とする。カマ ド前には炭化物層が広がり、遺物は土師器・須恵器が出

上している。

S136(図 面318):南壁調査区外に続く。平面形態は方形を呈し、一辺2.9m程度、掘方までの深さ0.18m

を測る。竪穴の覆土はにぶい責褐色砂質シルトを基調とする。遺物は土師器・土錘 (2881)が 出土し

ている。

上坑

SK1348(図 面319):平面形態は楕円形でS127を切る。規模は長径1.04m、 短径0.64m、 深さ0.21mを 測

る。覆土は灰褐色～にぶい責褐色砂質シル トを基調とする。遺物は土師器・須恵器 (2882・ 2883)が

出上している。

SK1349(図面319):平面形態は楕円形でS126を切る。規模は長径0.82m、 短径0.64m、 深さ0.26mを 測

る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シルト炭化物混、第 2層 :に ぶい黄褐色砂質シルト炭化物混となる。

遺物は土師器が出土している。

SK1350(図面319):平面形態は楕円形で、規模は長径1.06m、 短径0.75m、 深さ0.23mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質シル ト炭化物混、第 2層 :(10YR5/3)に ぶい責褐色砂質シル ト、第 3層 :

(10YR4/3)に ぶい責掲色砂質シルトとなる。遺物は土師器 。須恵器 (2884)が出上している。

SK1351(図面319):平面形態は楕円形でS126を切る。規模は長径0。 75m、 短径0.65m、 深さ0.44mを 測

る。覆土は第 1層 :灰黄褐色砂質シルト炭化物混、第 2層 :灰責褐色砂質シルト、第 3層 :に ぶい黄

褐色砂質シルトとなる。遺物は土師器 (2889)。 須恵器 (2885～ 2888)が出土している。

SK1352(図面319):平面形態は楕円形で、規模は長径1.56m、 短径0,85m、 深さ0.28mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄褐色砂礫、第 2層 :に ぶい黄褐色粗砂礫混となる。遺物は土師器・須恵器が出土してい
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る。

大型土坑

SX221(図面319):平面形態は不整形で、規模は長径5,12m、 短径4.08m、 深さ0.12mを 測る。覆土は

第 1層 :灰責褐色細砂炭化物微量混、第 2層 :灰責褐色細砂ににぶい黄色砂多量混となる。遺物は土

師器が出土している。

溝

SD344(図面319):畑 に伴う溝群が北東から南西方向に併走する。竪穴住居群より後出する。平面形

態は直線的で北端は消失し、南端は調査区外に続 く。確認できる長さは7.Om、 最大幅1.14m、 最大深

0.07mを 測る。断面形態はU字形を呈 し、覆土は黄褐色砂炭化物微量混の単層となる。出土遺物は須

恵器が認められる。

SD345(図面319):平面形態は直線的で、両端とも消失している。長さ3.8m、 最大幅0.35m、 最大深

0.06mを 測る。断面形態はu字形を呈し、覆土は黄褐色砂炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土

師器・須恵器が認められる。

SD346(図面319):平面形態は直線的で、北端は消失し、南端は調査区外に続 く。確認できる長さは

6.Om、 最大幅0,6m、 最大深0.13mを 測る。断面形態はV字形を呈し、覆土は黄褐色砂炭化物・マンガ

ン微量混の単層となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD347(図面319):平面形態は直線的で、北端は消失し、南端は調査区外に廷びる。確認できる長さ

は2.4m、 最大幅0.3m、 最大深0.19mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂炭化物微量混

の単層となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD348(図面319):平面形態は直線的で、北端は消失し、南端は調査区外に延びる。確認できる長さ

は1.55m、 最大幅0.34m、 最大深0.07mを 測る。断面形態は不整形を呈し、覆土は黄褐色砂炭化物微量

混の単層となる。出土遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD349(図面319):平面形態は直線的で、両端とも消失している。長さ2.18m、 最大幅0.3m、 最大深

0,08mを 測る。断面形態はu字形を呈し、覆土は黄褐色砂炭化物微量混の単層となる。出土遺物は土

師器・須恵器が認められる。

SD350(図面319):平面形態は直線的で、北端は消失し、南端は調査区外に延びる。確認できる長さ

は1.56m、 最大幅0.36m、 最大深0.2mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄掲色砂マンガン混の

単層となる。出土遺物は須恵器 (2890)が認められる。

SD351(図面319):平面形態は直線的で、北端は消失し、南端は調査区外に延びる。確認できる長さ

は3.34m、 最大幅0.24m、 最大深0.2mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂マンガン混の

単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD352(図面319):平面形態は直線的で両端とも消失している。長さ1.55m、 最大幅0.41m、 最大深

0.08mを 測る。断面形態は逆台形を呈 し、覆土はにぶい黄褐色砂質シル トマンガン混の単層 となる。

出土遺物は土師器が認められる。

SD353(図 面319):平面形態は不整形で、東西に延び両端とも消失している。長さ4,Om、 最大幅0.56m、

最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土はにぶい責褐色シル ト質砂の単層となる。出土

遺物は土師器・須恵器が認められる。

SD354(図 面319):平面形態は直線的で、南北に延びる。北端は消失し、南端はS136に切られる。確

認できる長さは17.8m、 最大幅1.2m、 最大深0.13mを 測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は黄褐色砂
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炭化物・マンガン微量混の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SD355(図面319):平面形態は直線的で、北端は開放し南端は消失している。確認できる長さは1.4m、

最大幅0.24m、 最大深0.06mを測る。断面形態はU字形を呈し、覆土は暗褐色砂質シルト炭化物微量混

の単層となる。出土遺物は土師器が認められる。
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4 遺物
任海宮田遺跡B地区は合計14地区もの調査区に分かれている。記述の順序は、まず土器・陶磁器類

をBl地区からB14地区まで各地区ごとで行う。次に、木製品、金属製品、石製品の順に各地区ごと

に記述していく。個々の遺物の記述は、各地区毎で遺構出土と包含層出上に分けて行う。

出土遺物の種類別で見ると土器・陶磁器類が最も多く、次いで金属製品、石製品がつづく。木製品

の出土は任海宮田遺跡の全地区をとおして希少で、遺存しにくい土壌条件であったためと考えられる。

今回の調査では古代・中世の上器・陶磁器類が多く出上している。とりわけBl・ B6・ B13地 区から

古代の須恵器・土師器が多量に出土している。概ね 9世紀から10世紀代の遺物が主体で、竪穴住居な

ど遺構内ないしは、遺構周辺の包含層から出上している。中世の土器・陶磁器類は古代に比べて少な

中世土師器・珠洲・八尾 。中国陶磁器・瀬戸美濃施釉陶器等が出土している。

土器・陶磁器 (図面320～ 419)

出土遺物は遺跡の各地区で検出された遺構の時期にもよるが、遺跡全体でとらえた場合に須恵器・

土師器などの古代の遺物で多 く占められている。とりわけ任海宮田遺跡Bl・ B6・ B13地 区では古代

の掘立柱建物や竪穴住居が多数検出され、必然的に古代の遺物も多 く出土している。器種としては須

恵器よりも土師器が多い傾向にあり、杯や煮炊用の甕・蝸類などの日常雑器が多く出土している。中

世の土器・陶磁器類は古代に比べて少ない。中世土師器・珠洲・八尾 。中国陶磁器・瀬戸美濃施釉陶

器などが出上し、13世紀以降中世を通じて遺物が出土する。

古代の遺物については、後述するまとめの分類基準の大分類に準拠 した。須恵器の杯については、

無高台のものを杯 A、 有高台のものを杯Bと する。土師器については、供膳形態のものが主体で、

椀・皿とした。分類名称は須恵器杯・皿に準拠する。赤彩土師器や黒色土器は記述のなかで言及し、

実測図ではスクリーン・トーンなどで特に表示していない。

中世の出土遺物については、土師器皿・瀬戸美濃施釉陶器 。中国陶磁・珠洲 。人尾などの土器・陶

磁器類がある。これら中世の土器・陶磁器類はこれまでにも精力的に研究が進められてきてお り、

各々の型式分類と編年が明らかにされているものも多い。本書でもこれらの研究成果を準用しながら

記述していく。記述に際して用いた分類・編年研究としては、まず土師器皿では、森分類・編年柔を

準用した。瀬戸美濃施釉陶器については藤澤分類・編年案に基づいた。中国陶磁全般については主に

山本による大宰府分類・編年柔を、さらに中世後期の中国青磁については上田分類・編年案を、白磁

については森田分類・編年案をそれぞれ用いた。珠洲については吉岡分類・編年案を基準とした。人

尾については「道場 I・ Ⅱ追跡発掘調査報告」で示した森の分類案を用いた。墨書土器の分類は「富

山考古学研究―紀要第 8号一」で示した武田の分類案を用いた。土錘の分類は「富山考古学研究―紀

要第 4号―」で示した細辻の分類案を用いた。

古代

Bl地区 (図面320～ 351)
竪穴住居

S101(図面320-001～ 011):001～ 005は須恵器で、001,0021よ蓋である。つまみの有無は不明で、

001は口縁端部を折 り曲げず、やや丸 く肥厚させる。002は 回縁端部を丸く肥厚させている。復元口径

は001で約14.7cm、 002で 12.4cln。 003～005は杯で、003は体部が浅く開く形態で復元口径は約11,Ocmで

ある。004・ 005は杯Aである。平坦ないしは平坦気味の底部から、稜をもって屈曲し、体部が外方に
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浅 く開く形態を有する。法量は口径 11.9cm、 器高は2.8～ 3.6cmで ある。006～ 0101ま土師器で、006～

008は椀Aである。概ね回転糸切 りによる切 り離しされた平坦な底部にわずかに内湾気味に開く体部

を有する。法量は口径12.6～ 12.8cmである。009は皿で、体部は浅い角度で大きく開く。口径は約13.0

cmで ある。010は 甕の口縁部で、肥厚 した端部が九みを持って内湾している。復元口径は35.Ocmで あ

る。011は墨書土器で、土師器の椀Aの底部である。回転糸切 りによる切 り離 しされた平坦な底部外

面に「成」と書かれている。

S102(図面320-012～ 050):012～ 016は須恵器である。012・ 0131ま 杯蓋で、つまみの有無は不明、

天丼部は笠型で器高のあるタイプである。天丼部外面には1/2程度回転ヘラケズリが施され、口縁部

は折 り返して九 くおさめている。法量は口径11.Ocm程度である。014は杯Aである。平坦気味の底部に、

外方に浅 く開く体部を有する。015'016は須恵器の杯Bである。高台は貼 り付けのもので、015は水

平接地された角高台、016は角高台気味で内端接地している。体部は外傾 しながら直線的に開いてい

る。法量は概ね口径12.8～ 12.9cm、 器高6.1～ 6.6cmである。017～040は土師器で、017～024が椀Aであ

る。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。017・ 018は底径が比較的

小さく、018～ 024の 回縁端部は短く外反している。法量は017のみ大型で口径16.3cm、 器高6.lcm、 そ

の他は口径 12.1～ 13.2cm、 器高4.0～ 4.2cmで ある。025～ 038は椀で、やや内湾気味に立ち上がる体部

をもつ。口縁端部は033～ 035・ 038は外反し、036・ 037は九 くおさめている。法量は口径 11.8～ 15.5

cmで ある。039は 皿Aで、体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するように開い

ておさめる。法量は回径 13.Ocm、 器高2.4cmで ある。040は 口径 18.Ocmの 中型の甕である。口縁部は、

上端部が屈曲し、端部が直立する。日縁部内面に油煙が付着している。041,042は 赤彩土師器で、内

湾気味に開く体部を有 している。法量は口径 11,9～ 12.Ocmで ある。043・ 044は黒色土器椀で、043は

口縁部破片で内面は粗いヘラ磨き調整である。法量は口径14.Ocm。 044は椀Aの底部破片で、回転糸切

り痕の残る平坦な底部から体部はやや内湾気味に開く。045～048は土師器の椀Aで、墨書土器である。

045・ 046・ 048は底部に「平」と墨書が書かれている。回転糸切 りの底部からやや内湾気味に立ち上

がる体部を有する。口縁端部は045が短 く外反、046は 口縁端部を九 くおさめている。047の墨書は判

読不明である。法量は口径 12.3～ 12.8cm、 器高は4.6cm前後である。049は 灰釉陶器の広口重である。

部分的な残存であるが、肩部の下半分1/4程度に回転ヘラ削り調整がみられる。外面は灰釉をハケ塗

りしている。050は土錘である。寸胴型c類で幅3.6cm、 長さ7.Ocm、 孔径1.5cmと なる。

S103(図面322-097～ 104):097は 須恵器の杯蓋で、天丼部は笠型で器高のあるタイプである。日縁

部の形態は下方に折 り曲げやや方頭になり、つまみは無い。天丼部外面には回転ヘラ切 り、その後中

央から1/2程度回転ヘラケズリされ、次に回転ナデが施される。法量は口径 13.2cm、 器高は2.7cmで あ

る。098～ 101は土師器で098～ 100が椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上

がる体部を有する。口縁端部は短 く外反している。法量は口径 12.3～ 15,lcm、 器高4.4～ 4.7cmで ある。

101は耳皿である。底部を回転糸切 り成形した後、口縁の相対する三方を内側へ折 り曲げる。折曲部

外面には指頭圧痕が残る。102・ 103は土師器椀Aの墨書土器である。102は体部外面に正立で「田」

と墨書され、回転糸切 りの平坦な底部から屈曲して斜め方向へ直線的に開く体部を有する。103は 回

転糸切 り痕の残る底部に「平」と墨書されている。104は灰釉陶器の皿Bで、九みのある低い高台を

もつ。見込み部分が摩耗しており非常に滑らかである。釉は淡緑灰色を基調とし、体部内外面にハケ

塗りされる。

S104(図面321・ 322-060～ 096):060～ 063は須恵器である。060～ 062は杯蓋で、天丼部は笠型で器
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高のあるタイプである。ほとんどの天丼部外面には1/2程度回転ヘラケズリが施されている。060,

061の 口縁部は下方に短 く折 り曲げるもので、062は折 り返して九 くおさめている。法量は060,061

が大型で口径 19。 1～ 19 6cmく 062が 12.Ocmである。063は杯Bである。平坦な底部から屈曲して、斜方向

へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。口縁端部

は丸 くおさめる。法量は口径11.9cm、 器高5.]canで ある。064～089は土師器で、064～072が椀Aである。

回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。064・ 067は底径が比較的小さ

い。070～072の 口縁端部は短 く外反している。法量は064～066が大型で口径 14.8～ 16.9cm、 器高5。4～

6.5cm、 067～ 072は 口径 12.1～ 13.6cm、 器高3.6～ 5.Ocmである。073～ 082は椀で、やや内湾気味に立ち

上がる体部をもつ。073～ 079は 口縁端部は九 くおさめており、080～ 082は外反している。法量は口

径が5.9～ 15.4cmで ある。088～ 086は皿で、体部は浅い角度で大きく開く。口縁部は083～ 085は 短 く

外反 し、皿Aの 086は さらに側方へ突出するように開いておさめる。内外面に二次被熟痕がみられ、

外面は剥離が目立つ。087・ 088は甕で087は小型甕である。日縁の上端部が屈曲し、端部が直立、さ

らに内傾する。底部は回転糸切 り後ヘラ削 りされており、法量は口径 12.3cm、 底径7.4cm、 器高11.9cm

である。088の 口縁部は「く」字状に屈曲し、肥厚 した口縁端部が内側に折 り返され、九 く成形され

る。法量は口径20.Ocmで ある。089は蝸の小破片で、口縁端部が破損している。090は赤彩土師器の椀

Aで、回転糸切 り痕の残る平坦な底部から体部はやや内湾気味に開く。法量は口径 12.9cm、 器高3.8cm

である。091～ 093は黒色土器椀である。091・ 092は口縁部破片で内面は粗いヘラ磨 き調整である。

法量は口径 13.4cmと 17.8cmである。093は椀Aの底部破片で、回転糸切 り痕の残る平坦な底部から体部

はやや内湾気味に開く。094は土師器の椀Bで、墨書土器である。「ハJ宇状に踏ん張る高台が底部の

やや内側にに貼 り付けられている。底部の墨書は判読不明である。095'096は 土錘で、095は寸胴型c

類、096は寸胴型d類、法量は概ね幅3.7cm、 孔径 1.4cmを測る。

S105(図面321-051～ 059):051～ 054は須恵器である。051は杯Bで、高台は貼 り付けのものである。

体部は外傾しながら直線的に開いている。法量は口径 11.Ocm、 器高4.9cmである。052は壼、053・ 054

は甕の回縁部で052は口縁端部が上方に屈曲し、内面が肥厚する。053は 口縁端部が水平の面をなして

おり、調整は外面が平行タタキ、内面は同心円状の当具痕がみられる。054は 口縁端部を上方に引き

出している。また、内面全体に自然釉が施されている。法量は口径が21.1～ 23.Ocmを測る。055～ 059

は土師器である。055は椀Aで、回転糸切 りの底部のみの残存 となる。法量は底径が5.6cmで ある。

056・ 057は皿Aで、体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するように開いておさ

める。法量は国径 12.4～ 14.lcm、 器高2.3～ 2.6cmで ある。058,059は 小型甕である。口縁部は「く」

字状に屈曲し、端部は九 くおさめる。059の底部は平底で、回転糸切 りが施される。外面にヘラケズ

リ調整が見られる。法量は口径 12.3～ 12.4cm、 器高は9.2～ 14.lcmである。

S106(図面322-115～ 121):115～ 1171ま 須恵器である。115は杯Aで平坦な底部から屈曲して、斜方

向へ直線的に開く体部を有する。日縁端部は九 くおさめる。法量は回径 14.Ocm、 器高3.2cmで ある。

116は杯Bで角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。法量は底径8.6cmである。117

は重で、日縁端部を下方に引き出している。また、内面全体に自然釉が施されている。法量は口径

18.lcn4である。118～ 120は土師器椀で、118・ 120が椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内

湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。法量は口径12.4～ 13.9cm、 器高は4.2～

4.4cmである。121は灰釉陶器の皿で、口縁部が緩やかに外反しており、やや器壁が厚いつくりのもの

である。法量は回径14.7cmを 測る
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S107(図面322-105～ 114):105～ ■0は須恵器で105～ 107は杯蓋である。日縁部の形態は下方に折

り曲げやや方頭になる。法量は口径12.1～ 15.8cmで ある。108は杯の口縁部で斜方向へ直線的に開く

体部を有する。法量は口径13.Ocmで ある。109・ 110は杯Bで角状を呈する高台が底部のやや内側に貼

り付けられている。法量は底径7.0～ 7.8cmである。111は灰釉陶器の壺で、体部の破片である。釉は体

部外面に薄い灰釉が施され、光沢がみられる。112～ 1141よ土錘で112は樽型c類、その他は小破片であ

る為不明である。112の法量は幅4.2cm、 長さ7.3cm、 孔径1.2cmを測る。

柱穴

SP2003(図面323-123・ 124)i123は 土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に

立ち上がる体部を有する。口縁端部は短 く外反している。法量は回径8.4cm、 器高2.9cmと 小型である。

124は樽型c類の土錘で、法量は概ね幅4.Ocm、 長さ6.6cm、 孔径1.4cmを測る。

SP2004(図面323-125・ 126):125は 土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に

立ち上がる体部を有する。日縁端部は短 く外反している。法量は口径 12.Ocm、 器高4.2cmで ある。126

は寸胴型c類の上錘で、法量は概ね幅3.Ocm、 長さ4.8cm、 孔径1.4cmを測る。

SP2005(図面323-127・ 128):127・ 128は須恵器で、127は杯である。斜方向へ直線的に開く体部を

有する。法量は口径17.9cmを測る。128は広口又は双耳壺の口縁部で、回縁端部を上方に引き出して

いる。法量は口径24.2cmである。

SP2006(図面323-129):須 恵器の杯蓋でつまみの有無は不明、天丼部は笠型で器高のあるタイプで

ある。口縁部は折り返して九 くおさめている。法量は口径11.3cm程度である。

SP2010(図面323-130,131):130・ 131は土師器で130は椀である。やや内湾気味に立ち上がる体部

を有する。口縁端部は短 く外反している。法量は口径12.5cmで ある。1311ま 皿で、体部は浅い角度で

大きく開く。肥厚した口縁端部は九 くおさめる。法量は口径13.5cmである。

SP2012(図面323-132～ 135):1321ま 土師器の小型甕で、口縁部は「く」字状に屈曲し、端部は九く

おさめる。体部外面にヘラケズリ調整が見られる。法量は口径16.7cmで ある。133は須恵器の墨書土

器で杯Bの底部である。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。底部の墨書は判

読不引である。法量は底径6.5cmである。135は土錘で樽型c類である。135の法量は概ね幅3.5cm、 長さ

7.Ocm、 子と径1.2cmを 測る。

SP2013(図面323-136。 137):136は 須恵器杯蓋である。口縁部は下方に短く折 り曲げるもので、つ

まみの有無は不明である。天丼部外面には1/2程度回転ヘラケズリが施されている。法量は口径13.0

cm程度である。137は須恵器の墨書土器で杯Aの底部である。回転ヘラ切 りによる切 り離 しされた平

坦な底部外面下方に「廣」と墨書されている。

SP2018(図面323-138):土 師器の小型奏で、口縁の上端部が屈曲し、端部が直立する。復元口径は

13.Ocmである。

SP2019(図面323-139～ 142):139は 須恵器の皿Bである。体部は浅い角度で大きく開き、口縁部は

さらに側方へ突出するように開いておさめる。高台が足高で底部は回転ヘラ切 り後ナデている。法量

は口径 15,2cm、 器高3.3cmで ある。141。 1421よ土錘でずん胴型c類である。法量は概ね幅3.2～ 4.2cm、

長さ5.8～ 6.Ocm、 子し径1.2～ 1.4cmを 測る。

SP2021(図面323-143～ 145):143・ 144は須恵器で1431ま杯蓋である。日縁部の形態は下方に折 り返

して丸 くおさめている。つまみは無 く、天丼部外面には回転ヘラ切 りが施される。法量は口径 12.9cm、

器高は2.4cmを 測る。144は杯Aである。回転ヘラ切 り後ナデを施す平坦な底部から屈曲して、斜方向
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へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。法量は口径 11.5cm、 器高3.6cmである。145

は土師器椀で、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部は短く外反している。法量は口径

11.Ocmである。

SP2022(図面323-146～ 157):146～ 1511ま 土師器である。146～ 150が椀で147・ 148は 椀Aである。

回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。149。 150は 口縁端部を丸くお

さめている。法量は口径 12.1～ 13.5cm、 器高4.2～ 4.3cmを 測る。151は 皿で、体部は浅い角度で大きく

開く。回縁端部は九 くおさめる。法量は口径13.8cmで ある。152は赤彩土師器で、全面に赤彩が施さ

れる。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。日縁端部は丸 くおさめ

る。法量は口径15,4cm、 器高5.3cmである。153・ 154は黒色土器で153は椀である。口縁端部は九 くお

さめる。復元口径は15 7cmである。154は椀Bで、外傾する丸い高台が体部下端に貼 り付けられる底部

片である。法量は底径が7.7cmを 測る。155～ 157は墨書土器で155は赤彩土師器の椀である。内外面に

赤彩が施され、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめる。体部外面に書かれて

いる墨書は判読不明である。復元口径は13.2cmを 測る。156は土師器の椀Aである。回転ヘラ切 りの平

坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。底部外面に書かれている墨書は判読不明であ

る。法量は底径5.Ocmを 測る。157は黒色土器の皿Bで、体部は浅い角度で大きく開く。口縁端部は丸

くおさめる。底部はタト傾する九い高台が体部下端に貼 り付けられる。底部外面に書かれた墨書は一部

のみ残存で「平」の可能性が高い。法量は回径 H.6cm、 器高2.7cmである。

SP2023(図 面323-158):須 恵器の杯でやや内湾気味に立ち上がる体部をもつ。口縁端部は外反して

いる。復元口径は12.6cmである。

SP2024(図 面323-159):樽 型c類の上錘で、法量は概ね幅4.Ocm、 長さ7.5cm、 孔径1.4cmを 測る。

SP2025(図 面323-160):赤彩土師器の椀Aで、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部

は短く外反している。法量は口径13.3cm、 器高4.2帥である。

SP2026(図面323-161):土 師器の蝸で、口縁上端部が屈曲し、端部が内傾する。法量は概ね口径

37.Ocmである。

SP2027(図面323-162・ 163):162は 須恵器の杯Bである。平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線

的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。口縁端部は丸 く

おさめる。法量は口径 11.Ocm、 器高4.4cmで ある。1631よ 土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部か

らやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。日縁端部は短 く外反している。法量は口径 11.8cm、 器高

4.6cmである。

SP2028(図面323-164):土 師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる

体部を有する。法量は口径12.2cm、 器高3.8cmである。

SP2033(図面324-165):赤彩土師器の皿Bで、体部は浅い角度で大きく開く。口縁端部は丸 くおさ

める。底部は外傾する九い高台が体部下端に貼 り付けられる。体部内外面に赤彩が施される。法量は

口径13.7cm、 器高2.8cmである。

SP2035(図面324-166～ 168):166～ 1681ま土師器で166・ 167は椀Aである。回転糸切 りの平坦な底

部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。166の 口縁端部は短 く外反している。法量は回径

12.3cnl、 器高は3.5cmである。168は皿Bの底部で、外傾する九い高台が体部下端に貼 り付けられる。

SP2038(図 面324-169・ 170):169は須恵器の壺で、体部から回縁部にかけて「く」字状に屈曲する。

口縁部端面は、水平で側方に拡張している。調整は外面が平行タタキ、内面は同心円状の当具痕がみ
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られる。170は土師器の椀Aの墨書土器である。底部外面に墨書がみられるが、判読不明。

SP2043(図面324・ 325-171～ 188・ 233):171～ 179は須恵器で、171～ 175が双耳壷である。口縁形

態は171は 上下に拡張するもの、172・ 173は 端部の下方が九みをもって上方に屈曲外反 している。

173は肩部に二条の突帯を巡らしている。法量は口径16.7cm～ 25,4cmで ある。174は胴部、1751よ 底部

で法量は底径14.7cmを測る。176イよ壷で体部外面下部に上方から下方に向けてケズリを施す。法量は

底径11.4cmで ある。177～ 179は甕で、回縁端部が曲面をなすとともに内側に肥厚 している。179は口

縁部外面に波状文を施し、外面はタタキ調整で内面には同心円状の当具痕が残る。復元口径は48.0～

57.2cmを測る。180～ 185は土師器の椀で、1801ま椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気

味に立ち上がる体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。法量は回径 12,7cm、 器高は4.2cmで ある。

180～ 185はやや内湾気味に立ち上がる体部を有し、口縁端部は九 くおさめる。法量は口径 12.5～ 15,0

cmである。1861ま 黒色土器の椀で、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。日縁端部は九 くおさめ

る。法量は口径14.lcmで ある。187は灰釉陶器の椀で、底部外面に回転糸切 り痕が薄 く残る。内面に

はコテ当て調整に伴う圏状の沈線がみられ、見込みは摩耗 し非常に滑らかである。高台は外面に明瞭

な稜を持つ三日月高台で、平面形は正円ではなくやや歪む。法量は口径 13.8cm、 器高4.2cmで ある。

188は土師器焼成の製塩土器の体部破片である。体部内面には粗いハケ調整の跡がみられる。233は灰

釉陶器の短頸重である。肩が張る器形で、器壁全体に厚みがある。外面は灰釉を厚 くハケ塗りし、肩

部は暗茶色や濃緑色、胴下半は淡緑灰色に発色する。底部内面には暗緑色の釉が斑点状に降りかかる。

胴部外下半を斜め方向にヘラ削 りし、底部外面は高台貼 り付け時に強く輪状にナデ調整する。底部外

面の高台内側に粘土塊が数個付着する。二次被熱を受けている破片が多 く、器表面に小さな九い割れ

が目立つ。法量は口径■,6cm、 器高22.8c14で ある。

SP2044(図面325-189,190):189。 190は須恵器で、189は短頸壼である。体部から口縁部にかけて

「く」字状に屈曲する口縁端部は、水平で側方に拡張している。法量は口径13.lcmを測る。190は 甕で、

日縁端部が月巴厚 し上下方向に拡張している。法量は口径は24.7c14で ある。

SP2046(図面325-191,192):191,1921ま土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾

気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部は短く外反している。法量は口径 12.3～ 13.3cm、 器高4.2～

4.3cmである。

SP2047(図面325-193):須 恵器の杯蓋の破片で、天丼部外面には回転ヘラ切 りが施される。

SP2048(図面325-194):灰釉陶器の椀か皿の高台付底部である。底部外面に回転糸切 り痕を残し幅

広の三日月高台を持つものである。法量は底径6.5cmである。

SP2049(図面325-195～ 197):195は 土師器の椀Aで、底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有

する。法量は口径12,7cmである。196・ 1971よ土錘で、196はずん胴型c類、197は樽型c類である。法量

はIF/1ね幅3,8～ 4.Ocm、 長さ6.7～ 7.4cm、 孔径 1.4～ 1.6cmを 測る。

SP2051(図面325-198):土 師器椀の破片で、口縁端部が短く外反している。復元口径は13.Ocmで あ

る。

SP2054(図面325-199～ 201):199。 200は土師器椀で、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味

に立ち上がる体部を有する。口縁端部は九 くおさめており、200は 短 く外反している。法量は口径

12.1～ 16.5cm、 器高3.7～ 4.3cmで ある。201は土師器小型甕で、底部は平底で回転糸切 りによる切 り離

し、ヘラケズリが施される。底径は6.2cmである。

SP2055(図面325-202～ 204):202は 土師器の椀で墨書土器である。やや内湾気味に立ち上がる体部
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を有する。口縁端部は九 くおさめる。体部外面に書かれている墨書は「工」に似た記号が書かれてい

る。復元口径は12.lcmを測る。203・ 204は土錘で203は樽型c類、204は樽型b類である。法量は概ね幅

3.6cm、 長さ6.5～ 7.5cm、 孔径1.0～ 1.2cmを測る。

SP2056(図面325-205):土 師器椀Aの墨書土器で、底部内面に文字が書かれているが、判読不明で

ある。復元底径は6.Ocmを 測る。

SP2058(図面325-206):土 師器椀の墨書土器である。内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端

部はやや外反している。体部外面に正方向で「上」と書かれている。復元口径は12.4cmである。

SP2066(図面325-207～ 209):2071ま 土師器の椀Aで、赤彩土師器である。平坦な底部から屈曲して、

斜方向へ直線的に開く体部を有する。復元口径は12.6cal、 器高4.Ocmで ある。208は 土師器の皿Aで、

墨書土器である。体部は浅い角度で大きく開き、日縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめ

る。底部外面に「平」の墨書がみられる。法量は口径14.9cm、 器高2.Ocmである。209は土師器焼成の

製塩土器の体部破片である。体部内面には粗いハケ調整の跡がみられる。

SP2068(図面325-210):須 恵器の杯蓋である。口縁部の形態は下方に折 り返して丸 くおさめている。

つまみは無 く、天丼部タト面には回転糸切 りした後ナデを施している。法量は口径12.9cm、 器高は2.lcm

を測る。

SP2071(図面325-211):土 師器焼成の製塩土器の体部破片である。体部内面には粗いハケ調整の跡

がみられる。

SP2075(図面325-212):土 師器の小型甕である。回縁の上端部が屈曲し、端部が直立する。復元口

径は14.7cnlを 測る。

SP2077(図面325-213):須 恵器の重蓋である。天丼部は扁平で、擬宝珠状のつまみが付 く。天丼部

外面には1/2程度回転ヘラケズリが施される。

土坑

SK1003(図面326-214):土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる

体部を有する。口縁端部は短く外反している。法量は口径 12.2cm、 器高4.5cmである。

SK1018(図 面326-215～ 217):215は 須恵器の壼で、頸部は外反しながら立ち上がり、口縁端部は側

方に拡張している。法量は口径7.4cmである。216・ 2171よ 土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部か

らやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部は短く外反している。法量は口径12.0～ 13.7cm、

器高3.8～ 4,9cmである。

SK1019(図面326-218～ 221):218は土師器の甕で、口縁端部が直立する。復元口径は15.8cmである。

219。 220は黒色土器の椀で、219は やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。□縁端部は短く外反し

ている。法量は口径16.Ocmで ある。220は椀Aの底部で静止糸切 り痕がみられる。法量は底径6.lcmを

測る。221は土師器椀Aの墨書土器で、底部外面に文字が書かれているが、「平」の一部分かと思われ

る。

SK1021(図面326-222):須恵器の杯Bである。平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体

部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられており、口縁端部はやや外反してい

る。法量は口径 10.9cm、 器高4.Ocmである。

SK1022(図 面326-223・ 224):223は 須恵器の杯Aで、回転ヘラ切 り後ナデを施す平坦な底部から屈

曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は丸くおさめる。法量は回径11.7cm、 器高3.8

cmで ある。2241ま土師器皿Bの墨書土器で、底部外面に文字が書かれているが、判読不明である。内
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外面に赤彩が施されている。

SK1023(図面326-225):須 恵器の杯蓋で、口縁部の形態は下方に折 り返して九 くおさめている。つ

まみは無 く、天丼部外面には1/2程度回転ヘラケズリが施されている。法量は口径13.4cmである。

SK1024(図面326-226):須恵器の壼の底部である。有高台の底部から体部は直線的に立ち上がる。

SK1025(図面326-227):土 師器の甕で、口縁端部は九 くおさめる。復元口径は33.4cmで ある。

SK1028(図面326-228):土 師器の椀で、体部は斜方向へ直線的に開く。復元口径は14.0硼である。

SK1036(図面326-229):黒色土器の椀で、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。日縁端部は短

く外反している。法量は口径13.8cmである。

SK1037(図 面326-230):須 恵器の壼の底部で、「ハ」字状の角状高台を有する。法量は底径8.8c14を

測る。

SK1038(図 面326-231):土 師器の椀で、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。法量は口径 14.0

cmである。

SK1040(図面326-232):灰 釉陶器の椀の口縁部片である。器壁はやや厚いつくりで、口縁部を九 く

おさめる。内外面施釉される。法量は口径14.Ocmである。

SK1044(図面326-234):土 錘で、樽型c類である。法量は概ね幅3.8cm、 長さ6.Ocm、 孔径 1.2cmを 測

る。

SK1045(図 面326-235):黒 色土器の椀Aで、ヘラ削 りの平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的

に開く体部を有する。法量は口径 14.2cm、 器高5,2cmである。

SK1048(図面326-236):須恵器の杯蓋で、つまみは無く、天丼部外面には回転ヘラ切 りが施される。

SK1049(図面326-237):土 錘で、樽型c類である。法量は概ね幅3.8cm、 長さ5.6cm、 孔径 1.2cmを 測

る。

SK1052(図面326-238):土 錘で、樽型b類である。法量は概ね幅3.Ocm、 長さ7.2cm、 孔径 1.lcmを 測

る。

SK1056(図 面326-239～ 244):239～ 241は 須恵器で239・ 240は杯Bである。平坦な底部から屈曲し

て、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。

口縁端部はやや外反している。法量は口径 15,1～ 16.lcm、 器高6.8～ 7.2cmである。241は壼で、口縁端

部を下方に引き出している。法量は口径 15。7cmである。242は土師器椀Aで、平坦な底部からやや内湾

気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。法量は回径 12.5cm、 器高3.6cmで ある。

243は 土師器の椀Aの墨書土器である。底部外面に文字が書かれているが、判読不明である。復元底

径は5.5cmを 測る。244は土錘で、寸胴型c類である。法量は概ね幅3.6cal、 長さ5.8cm、 孔径1.4cmを浪1る 。

SK1057(図 面326-245～ 249):245・ 246は 土師器椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内

湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部はやや外反している。法量は口径12.0～ 12.8c14、 器高4.0

～5,2cmである。247は赤彩土師器の皿Bである。体部は浅い角度で大きく開く。口縁端部は丸 くおさ

める。底部は外傾する九い高台が体部下端に貼 り付けられる。体部内外面に赤彩が施される。法量は

口径 12.9c14、 器高3.4cmで ある。248・ 249は土錘で、樽型c類である。法量は概ね幅3.5～ 4.Ocal、 長さ

6.2～ 6.8cm、 子し径 1.3cmを 測る。

SK1060(図面326-250):須 恵器の杯蓋で、口縁部の形態は下方に折 り曲げやや方頭になる。法量は

口径14.2cmである。

SK1061(図 面326-251～ 253)1251は 須恵器の重で、日縁端部を上方に引き出している。法量は日径
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11.Ocmを波1る 。252は灰釉陶器の椀である。やや開き気味の体部が緩 く内湾しながら立ち上がり、口

縁部の下方に屈曲を持たせ、端部を丸 く仕上げる。内外面とも回転ナデ調整で、胎土は硬質で灰色の

釉が薄く施されるが、いずれも内面の釉は斑点状にはじかれる。口縁部外面に釉が厚 くたまり、濃緑

色に発色する。法量は口径15.lcmで ある。253は土錘の破片で、分類は不明である。法量は槻ね幅3.6

硼、孔径1,3cmを測る。

SK1062(図 面326-254):灰 釉陶器の椀か皿の底部である。底部外面に回転糸切 り痕を残し幅広の三

日月高台を持つ。法量は底径6.8cmである。

SK1064(図面326-255～ 260):255。 256は須恵器杯Aである。255は 回転ヘラ切り後ナデを施す平坦

な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。法量は口径

13.lcm、 器高3.5cmを 測る。256は底部の小破片である。257は土師器椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部

からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部は丸 くおさめている。法量は口径 12.lcm、 器

高3.8cmである。258。 259は土師器で258は小型甕である。口縁部は「く」字状に屈曲し、端部は九 く

おさめる。法量は口径15.5cmで ある。259は蝸で、肥厚 した口縁端部が内側に折 り返され、九 く成形

される。法量は口径40.4cmで ある。260は赤彩土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾

気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部はやや外反している。内外面に赤彩が施される。法量は口

径12.8cm、 器高3.6cmである。

SK1068(図 面326-261):灰 釉陶器の長頸重である。内面にロクロロが残 り、肩部の器壁は薄くつく

られる。釉調は厚 くかかる肩部を中心に濃緑色を呈し、他は暗茶褐色である。肩部の釉は一部剥落す

る。

SK1069(図 面326-262):土師器椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上が

る体部を有する。口縁端部はやや外反している。法量は口径12.lcm、 器高4.5cmである。

SK1070(図 面326-263):須 恵器の杯蓋である。口縁部の形態は下方に折 り返して九 くおさめている。

法量は口径16.lcmを 測る。

SK1074(図 面326-264～ 266):264は 須恵器の杯蓋である。口縁部の形態は折 り返して丸 くおさめて

いる。法量は口径13.lcmを 測る。265は赤彩土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気

味に立ち上がる体部を有する。口縁端部はやや外反している。内外面に赤彩が施される。法量は口径

13.3cm、 器高3.8cmである。266は土師器小型甕である。日縁部は「く」字状に屈曲し、端部は九 くお

さめる。法量は口径11.9cmである。

SK1078(図面327-267):土師器椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上が

る体部を有する。日縁端部はやや外反している。法量は口径 12.lcm、 器高4.6cmである。

SK1079(図面327-268):土師器椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上が

る体部を有する。口縁端部はやや外反している。法量は口径11.7cm、 器高4.6cmである。

SK1085(図 面326-269):土錘で、寸胴型c類である。法量は概ね幅2.5c14、 長さ4.Ocm、 孔径0.5cmを

測る。

SK1086(図面327-270～ 272):270～ 272は 土師器で、270。 271は椀Aである。回転糸切 りの平坦な

底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部はやや外反している。法量は口径 12.8～

13.2cm、 器高4.2～ 4.5cmである。272は小型奏で、底部は回転糸切 りによる切 り離しで平坦に成形され

る。法量は底径7.8cmである。

SK1089(図面327-273):須 恵器の杯蓋で、口縁部の形態は下方に折 り曲げやや方頭になる。法量は
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